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　………………ゆっくりと意識が覚醒していき、そろそろ目覚めそうだという感覚がした。

　ベッドで眠るのは久々で大変気持ちよかったのだが、今日は朝から予定があるので、いい加減起きないといけない。

　昨日はオドさんの家に泊まり、今日は闘技場でクリスタルの浄化を行うのと同時に、シロとオドさんが模擬戦を行い、それが終わり次第、俺達は次のクリスタルに向けて旅立つ予定だ。

　けれど、結婚式まではあと三日しかないので、少し急いだ方が良いかもしれない。

　…………………………頑張ろう。

　気合と共に体を起こす。

　……何故か、掛け布団が盛り上がっていた。

　………………なして？

　俺の体で盛り上がっている部分とは、別の部分が盛り上がっているのだ。

　それも、ちょうど人一人分ぐらいなのだが………………誰かと一緒に寝た記憶はありません。

　酒を飲んだ訳でもないし、その記憶は間違っていないだろう。

　昨日、寝る部屋を決める時、誰と利用するかも一緒に決めたのだが、俺は一人で寝る事になり、フロイドはナーゼ、ジルンと共に、シロは闇女神さんと共に、ティアンはファファル、ユリナさんと共にという風に分かれたはずである。

　そういう分け方だったので、俺はフロイド達と同室でも良かったんだけど、何でも、野営の時とかならともかく、こういう場で主人と共に寝るというのは執事としてどうかと……と、困っているように見えたので、俺から断った。

　……なので、昨日は一人寂しく寝たはずなのだが……。

　思い返せば、元の世界では、朝起きると偶たまにだったけど、光女神様達が居る事があった。

　それと同じような事が起こったという事だろうか？

　もしそうなら、この世界へと呼んだイルムシュタッド神の可能性がある。

　ただ、直接面識があるのはフロイドだけなので、ここに現れるとは思えない。

　………………が、否定は出来ない。

　ただ、俺はそのイルムシュタッド神を知らないので、別の不安が頭を過よぎる。

　………………男神だったらどうしよう。

　え？　ちょっと待って。

　つまり、もし男神だった場合、この構図は男と一緒に寝ていたという事になるの？

　………………。

　………………ぐふぅ。

　朝から、予定外のダメージを精神に食らう。

　………………いやいや、もちろんわかっているよ。

　めくって確かめれば良いだけなのだが………………今はその勇気が持てない。

　………………でも、めくらなければ朝を始められない。

　…………………………がばっと掛け布団をめくる。

　これは勇気ではなく、もし男神だった場合、即座に証拠隠滅するためだ。

　そして、そこに居たのは………………ファファルだった。

　……とりあえず、男と一緒に寝たという訳ではない事に、ほっと安堵するが、よく見ればファファルの服装が不味い。

　肌が透けて見える程に薄い寝巻しか羽織っておらず、大切な部分に関しては、上手い具合に腕で隠れて、俺の位置からでは見えない。

　まだ掛け布団がめくられた事に気付いていないようで、すやすやと寝息を立てている。

　………………これは違う意味で不味い。

　今、この状況を誰かに見られるのは危険だ。

　だが、まだ遅くない。

　まずは、寝ているファファルを抱き抱えて部屋から出て、誰かを見つけ、いつの間にか俺の部屋で寝ていたと、自分から事情を話せば信じてくれるはずである。

　………………多分。

　そう考えた俺はベッドから下り、ファファルを抱き抱えるために近付く。

　その瞬間、ノックと共に部屋の扉が開かれた。

「おはようございます、ワズ様。フロイド様はシロ様の準備に付き合うという事で、私が起こしに………………」

「………………」

　朝の挨拶をしながら入ってきたのは、ティアンだった。

　……多分だけど、俺がファファルに襲いかかっているように見えると思う。

　俺とティアンは、少しの間見つめ合った。

　………………届け！　この思い！

「……それでは、あと一時間程で、起こしに参ります」

「そんな気遣いは必要無いからっ！」

　俺はティアンへと、必死に説明する。

「……なるほど。朝起きて、ファファルが居ない事を不思議に思っていましたが、こういう事でしたか。恐らく、ユリナ様からの入れ知恵だと思われます。昨日就寝する前に、何やら言っておりました。……確か、既成事実を作ってしまえばこっちのモノだと」

「………………」

　一体、ユリナさんは何を教えているのだろうか。

　これは後でオドさんに言って、止めて貰もらおう。

　ファファルにも、こういう事はやってはいけないと言い聞かせておかないと。

「それで、どうされますか？」

「ん？　どうされるとは？」

「いえ、やはり私はお邪魔でしょうから、このまま部屋を出て行くのが一番良い事かと思いまして」

「いやいやいやいや、出て行かないで！　頼むから俺をこの場に置いていかないで！」

「そうですか？　ファファルなら、ワズ様のご寵愛を喜んで受け入れると思いますが？」

「そういう関係になった訳じゃないからね？」

「あぁ、元の世界に居る奥様方を気にされているのですね。安心して下さい。私は何も見なかったし、聞かなかったという事にしておきますから」

　そう言うティアンの表情は笑みを浮かべているのだが、どことなく怖く感じてしまう。

「……えっと、何か怒っているように感じるんだけど？」

「いえいえ、そんな事はありませんよ。私はフロイド様からご寵愛を受けていないのに、一つ下のファファルの方が先に受けるとか、そんな事は一切気にしていません。えぇえぇ、全然全くこれっぽっちも気にしていませんとも」

　滅茶苦茶気にしていますよね？

「わかったから落ち着いて、ティアン。それで、ファファルの事をお願いしたい……んだけど？」

「………………」

　ティアンが何も答えてくれない。

　というよりは、何か考えているのか、思案顔をしている。

　その瞬間、俺の直感が働いた。

　何やら、魔王の頃のティアンに戻っているような気がする。

　くっ！　ファファルの事はティアンに任せれば問題無いと思っていたら、今度はそのティアンが闇を抱え出した。

　このままでは事態の解決は不可能なので、ティアンには立ち直って貰わないと困る。

「えっと、ティアン……さん？」

　そう声をかけた俺に向けて、ティアンが深く一礼を行う。

「何でしょうか？　見た目幼女の魔王と共に寝ていたワズ様」

　駄目だ！　魔王として俺を殺しにきている！

　そう言われた俺は、自分の心がへし折れる音を聞いた気がした。

　この事態を変えるには、フロイドを呼ぶしかない。

　………………しまったぁ～！　今、フロイドはシロの方に行っていると言っていた。

　これでは、打つ手が無い。

　………………い、いや、諦めたらいけない。ティアンを味方に付けないと……社会的に終わる。

　考えろ。考えるんだ。

　俺は知恵を振り絞るように頭を抱え、うんうんと唸るが答えは出てこない。

　そうこうしている間に、ティアンが少しずつ下がりながら扉の方へと近付いていくのが見えた。

　扉に辿り着いたら終わりという事だと思う。

　………………え？　時間制限があるの？

　ま、不味い。もうティアンと扉の位置が近い。

　余り猶予は残されていないようだ。

　ぐぬぬ。ティアンの望む事を言わないと、止まってくれなさそうだな。

「……ティ、ティアン」

「はい。何か御用でしょうか？」

「………………」

「………………」

「今日は、良い天気だね」

　ティアンが大きく足を開いて、扉に向けて大きく下がる。

　あぁ！　選択をミスった！

「……残り……十、九、八」

　時間制限があるの？　聞いてないんだけど！

　止めて！　余計に焦るから、秒読みは止めて！

「……五、四、三」

「協力します！」

　俺は宣言するように叫ぶと、ティアンが秒読みと足を止めた。

「………………何を協力してくれるのでしょうか？」

「………………け、結果は別として、フロイドとの事を全力で応援、協力させて頂きます」

「……それで手を打ちましょう。それではワズ様、あとの事は私にお任せ下さい」

　そう言って、ティアンは俺に向かって一礼した後、ファファルを抱き抱えに行く。

　俺は、ほっと安堵した。

　とりあえず、どうにかなったが、あとでフロイドにも教えておかないと。

　一応、結果は別と言っておいたのだが、果たしてティアンは、その部分をきちんと覚えていてくれるかどうか……それだけが心配である。

　これからの事を思って溜息を吐くと、ファファルを抱き抱えたティアンが扉を開け、俺に視線を向けてきた。

「そうでした。フロイド様とシロ様達、それとオド様、ユリナ様は既に闘技場へと向かわれて準備を行っております。リビングの隣にある食堂に朝食を用意しておりますので、そちらを召し上がったら、私達と共に闘技場へと来て欲しいそうです」

「……わかった」

　ティアンがぺこりと頭を下げて、部屋から出て行く。

　俺は身支度を整え、食堂へと向かい、用意されていた朝食を美味しく頂いている内に、目を覚ましたファファルが、ティアンと共に現れたので、どうしてあんな事をしたのか尋ねる。

「ユリナが言っていたのだ。ああすれば、主ぬし様がイチコロだと。……ただ、これからは戦う事以外も覚えなさいと、ティアンにこってりと絞られた。今は軽率だったと反省している」

　ファファルがしゅんとしながら答えてくれた。

　ティアンは、何やら満足気なというか、勝ち誇ったかのようにキラキラしているけど、そこには触れないでおこう。

「わかってくれれば良いよ」

　俺は気にするなと、ファファルの頭を優しく撫でた。

　年上なのは間違いないのだが、どうにも見た目に引き摺ずられて撫でてしまう。

　けれど、ファファルは嬉しそうに微笑んだ。

　それで俺も充分である。

　ただ、ユリナさんとは、後で直接話をつけておかないといけない。

　そして、俺、ファファル、ティアンは、朝食を最後まできちんと頂き、支度を整えてから闘技場へと向かった。
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　俺、ファファル、ティアンは、オドさんの家を出る。

　家の方は空けっ放しで大丈夫なのかと思ったのだが、ファファルがきちんと施錠していた。

　そういえば、ファファルはこの家に居候していたんだっけ。

　そして、俺とティアンは、ファファルの案内で闘技場へと向かう。

　どうやら、ファファルが案内している道は、闘技場への直通らしく、ランク分けされている門も一つしかなく、すんなりと進む事が出来たし、既にオドさんから話が通っているのか、闘技場まで近付くと、その周囲を警備している兵士さん達から、こちらからどうぞと中へと通される。

　闘技場内の通路を進んで観客席へと出ると、舞台上では既にシロとオドさんが対峙していた。

　フロイドも舞台上に居て、どうやらこの模擬戦の審判をやるつもりのようだ。

　まぁ、何だかんだとこういう事はきっちりやるので、任せても大丈夫だと思う。

　シロとオドさんは、互いに視線を交わらせ、戦闘前の緊張感がこちらにも伝わってきた。

　それに反応するのは、もちろん……。

「おぉ！　おおおぉぉぉ！　良いな！　良いな！　あんなに真剣なオドを見るのは初めてだ！　それに、対するシロもどうやら本気のようだな！　しかし、この雰囲気……す～は～……。空気が美味い！」

　空気の質は変わらないと思うのだが……まぁ、ファファルだけに作用するのだろう。

　ただ、このままだと戦い出したいと言いそうなので、助けを求めるようにティアンへ視線を向けるが、ティアンはティアンで、舞台上のフロイドへ向けて声援を飛ばしている。

　……いや、フロイドが戦う訳ではないんだけど。

　すると、キラキラと目を輝かせたファファルが俺に視線を向けてきた。

「主様！　やっぱり余も戦っては駄目か？」

「いや、だ」

「駄目か？」

「………………」

「駄目か？」

「………………あ、後で俺が相手してあげるから、あの戦いに横入りはしちゃいけないよ」

「わかった！　主様が相手をしてくれるのが一番だ！」

　キラキラの目には勝てなかった。

　何かこう……込められた期待を裏切れないというか……叶えてあげたくなるというか……。

　ま、まぁ、次は、もう最初から「完全神格化」か「邪神化」を使用して戦おう。

「お～い！　こっち、こっち～！」

　声が聞こえた方へと視線を向けると、舞台に最も近い最前列の観客席で、大きく手を振っているユリナさんが見える。

　その隣には、闇女神さん、ナーゼ、ジルンも居た。

　なので、俺はユリナさんの前へとバビュンと移動し、そのまま詰問するように言葉をかける。

「……どうも、ユリナさん。どうやら、色々とお世話になったようで」

「あらあら。上手くいっちゃった？　なら、褒めてくれても良いのよ？」

「いいえ、ユリナさんが望むような事は一切起こっていませんよ」

「そうなの？　………………ヘタレ？」

　誰がだっ！

　これでも、元の世界では邪神を倒しているんだぞ！

　だから、ヘタレではない……と思いたい。

　しかし、このまま何も言わないのは、それを認めているようなモノなので、何か言わなければと思うのだが、その前にティアンとファファルがこの場へと辿り着く。

「そんなに急いでどうしたのですか？」

「主様が消えたように見えたぞ！　どうやって、移動したのだ？」

「おはよ。ファファルちゃんにティアン」

　ユリナさんが何事も無かったかのように、ティアンとファファルへ挨拶の言葉をかける。

　ティアンは挨拶に応えるのだが、ファファルは俺の移動速度が気になるようで、教えろと必死にせがんでいるので聞こえなかったようだ。

　その様子に、ユリナさんが膝を突いて落ち込む。

　……何かちょっと可哀想になってきたが、俺の中でユリナさんは要注意人物なので、今この場で助けるのは止めておこう。

　とりあえず、ただ単に速く動いただけだと教えるのだが、ファファルはそれで納得しない。

　……どう言えと？

　特殊な歩法とかではなく、単純な自力なので説明のしようがないのである。

　なので、この話はここで終わりと、俺は闇女神さん達が居るところへと向かう。

「おはよ、闇女神さん、ナーゼ、ジルン」

「あぁ、おはよう。相変わらず起きるのが遅いな」

「おはようございます、ワズ様」

「しゃーす！　おはようございます！」

「いやいや、闇女神さん。今日に限って言えば、皆の方が早かっただけだから」

　軽く挨拶を交わし、俺は「完全神格化」状態へと変わる。

「それじゃ、シロとオドさんが戦う前に、『火』のクリスタルを浄化して、結界も張っておくか」

　そう告げて、空中に浮かぶ「火」のクリスタルのところまで飛び、汚染されている部分に手を当てて一気に浄化を行うと、汚染されて黒くなった部分が、クリスタル上部から空中へ逃げるように霧散していく。

　そして、残ったのは、煌こう々こうと赤く輝く「火」のクリスタルだけ。

　俺は誰にも手出し出来ないように強力な結界を張ってから、舞台上に下りた。

「見事な輝きでございますね、ワズ様」

「ふわ～、綺麗だね～」

「あれこそが、『火』のクリスタルの本来の輝きか」

　輝く「火」のクリスタルを見て、フロイド、シロ、オドさんが、それぞれ感想を述べる。

　確かに、俺も綺麗だと思う。

　けど、今はこの場で見ている訳にもいかないので、俺は早々に舞台上から下りる。

「それじゃ、シロとオドさんの戦いを観客席から見せて貰うから、二人共頑張って下さい」

　そう言って、俺は闇女神さんとファファル達が座っている観客席まで戻った。





２






　舞台上に結界が張られ、フロイドが戦いの開始の合図を告げるため、一歩前に出た。

　ちなみに、俺の左隣にファファルが、右隣は一つ空席を挟んで闇女神さんが居る。

「え～……コホン。本日はこのような晴天に恵まれ、正に戦い日び和よりと言えるでしょう。このような日に、この栄はえある闘技場の舞台の上で戦うのは、この二人」
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　フロイドはそこで一旦区切り、シロの方を指し示す。

「まずはこちら。この戦いの審判にして執事でもある私の、絶対なる主人で在らせられるワズ様のご友人にして、その前は家族を失った過去の影響から邪神の手先として動いていた者。ですが、今はそちらに居られる闇女神と相思相愛の仲なので、実はかなり幸せいっぱいでもあるシロ様！　Ｓランクゴーレムを倒した事で注目を浴び、かなり気分が高揚しているようなので、そこが油断に繫がらないか心配でございます」

「余計なお世話だよっ！」

　シロの突っ込みに、わかるわかると頷うなずく。

　というか、闇女神とか、邪神の手先だったとか、色々と危ない発言をして大丈夫なのか？　と思ったのだが、実際には誰も聞いていなかった。

　皆、これから始まる戦いに集中しているようである。

　というか、ナーゼとジルンは、闇女神さんの足元でスヤスヤと眠っていた。

　ただ、あとでファファルに教えた時、戦いたいと言い出すのは目に見えているので、シロと闇女神さんには頑張って貰おう。

　そんな風に結論を出していると、フロイドが次にオドさんを指し示す。

「そして、そのシロ様と相あい対たいするのは、この武闘都市・エスレアデの顔役にして、この世界において最強の戦士！　しかし、年の離れた奥様には頭が上がらず、さほど多くないお小遣いの中から、飲み代をどうにか捻出出来ないかと日々頭を悩ませているという普通の男性の一面も持っているのです。さぁ、その者の名は？」

　何故か、そこでフロイドは耳に手を当て、観客席に居る俺達へと問いかけてきた。

　……え？　答えろと？　というか、オドさんでしょ？

「「「オド！」」」

　ファファル、ティアン、ユリナさんの三人が、声を揃えて叫ぶので驚く。

　見事にこの世界の人達だけで固められているので、お国柄というか、世界柄？　なのだろうか？

　ただ、闇女神さんは少し呆れ顔を浮かべているのだが、多分、俺も同じような表情を浮かべていると思う。

　すると、フロイドが納得いかないと再度繰り返す。

「おやおや、少し声が小さ過ぎませんか？　この都市の顔役ですよ？　もっと声援があっても良いのではないでしょうか？　私にまで届かせて下さい。では、もう一度」

　もう止めてあげて！　それと、オドさんを見てあげて！

　オドさん的には恥ずかしかったのか、準備運動を止めて、顔を伏せて蹲うずくまっているから！

　それに気付いて下さい！

　だが、俺と闇女神さんはよくわかっている。

　これは、俺達が言わない限り、フロイドは決して止めないという事を……。

　なので、やるしかないと、俺と闇女神さんは視線を合わせて一つ頷く。

「さぁ、その者の名は？」

「「「オド！」」」「「……オ、オド」」

　声量の違いは勘弁して頂きたい。

　だって、いきなりは恥ずかしいので。

　ただ、それでフロイドは満足したかのように笑みを浮かべた。

「そう、オド様です！　さて、長々と私が話していても仕方ありませんので、そろそろ戦闘開始の合図といきましょうか」

　そう言って、フロイドが二人から距離を取るのだが、オドさんは戦意喪失気味だったので、落ち着くまで待つ事になった。

　………………。

　………………。

　立ち直ったオドさんが、シロと視線を交わらせる。

　というか、今更だけど、オドさんは武器類を一切所持していない。

　どうやら、シロが素手で戦う事に合わせるようだ。

　そして、フロイドが戦闘開始の合図を告げる。

「ファイッ！」

　カーン！　と、フロイドがどこからか……多分、時空間魔法の中から取り出した、小さな鐘を鳴らす。

「それじゃ、いくよ～！」

　そう言うのと同時に、シロが飛び出すように駆ける。

　オドさんは、迎え撃つように構えを取った。

「ふっ！」

　シロが短い息を吐いて、ただ真っ直ぐに拳を放つ。

　多分、オドさんが受け止める事が出来るか、それとも無理だと回避するかどうかを判断するためだと思う。

　けれど、オドさんはその上をいく。

　オドさんはシロの拳を片手で受け止め、逆に動きに合わせたカウンターの拳を放った。

　まさかこうも簡単に受け止められるとは思っていなかったのか、シロは驚きの表情を浮かべたのだが、それは直ぐに笑みへと変わり、カウンターの拳を受け止め摑み、そのまま後方へと下がる。

　シロに引っ張られるようにして前へと出るオドさんも、倒れるように体勢を崩し、眼前にシロの膝蹴りが迫るのだが、それをオドさんは頭突きのように額で受けた。

「……かったぁ～！」

　思った以上の衝撃が走ったのか、シロが嫌がって足を引き、そのまま後方へと跳んで距離を取る。

　一方、オドさんの方は、額を擦さすりながら体勢を整え、笑みを浮かべていた。

「どうだ？　俺の頭は硬いだろう？」

「硬いなんてもんじゃないよ！　膝が割れたかと思ったよ！」

「ふっふっふっ。Ｓランクゴーレムすら、俺の額で割れてしまうからな」

「もうそれ立派な武器だよね！」

　シロの言う通りだと思う。

　恐ろしいな、オドさんの額。

「余の拳とどっちが硬いか、試してみたいな」

　隣に居るファファルが物騒な事を言い出した。

　……止めてあげて下さい。

「そろそろ、足の痺れは取れたか？」

「待っててくれたんだ～」

　どうやら、シロの足はオドさんの硬い額とぶつかった事で痺れていたようで、オドさんはその痺れが取れるのを待っていたようだ。

　そして、二人は笑みを浮かべ、真正面からぶつかり合う。

　シロとオドさんの戦いは、駆け引きとか搦め手とか、そういった部分は一切無く、ただ互いの力量を比べるための殴り合いだった。

　けれど、二人は笑みを浮かべて楽しそうだし、思った以上にオドさんは強い。

　さすがこの都市の顔役というか、「神格化」していない普通の状態であるとはいえ、シロと同等以上の戦いを繰り広げていた。

　フロイドが始まる前に、オドさんの事をこの世界の最強の戦士と言っていたのも頷ける。

　シロの方も、「神格化」を使用すれば勝てるのだが、それを使うようには見えなかった。

　多分、それを今使うのは違うと思っているのか、自分がどこまで強くなったのかを確かめたいと思っているのかもしれない。

「良いな！　良いな！　やはり、戦いというのはこうでなければ！　それに、この二人の力量は非常に僅差だ。これは、どっちが勝つかわからないな！」

　ファファルがかなり喜んで見ている。

　ちらっと右を見れば、いつも通りの闇女神さんが居た。

　ただ、その手は強く握り締められていて、シロの勝利を願っている。

　それは、ユリナさんも同様で、オドさんに向け、張り裂けんばかりの大声で応援していた。

　そして、この戦いの決着がつく時は来た。

「……はぁ～、はぁ……中々しぶといね、オドさん」

「ふぅ……ふぅ……。そういうお前もな、シロ」

　二人は全力で殴り合っていたせいか、かなり疲労困こん憊ぱいな上、所々ボコボコである。

　途中から、防御を忘れたかのように殴り合っていたので仕方ないだろう。

　後できちんと回復魔法をかけておかないとな。

　だが、それでも笑みは崩れていない。

「……ははは。……でも、先を急がないといけないし……そろそろ終わらせないとね」

「確かにそうだな。……それに、楽しい時間というのは……あっという間なモンだ」

「そうだね……」

「あぁ、そうだ……」

　二人は痛む体を引き摺るようにして歩き、互いの拳が届く距離まで近付く。

「……でも、勝つのは」

「……だが、勝利を摑むのは」

『僕（俺）だぁ～！』

　二人は叫びながら同時に拳を放ち、その拳が相手の頰を殴りつける。

　そして、先に崩れたのは………………シロだった。

「ちく、しょ～……」

　舞台へと倒れるシロ。

　オドさんは、自分の勝利を伝えるように、高々と拳を空へと向けて突き上げる。

「勝者、オド様！」

　それに合わせて、フロイドがオドさんの勝利を宣言した。

　観客である俺達は席から立ち上がり、シロとオドさんに向けて、健闘を称えるように惜しみない拍手を送る。

　そんな中で、俺はシロが敗れた理由を考えた。

　多分だけど、体格の違いと、これまで戦いの中に身を置いていたオドさんとの戦闘経験に差があったのではないかと思う。

　けれど、今こういう事を考えるのは無粋な気がしたので、俺は頭を振ってその考えを振り払い、精一杯の拍手を送る。

　舞台上では、オドさんがシロを起こし、そのまま固い握手を交わしていた。

　そして、シロとの戦いに勝利したオドさんが、闘技場の上方にある一角に向けて軽く手を振ると、舞台と観客席を隔てていた結果が解かれる。

　いくらオドさんが人払いをしたとはいえ、闘技場の設備を動かせる必要最低限の人員が居るのは当たり前か。

　結界が解けた事で、俺はシロとオドさんが居る舞台上へと向かおうとしたのだが、我先にと闇女神さん、ティアン、ユリナさんが駆けていく。

　闇女神さんはシロの所へ、ティアンはフロイドの所へ、ユリナさんはオドさんの所へと向かい、それぞれ回復魔法をかけだしたり、格好良かったですと褒めたり、労ねぎらったりしている。

　ちなみに、闇女神さんが回復魔法、ティアンが褒め言葉、ユリナさんが労いだ。

　闇女神さんとユリナさんの行動はわかるのだが、ティアンの行動は必要なのだろうか？

　………………いや、きっと必要なのだろう。

　まぁ、ティアンの目にはフロイドしか映っていないようなので、審判姿が格好良かったって事かな。

　……とりあえず、足元で眠っているナーゼとジルンを両脇に抱え、ファファルを連れて舞台上へと向かう。

　ファファルが大人しいと思っていたのだが、それは杞憂だった。

「主様、余も戦いたい！」

　隣を歩いていたファファルが、両拳を強く握り、懇願するように言ってきた。

　俺へと向けられている目は、今直ぐ戦いたいと訴えかけている。

「……まぁ、後でね」

「今！　今！」

　我慢出来ない子と化したファファルが、両手をぶんぶんと上下に振り、その後はその場で地団駄を踏み出した。

　その度に、観客席の通路に敷かれている石畳が割れていく。

　これは不味い。さすがにこれ以上壊させる訳にはいかない。

「……駄目。外でなら全力を出せるから、そこまで我慢して下さい。でないと、戦う事自体無しにするよ？」

「……うぅ。わかった。でも、全力だからな！　約束だぞ！」

「うん。約束」

　どうやら、我慢してくれるようである。

　多分、全力というのが効いたのかな。

　丁度良い機会かもしれないし、シロ達の事を説明しつつ、俺の全力である「神邪人化」も見せておこうと思う。

　そんな事を考えている間に、俺達はシロの下もとへと辿り着いた。

「あはは～……やられちゃったよ～。……やっぱり、まだまだだね～。ワズのようにはいかないなぁ～」

　シロがそう声をかけてくる。

　ただ、そう言っている割には、どこか清々しそうな笑みを浮かべているので、シロなりに満足しているのがわかった。

「まぁ、シロが強くなっていくのは、これからだよ」

「もっと強くなれるかなぁ～？」

「シロ次第じゃないか？　もちろん、俺も鍛錬は手伝うし、闇女神さんを守れるくらいには強くなれるよ」

「そっか～……。うん。僕、闇女神様を守れる男になってみせるよ～」

　シロの目に、火が灯ったような気がした。

　ただ、その言葉を聞いた闇女神さんは、顔に火が入ったかのように赤くなっている。

　……珍しいモノを見たな。

「い、いつまでここに居るつもりだ！　シロの回復は私がやっておくから、ワズはオドの回復をしてやれ！」

　シロの言葉に照れた闇女神さんが、向こうに行けと催促してくる。

　このままニヤニヤしながら見ていると怒ると思ったので、俺とファファルはオドさんの方へと向かう。

　……あぁ、俺も早く奥さん達に会いたい。

　この場に居ない奥さん達に想いを馳せながら、フロイドとティアンを華麗にスルーして、俺とファファルはオドさんとユリナさんが居る場所まで移動した。

　ティアンに協力すると約束したし、今は二人きりで居させるのが正解だろう。

　といっても、ティアンからは絶対近付くなよというオーラが発せられていたので、それに恐れを感じたとも言えるが……。

　邪魔するのは良くないし、これで良いのだ。

「お疲れ様です、オドさん。シロに勝つなんて凄いですね。おめでとうございます」

「あぁ、ありがとう、ワズ」

「どーよ！　私のダーリンは！　強いでしょ！」

　オドさんよりも、その隣に居るユリナさんが勝ち誇っていた。

「うむ！　確かに強かったぞ、オドよ！」

　ユリナさんに対抗するように、ファファルがどんと構えて言う。

「だから、これから余とやり合おうではないか！」

「止めなさい」

　やっぱり、と思い、俺はファファルを止める。

　両脇に抱えていたナーゼとジルンを片方に集め、空いた手の方を使って、ファファルの頭を宥なだめるように優しく撫でた。

　このままファファルの戦意が飛んで行けと撫でていると、「ふにゃ～」と言って、ファファルの頭が俺の手の動きと合っていく。

　ファファルは、とても気持ちの良さそうな表情を浮かべている。

　俺の撫でにこんな力がっ！　これも「完全神格化」の力かもしれない。

　………………いや、今は普通の人状態だった。

「とりあえず、シロの方は大丈夫なので、オドさんの傷を治しておきますね」

　本当に「完全神格化」し、「固有魔法：神」を使用して、オドさんの傷を治す。

「お？　おぉ！　これはワズの魔法か？　凄いな！　傷がみるみる内に消えた。すまんな、助かった」

「ありがとう、ワズ。ダーリンの傷を治してくれて」

「いえいえ、お世話になったんですから、これくらい軽いモノですよ」

　確か、こういうのって……カガネが一宿一飯の恩義って言っていたような覚えが……。

　まぁ、お世話になったのは事実だし、これぐらいは当然だ。

　オドさんの傷も完全に治したので、そろそろ「完全神格化」を解こうとした時、闘技場内へ慌ただしく兵士さんが現れる。

「た、大変です、オド様！」

「そんなに慌ててどうした？」

　一体どうしたのだろう？　まさか、都市内の人達では手にも負えないような魔物でも現れたのだろうか？

　もしそうなら、ファファルも戦いたがるだろうし、この都市から旅立つ時に倒しておこうと思う。

　そして、呼吸を整えた兵士さんが告げる。

「はい。今回の事がどこからか漏れたのか、現在、市民達によって闘技場の周囲一帯が埋め尽くされています。オド様の戦いを見せろ見せろと連呼し、今にも暴動が起きそうになっています」

「ちっ！　だからあれ程漏らすなと注意しておいたのに」

　オドさんが悪態を吐く。

　というか、この都市の人達は、どれだけ戦いが好きなんだろう。

　まぁ、魔物とかではないだけマシか。

「だが、このままでは不味いな。ここにワズ達が居ると、もう一度戦えと言い出すかもしれん。それに、ワズ達を都市の外へと出す事が出来んな。……裏口の方はどうだ？」

「そちらの方も、出口に人が溢れているそうです」

「そうか。……なら、俺が出ていって説得するしかないか」

　オドさんが深刻そうな表情を浮かべて言い、隣に居るユリナさんも深刻そうだった。

　けれど、俺は別に困っていない。

「えっと、オドさん」

「ん？　あぁ、安心しろ。この戦いを申し出たのは俺の我わが儘ままでしかない。ワズ達の事は、きちんと俺が都市の外へと出してやる」

「いや、そう言ってくれるのは嬉しいのですが、そもそも、俺達はこのまま外へと出る事が出来ますよ」

　そう言うと、オドさんがポカンとした表情を浮かべる。

「それに、闘技場の人達が中に入って来た時、俺達が居ない方が、都合が良いんじゃないですか？」

「あ、あぁ。まぁ、そうなった方が色々と助かるのは間違いないな。そんな情報はガセであったと言いやすい。……だ、だが、そんな事、本当に出来るのか？」

「えぇ、出来ますよ」

　要は、この場から……この都市から旅立ってしまえば全て解決なので、一度行った所に飛ぶ事が出来る「転移」の魔法を使えば良いだけである。

「完全神格化」を解いていなくて良かった。

　なので、俺は笑みを浮かべ、オドさんに言う。

「まぁ、そういう魔法も使えるという事で。それじゃ、俺達はもう行きますね。色々とお世話になりました」

　そう言って、頭を下げる。

「うむ。余もお世話になった。ユリナも元気でな」

「……またね、ファファルちゃん」

　俺が旅立つと言ったからか、ファファルも同じようにオドさん達と別れの挨拶を交わす。

　互いの存在を確かめるように抱き合うファファルとユリナさんを見ながら、俺はオドさんに向けて手を差し出した。

「それじゃ、オドさんもお元気で」

「あぁ、ワズもな。……それに、シロも。またやろう」

「うん～、またやろう～」

　いつの間にか、フロイド、ティアン、シロ、闇女神さんが俺の後方で揃っていた。

　多分、俺とオドさんの会話を聞いて、旅立つ事を知ったからだろう。

　だけど、一応念のために確認しておく。

「という訳で、旅立つ事になったけど？」

「ワズ様の行く所が、私の行く所でございます」

「フロイド様の隣が、私の居場所でございます」

「うん。良いんじゃない～」

「少しはゆっくり出来たし、私も構わない」

　ナーゼとジルンはまだ寝ているけど、まぁ問題無いだろう。

「さぁ！　主様との熱い戦いが待っている！」

　ファファルが嬉しそうにそう言っている間に、皆が俺の周りに集まってきたので、「転移」の魔法を使おうとした時、オドさんから声がかけられた。

「また来てくれるよな？」

「はい。必ず。今度は、俺の奥さん達と一緒に来ますよ」

　笑みを浮かべて答える。

　そして、俺達は武闘都市・エスレアデから旅立った。
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　俺が「転移」の魔法を使って飛んだ場所は、武闘都市・エスレアデから少し離れた場所で、ナーゼが地上に下りた場所でもある。

　この魔法は行った事がある所にしか行けないため、ここにした。

「これは……まさか、移動魔法なのですか？　このような魔法が使えるとは、さすがはフロイド様の主なだけはありますね」

「おぉ！　景色が一変したぞ！　凄いな、主様は！」

　ティアンは感心するように呟き、ファファルはキョロキョロと辺りを見回す。

　どうやら、初めての経験らしい。

　俺も初めての時は、こんな感じだったのだろうか？

　と、今は次へと移動するために、ナーゼを起こさないと。

　脇に抱えていたナーゼとジルンを地面へと下ろし、「完全神格化」を解いてから起こしにかかる。

「お～い、ナーゼ。そろそろ移動するから起きてくれ」

「……うぅ～ん。むにゃむにゃ………………あぁ、娘が結婚してしまう……」

　なるほど。それは大変な事態だな、ナーゼ。

　でも、それは夢だ。現実ではない。

　ナーゼの娘さんは、確か生まれたばかりだと言っていたじゃないか。

　どうやら、ナーゼにとっての悪夢を見ているようなので、これは早く起こしてあげた方が良いだろうと、声をかけながら体を揺するのだが、一向に目覚める気配が無い。

　……何で？

「どうかされましたか？」

　フロイドが様子を窺うように声をかけてきたので、ナーゼが起きない事を伝える。

「どうも、ナーゼの娘が結婚しそうなので、それを阻止してあげようかと」

「なるほど。それは一大事ですね」

「だろっ！」

　そして、フロイドと協力して、ナーゼを悪夢から目覚めさせようと頑張るのだが、やはり起きない。

　ジルンにも同じようにするのだが、結局起きなかった。

　なので、軽く叩いてみたり、辛い物を口に入れたりもしたのだが、ナーゼとジルンが起きる気配は微み塵じんも無い。

　それよりも、ここまでやってもスヤスヤと眠っている方が脅威である。

　けれど、俺もフロイドもやれる事はやったと思うので、完全にお手上げ状態だった。

　………………どうしよ、これ？

　う～ん……と、フロイドと共に悩んでいると、それがふと視界に入る。

　それとは、ファファルが赤い龍と戯れている光景だ。

　へぇ～……やっぱり、魔王一人に対して、龍が一頭付いているものなんだな。

　いやいや、今はそうじゃなくて、ナーゼとジルンを起こす方法を考えないと。

　………………。

　………………。

　………………。

「えええええっ！　いつの間にか知らない龍が居る～！」

　俺が声を上げた事で、フロイドも気付いたようである。

　そして俺は、ファファルの下へと駆け寄って尋ねた。

「……えぇと、ファファル。……どちら様？」

「リイシャである」

　……うん。わかんない。

　出来れば関係性を聞きたいのだが、それを尋ねる前に、その赤い龍から声をかけられた。

「先程ファファルから聞いたわ。初めまして、ワズ。ファファルに忠誠を誓っている、赤龍のリイシャよ」

　血のような色の赤い龍が、そう言いながら俺に向かって頭を下げる。

　ただ、名前でもわかるように、声も甲高く、女性であるという事がわかった。

「あっ、どうも。……えぇと、リイシャさん」

「リイシャは自由主義の奔放な龍でな、一応余に忠誠は誓ってはいるが、友達のようなものだ。移動する時は一緒なので、先に呼んでおいたのだ。まぁ、余が必要としない時以外は適当にそこら辺を飛んでいるだけなので基本無害である。ただ、かなり強いぞ？」

「いくら龍とはいえ、魔王達には負けるけどね～」

「謙遜するでない。リイシャの強さは、余が保証しよう」

　何やら和やかな雰囲気を発するファファルとリイシャさん。

　すると、リイシャさんが俺に意味深な視線を向けてくる。

「それにしても、この人間がファファルよりも強いなんてねぇ～……とてもそうは見えないけど、見かけによらないのかしら？」

　どうやら俺達の事はファファルから聞いているようである。

「まぁ、私の主はファファルだし、一応あなたにも忠誠を誓った方が良いのかしら？　それは別に良いんだけど、わかっているわよね？」

　……えっと、何が？

　何を問われているのかわからないが、与えられた情報から推測して答えを返す。

「ファファルと同じように、こちらが呼ばない限りは自由にしたいって事で合っていますか？」

「あら？　わかっているじゃない。束縛されるのは嫌いなのよね、私」

　俺の回答に、満足そうに頷くリイシャさん。

　とりあえず間違っていなかった事に、ほっと胸を撫で下ろす。

「それにしても、あのお子ちゃまだったファファルが色恋に目覚めるなんてね。………………落とせるの？　何なら、手伝ってあげましょうか？」

　そう言って、リイシャさんはからかうような視線をファファルに向ける。

　すると、そんな視線を向けられたファファルが憤慨した。

「う、うるさい！　リイシャの助けなんてなくても、主様の所へ嫁いでみせる！」

「なるほどなるほど。確かに成長しているわね。でもまぁ、小さい頃のように泣いて頼むなら、手伝ってあげる。いつでも頼ってくれて良いわよ？」

「なあああぁぁぁっ！　だ、黙れっ！　ぬ、主様！　ち、小さい頃の話だからな！　今は全然泣いていないからな！」

「あら？　どうせなら、泣き落としでもしてみれば良いじゃない？　案外、あの時みたいに上手くいくかもよ？　確か、新しいおもちゃが欲しいと」

「えぇいっ！　もう、余の過去を掘り返すなっ！」

　……何だろう。この何とも言えない雰囲気は。

　何というか、ファファルにとって、リイシャさんはご近所のお姉さん的な存在っぽく感じる。

　自分にとって隠したい過去の事を知っているから、いきなり何を言われるかわからない怖さがあるというか……。

　まぁ、見ているだけで、ファファルとリイシャさんの仲の良さはわかるけど、さすがにこのままだと暴れそうなので止めておく。

　それでもファファルはぷんぷんと怒っていたので、宥めながらリイシャさんに尋ねる。

「こちらからも、リイシャさんに尋ねたい事があるのですが？」

「あら？　何かしら？　やっぱり、ファファルの小さい頃の事を聞きたいの？」

　蒸し返すのは止めて下さい。

　一息吐いて、改めて尋ねる。

「実は……」

　そして俺は、リイシャさんに、ナーゼとジルンが眠り続けている事を教え、この場から動けない事も伝える。

　すると、リイシャさんは何でもない事のように教えてくれた。

「それは、生きていく上で必要な睡眠を取っているだけよ」

「確かに睡眠は必要ですけど、普通は何かされたら起きますよね？」

「そちらの世界ではどうか知らないけど、こっちの世界の一般的な龍は、基本的に一週間くらいは余裕で起きていて、その後一日か二日丸々眠り続けるのよ。寝ている間は、何をされても起きないわ。自然に目覚めるのを待つしかないわね」

　……おぅ、何てこった。

　それじゃあ、ナーゼが起きるのは、最短でももう暫しばらくかかるという事か。

　……う～む。どうしよう。

　俺は解決策を頭の中で考えながら、リイシャさんに話しかける。

「そんな習慣があるんですね。でも、それだと寝ている時はかなり危険じゃないですか？」

「そりゃそうよ。本当に無防備だから、寝ていて殺されたなんて良く聞く話よ。だからこそ、龍が寝る時は、限界がきた時か、周囲の安全が確保されてないと寝ないんだから」

　ちらっと、寝ている龍二頭へと視線を向ける。

「………………でも、ナーゼとジルンはぐーすか寝ていますけど？」

「………………」

「………………」

「き、きっとアレよね。あなた達なら、寝ていても守ってくれると思っているんじゃない？　良かったわね。龍からの信頼の証よ」

「……そう思っておきます」

　信頼してくれているなら嬉しいが、問題が解決した訳ではない。

　ナーゼとジルンがこのまま眠り続けるという事は、この場から移動する事が出来ないという事である。

　これには困った。

　………………う～ん、困ったなぁ～……。

　俺はチラッとリイシャさんへと視線を向ける。

　その視線の意味を理解したのか、リイシャさんが息を吐く。

「はいはい。わかっているわよ。『土』のクリスタルがある地下迷宮まで、私が運べば良いんでしょ？　まぁ、それぐらいなら別に構わないわよ」

「ありがとうございます」

「でも、一つ条件があるわ」

「条件ですか？」

「そう難しい事ではないわよ。私も、あなた達の世界に連れていって欲しいだけ。もうこっちの世界の空は飛び飽きちゃって、どこを見ても同じ景色でつまらないのよ。新しい刺激が欲しいわ」

「は、はぁ……まぁ、それぐらいなら別に良いですけど」

　となると、ナーゼは家族が居るから、こっちに残るかもしれない。

　いや、目的地はもう最後なので、希望するなら解放しても良い気がする。

　でも、ジルンはどうするのかわからないので、起きたら尋ねようと思う。

　つまり、今のところ俺達の世界に来る事が確定しているのは、ファファル、ティアンの魔王二人に、リイシャさんの龍一頭か。

　………………。

　…………………………まぁ良いか。

　ファファルとティアンに関しては俺が見ているとして、リイシャさんの方はどうしよう。

　さすがに暴れられると困るので、龍王であるラグニールにお願いしてみようかな。

　……念のため、メギルさんとメルさんにも報告しておかないと。

「じゃあ、決まりね！」

　リイシャさんが嬉しそうな笑みを浮かべる。

　そして俺達は、リイシャさんの背に乗って、移動を開始する。

　ただ、その途中で、ファファルが俺と戦うという約束を思い出し、リイシャさんの後を追うように空を飛びながら相手をした。

　もちろん、希望通りの全力である「神邪人化」で。

　ファファルは、全力の俺の姿を見て、かなりご満悦である。

　最終的には、俺のこの力を超える事が目標だと言ってきたので、頑張れと応援しておく。

　そうして、ファファルと模擬戦というか、鍛えていると、シロが僕もと交ざってきたので、纏まとめて相手をしておいた。

　シロも強くなりたいと言っていたし、きちんと約束通り鍛えてやろう。

　そして、時折リイシャさんの背の上で休憩を取りながら、俺達は地下迷宮がある場所へと向かった。
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　シロとファファルを鍛えつつ、時折挟む休憩の間に、既にオドさんから地下迷宮の事を聞いていたフロイドから説明を受けていく。

　こういうところは、やっぱり抜け目がない執事だと思う。

　けれど、フロイドには色々と助けられているので、有難い、有難い。

　まず、俺達が向かっている地下迷宮がある場所は、ガミラス帝国の「オハザ」という町にあるそうだ。

　……というか、町があるのか。

　まぁ、よくよく考えれば当然だろう。

　そこで充分な生活が出来るのなら人も集まるだろうし、俺が攻略してやるぜ！　といきり立った人達が挑もうとするはずだから、そういう準備が出来る場所を作れば、大金を稼げると考える者が現れてもおかしくない。

　それに、そもそも地下迷宮から魔物が溢れて困るのは、管理している国なのだから、そのような事態になる前の対処として、防壁を兼ねている町を作るのは当たり前の事だと思う。

　そして、問題の地下迷宮だが、最下層は地下二十階と、意外と浅い。

　これなら攻略は簡単だなと思ったのだが、そう上手くはいかないそうだ。

　まぁ、「土」のクリスタルが保管されている場所なのだし、簡単に攻略出来る訳がないか。

　この地下迷宮は、まともな造りとなっているのは、地下十五階までらしく、地下十六階からは、強力で凶悪な魔物達の住すみ処かになっていて、罠もたくさん設置されているらしい。

　らしいというのは、確認しに行って、帰ってこられる者が中々居ないそうで、情報収集が上手く出来ていないそうだ。

　この世界にも冒険者という職業があり、そういった者達が地下迷宮へと挑むのだが、かなりの手て練だれでも地下十六階すら越える事は難しいらしく、オドさんクラスの実力者が何人も居て、初めてまともに攻略出来るのではないかと言われていた。

　まぁ、俺達なら大丈夫だろう。

　だが、オドさんからの注意点は他にもある。

　そういう場所にある町だからこそ、荒くれ者もそれなりに集まっていて、治安に問題があるそうなのだが、オドさん曰いわく、最近は特に良くない噂が耳に届くそうで、充分に注意しろと言われたそうだ。

　それを聞いて、俺は女性陣へと視線を向ける。

　闇女神さん、ティアン、ファファルと、美女、美少女ばかりだ。

　………………。

　………………うん。絡まれるわ、これ。

　フロイドとシロも、俺の動きに合わせてそちらへと視線を向けた。

「………………うん。間違いなく絡まれるな」

「絡まれるのは間違いないでしょう。皆、美しい方ばかりですので」

「でもさ～、絡んできた奴は災難だよね～。神様、魔王、魔王の三スリーコンボだよ～。………………死んだね」

　いや、まだ誰も死んでないから。

「まだ絡まれたという訳ではないんだし、そう結論付けるのは早いって」

「………………」

「………………」

「何か否定してよ！」

「ですが、既に決定事項のような気が致します」

「まぁ、僕達が止める前に、闇女神様達がやっちゃうんじゃない？　ファファルさんとか喜々としてやりそうだし～」

　そこな！

　さすがに、騒ぎを起こしたとなると、それなりに時間がかかるのだが……。

「解決策が一つございます」

「本当か？　フロイド」

「はい。私達は三人。女性達も三人。一対一で共に行動し、危険が迫れば介入すれば良いのです」

「なるほど」

「ワズ様はファファル様、私はティアン、シロ様は闇女神という感じで如何いかがでしょう？」

「それで良いんじゃない～」

「……まぁ、それが妥当か」

　間違いなく俺のところが一番戦いが起こりそうだから、きちんと抑えておかないと。

　地下迷宮に入る前に、町に居る冒険者全員とやり合うとか言い出しそうだし。

　………………頑張れ！　俺！

　それからは、フロイドとシロと冗談を交えた話をしていると、リイシャさんから声をかけられる。

「そろそろ着きそうよ。確か、近場で良いんだったわよね？」

　視界を外へと向ければ、確かにそろそろ陽が落ちそうになっていた。

「えぇ、近場でお願いします。そこからは、走っていくので」

「わかったわ」

　そして、リイシャさんが降下を始めた。





５






　地下迷宮がある町「オハザ」の近くにある森の中へと下り、そこから走る。

　大体一時間くらいで着く予定だ。

　ナーゼとジルンはまだ寝ているし、今日はもう陽も落ちているので、このままオハザの町に泊まって、明日の朝一で地下迷宮へと潜る予定である。

　ここら辺の話は、リイシャさんの背の上で、フロイドとシロの三人で話し合って決めた。

　ただ、闇女神さん、ティアン、ファファルにも了承を取っておかないといけないので、走る前の準備運動をしながら、それで大丈夫かと尋ねると、問題無いと告げられる。

　男性陣で勝手に決めていたので、ほっと安堵した。

　ちなみに、リイシャさんも小さな龍の姿へと変わり、そのまま俺達に付いてきている。

　ファファルから、自由主義とか、空を飛んでいるだけの龍と聞いていたのだが、どうやら相当暇だったらしい。

　そういえば、もうこの世界の空は飛び飽きたとか言っていたっけ。

　まぁ、そもそも、俺達の世界へ来るのだし、付いてきても問題は一切無い。

　そのまま森の中を駆け抜けていく俺達。

　ちなみに、ナーゼは俺が抱え、ジルンはシロが抱え、リイシャさんはファファルの頭の上に乗っていた。

　その姿に、メアルの事を思い出して、早く会いたいという気持ちが募る。

　そして、駆けながら、フロイドからオハザの町についての説明を受けた。

　まず、町としては、武闘都市・エスレアデと近いひょうたん型というか、二つの丸を一つの線で結び付けたような形をしているらしい。

　何でも、丸の一つがオハザの町であり、もう一つの丸に地下迷宮へ潜るための入り口があるそうだ。

　共に高い壁があるのは当然なのだが、用途は真逆である。

　町の方の壁は中を守るためのものだが、地下迷宮がある方は中に溢れた魔物を外へと出さないためのもので、町から繫げられた通路だけが、地下迷宮へと入るための唯一の行き方らしい。

　そこまで聞いて、ふと気付く。

「そういえば、武闘都市・エスレアデは別として、俺達は町に入るための身元を証明する物が何も無いよな。失くしたとか言えば入れるのか？」

「それでしたら、ご安心下さい。こんな事もあろうかと」

　そう言って、フロイドが懐から六枚のカードを取り出す。

「そ、それはまさか！」

「はい。私達の身元を証明する物でございます。これで、町に入るのは問題ありません」

「い、いつの間に？」

「あれはそう……昨日の事でございます。ワズ様が、ファファル様との濃密な時間を過ごしている間に、オド様に頼んでおいたのでございます。そして本日、ワズ様が眠っている間に受け取っておきました」

　………………濃密とか、そういう言い方は止めて欲しいが、さすがはフロイドである。

　俺は完全に忘れていたので、感謝の言葉を伝えておく。

　フロイドから証明書のカードを受け取り、確認してみるが、名前と性別と年齢が書かれているだけの、普通のカードだった。

「え？　これだけで良いの？」

「はい。これで問題ありません。何でも、本来であれば、詳しい事は魔法的な処置で隠されているそうなのですが、私達の場合はそれがありません。ですが、身元を保証する者として、オド様の名前が掲載されているそうですよ」

　何とも有難い話である。

　今度、奥さん達と共に来た時は、オドさんに会いに行って、絶対感謝の言葉を伝えようと固く誓う。

　そして、そうこうしている間に、俺達はオハザの町へと辿り着いた。

　オハザの町は高い壁に囲まれているのだが、壁にある窓や上からは眩しいくらいの光が漏れている。

　既に陽は落ちているのに、かなり明るい。

　思っている以上に、この町には多くの人が居るようだ。

「ここが、オハザの町なのか」

「そうよ。冒険者が集う町の一つね。ちなみに、あっちの壁の奥にあるのが地下迷宮よ」

　そう言って、ファファルの頭の上に乗っているリイシャさんが、ある方向を指差す。

　リイシャさんが指差す方へと視線を向けると、オハザの町とは別の、高い壁に囲まれている場所があり、そこに地下迷宮への入り口があるみたいだ。

　オハザの町と繫がっている通路は、壁に囲まれているので外からの侵入を防ぎ、地下迷宮側は、そこからしか入れないようになっている。

　でも、そこに行くのは明日なので、今はオハザの町に入って、今日の宿を探さないといけない。

　早速オハザの町の門へと向かい、二人居る門兵に証明カードを提示する。

　もう夜なので門の前にも人は並んで居らず、すんなりと入れるかと思ったが、何故かそこで待ったがかかった。

　………………何で？

　何故待たないといけないのかの理由も告げず、門兵の一人が町の中へと消えていく。

　その様子を訝いぶかしんでいると、この場に残っている門兵が声をかけてきた。

「……逃げて下さい」

　………………は？

　一瞬、何を言われたのか理解出来ず、フロイド達と顔を見合わせる。

　フロイド達も、突然の言葉に首を傾げていたので、門兵へと視線を戻せば、微かに震えているのがわかり、相当勇気を振り絞った発言ではないかと思えた。

「……どういう事？」

「………………」

　思い切って尋ねてみたのだが、門兵は何も言わない。

　一体何だったんだろうと考えている間に、町の中へと消えていった門兵が戻ってきた。

「確認出来た。入って良いぞ」

　そう言う門兵の表情は、どこか歪いびつな笑みを浮かべている。

　何かを企んでいるようにも見えたが、とりあえず許可も出たという事で、俺達は町の中へと入った。

　そして、入った途端、俺達を出迎えたのは、十数人の粗野な風貌の男達である。

　……歓迎してくれる……という訳ではないだろう。

　男達の目は欲望で濁っているように見え、その視線の先は、闇女神さん、ティアン、ファファルへと向いている。

　それだけで男達の目的が何であるかわかるし、残った門兵さんが逃げろと言ったのにも合点がいく。

　先に町の中へと入った門兵は、こいつらを呼びに行ったというところだろう。

「おいおい、聞いた通り、かなり上玉の女が二人も居るじゃねぇか」

「そうだな。もう一人の女はお子ちゃまだし、男共は弱そうで余裕だし、今夜は楽しめそうだぜ」

「それも良いが、ビアス様に献上した方が、より旨味を味わえると思わないか？　このレベルの女なら、かなりの金を貰えそうだ」

「あぁ、そりゃ良いな。そうしようぜ？」

「いや、それならまず、俺達で味見をしてからにしないか？」

『それだっ！』

　何やら勝手に盛り上がっているようだが、その発言は自らの死を招くとわからないのだろうか？

　ガハハッ！　と、不快な笑い声を上げる男達を見ながら、俺は思う。

　………………あぁ、終わったなと。

　こんな事を言われて黙っているような俺達ではないのだ。

　きっと、皆やる気満々だと思って様子を窺う。

　………………ティアンがフロイドにしな垂れかかっていた。

「フロイド様、私……怖い」

「安心しなさい、ティアン。執事として、この者達を少々教育して差し上げましょう」

　いやいや、ティアンさんや。

　あなた、魔王でしょ？　こいつら、紙屑のように消せるよね？

「闇女神様に手を出そうとするのは、僕、許せないな～」

「守ってくれるのよね？　シロ」

　闇女神さんは、シロに発破をかけていた。

　いやいや、闇女神さんや。

　あなたも余裕ですよね？

　そして、ファファルはというと……。

「ちょ、ちょっと落ち着きなさい！　見た目の事は仕方ないでしょ？」

「いいや、許さん！　誰がお子ちゃまだ！　誰が！　余は立派な大人だぞ！」

　お子ちゃま呼ばわりされて怒るファファルを、リイシャさんが必死に宥めている。

　………………頑張れ、リイシャさん。

　最早、この町の運命は、リイシャさん次第だと言っても過言ではない。

　心の中で応援していると、リイシャさんから助けを求めるような視線を向けられたので、俺もファファルを宥めにかかる。

　頑張れ、俺。

　この町の運命は、俺にもかかっている。

　そうしてファファルを宥めている間に、戦いの火蓋は切られていた。

　ティアンと闇女神さんに向けて男達が襲いかかってきたのだが、フロイドとシロによって瞬く間に潰されていく。

　……殺してないよね？

　いやまぁ、殺されても当然の奴等かもしれないけど、この後問題になっても困るので、出来れば生かしておいて欲しい。

　そう思って確認してみると、一応生かしてはいるようだ。

　フロイドとシロも、見た目は怒っているように見えるが、まだ冷静なのかもしれない。

　それに、何か余裕そうなので、俺は別の事を考える。

　いきなりこんな事になったのだから、思っていた以上に、この町の治安は悪いのかもしれない。

　そうなると、俺達が地下迷宮へと向かうのにも邪魔してくる可能性は高いし、状況がこうなっている以上、それは間違いないので、さっさと全てを片付けた方が、時間の節約になるだろう。

　ただ、どこをどうすれば良いのかの、情報が足らない。

　先程、この男達は「ビアス」という名を出していたので、その人物が関わっているのは間違いないだろう。

　なので、わからない事は聞けば良いのだと、俺は宥めて大人しくなっているファファルから手を離し、そのままパン！　パン！　と叩く。

　すると、既にフロイドが俺の傍そばで控えていた。

　………………軽い冗談でやってみたんだけど、まさか反応するとは思わなかった。

　いや、確かに呼んだのは間違いないんだけどさ。

「お呼びでしょうか？　ワズ様」

「……うん。そうなんだけど……まぁ良いや。実は」

「この町の情報収集を、この者達を相手に行えば宜よろしいのですね？　お任せ下さい。尋問でもして、全てまるっと丸裸にさせましょう」

「うん……そう……」

　まだ何も言っていないのに、何故わかるのだろうか？

　………………深く考えるのは止めておこう。

　とりあえず、俺も戦いに参加するか。

　何やら騒ぎを聞きつけてか、次々と襲いかかってくる者が増えていっているし、いい加減、ファファルが我慢の限界のようだ。

　念のため、ファファルにも相手を殺さないように言って、戦いへと参加する。

　といっても、当然のように俺達の相手を出来る者が居る訳もなく、ほぼ全てが一撃で沈んでいくので、そのままポイッと、フロイドが情報収集を行っている場所へと放り投げていく。

　そうこうしている間に、段々と襲いかかってくる者達が減っていき、見ればフロイドの近くには人の山が出来ていた。

　そして、俺達に太刀打ち出来ないと逃げ出す者もちらほら現れ、いつの間にか襲いかかってくる者が誰も居なくなった頃、皆でのんびりと休憩を取っていた時に、フロイドが情報収集を終えて戻ってくる。

「お疲れ様です、ワズ様」

「フロイドも面倒な事をありがとうな。それで、どんな感じだったの？」

　他の皆が気絶している者達を縛り上げている間に、フロイドから話を聞いておく。

　とりあえず、何か怖かったので、どういった手段で聞き出したのかは聞かないでおこう。

「はい。どうも、聞いた話を纏めますと……」

　フロイドが集めた情報によると、現在、このオハザの町を支配しているのは、先程名の挙がったビアスという人物なのだそうだ。

　何でも、たとえ貴族でも下手に手が出す事が出来ず、手を出そうものなら、恐喝や暴行によって黙らせている事から、逆らえば命が無いと言われているそうで、実際に、本来の領主も返り討ちにあって、迂闊に行動が出来なくなったらしい。

　また、地下迷宮の方で何やら実験を行っているらしく、立ち入り不可を強いて、それがまかり通っている。

　やはり、このビアスというのを、どうにかするのが先のようだ。

　けれど、そんな人物なら、この町の住民達、もしくは他から力を借りて排除する動きにならないのかと思うのだが、それに待ったをかけるのが、ビアス配下の中で最強と言われる「ラロ」という人物の存在で、中々上手くいかないらしい。

　そのラロという人物は冷酷無比な殺し屋で、その力は武闘都市・エスレアデに居るオドさんに匹敵すると言われているそうだ。

　もしそれが本当なら、確かに厄介だろう。

　何しろ、いくら「神格化」していなかったとはいえ、オドさんはシロに勝つ程の実力を有しているのだ。

　そのオドさんに匹敵するというのなら、並大抵の実力では相手にもならないと思う。

　……という事は。

「つまり、そのビアスとラロをどうにかすれば良いという訳か？」

「その認識で間違いはないかと。間違いなく、その二人が中心でしょうから」

　フロイドが肯定するように頷く。

　先に喧嘩を売られたようなモノなんだし、このまま俺達がやっても構わないよね？

　ここで放っておくと、次々と絡んできそうだし、根本から潰さないと。

「で、そのビアスとラロがどこに居るかは聞けた？」

「はい。もちろん抜かりなく」

　そう言って、フロイドが指し示したのは町の中央付近で、そこには他のとは違う大きな屋敷が見える。

　どうやらそこに居るようなので、向かおうとした時、周囲に響く声が届く。

「……これは一体、何事だ？　どうしてビアスの子飼いがこんなにやられている？」

　声が聞こえた方へと視線を向けると、そこには、逆立てた黒髪に、軽装を身に纏っているのだが、見ただけでわかる屈強な体付きをしている男性が居た。

　相手を見るだけで殺しそうな鋭い目付きに厳いかつい顔立ちなのだが、余り眠れていないのか、目の下の隈くまが凄い事になっている。

　また、その人物の後ろには、揃いの衣服を身に纏っている女性二人組と、疲れた表情を浮かべ、瘦せ細っているのだが、仕立ての良い服を着ている男性が居た。

　その人物達は、周囲で気絶している者達へ視線を向けながら、ゆっくりと俺達の方へと近付いてくる。

　まぁ、無事に立っているのは俺達だけだし、それは当たり前だろう。

　問答無用で襲ってこない辺り、ビアス関係者ではないのかもしれない。

　なので、俺は皆より一歩前に出て応対する。

「どうも、初めまして。えっと。どちら様でしょうか？」

　俺の事を訝し気に見ながら、先頭に居る厳つい顔の人が答える。

「……お前達、旅人か？　どうやら、この状況はお前達がやったようだが、悪い事は言わない。早くこの町から出た方が良い」

「そう言われも、既に巻き込まれたようなモノなので、このまま押し通ります」

「……若いな。自分の腕に自信を持つのは結構だが、この町にはラロが居る。命が惜しければ逃げろ」

「あぁ……またその名か。まぁ、大丈夫じゃないですか？　問題無いと思いますよ」

　というか、いい加減名乗って欲しいんだけど。

　俺のその思いが届いたのか、厳つい顔の人が溜息を吐く。

「はぁ。……良いか？　まず俺の名は『スレガ』。この町の冒険者ギルドのマスターだ」

「あぁ、ギルドマスターだったんですね。初めまして、ワズと言います」

「そっちの名は良い。どうやら、お前達は事態を正しく把握していないようだ。だから教えておく。ラロは危険だ。お前が思っている以上に。だから、奴が来る前にさっさと」

　目の前のギルドマスター……スレガさんが言い切る前に、この場を濃密な殺気が覆う。

　スレガさんが「遅かったか……」と舌打ちをし、視線を別へと向ける。

　なので、俺もスレガさんが向けた方へと視線を向けると、そこには、黒髪に鋭い目付き、真っ黒な服を身に着けているのだが、体付きは少し細身で、どこか不気味な印象を受ける男性が居た。

　多分、あれがラロなのだろう。

　その後方には、何十人もの粗野な者達が威嚇するようにこちらへと視線を向けている。

　多分、あの中に逃げた者達が居て、仲間を呼んできたという事かな。

　そして、ラロと思われる人物は、周囲の様子を窺い、俺達へと視線を向けてくる。

「……なるほど。旅人か。……全く、使えない奴等だ。この程度の事で俺を呼ぶとは」

　そう言って、俺達にだけ殺気を向けてくるのだが、スレガさんが庇うように前に立つ。

「……止めろ、ラロ。この者達は町に立ち寄っただけだ。手出しをするな」

「まだ理解していないのか、スレガ。手を出したのがどちらかは関係無い。入って来た時点で、生殺与奪権はこちらにあるのだ」

　あっ！　やっぱりラロで合っているようなので、さっさとぶちのめすか。

　スレガさんを押しのけて前に出ようとした時、ラロが驚愕の表情を浮かべる。

　そのラロの視線の先を追うと、ティアンとファファルが居た。

　というか、ファファルが、シュッシュ見えない相手に向けて拳を前に突き出している。

　やる気満々だなぁ……じゃなくて！

　まさか、気付いたのか？

「……明らかに人とは違う魔力の質。……という事は………………ビアス様にお伝えしなければ」

　踵きびすを返してこの場から去ろうとしたので、俺は瞬時に移動し、ラロを捕まえて腹部に一発入れる。

「せいっ！」

「ぐふっ！」

　もちろん手加減しているので死んではいない。

　ただ、ラロは腹部を押さえ、その場に倒れて悶絶している。

　ふぅ……危なかった。

「ずるいぞ！　主様！　そいつの相手は余がするつもりだったのに」

　ファファルがぶーぶーと文句を言ってくるが、そんな約束はしていなかったと思うので、勘弁して下さい。

　すると、俺がファファルへ意識を向けている間に、ラロは懐から紐が垂れ下がっている筒状の物を取り出し、空へと向ける。

　そのまま紐を引いたと思うと、筒状の物の先端から何かが飛び出し、ヒューっという音と共に、空中でパンッ！　と弾け、赤い煙を発生させた。

「……何をしたんだ？」

　ラロへと視線を向けて尋ねる。

「……さぁな。答える義務は無い」

「あっそ。なら、別に良いや」

　どうせ、やる事に変わりは無いのだから。

　もう一度ラロを殴って気絶させ、そのまま周囲に居る粗野な者達へと視線を向けると、蜘蛛の子を散らすように逃げていく。

　誰かラロを助けようとする者は居ないのだろうか？

　薄情な連中だなぁ……と思っていると、スレガさんが声をかけてきた。

「ラロをいとも簡単に……一体何者なのだ、お前達は？」

「何者と言われても、地下迷宮に用があるだけなんですが……あぁ、そういえば、身元を保証するカードならありますよ。一応、それにはオドさんの名が記されています」

「オドだとっ！　あの世界最強と言われるオドの関係者なのか？」

「何なら、確認して貰っても構いませんよ」

　そう言って、俺はスレガさんにカードを渡す。

「おい、大至急で確認してくれっ！」

　スレガさんは、受け取ったカードをそのまま共に来た女性二人へと渡す。

　ギルドマスターだし、多分受付嬢とか、ギルド関係者なのだろう。

　カードを受け取った女性二人は、駆け足でどこかへと向かった。

　……あれ？　このまま持ち逃げされないよね？

　あとでちゃんと返してくれるんだよね？　……ねぇ？

「噓を吐いているようには見えんし……本当にオドの関係者なのか？　……だが、それはどちらでも構わない。ラロを潰した事に変わりはないのだ。なら……」

　スレガさんはスレガさんで、何やらぶつぶつ言っているし、誰かに答えて欲しいところなんだけど。

　俺だけカードが無いとか、少し悲しい。

「一つ確認したいのだが？」

　どうしようかと考えていると、スレガさんが声をかけてくる。

「何ですか？」

「お前達は、味方という事で良いんだな？」

「何を以て味方と判断するかはわかりませんけど、とりあえずラロは潰したので、次はビアスの予定です」

「それだけ聞ければ充分だ。目的が同じなら、俺達は協力出来る」

　スレガさんが凶悪な笑みを浮かべた後、視線を自身の後方へと向けた。

　そこに居たのは、共に来ていた瘦せ細った男性。

「領主様。これはチャンスだ！　ラロをやったワズなら、ビアスもやってくれる！　ここで一気に攻勢に出て、この町を取り戻すぞ！」

　……領主だったのか。少し驚く。

　スレガさんの言葉に、領主と呼ばれた男は力強く頷いた。

　何か、このままだと思うように動けない可能性があるので、先に言っておく。

「スレガさん。俺達は好きに動かせて貰いますから。というか、もうビアスのところへと向かいます」

「あぁ、構わんよ。そっちの動きに、こちらが合わせよう。その方が、成功率が高そうだ」

　スレガさんはそれだけ告げて領主のところへと向かった。

　これから色々と動くのだろう。

　話している間に、襲ってきた者達を縛り終えた皆が俺のところに集まる。

　未だ寝ているナーゼとジルンは、シロが抱えていた。

　もちろん、ラロの方も、フロイドが力を封印して無力化しておく。

「それじゃ、行こうか」

　そして、俺達はビアスの屋敷へと向かう。





６






　ビアスの屋敷は、町の中心にある。

　町の大通りを歩きながら聞いたフロイドの話によると、元々は領主の屋敷だったそうで、そこを奪ったような形なのだそうだ。

　向かっている間も、俺達へと襲いかかってくる粗野な者達が居たが、全て一発で無力化していく。

　そうしている間にビアスの屋敷へと辿り着く。

　元々領主の屋敷というだけあって、高い塀に囲まれて中までは詳しく見えないが、見える部分だけでも立派な造りに見える。

　ただ、その周囲に粗野な者達がたむろしていなければ、もっと見栄えが良かっただろう。

　門を守るように立っている男が俺達の存在に気付き、腰に下げている剣を抜いて声をかけてくる。

「そこで止まれ。……見ない顔だな。先程の警戒信号といい、ここが誰の屋敷かわかって来ているんだろうな？」

　警戒信号？　……あぁ、もしかして、赤い煙の事だろうか？

　というか、そういう事を気軽に言うべきではないと思うんだけど……まぁ、俺達には関係無いか。

　この場で言葉を交わしても既に意味は無いので、俺達は一気に押し通る。

　全員ぶっ飛ばして、屋敷の中へと突入した。

　屋敷の中は綺麗に片付いていると思ったが、それとは真逆によくわからない気味の悪い物が雑多に置かれ、不衛生のように感じる。

　臭いもちょっと……。

　その証拠に、女性陣は全員鼻に手を当てていた。

　戦う時はちゃんと手を離すんだよ？

　そのまま屋敷の中の様子を見回すと、二階へと上がる階段の先にある踊り場から、こちらへと視線を向けている者が居た。

　白髪交じりの茶髪に厳つい顔立ち、高価そうな服を身に纏っているが、その上からでも見てわかる程に体も鍛えられていて、偉い丈じよう夫ふといった感じだろうか。

　けれど、俺達へと向けられる視線は冷たく、感情が見えない。

「お前がビアスか？」

「………………」

　そう尋ねるのだが、何も答えてくれない。

　まぁ、違っていたら違っていたで、とりあえずぶん殴っておくか？

　そう考えていると、その人物がゆっくりと口を開く。

「……ラロが居ないという事はやられたか。少しは使える者だと思っていたが、とんだ期待外れだな。だがまぁ、最低限の事はやったのだから、それで良しとしておくか」

　まるで独り言のように呟いている。

　余裕のつもりかもしれないが、さっさとぶん殴ってしまおう。

　そう思って駆け出そうとした時、服が軽く引っ張られた。

　視線を向けると、ファファルが気持ち悪そうな表情を浮かべている。

「どうした？　ファファル」

「主様。……何やら嫌な雰囲気を感じる」

「ファファルの言う通りですね。早くこの場から出た方が良いかもしれません」

　ファファルの言葉に、ティアンも同意を示す。

　なら、急いだ方が良いかと視線を元に戻せば、そいつは手に筒状の物を持っていた。

「丁度良い実験だ。付き合って貰おう。幸い、ラロが警告を飛ばした事で、準備の時間は充分あったからな」

　そう言って、そいつは筒状の物から飛び出しているボタンを押す。

　すると、四方の壁の一部がパタンと開き、そこから赤、青、緑、黄の、輝く四色の石が出てくる。

　その石からは、何やらこの世界にある四つのクリスタルを連想させられた。

　それと同時に、俺達の足元に魔方陣が浮かび上がり、四つの石が輝き出す。

　………………。

　………………。

　………………特に何かを感じないんだけど。

　そう不思議に思っていると、皆から驚きの声が上がる。

「これはっ！」

「まさか、私達の魔力を」

　どうかしたのかと視線を向けた瞬間、ファファルの肩に氷で出来た槍が突き刺さり、鮮血をほとばしらせながら、そのまま地に伏した。

　…………………………あ？

　氷の槍が飛んできた方へと視線を向ければ、踊り場から掌をこちらに向けているビアスが居た。

「どうだ？　魔力を封印する魔封結界は？　これは、結界内に居る者の魔力を完全に封じる結界。地下迷宮での実験の成果だ。人は通常、無意識で魔力を身に纏って最低限の防御力を維持している。だが、これはそれすらも無意味にするのだ。脆もろいモノだな。魔力を封じられた人間というのは」

　そいつは、何やら自慢気に語っているが………………いやいや、何言ってんだ、お前……。

　これからお前の……お前達の行く先にあるのは…………………………死だ。

　俺は無意識の内に「邪神化」し、内から溢れる黒い感情の濁流に流されていく。








別章　VS邪神（仮）・ワズ









　踊り場に居る人物が、何やら饒じよう舌ぜつに語っていますが、今はそれどころではないと気付かないのでしょうか？

　今は結界によって遮さえぎられているので、結界内に満ちる気配が届いていないのでしょう。

　私は警戒するように、ワズ様へと視線を向けます。

　暴風とでも言うような邪悪な力の圧力によって、ワズ様に近寄る事が出来ず、直感ではありますが、これはかなり危険な状況かもしれません。

　ですが、今出来る事をしなければ……私は主を失ってしまう。

　まずは隣に居るティアンへと指示を飛ばします。

「ティアン。ファファル様の傷の具合を確認してきて下さい。恐らく、致命傷は避けていると思いますので」

「わかりました。お任せ下さい」

　ティアンがファファル様の下へと走っていきます。

　ファファル様の事は、ティアンに任せておけば大丈夫でしょう。

　今、この場で注視しておかないといけないのは、ワズ様なのですから。

　視線を戻せば、ワズ様の体が瞬く間に真っ黒になっていき、邪悪なオーラを立ち昇らせていきます。

　シロ様も、ワズ様の変化に気付き、抱えていたナーゼ様とジルン様をリイシャ様へと預けて、警戒を露わにしていました。

　そんなワズ様から感じるモノは、間違いなく……「邪神」の力。

「ワズに何が起こってるの？」

　私の下に駆け寄って来たシロ様が、焦った表情を浮かべて尋ねてきます。

　シロ様と共に来た闇女神は、ワズ様の身に起こっている事を理解しているようで、警戒するように注意を向けていました。

　悠長にしていられるような状況ではありませんので、私は急いでその問いに答えます。

「恐らく、ワズ様が邪神の力に吞まれそうになっております」

　そう答えるのと同時に、ワズ様の体の全てが真っ黒に染まり、目と口だけしか判別出来ないような異質なモノへと変わりました。

　私は、急いでシロ様と闇女神に指示を飛ばします。

「シロ様は、急いで『神・混合』をお願いします。シロ様と闇女神が一体化した状態でなければ、恐らくまともにやり合えません」

「えぇ？」

　シロ様が驚きの声を上げる中、邪神と化したワズ様が周囲を確認し、煩わしそうに地面を踏みます。


『……邪魔ダ』



　それだけで、この場の結界と四隅の石がパキィンという音を立てて消え去りました。

「……一体何事だ？　どうして結界が消えた？」

　この状況を作り出した者が激しく狼狽しました。

　そして、邪神と化したワズ様の濃密よりも濃い殺気を直にぶつけられ、怯えるようにその場に倒れて口から泡を吐き出します。

　結界が破壊された事で、漸ようやく危険性に気付いたといったところでしょうか？

　アレは、もう放置しておいても構わないでしょう。

　視線をワズ様へと戻せば、右手をビアスへと向けていました。


『……オ前ハ、殺ス』



　上げた手の先から、ビアスに向けて黒い光線が放たれたので、私は即座に空中へと飛び出し、射線上へと移動して、前面に魔力で出来た盾を光線に対して斜めに展開する事で、狙いを逸らします。

　まともに受ければ持たなかったでしょうが、逸れた先にあるものは、ほぼ半壊したような状態となりました。

　……まぁ、別に気にしなくても良いでしょう。

　そして、ワズ様が私に視線を向けてきます。
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『……邪魔ヲスルナ。死ニタイノカ？』



　別に、アレを守ろうとした訳ではなく、このような形の決着は、本来のワズ様であればなさらないはずですので。

　それに、こういう者達の裁きは、虐げられてきたこの町の人達に判断を委ねるべきです。

　もちろん、こちらで無力化しておいてからですが。

　なので、私はいつものように笑みを浮かべ、一礼をします。

「もちろん、全力で阻止させて頂きます。どう考えても、今のワズ様はまともではありませんので」


『………………』



　お返事は頂けませんか。はてさて。

　私の事をきちんと認識されているかどうか不安ではありますが、心の底まで邪神の力に吞まれていればお終しまいでしょう。

　……冷や汗が止まりませんね。

　背筋が冷えるのを感じていると、「神・混合」をして闇女神と一体化したシロ様が私の隣に現れます。

『………………正直言って、これでも勝てる気がしないんだけど？』

「そうですね。こうして相対してみて、改めてワズ様の力の強さを感じます。ですが、完全に『邪神』という訳ではないと思われますので、やり方次第ですが、どうにか止める事は出来るでしょう。……多分」

『希望的観測！　……でも、今のワズを止めないと、本当に世界が終わっちゃうか』

　シロ様と視線を合わせて頷き合った瞬間、私達の間にワズ様が現れました。


『……誰ニモ邪魔サセナイ』



　そう言って、ワズ様が私達の肩を摑んで撥はねのけようとしてきましたが、シロ様が咄とつ嗟さに動きます。

『させないよっ！』

　シロ様が瞬間的に体をずらし、そのままワズ様を屋敷の外へと殴り飛ばします。

『……あれ？　当たっちゃった？』

　シロ様が不思議そうに言いますが、そのお気持ちは理解出来ます。

　何しろ、私達とワズ様の間には、大きく力の隔たりがあるのですから。

　しかし、だからといって、このまま見ているだけという訳にはいきません。

　私は吹き飛んでいくワズ様の傍へと瞬時に移動して体を摑み、回転しながら空中に向けて放り投げます。

『うわ～、派手に投げ飛ばしたね～』

　私の隣に移動してきたシロ様が、空中を飛んでいくワズ様を見ながら呟きます。

　それにしても、手応えを一切感じませんでした。

「見た目は派手に見えるでしょうが、問題なのは全くダメージを与えられていないという事ですね」

『さっき殴った時も結構本気だったのに、一切効いている気がしないんだよね～。だから、何とかするなら、早々にケリつけないと不味いと思うよ～』

「そうしたいのは山々ですが……どうすれば良いと思いますか？」

『え？　僕に聞くの？』

「ちなみにですが、私は対抗策が一切浮かびませんので、お願いします」

『丸投げっ！』

「ですので、相談をしようかと。話し合う事で、解決策を……なるほど。つまり、ワズ様とも話し合いで解決すれば良いという訳ですね」

『出来る状況じゃないと思うんだけど！』

　シロ様とこれからの事を相談している間に、空中を飛んでいたワズ様がピタッとその場で止まり、こちらに顔を向けてきました。


『……邪魔スルナ。フロイド、シロ』



　どうやら、私達が誰かというのは認識しているようです。

　つまり、これは話し合いで解決出来るのでは？　と希望を抱いていると、ワズ様の周囲に、邪神の力で出来た黒球が何百、何千と浮かび上がり、それが私達に向けて放たれました。

「シロ様！」

『わかってる！　一つ残らず、町の外まで弾き飛ばせば良いんでしょ？』

　そう言いながら前へと飛び出したシロ様が、迫る黒球を全て殴り飛ばしていきます。

　さすが、「神・混合」状態であると、心の中だけで絶賛しておきました。

　……拍手でも送っておいた方が良いでしょうか？

　ですが、シロ様の集中が途切れてしまえば、町への被害が甚大でしょうから止めておきます。

　弾き飛ばされた黒球が町の外まで飛んでいき、何度も大きく爆発音を響かせ、恐らく地形も変えているでしょう。

　終わった後に何か請求されるようでしたら………………全て地下迷宮に居る魔王のせいにでもしておきましょう。それで万事解決です。

『そ、それで、これからどうすれば良いの？』

「まだ何も思い付いていません。ですので、一緒に考えましょう」

『何も考えてなかったっ！』

「一人より、二人……いえ、闇女神も一緒なのですから、三人でしょうか？」

『もしかして、意外と余裕があるの？』

　滅相もございません。

　心の中では、冷や冷やとしておりますよ。

　ですが、シロ様が叫んだ事で意識が逸れてしまったのか、黒球が一つ通過してしまいました。

　なので、私が瞬時に、手刀で町の外まで弾き飛ばしておきます。

「シロ様、集中して下さい」

『何か理不尽だと思うっ！』

　さて、そろそろ解決策を講じなければいけません。

　正直、手詰まりですが……。

　そうこうしている間に、黒球が飛んでこなくなり、ワズ様が私達の前まで移動してきました。

　私達は瞬時に身構えますが、ワズ様はだらりと脱力しているような状態です。

『……もう止めた～とか言って、元に戻ってくれないかな？』

「そうでございますね」

　そうなる事を、切に願います。

　すると、ワズ様が私達を見て、問いかけてきました。


『……ドウシテ俺ノ邪魔ヲスル？　俺ハタダ、アイツヲ殺シタイダケダ』



「今のワズ様にはとてもお任せする事は出来ません。それに、以前にも申しました。こういう輩やからの処断は、これまで虐げられてきた人達に任せるべきですと」

『僕も、今のワズは好きになれないから、友達として止めてあげるよ～』


『……ソウカ』



　そう呟いて、ワズ様が一度項うな垂だれるように頭を下げます。

　ですが、頭を上げた時のワズ様の目には、どこか決意のようなモノが宿っていました。


『……ナラ、オシトオル！』



　私達を押しのけるように、両手を前に突き出したワズ様が襲いかかってきました。

　即座に身を屈め、私とシロ様がそれぞれワズ様の左右の腕を摑むと、一気に空まで舞い上がり、遠くに投げ飛ばしたのですが、ワズ様は即座に体勢を立て直し、こちらに向かってきます。

　正に、我を忘れているような突進でした。

　そのまま、空中で近接戦闘を行ってワズ様の足止めをしながら、打つべき手を考えます。

　殴り、蹴り、投げ、防ぎと、舞踏のような攻防を繰り広げますが、幸い、どちらも決め手に欠けているような状態でしたので、膠こう着ちやく状態に陥ったのは助かりました。

　ワズ様の相手をしながら考え事をするというのは、少々骨ですが。

　そんな中、シロ様が声をかけてきます。

『というか、そもそも、どうしてこんな状態になったの？』

「……そうですね。ワズ様は『邪神化』によって、その力を行使する事は出来ますが、それは正常時であればです。……心のバランスとでも言えば良いでしょうか？　それが狂えば、たちまち邪神の力に吞まれ、言葉通りの意味で『邪神化』してしまう恐れがありました」

　ワズ様を摑み、投げ飛ばした事で、少しだけ出来た休息の間に乱れた息を整えます。

　シロ様も同じように、息を整えながら会話を続けました。

『……つまり、今はその恐れていた事が起こっているって事？』

「はい。このままですと、新たな『邪神』となってしまうでしょう」

　ハッキリと告げますと、シロ様が苦笑いを浮かべ、ワズ様が押し通るために再び向かってきます。

　せめて魔法が通用するのであれば、まだやりようはいくらでもあるのですが、全く無意味というワズ様のステータスは、非常に厄介ですね。

　放たれる拳を十字に腕を組む事で耐え、その間にシロ様がワズ様を摑んで遠くへと投げ飛ばすのですが、それは一時の事で、ワズ様は直ぐに体勢を立て直して、こちらへと向かってきます。

　……不味いですね。

　このままでは解決策も、有効手段も見出せぬまま、只々時間を浪費するだけです。

　………………おや？

　そこまで考えた時、不思議と疑問に思う事がありました。

　これだけ長く攻防を繰り広げているのに、どうして私達は無事なのでしょう？

　ワズ様の力は絶大なので、たとえ通常時でも星すら破壊出来る程なのですから、私達の力など塵ちり芥あくたに等しいはずなのに、こうして私達は五体満足で存在しています。

　という事は、ワズ様は意識的に手加減をしているのではないかという推測が立ちました。

　なので、深く深く……その内面を探るようにワズ様へ視線を向けると、「完全神格化」状態と「邪神化」状態の、双方の力がせめぎ合っているのがわかります。

　ですが、先に発動した「邪神化」の方が優勢のようで、中々鎮める事が出来ずにいるようでした。

　つまり、何かきっかけでもあれば、「完全神格化」の方へ一気に傾く可能性があります。

　この考えが突破口にならないだろうかと考えていると、シロ様が声をかけてきました。

『今、これってさぁ……不味くない？』

「非常に不味い事態です。困りました」

『表情変わらないし、全然困っているようには見えないけど？』

　私の表情を見て、シロ様がそう言います。

　おや？　おかしいですね。心の底からどうしようかと悩んでいるのですが。

　ほら、僅かですが、汗も搔いていますよ。

『でも、どうしてそんな事に？　やっぱりファファルがやられた事が関係あるの？』

「大有りでございます。元々ワズ様は、自分が大切に思っている方が傷付くのを、過剰に嫌っている傾向がありました。以前も、奥方様達を自分の物にしようとした馬鹿な王に対して、普通に我を忘れて怒られましたし」

『つまり？』

「ワズ様は、ファファル様の事を自覚している以上に、大事に思っているという事です」

　あぁ～……と、何やら納得するシロ様。

『甲斐甲斐しく構って、気にしていたもんね～』

　確かに、と思います。

　となると、ワズ様が正気に戻るためには、ファファル様の存在が必要という可能性が高いのですが、今はまだ治療中ですので、この場に現れるのは、もう少し時間がかかるでしょう。

　……これは本当に不味いかもしれません。

　こちらの体力も、ワズ様と違って無限に近いモノではありませんので、このままではジリ貧ですが、シロ様がワズ様と相対している間に、私はこの戦いを見ている者へ、早く来て下さいと願います。

　そう願った時、空から一筋の光が私の前に降り注ぎました。

　そこから現れたのは、幼さが残る顔立ちに、水色の髪をたなびかせ、真っ白な簡易な服に錫しやく杖じようを持つ女性で、私はその女性に向けて言葉をかけます。

「……少々登場が遅過ぎませんか？　イルム」

「仕方ないではありませんか。四つのクリスタルの内、三つが汚染されていたのですよ。いくらその内の二つが浄化されたとはいえ、まだ本調子ではないのですから」

「無理をさせたようなら謝ります。ですが、今は」

「事態は見ていました。わかっています。ですが……」

　この世界の創造神であるイルムが、困ったような表情を浮かべて、シロ様と相対しているワズ様へと視線を向けます。

「今の段階ですら、私の力を超えています。クリスタルの力が全て戻っていれば、どうにか出来たでしょうが、本調子ではないので」

「難しいですか？」

「えぇ。恐らく、私の力を送っても弾かれると思います。せめて、隙が出来れば無理矢理捻じ込む事も可能かと思いますが」

　………………その隙を作るのが大問題でしょう。

　恐らく、私とイルムが、シロ様と共に挑もうとも、ワズ様を相手に隙を生み出せる事が出来るかどうか……何か虚を突くような事でもあれば良いのですが。

「話は聞いたぁっ！　余に任せろっ！」

　そう叫びながら、ファファル様が私とイルムの傍を飛び越えていき、ワズ様の下へと向かいます。

　下へと視線を向ければ、少し疲れた表情を浮かべるティアンが、こちらに向けて手を振っていました。

　魔力を封印する結界が解けたのはつい先程でしたので、まだ魔力も全快ではなかったでしょうに。

　どうやら、相当無理をして、ファファル様の傷を癒やしたようです。

　ティアンに向けて、よく頑張りましたと頷きを返して視線を戻すと、ファファル様がワズ様の下へと一直線に向かっていました。

「今こそ、ユリナに聞いた事をする時！　主様！　余のために怒ってくれるのは嬉しいが、今の姿は好ましくないぞ！　だから、余が元に戻してやる！」

　ファファル様が、そのまま突撃します。

　ワズ様が迎撃するように動きますが、相手がファファル様だとわかると、動きが一瞬止まりました。

　その隙を突いたファファル様が、抱き締めるように両腕をワズ様の首に絡め……口付けを交わします。

　その瞬間、ワズ様の動きが完全に止まりました。

「今です！　イルム！」

「任せて下さい！」

　イルムが創造神としての力を使い、ワズ様へ聖なる力を送り込みます。

　その変化は劇的で、ワズ様の体の黒い部分が、足元から霧のように空へと散っていきました。

　聖なる力が全身にまで届いた後、そこには普段通りのワズ様の姿が見え、ほっと安堵します。

　ファファル様が唇を離し、ワズ様に向けて笑みを向けました。

「目が覚めたか？　主様」

「……ファ、ファ……ル……」

　それだけ呟き、ワズ様はファファル様に支えられるようにして気を失いました。

　どうやら、元に戻ったようでほっと安堵しますと、こちらへと来たシロ様が、困惑顔で尋ねてきます。

『……結局、どうなったの？　これ』

「そうですね。愛が勝ったという事でしょうか」

『……はぁ』

　シロ様が、やっていられないと、地に向けて下りていきます。

　さて、私もワズ様が起きるまでの間に、雑事でも片付けておきますか。








別章　龍王様、悪事を裁く
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　目が覚めた我は、ベッドの上に起き上がり、体の調子を確認する。

　………………。

　………………うむ。我、完全復活である。

　昨日の二日酔いの頭痛が、噓のように消えていた。

　何であろうか、この解放感は。

　ふぅ～……体の底から力が湧いてくるようだ。

　この絶好調な上の万能感！　今の我は無敵だ！

　今なら、ワズに……はどう足あ搔がいても勝てないが……義は母は上様に……も生涯頭が上がらないので………………う～む。実は、それ程無敵ではないのでは？

　そう考えると、ただ単に体調が全回復しただけという事か。

　………………。

　少しだけ気落ちした。

　……もう、今日も寝て過ごすのもアリかもしれん。

　天気も良いし、ポカポカと暖かい上に、ベッドもある。

　寝るのに最高の環境なのは間違いない。

　………………。

　………………いやいやいやいや、七種類の花を集めなければいけなかったのだ。

　父親として、男としての威厳を取り戻さなくてはならない。

　当初の目的を思い出した我は、即座に部屋を飛び出し、謁見の間に居たギヴィリオとナヴィリオ、ニールに出発すると挨拶を述べる。

「では、次は結婚式で会おう」

「あぁ、楽しみにしておるぞ」

「はい。その時は、宜しくお願いします」

「そういえば、そろそろだったの。では、ワシも一度戻っておくか」

　ついでに、その場に居たリリーとも同じように挨拶を交わす。

「達者でな」

「この度は助けて頂き、本当にありがとうございました。この御恩は一生忘れません。もし、機会があれば、是非ともウチの領内にもお越し下さい。歓待をさせて頂きます」

「その機会があればな」

　そして我は、城を出て、城下町を出てから近くの森まで移動し、そこで龍の姿へと戻ると、マーンボンド王国から飛び立った。

　目的地は、七種類の花の原産国である獣人国。

　昼までには辿り着くように、超高速で飛び続ける。

　これまで、七種類の花を手に入れる機会はあったのに、その目前で失ってしまった。

　そこから考えられる結論は、目的の場所に着いた瞬間に手に入れなければならないという事。

　つまり、余計な事に気を配っている暇は無いという事だ。

　そう……余計な事に……。

　我は、チラッと視線を下に向ける。

　そこには、もくもくと湯気を立ち上らせる温泉がいくつもあった。

　……とても気持ち良さそうで……こう、温泉に浸かりながら、美味い酒を飲みたくなる。

　………………。

　………………ちょっとくらいなら。

　気付けば、かなり高度が落ちていた。

　いかんいかんいかん。

　急いで元の高度まで戻る。

　危なかった……。誘惑に負けるところであった。

　我は、必ずここへと戻ってくる事を胸に誓い、泣く泣くその場から飛び去っていき、獣人国内に入ったと思われる頃、ふと気付く。

　そういえば、獣人国が原産国というのは聞いたが、具体的な場所がどこかは聞いていなかった。

　………………獣人国のどこに行けば良いのだろうか？

　我は飛びながら、顎に手を当てて唸る。

　来たは良いが、どうすれば良いのかわからない。

　そこら辺に生えていないだろうか？　と、下を見ても、木々が青々と輝いているだけである。

　………………う～む。

　唸りながら飛んでいると、前方に町が見えた。

　うむ。わからなければ、聞けば良いだけである。

　何しろ獣人国は原産国なのだ。

　聞けば、普通に答えてくれるであろう。

　……これは寄り道ではない。

　必要な事であるのだから、また直前で手に入らないなんて事は起こらないはずである。

　願掛けするように祈りながら町の近くに下り立ち、人化してから町へと向かった。

　既に慣れたモノなので、ギルドカードを見せて町の門を潜くぐる。

　やはりここも高い壁に囲まれていたのだが、何やら戦闘跡が残っていた。

　それも、つい最近の。

　邪神復活で生まれた魔物共は、まだまだそこかしこに残っているようである。

　ワズが帰ってきたら、一気にある程度掃討しておきたいものだ。

　そして、我の目に飛び込んできたのは、特筆するような事は無い普通の町なのだが、非常に賑わっているという事だった。

　そこかしこに獣人達と、人族も数多く居る。

　皆、笑みを浮かべて和気あいあいと会話を交わしていた。

　まるで、祭りのような雰囲気に、我も見ているだけで気分が高揚していく。

　一体どうしたのかと、近くに居た人族の男へ声をかけた。

「何やら大変賑わっておるが、これはどうしたのだ？」

「ん？　何だ？　アンタ、今この町に来たばかりなのか？」

「うむ。その通りだ」

「そいつは残念な事をしたな」

　何やら勿体無いと、男が首を振る。

「どういう事だ？」

「実はな、つい先程まで、この町の近くに大型の魔物が何体も居て、今にも襲われそうになっていてな、俺も含めてここに居る人族も、そのほとんどはその大型の魔物を討伐するために救援に駆けつけたんだ」

「それは危険ではないか。どれ、我が」

「あぁ、勇ましいのは結構だが、それには及ばねぇよ。獣人国の王都から来た部隊によって、瞬く間に討伐されたからな。それで皆喜んでいるという訳だ」

「なるほど」

　すると、男が思い出すかのように空へと視線を向ける。

「実際、救援に駆けつけた俺達でも死を覚悟したんだが、その部隊……いや、その中でも、金色の獅子の獣人の勇猛さといったら……。圧倒的な強者というのは、ああいうのを言うんだろうな」

「ほぉ～……」

　何やら、金色の獅子の獣人と聞いて、思い当たる者が一人居る。

　まさか……な。

　いくらなんでも、こうも立て続けに友達と会う事は無いだろうと頭を振る。

　すると、我の鼻に食べ物の匂いが届いた。

　芳醇で美味しそうな肉の匂いが鼻孔をくすぐり、自然と涎よだれを飲み込む。

「あはは。色々な屋台が出ているからな。我慢しなくて良いんだぜ。今日だけは、費用が国持ちだから全部タダだ」

「何だとっ！」

　そ、それは、食さねばならんな。

　うむ……うむ……。

　そういえば、何も食べずにマーンボンド王国を飛び立ってしまったのだ。

　食べ物の匂いを嗅いだ事によって、我の腹が鳴る。

「随分と腹が減っているようだな」

「うむ。そのようだ。情報感謝する」

「なぁに、気にすんなよ。そっちも、存分に食って祭りを楽しみな」

「そうさせて貰おう」

　男と別れの挨拶を済ませ、我は町の中へと進んでいく。

　大通りに面したところは至る所に屋台があり、我の腹を刺激する匂いをまき散らしていた。

　ど、どれもタダなのか……。

　ごくりと喉を鳴らし、我は手あたり次第に食していく。

　美味い！　美味い！　タダと思うだけで、倍は美味い！

　………………おっと。このままではいかんな。

　腹も膨れてきた事で目的を思い出す。

　各屋台を巡りながら、七種類の花がどこに行けば手に入るのかを、店主達に尋ねていく。

「七種類の花？　確か、国内の南の方だったような。それより、こっちも食っていきな」

「あぁ？　何か尋ねるなら、俺っちの料理を食ってからにしてくれ」

「それなら、南のストラ地方にあるラトバって町に行きな。ほら、皿が空いてるぞ。大盛りでおかわりだな」

「ラトバはどの辺だって？　街道に沿って行けばいけるさ。どうだ？　俺様の作る飯は美味いだろ？」

「七種類の花を手に入れたいなら急いだ方が良いですよ。僕がラトバを出る時、何やら大口の注文が入ったと言っていましたから。これも、美味しいですよ。自信作です」

「あぁ、あそこな。でも、最近領主が変わった事で、きな臭い噂を聞くぜ」

　う、うぷっ。さすがにもう腹が一杯である。

　かなり食べ過ぎてしまった。

　しかし、最後の店主の言葉が少々気になる。

　勧められるまま、料理を口に入れて尋ねた。

「きな臭い噂とは何だ？」

「何でも、七種類の花の料金を水増しして、自分の懐に相当溜め込んでいるとか」

「「何だとっ！　それは見過ごせんなっ！」」

　……ん？　何やら、二重に聞こえたような。

　隣へと視線を向けると、そちらに居た者も我を見ていた。

「「………………」」

　互いに出された料理を食べているので、沈黙が続く。

　急いで咀そ嚼しやくし、我は叫んだ。

「どうしてここにガインが居るっ！」

　そう。我の隣に居た者は、金獅子の獣人で、鍛え抜かれた肉体を誇るガインであった。

　ガインが口の中のモノを咀嚼し、我に声をかけてくる。

「……どこかで会った事があったか？」

　ぐぬぬ。どうしてこう、誰も我と気付かないのだ。

　たかが人化しているだけだというのに。

「我はラグニールである！」

「………………」

　ガインから疑うような視線を向けられた。

　いい加減、誰か一発で気付いて欲しい。

　もう泣いても良いのではないだろうか？

　そう心の中で嘆いていると、隣に居るガインが口の中のモノを飲み込んで、我の肩を軽く摑んできた。

「誰かは知らんが、我の友達の名を語るとは……殺してくれようか？」

　ギリギリギリギリと、我の肩を摑むガインの手が食い込んできた。

　ぐっ！　別にそこまで痛いとも思わんが、心が痛い。

「どうしてこう、誰も我だと気付かないのだ！　ちょっとこっち来い！」

　ガインの手を摑み、路地裏へと引っ張っていく。

　さすがに、この場で龍の姿を見せる訳にはいかないのだ。

　それぐらいの常識は持っている。

「お？　どこに連れて行くつもりだ？　別に行くのは構わんが……我はそういう趣味はないぞ？」

「我だって無いわっ！」

　そして、ガインを路地裏へと連れて行き、人が居ない事を確認してから、我は顔だけを龍へと戻す。

「おぉ！　ラグニールではないか！　……本物か？」

「噓を吐いてどうする！」

「おぉ、それはすまんかった。疑って悪かったのぅ。………………どうしてこんなところに居るんじゃ？」

　我は顔を人に戻し、溜息を吐いてから、これまでの事を簡潔に伝える。

　すると、ガインは顎に手を当て、何やら考えているような仕草をしながら口を開く。

「……なるほどのぅ。七種類の花か。確かに、そんな花を育てていた覚えがあるのぅ」

「それが必要なのだ。そして、早く手に入れるために、これからラトバの町へと赴かねばならん」

「そういう事なら、我も共に行こう。先程の店主の話も気になるしのぅ」

　うむ。確かに、ガインが共に来てくれれば助かるのは間違いない。

　何しろ、ガインはこの国の元・国王なのだから。

　これで、七種類の花は手に入ったも同然。

　グワァ～ハッハッハッ！　我の勝利である。

　これでメアルも、お父さん大好きと言ってくれるに違いない。

　その光景を思うだけで、不思議と笑みが浮かんでしまう。

「……気色悪い笑みを浮かべて、一体何を考えておるのやら」

　幸せを考えておる。
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　そして、ガインと共に町を出て、ラトバの町に向けて移動を開始する。

　近くの森で龍へと戻り、ガインを背に乗せて飛び立った。

　ガインの道案内で進んでいく。

　恐らく、夕方ぐらいには着くと、ガインが言っていた。

　確か、ガインは部隊と共に町へと来ていたはずなので、このまま付いてきて大丈夫なのかと尋ねる。

　すると、町を出る時門番に、明日で構わないからラトバの町に来るようにと、休息を与えたそうだ。

　何でも、ガインが直接鍛え上げている部隊で、国内の見回りをしている最中らしい。

　部隊の者達に、丁度良い休息が与えられたと笑っていた。

　その後は、他愛無い話をし、そうこうしている間に、ラトバの町近郊まで近付く。

　既に太陽は地平線へと潜り、陽が落ちそうな頃合いだが、漸く七種類の花が手に入る高揚感に、我は包まれていた。

　ただ、少々気がかりなのは、どこを見ても花畑が見えない事である。

　それらしい場所はあるのだが、既に刈り尽くされた跡があるだけで、七種類の花は一切見えない。

　もう収穫し終わったのだろうか？

　なら、七種類の花はラトバの町にあるはずである。

　きっとそうだと希望を抱きながら、ラトバの町近くに下り立つ。

「……花が一切見えなかったのだが、大丈夫だろうか？」

　そう言いながら、人化する。

「なぁに、心配しなくても良い。既に収穫が終わり、ラトバの町にあるのだろう。元・国王の我が一声かければ、分けてくれるだろう」

「うむ。期待している」

　そして、我とガインは、ラトバの町へと向かい、そのまま町の中へと入った。

　目に飛び込んできたのは、様々な色の花で彩られた町の風景である。

　幻想的とも言える風景を見ながら、色の数を確認してみれば、丁度七種類。

　ワズの結婚式も、このような華やかなモノになるのだろうか。

　しかし、これで勝った！　我の大勝利である！

　町を覆い尽くす程にあるのだから、これで手に入らない道理はない。

　うむうむと、何度も頷く。

　………………これで漸く苦労が報われると思うと、少し泣きそうになった。

　早速とばかりに、七種類の花を購入しようと近くにある花屋へと向かう。

「どこに行く？　ラグニール」

「もちろん、七種類の花を買いに行くのだっ！」

　ガインが我を呼び止めたので、振り返って答えると、何故か溜息を吐かれてしまう。

　……何故？

「良いか。わかっておらぬようだから正直に言おう。町の中にある花は……全部売却済みだっ！」

「何だとぉ～っ！」

　そ、そんな馬鹿な事、ある訳がないっ！

「こ、こんなにあるのだぞ？　それが全部というのか？」

　我は周囲にあるたくさんの花を指し示しながら問う。

　すると、ガインは間違いないと頷いた。

「そうだ。売れたからこそ収穫したのだからな。……しかし、こんなに大量なのは初めてだな。大口注文が入ったというのは事実のようだ」

「そんな事どうでも良いわっ！　わ、我の分は確保できるのだろうな？　外にあるそれっぽいところには花が全く無かったぞ！」

「ん？　あぁ、任せておけ。これでも王族だからな。友の分くらいは用意してやるわ。だから、もう少し付き合え」

「約束っ！　約束だからなっ！」

「約束は構わんが…………………………無理だったら？」

　ガインが予防線を張ってきた。

　どこか窺うように尋ねてきたので、我も考える。

　ふむ……無理だったらか。

　………………。

「ワズからマオに頼んで貰って、冷たい目で見られながら、『ガインさん』と他人行儀な呼び方を受けて貰おう」

「がはっ！」

　ガインが吐血した。

「ラ、ラグニールよ……世の中のおじいちゃんの心臓を止める気か？」

　ガインが口元を拭いながら言うのだが、我は勝ち誇るように笑みを浮かべる。

「そう呼ばれたくなければ、きちんと花を用意する事だな」

「うぐっ！　わかっておるわ！　……それにしても、考え方がワズに似てきたな、お主」

「違うわっ！　ワズが我に似てきておるのだっ！」

　失礼なっ！

「……ワズに聞いたら、『ラグニールが俺に似てきた』って、同じ事を言いそうだな」

「ぐぬっ」

　確かに言いそうである。

　しかし、似てきているというのなら、何故未だにメアルは我の胸の中へと飛び込んでこないのだろう。

　我はいつでも準備万端であるのに。

　やはり、見た目の問題……龍の姿がいけないという事なのだろうか？

　となると、人化していれば、メアルも飛び込んできてくれるに違いない。

　今度、そうしてみよう。

　………………待て待て待て待て。違う違う違う違う。

　確か、メアルは龍臭いから嫌だと言っていたはずだ。

　………………加齢臭ではないよな？

　そうなると………………うむ。閃いた。

　ここは花の町なのだから、花の香りがする香水を売っているはずである。

　それを体に振りかければ、良い匂いがするとメアルから抱き着いてくれるはずだ。

「グワッハッハッハッ！」

「突然笑い出してどうしたのだ？　どこかで頭でもぶつけたのか？」

「そんな訳あるか！　それより、付き合うのは構わんが、一体何をするつもりだ？」

「うむ。まずは情報を集めてみる事にしようかの」

　……情報？　何の？

　そして、我とガインは、町にある花屋を次々と回りながら、色々と話を聞いていく。

「ここにある花は全て売却済みですよ。え？　違う？　新しい領主様の事ですか？　さぁ、直接相対している訳ではないので、良くわかりませんけど」

「すみません。もう売り切れで……あっ、違うんですか。新しい領主様ですか？　悪い噂は聞かないですけどねぇ。それに、今回の大口注文も領主様が取ってきたという話ですし」

「七種類の花ですか？　もう全て売り切……それじゃない？　領主様？　そういえば、今回の花の請求金額が高かったような……。いえ、確かめた訳じゃないし、量が量だけに、そう思っただけですがね」

　大体の話はこうだった。

　というより、少々気になる部分があるのだが……。

「……ガインよ。花がどこにも無いのだが」

「あぁ、そうみたいだのぅ。まぁ、それは置いておいて。……花の代金が高かったかというのが気になるの」

「違う。そこではない」

　花が……七種類の花がどこにも売っていないのだ。

　そこにあるのに……そこにあるのに手が出せぬとは……。

　我は大通りの真ん中で崩れ落ちる。

　またか……またなのか……。

　後は、ガインとの約束に期待するしかないが……もし駄目だったら、我の誇りに誓って、絶対に「ガインさん」と呼ばせてやる。

　そう決意していると、ガインの下に、顔を隠した者が現れた。

　顔は隠しているが、猫耳が見えている。

　そこは隠さなくて良いのだろうか？

　その者からは悪意を感じなかったので、そのまま見ていると、ガインに紙束を手渡していた。

「……ガイン様。調査報告書でございます」

「うむ。ご苦労」

「では」

　その者が去っていった後、我はガインに尋ねる。

「今の者は？」

「あぁ、我が大陸各地に散らばらせている密偵の一人だ。この町の新領主について調べて貰ったのだ」

　………………最初からその報告を待っていれば良くなかったか？

　そして、その報告書を読み終えたガインが好戦的な笑みを浮かべた。

「良し。結果は出た。この後、領主の屋敷に乗り込むぞ、ラグニール」

「う、うむ。それは良いが、本当に花は大丈夫なんだろうな？」

「任せておけ！」

　そう言って、ガインが我に向けて親指を立てる。

　……何であろうか。不安しか感じない。
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　ラトバの町の領主の屋敷へと向かう。

　この町一番の大きな屋敷がそうなので、簡単に辿り着く事が出来た。

　塀に囲まれている三階建ての屋敷。

　敷地もかなり広そうで、夜という事もあり、屋敷の窓からは人が居る事を証明する光が漏れていた。

　町の至る所で見かけるように、この屋敷も七種類の花で彩られている。

　これだけあるのだ。

　こそっと持ち出してもバレないのではないだろうか？

　ただ、少しばかりを持っていっても意味は無いと思い、仕方なく諦める。

　少し離れた場所にある、屋敷の門に向かって歩くガインへと話しかけた。

「それで、ガインよ。乗り込むという事だが、一体どうするつもりなのだ？」

「そうだな……。まぁ、恐らく戦闘になるかもしれんし、その時は暴れて貰う事になると思うぞ」

「暴れる事になる？　つまり、ここの領主は、やはり悪い事をしていたという事か？」

「うむ。中々狡ずるい手を使う小物だが、このまま見過ごす訳にはいかんからの」

「どういう事だ？　先程来た密偵が渡した紙束に、そういう事が書いてあったのか？」

　その言葉にガインが頷き、我にその紙束を手渡してくる。

　見ろという事か？

　渡された紙束へと視線を向けると、まずはここの領主の事が書かれていた。

　何々……新領主の名は「ラインス」。狐の獣人か。

　元々は、獣人国王都に居た貴族だったようなのだが、他の貴族との勢力争いに負けて、ラトバの町に飛ばされてきたと書かれていた。

　その後は、この者の半生が書かれていたが、興味が無いので次の紙へと移る。

　もの凄い数の数字が書かれ、それが何枚にも分けられて書かれていた。

　………………数字ばかりで、頭が痛くなりそうである。

　数字の羅列は、そのまま最後まで続いていた。

「……これが一体何なのだ？」

「わからんのか？」

　ガインが、馬鹿を見るような目で我を見てくる。

　ぐっ！　わ、我だって、そういう事を習えば理解出来るのだぞ！

　ただ、こんな数字の羅列が必要のない生活をしているだけなのだ。

　そう思っていると、ガインが確認するように尋ねてくる。

「……一つ聞くが、金の価値はわかるか？」

「ふん。失礼な事を聞くな。きちんと、レーガンから教わったわ。銅貨、銀貨、金貨の順で価値が高くなっていき、様々な物を買うのに必要なのだろう？　七種類の花を買う代金も持っておるぞ」

「それで充分だ。で、紙束に書かれている数字の羅列は、その七種類の花の購入金額が書かれているのだ。今回の大口注文のと、一つ前の注文がの」

「それで？」

「見比べてみると違いがわかる。この町にある全ての花屋の元締めと組んで、花一輪に対して銅貨一枚分が上乗せされておるのだ。もちろん、運送費は別だが」

　……それの何が問題なのだろうか？

「たかが銅貨一枚分だろう？　気にする事か？」

「今回に関して言えば、銅貨一枚分が上がるのを馬鹿には出来んよ。……わからんか？　ラグニールよ。確かに、花一輪に対して銅貨一枚分が上乗せされているだけではわかりにくいかもしれんが、町の至る所で見かける程の購入なのだぞ。つまり、それだけの数の花一輪に対して、銅貨一枚を得るという事。一体、最終的にはどれだけの金額を得る事になっているのやら……」

　そう言われ、我は町へと視線を向ける。

　七種類の花が至る所で数多く見えた。

　……う～む。良くわからんが……。

「……確かに小物臭がするな。もっと派手に稼げば良いものを」

「まっ、これならバレないとでも思っていたのだろう」

「しかし、どうしてこんな事を？」

「さての。単純に懐を温めたかったのか、王都に返り咲くための資金にしたかったのか。その辺りであろう」

　ほぉ～……。

　まぁ、我としては、七種類の花が手に入るのであれば、相手がどんな奴であろうとも問題は無いが。

　そうこうしている内に、屋敷の門まで辿り着いたのだが、当然のように門番が居る。

「どうするのだ？」

「もちろん、こうする」

　それだけ言い残し、ガインが瞬時に門番の前まで移動すると、そのまま門番を殴り倒した。

　………………。

　………………えええええぇぇぇぇぇ！

　我が言うのもアレだが、そんな事をして良いのか？

　ガインへと近付いて尋ねる。

「……そんな事をして、大丈夫なのか？」

「気にするな。そもそも殺しておらんからの。それに、この屋敷に居る者達が無関係かもわからんし、時間をかけると逃げられてしまうかもしれん。まずはラインスを確保する事が先決だからの」

　それもそうかと、屋敷の中に入っていくガインの後を追う。

　屋敷の中は、かなり豪華というのが見ただけでわかる。

　ただ、キラキラと輝く金色の物が数多く置かれているので、少々視界が煩うるさい。

「……ふむ。だいぶ稼いでおるようだの。他にも色々やっておるかもしれん」

　この光景を見て、ガインがそう呟いた。

　しかし、我とガインは、共にそういう物には興味が無いので、そのまま屋敷の中を進んでいく。

　別に隠れている訳ではないのだが、誰一人とも出会う事はなかった。

　ただ、ガインの足取りに迷いは見えない。

　どこに向かえば良いのかがわかっているのだろう。

　そして、我とガインは、屋敷の中で、一際大きな扉の前に立つ。

「……ここがそうなのか？」

「うむ。この扉の奥が、領主の執務室となっておる」

　そう言って、ガインが扉を少し開けた瞬間、中から声が聞こえてきた。

「全く……笑いが止まらんなぁ、元締め。たかが銅貨一枚値上げしただけで、これだけの金貨が手に入るとは」

「えぇえぇ、全くですな、ラインス様。今後とも、宜しくお願いしますよ」

「わかっておる。元々、この案は元締めの考えなのだから、協力は惜しまんよ」

「いえいえ。話のわかる領主様が居るからこそでございます」

「「グフフフフ……」」

　丸聞こえである。

　ガインが眼光だけでも殺しそうなくらいキレていた。

　なので、我とガインは頷き合い、飛び込むように中へと入る。

　本棚に囲まれた部屋のようで、中央に置かれているテーブルの上に金貨が数多く並べられ、それを囲む二人の男が居た。

　片方は身み形なりの良さそうな服を着ている狐の獣人で、もう片方はかなり肥えている豚の獣人である。

　我とガインの姿を見て、その二人は驚きの表情を浮かべていた。

　そして、ガインが怒号を飛ばす。

「悪事もそこまでだっ！　この愚か者共めっ！」

「な、何者ですか？」

「ちっ！　悪事だと？　どこかで嗅ぎ付けたか？　ここは退くぞ」

　狐の獣人が、懐から黒い玉を取り出し、我とガインに向けて放り投げる。

　その黒い玉が床にぶつかった瞬間、部屋の中が煙で覆われる。

「「げほごほげへがはっ！」」

　咳き込む我とガイン。

　即座に窓を開け、煙を外へと逃がすと、狐と豚の獣人の姿が部屋の中に無かった。

「ぬぅ。一体どこに消えたのだ？」

　我がキョロキョロと部屋の中を確認すると、ガインが部屋の奥を指差す。

「本棚が動いて通路が出来ている！　どうやら、そこから逃げたようだの」

　そちらに視線を向ければ、確かに本棚が動いており、その奥へと進めるようになっている。

　良く見れば、テーブルの上にあった金貨も無くなっていた。

「行動が速いな」

「そうだな。こういう事も想定していたのだろう。だが、逃がしはせん。行くぞ、ラグニール」

「うむ」

　我とガインは、本棚の奥にある通路へと足を踏み入れた。

　通路を進んでいくと階段があり、下へと向かっているのがわかる。

　そのまま先へと進んでいくと、出口にある扉を開けた先は、この屋敷の中庭へと続いていた。

　そして、我とガインを出迎えたのは、先程の逃げた獣人二人と、武装している獣人の集団である。

「コッコッコッ。私達を追ってきたのが運の尽きですね」

　狐の獣人がそう笑うと同時に出口の扉が閉まり、退路が断たれた。

　まぁ、別に逃げるつもりは一切無いが。

「どこの誰かは知りませんが、色々知っているようですので、残念ながらこのまま見逃す訳にはいきません。王都にでも駆けこまれては厄介ですからね。ですので、ここで死んで頂きます。皆さん、宜しくお願いしますよ」

　狐の獣人のその言葉に反応して、武装した集団が前に出てきて我とガインを囲む。

　やれやれ、彼ひ我がの力量差も把握出来んとは……。

　我は隣に立つガインへと声をかける。

「それで、どうするのだ？　何やら雑魚ばかりだが」

「もちろん、蹴散らす。ただ、色々と話を聞かなければならんので、殺すなよ？」

「面倒だが、花のためなら仕方なしか」

　我とガインが構えを取り、悠然と襲いかかってくるのを待つ。

「……かかれぇっ！」

　待ち構える態度が気に入らなかったのか、狐の獣人が苛立ちながら命令を下す。

　そして、武装した集団が襲いかかってきた……が、全然相手にならない。

　大体の者達が、我とガインの拳一発で沈んでいく。

　時に殴り、時に蹴り、偶に投げ、そうこうしている内に、武装した集団は全員地面の上で呻うめいていた。

　ふん。この我をどうにかしようと思うなら、ワズか義母上様を連れてくるのだな。

　我とガインは、パンパンと手に付いた埃を払う。

「ば、馬鹿な……私が集めた最強の集団が……」

「ラ、ラインス様」

　武装した集団がやられた事で、狐の獣人と豚の獣人が激しく狼狽していた。

　ガインがその二人に向けて、一歩前に出る。

「この愚か者共がっ！　まだ、我が誰であるか気付かんか！」

　その言葉を受けて、狐の獣人と豚の獣人が、ガインの顔をまじまじと見る。

　そして、ハッ！　と何かに気付いたように目を大きく見開いた。

「「ガ、ガイン様っ！」」

　狐の獣人と豚の獣人は、即座にその場で平伏した。

　武装した集団も、よろよろと平伏していく。

　ガインはその光景に対して、腕を組んで満足気に頷いた。

　今がチャンスだっ！

「そして、我が龍王であるっ！」

　我が誰かも明かす。

『………………』

　………………。

　………………し～んと、静かになった。

　何故であるかっ！　我は龍王であるのに！　どうして誰も信じない！

　………………誰も信じないので、我はその場にしゃがみ込んで土を弄いじる。

「ラインスよ」

「ははっ」

「此こ度たびの事、我は全て見通している。既に証拠となる帳簿も、今頃密偵が手に入れているだろう。……沙汰は追って知らせる」

「は、ははぁ……」

　土を弄っている間に、何やら片が付いていた。







「……で、花はどうなったのだ？」

　その後、領主達はガインの命を受けたこの町の兵士達によって捕らえられ、処分待ちの状態となった。

　まぁ、そんな事はどうでも良い。

　問題なのは、我が七種類の花を手に入れられるかどうかである。

　兵士達に指示を出していたガインと合流し、共に酒場へと赴いて勝利の美酒を酌み交わす。

　そして、花を手に入れられたかどうかを尋ねたのだが……。

「すまん。無理だった」

　ガインが我に向けて頭を下げる。

「いや～、既に全部売れたそうで、一つも手に入らなんだ。王族だから都合を付けてくれるかと思っておったが、売れた商品を横流しするような不正はしませんと、逆に怒られてしまったわ」

「……なら、次からは『ガインさん』呼び」

「まぁ、待て待て待て待て。話は最後まで聞いてくれ」

　ガインが焦るように我の言葉を止める。

「良いか？　確かに、花を手に入れる事は出来なかった。だが、今回の大口注文をしたのがどこの誰なのかはわかった。そこに直接赴いて、交渉すれば良いのではないか？　これだけの花を買ったのだ。結婚式に使う分くらいは回して貰えるかもしれんぞ」

「………………それは一体、どこのどいつなのだ？」

「うむ。お主も知っている者が絡んでおる。ここから南にある国、グレイブ国の誕生を祝う式典が執り行われるため、グレイブ王の奥方達が大口注文をしてきたのだ」

　……グレイブ？

　………………あぁ！　確か、ワズの友達の一人だったな。

　貴重な男友達で、ハーレムの先輩であると、ワズが慕っていたな。

「……なるほど。そこに行って交渉しろと？」

「その通りだ！　すまんの。ここまで付き合わせたのに、力になれんで」

　ガインが申し訳なさそうな表情を浮かべる。

　その表情を見て、我は溜息を吐いて気持ちを入れ替えた。

「それなら仕方ない。なら、詫びとして、今日はとことん付き合って貰うぞ？」

「うむ。もちろんじゃ！」

　そして我は、ガインと共にとことん酒を酌み交わし、その後宿屋で寝た。








第二章　結婚式まで、あと二日
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　……。

　………………。

　…………………………うぅ～ん。

　ゆっくりと意識が覚醒していく。

　目を開けて体の感覚を確かめると、自分がベッドの上で寝ているのがわかった。

　………………う～ん。俺はいつの間に寝てしまったのだろう。

　昨日の事を思い出そうと、頭を働かせる。

　オハザの町に着いて……いきなり絡まれて……ラロを殴って……ビアスの屋敷に行って……変な結界が発動して……ファファルが……。

　………………ファファルッ！

　そうだ！　ファファルがやられたんだ！

　どうして自分が寝ていたのかは思い出せないが、そんな事はもう関係無い。

　重大な事を思い出して、俺は上体を起こす。

　………………。

　………………あれ～？　俺、まだ夢の中なのかな？

　どうして視界の中に、こちらへ向けて床で土下座している、見た事無い女性が居るのだろう。
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　………………うん。これはきっと悪い夢だ。そうに違いない。

　だから、起きろ！　俺！　今直ぐ起きて、これは夢だと証明してくれ！

　ベッドの上に立ち上がって、俺は心の中でそう叫ぶ。

　………………。

　………………特に変化無し。

　うん。わかってた。

　とりあえず、俺はベッドに腰掛け、目の前で土下座している女性に話しかける。

「……えっと……どちら様でしょうか？」

「はい。私は、この世界の創造神であるイルムシュタッド神でございます」

　……そっかぁ……うん、そうきたかぁ……。

　確かに、目の前の女性からは神のオーラを感じる。

　だが、どうしてこう神様達は、俺の部屋に侵入してくるのが多いのだろう？

　世界が違っても、これは変わらないのかなぁ……。

　ただ、このままでは話しづらい。

「すみません。さすがに神様相手だと気が引けるというか、顔を上げて……というか、そのままの姿で話すのは止めて欲しいのですが？」

「それは出来ません」

　そうきっぱりと告げられる。

「新たなる神で絶対の力を持っているワズ様には、こちらの都合で行った召喚の犠牲になったのです。それに、あと何日かで結婚式を執り行うという事もお聞きしました。そのような大事な時に来て貰い、誠に申し訳ございません」

「いや、そんなに気にしなくても良いですよ。それに、後はもう『土』のクリスタルだけですので、結婚式には間に合うと思いますし、イルムシュタッド神様がそこまで申し訳なさそうにされる必要はありませんよ。……ほんと、もう気にしなくて良いんで……ほんと」

　本当に、ただただこちらが悪者のような気分になるので、止めて頂きたい。

　すると、その願いが通じたのか、イルムシュタッド神様が、床に置いてあった錫杖を手に持って立ち上がる。

「わかりました。確かに、いつまでも土下座させておくというのは一興に欠けますね。次はどうされますか？　私を四つん這いにしてその上に座りますか？　それとも、そのままお尻を叩きますか？」

「違う。そういう意味で立たせた訳ではないから」

　そんな趣味はありません。

　というか、イルムシュタッド神様から、俺はどういう風に見られてんの？

「……そうですか。ですが、悪い事をしたらお仕置きは必要ですし……」

　しゅんとするイルムシュタッド神様。

　自分を律したいのだろうか？

　ただ、そういう事をするつもりは一切無いので、お断りをさせて貰うけど。

　そして、改めてイルムシュタッド神様を見る。

　水色の髪をたなびかせ、幼さが残る顔立ちに、真っ白で簡易な服を身に纏っていた。

　見た目だけなら神秘的なのだが……性格はちょっと自虐的な印象を受ける。

　………………って、それどころじゃない！

「それじゃ、すみません。俺はちょっと確認したい事があるので、これで失礼しますね」

「それは、魔王……いえ、元・魔王であるファファルの事でしょうか？」

　その言葉に、俺は動きを止めて、イルムシュタッド神様へと視線を向ける。

「そうですけど……何か知っているのですか？」

「はい。私もワズ様を鎮めるのに協力致しましたから」

「俺を……鎮める？」

「その様子ですと、あの時の記憶は残っていないようですね。そうだと思いました」

　イルムシュタッド神様が、笑みを浮かべて手をポンと合わせる。

　……何か嬉しそうだな。

　役に立てるのが嬉しいとか？

「ですので、私がお教えしようと思い、この場でワズ様が起きるのを待っていたのです」

「はぁ……ありがとうございます」

「いえいえ。あっ！　そういえば、ファファルは無事ですのでご安心を。……これを最初に伝えるよう言われていたのを忘れていました」

「そうだったんですね。でも、ファファルが無事でほっ」

「なので、言い忘れていた私を罰して下さい！　この鞭で」

　キラキラと目を輝かせながら、イルムシュタッド神様が、どこからか鞭を取り出し、俺に渡そうとしてきた。

「何もしませんからねっ！」

「自分で自分を打てという事ですね。わかります。やはり、律するというのは自分で行わなければ」

「そういう意味でもないですからねっ！」

　このままでは駄目だと思い、イルムシュタッド神様から鞭を取り上げて、窓から外へと放り投げる。

「あぁ！　高級品質で一品物の鞭が！」

　そう叫びながら、イルムシュタッド神様が窓から飛び出し、鞭を拾いに行った。

　……何だろう。この既視感。

　言葉遣いといい、その行動といい、このやり取りといい……誰かを彷ほう彿ふつとさせる。

　そんな事を考えている内に、イルムシュタッド神様が戻ってきた。

　はぁ……はぁ……と、息が乱れている。

「……危なく、他の者に奪われるところでした」

「盗る人居るの？」

　その事に驚きである。

　そして、俺はイルムシュタッド神様から、何があったかを簡潔に教えられた。

　………………。

　………………う～ん。そんな事があったのか。

　「邪神化」の力を得た影響が、こんな形で現れるとは……。

　というか、こうして戻してくれた感謝と共に、皆にかけた迷惑が申し訳ない。

　これは、会った時に謝っておかないと。

　それにしても、俺は思っている以上にファファルの事を想っていたんだな。

　……会った時、どんな顔をすれば良いのだろう。

　でも、それはその時であり、今はイルムシュタッド神様にも感謝しておかないと。

「イルムシュタッド神様。俺を元に戻して頂き、ありがとうございます」

　そう言って、俺はイルムシュタッド神様へ頭を下げる。

「いえいえ、気にしないで下さい。そもそも、こちらの都合で来て頂いたのですから、助力するのは当然の事です。寧むしろ、来るのが遅れてしまい、こちらこそ申し訳ございません。ですので」

「鞭は仕舞って下さい」

　先に言っておく。

　イルムシュタッド神様が、そうですか？　と、少し寂しそうに鞭を仕舞った。

　………………そんなに打たれたいの？

「それで、皆と合流したいのですが……そもそも、ここはどこですか？」

「ここは、このオハザの町で一番の宿屋だそうです。確か、冒険者ギルドのマスターが用意したと言っておられました。そして、皆様方は、まだビアスという者の屋敷で後処理をしています」

「そうですか」

　ギルドマスター……スレガさんにも、後でお礼を言っておこう。

「それじゃ、皆と合流したいので、そろそろ行きますね」

「わかりました。では、そこまでの道は覚えていますので、私がそこまで案内しましょう」

「ありがとうございます。イルムシュタッド神様」

　正直助かるので、お礼を述べる。

　すると、イルムシュタッド神様は、気にしないで下さいと笑みを浮かべた。

「そう畏かしこまらなくても良いですよ。私の事は、気軽に『イルム』とお呼び下さい。それに、兄が仕えている方に様付けされるのは、何やら居心地が悪いので」

「そうですか………………ん？　兄？　仕えている？」

　何やら、不思議と聞きたくなかった言葉と思ってしまう。

「はい。今、フロイドと名乗っているのは、私の兄でございます」

「へぇ～、フロイドに妹が………………って、えええええぇぇぇぇぇっ！」

　えええええぇぇぇぇぇっ！

　いや、ちょっ！　えええええぇぇぇぇぇっ！

　確かに、イルムシュタッド神様とフロイドが、何となく似ているなってチラッと思ったけど、まさか兄妹って！

「………………本当に？」

「はい。本当ですよ。兄も私も、同じ神の下で生まれましたので間違いありません。ですが、兄とは余り似ていませんので、お疑いになるのも仕方ありませんよ」

「……いえ、そうでもないかと……」

　いや、見た目は確かに似てないけど、行動が少し似ているような気がします。

　ただ、そっかぁ～……うん……うん。

　……良し。吞み込んだ。

　まさかの展開だったが、俺も色々とこういう事に慣れてきたのかもしれない。

　………………嫌な慣れだけど。

「けれど、まさかあんな風になっているとは思いませんでした。力も落ちているし……。前は、勤勉で真面目な兄だったのですが」

「へぇ～……」

　ちょっと想像が出来ない。

　俺の知っているフロイドは今のフロイドなので、まぁそういうもんなんだという認識なのだが、これで少し納得がいった。

　妹の世界の危機だからこそ、フロイドは俺を巻き込んで召喚に応じたのかもしれない。

「それでは、参りましょうか。ワズ様」

「あっ！　はい。道案内宜しくお願いします。イルムシュタッド神様」

「イルムでお願いします」

「いえ、ですが、やはりこの世界の創造神様を呼び捨てというのは」

「イルムでお願いします。それに、兄の事を呼び捨てにしているのですから、私の事もそのように気軽な感じで構いませんよ。……でないと」

　そう言って、再び鞭を取り出した。

　……くっ！　それに屈した訳じゃないんだからねっ！

「……はい」

　そして、俺と……イルムは宿屋を出て、皆が居るビアスの屋敷へと向かう。





２






「この度は、迷惑をかけてしまい、誠に申し訳ありませんでしたぁ～！」

　ビアスの屋敷の中庭に着き、フロイド、シロ、闇女神さん、ティアンの姿を確認した俺は、即座に走り出し、そのまま地面を滑りながら土下座して謝罪した。

　俺としては、見事な土下座が出来たと思っている。

　まぁ、土下座はどこかの龍王がよくしているので、参考にさせて貰った。

「気にしなくても大丈夫ですよ、ワズ様。執事として、出来る事をしただけですので」

「そうそう～。僕達友達なんだからさ～。助け合うもんでしょ～」

「本物の邪神から助けられた事に比べれば軽いものだ。次、起こさないようにしてくれれば良いさ」

「事情はフロイド様からお聞きしました。私はファファルを回復させただけですので、気にしていません。それに、ファファルを傷付けられて、ワズ様が怒った結果なのですから、寧ろ嬉しく思っています」

　……温かい。心が温かいよ、俺の仲間達。

　……やべ。ちょっと泣きそう。

　目を擦りながら、ゆっくりと立ち上がる。

「それでも、ワズ様がどうしてもと言われるのであれば、今度私と二人で、盗賊潰しにでも行きましょうか」

「はいは～い！　僕はねぇ、ここぞって時の武器が欲しいかも！」

「そうだな……光女神達を滅する……というのはさすがにアレだから、今度私とシロの家でも造って貰うか」

「えっと……それでは私は………………まぁ、既に協力を約束しているので、特にありません」

　………………。

　………………大丈夫。わかってた。

「……前向きに善処させて頂きます」

　さっき泣いた俺を殴りたい。

「まぁまぁ皆様、余りワズ様を困らせるのも止めておいた方が」

　俺の隣に立つイルムが間に入って助けてくれ──。

「いえいえ、イルム。あなたもワズ様を助けたのですから、何かしら要求しても良いんですよ」

「そうなんですか？　では、どうしましょうか……」

　フロイドの甘言によって、あっさりと向こう側にいってしまう。

　くっ！　これが兄妹の絆というヤツか。

　まぁ、実際助けられたのは事実だし、無理難題とかでなければ甘んじて受けようと思う。

　イルムがどうしましょうかと考えている間に、シロ、闇女神さん、ティアンがこちらへとやってくる。

　フロイドは、イルムの傍で色々と案を出していた。

「それにしても、あの子がこの世界の創造神様なんだね～」

「……何やら、受ける感覚に覚えがあるのだが」

「………………」

　ティアンが何も言わずに、イルムを憎々し気に見ているのが怖い。

　……嫉妬かな。

　確かに、端から見れば仲良さそうに見えるし……。

　でも、ティアンが思っているような関係では無いので、教えておこう。

「えっと、ティアン？」

「……ワズ様。私の要求はあの女狐を」

「おっと、それ以上は言わない方が良いよ。だって、イルムはフロイドの妹だから」

　俺の言葉に、ティアンが目を見開く。

　フロイドとイルムを交互に指差し、本当ですか？　と、訴えかけてきたので頷いておいた。

　そして、バビュン！　とフロイドの隣まで一気に移動し、イルムに向かって頭を下げる。

「初めまして。私の名はティアン。将来、フロイド様と結ばれる運命の女でございます。これから宜しくお願いします、義妹イルム」

「え？　えっと……」

　イルムが困ったように笑みを浮かべ、フロイドを見た。

　フロイドはにこにこと笑みを浮かべているだけである。

　いや、何か言った方が良くない？

「え、えぇと………………兄を宜しくお願いします？」

「はい！　お任せ下さい！」

　ティアンがイルムの手を取って、満面の笑みを浮かべた。

　………………多分だけど、イルムの方が年上のような気がする。

　見た目はイルムの方がかなり幼いのだが。

　………………まぁ、良いか。

　あそこはフロイドが解決する問題なので、俺は関わらないでおこう。

「ところで、ファファルは？」

　そう尋ねると、シロが中庭の奥を指し示したので、そちらの方へと視線を向けると、そこには大きな結界が張られ、その中でファファルが動き回っているのが見えた。

「……何やってんの？　アレ。何か、誰かと戦っているように見えるんだけど」

　そう、ファファルは好戦的な笑みを浮かべながら、男性二人を相手に戦っているのだ。

　結界の外側には観客も数多く居て、戦っているファファルを応援している。

　その中には、ギルドマスターであるスレガさんも居た。

　……いやほんと、何やってんの？

「あぁ、アレはね、罰だよ～」

　……罰？　何の？　誰の？

　不思議に思っていると、闇女神さんが補足してくれる。

「アレは、この町を支配していたビアスとラロへの罰だ。事後処理をして、諸悪の根源であるビアスをどうしようかと相談していた時、スレガがやってきてな」

「スレガさんが？」

「まぁ、町の外で大爆発が何度も起こったから、それで慌てて様子を見に来たのだろう」

「大爆発が何度も？　何それ、怖い」

「ワズが原因だが？」

「……記憶にございませんので、責任は取れません」

「まぁ、それは良い。それで、色々やってきたビアスとラロの死刑は確実だが、その前にこの町の住民達がこれまでやられてきた事を思うと、そう簡単に殺すのではなく、何か住人達の溜飲を下げるような事は出来ないかと相談されたのだ。その結果、周囲への影響や逃がさないため、そこの創造神……執事が張った結界内で、ファファルの戦闘欲を満たすまでボコられるという事をしている。ちなみに、ビアス達以外は、結界の出入りは自由だ」

「………………そ、それは……終わりがあるの？」

「さてな。案外、ワズがファファルに声をかければ終わるんじゃないか？」

　……う～ん。終わるかな？

　けどまぁ、迷惑をかけた事を謝らないといけないので、シロ、闇女神さんに行ってくると告げて、ファファルの下へと向かう。

　結界内では、ファファルの笑い声が響いていた。

「かはははははっ！　どうしたどうした？　お前達の力はその程度なのか？　ラロとかいうのは、オドに次ぐ強さを持っているのだろう？　それを見せてみろ！」

　……やっぱ、終わらないんじゃない？　これ。

　結界の周囲にはかなりの人達が集まり、一つのお祭りのようになっていた。

　……屋台まであるし、完全に見世物だな。

　まぁ、スレガさん的にはそういうつもりなのだろう。

　そのスレガさんの姿が見えたので、近付いて声をかける。

「おはようございます、スレガさん」

「ん？　あぁ、ワズか。まさか、本当にビアス達をやってしまうとはな。オド様が直に身元保証しているのは伊達ではないな」

「あぁ、確認が取れたんですね」

「実際目にして驚いたぞ。あぁ、とりあえず、カードは返しておこう」

　スレガさんが懐からカードを取り出して渡してきたので、受け取っておく。

「今日は一人なんですね」

「ん？　あぁ、領主様は町を立て直すために奔走している。何しろ、どこかの誰かがビアスとラロをやってくれたからな。絶好のチャンスというやつだ」

　そう言って、スレガさんが俺に向けて意味深な視線を向けてくる。

　へへっ、どうも。

　ただ、ラロをやったのは俺だが、ビアスをやった覚えは無い。

　聞いた状況から考えると、「邪神化」した俺がやったとは思えないし、フロイドかシロだろうか？

　う～ん……と、考えても答えは出ないので、あとで聞いておくか。

　そして、俺とスレガさんは、結界内へと視線を向ける。

「戦ってますね～……楽しそうに」

　ビアスとラロは、協力して攻撃を防いでいるのだが、それで防ぎきれるようなファファルの力ではない。

　逃がさないだけの結界なので魔法も使えるようだが、どれだけの防壁を築こうとも、ファファルの拳一発で破壊され、偶に攻撃も行っているようだが、ファファルの体を纏う魔力を突破する事は出来ずにいた。

　……というか、ビアスとラロは何かもの凄く疲れているように見えたので、その事を尋ねると。

「それは仕方ないだろう。かれこれ十数時間はこの状態なのだからな」

　思った以上にやり合っていた！

　それでもファファルの戦闘欲を満足させる事は出来ないんだな。

「でも、ビアス達は思った以上にやるんですね。ファファルを相手にまだ生きているなんて」

「あぁ、それはそちらの執事が張った結界のおかげだ。即死でない限り、自動で回復するようになっているそうだ」

　………………えげつない。

　正に、ファファルが楽しむための結界である。

「それにしても、さすがは魔王だな。……おっと、これは公言しない方が良かったんだったかな」

　あら嫌だ。スレガさんがファファルの事を知っていらっしゃる。

　けれど、ファファルは武闘都市・エスレアデでは有名だったし、知っている人が居てもおかしくはないか。

　だが、知っていようとも、魔王という存在を容認出来るかはまた別である。

　もしスレガさんが、ファファルを敵に回すというのであれば、それは俺達とも敵対関係になるという事だ。

　これから地下迷宮に行く以上、それは少々面倒になるなと思っていると、スレガさんが笑みを浮かべていた。

「安心しろ。誰にも言うつもりはない。もちろん、そちらに居るメイドが、魔王ティアンである事も知っているぞ」

「……随分と博識なんですね」

「まぁな。全部、そちらに居る執事が教えてくれた」

　あいつはぁ～！

　そう簡単に教えちゃ駄目だろっ！

　いや、スレガさんは誰にも言わないと言っているし、フロイドなりの基準があるんだろうけど、起きたばっかりの俺にはびっくりだから！

「あははっ！　その表情、随分と苦労しているようだな。だがまぁ、安心しろというのは本当だ。それに、この町にとっての恩人達を裏切るような真似はしないさ。それこそ、俺の信条に反する」

「そうしてくれると助かります」

　……まぁ、良いか。

　俺達がやる事に変わりは無いんだし。

　そう考えて安堵していると、結界内に居るファファルと目が合った。

「………………」

「………………」

「や、やぁ……」

「主様っ！」

　ファファルがそう叫んで、結界内から飛び出してくる。

　そのまま手を広げて俺の下へと駆けてきたので、助けて貰ったし、これくらいは良いかと抱き留めた……が、ファファルは両手を俺の首に回し、無理矢理口付けをしてくる。

　俺は即座にファファルを引き離した。

「突然何を？」

「……ん？　フロイドが言っていたように、本当に覚えていないのだな。こうして主様を救ったのだ！」

　………………それは初耳ですが？

　というか、俺はファファルと口付けを交わして元に戻ったの？

　………………本当に、ファファルに対しては失礼そのものだけど、その記憶が一切無い。

　「邪神化」で意識が吹っ飛んだ俺は、本当に何をしたのだろうか？

　自分で自分がちょっと怖い。

　しかし、ここまでされて、ファファルの想いを断るのはどうなんだろう。

　実際、こうして助けられた訳だし、ファファルの事を嫌いじゃない……好ましいと思っている部分もあるし、今はまだだけど、その内、男としてその想いに応えたいと思えるようにはなっていた。

　何より、ファファルが俺に真っ直ぐ向けてくる想いは、素直に嬉しい。

　……でも、奥さん達に何て言えば良いの？　これ。

　正直に言うのは当然だが、それで納得してくれるだろうか？

　………………難しいだろうなぁ。

　まず間違いなく、俺は土下座で詰問だと思う。

　………………ラグニールとは親友で義父だけじゃなく、土下座仲間も追加されるのか。

　何やら、勝手に絆が深まった気がする。

　いかんいかん。思考が逸れた。

　けれど、ファファルの事を認めて貰うためには、俺が頑張るしかない。

　………………愛想、尽かされないと良いなぁ。

　そうならないとは思いたいけど、愛想尽かされるくらいなら、奥さん達にボコボコにされる方がまだマシだし、当たって砕けろだ！

　……いやいや、砕けちゃいけない。砕けちゃ。

　そう考えている間も、ファファルがジッと俺を見ていた事に気付く。

　浮かべる表情から、どこか不安そうに見ているのがわかった。

　多分、俺が何も言わない事を気にしているからだろう。

　なので、俺はファファルの両肩をガシッと摑む。

「……奥さん達とファファルが仲良く出来るように頑張ります」

「つまり？」

「……つまり………………元の世界に帰って、奥さん達が認めれば、ファファルと結婚を前提にしたお付き合いをしようかと」

「……おぉ！　……おおおっ！　……おおおおおぉ！」

　ファファルの目がキラキラと輝いていく。

　……眩しい。

「ユリナの言う通りだったな！」

　ファファルがやった！　と両手を握って喜ぶ。

　………………ちょっと待って。

「……ユリナさんの言う通りって、どゆ事？」

「うむ。言っている意味は良くわからなかったのだが、確か、責任を取らせる形にしてしまえば、もうこちらの思うままと言っていたぞ」

　……ちょっとオドさんや。あなたの奥さん、ファファルに凄い事教えていましたよ。

　とりあえず、次、武闘都市・エスレアデに行く事になったら、よく注意しておこう。

　これ以上、こういう知識を教えるのは止めて下さいと言っておかないと。

　それに何やら、ユリナさんの手の上で上手く転がされたような感じがするのだが……。

「かっはっはっはっ！　そうか。向こうの世界に行けば、余は主様のモノになるのだな！」

　………………。

　満面の笑みを浮かべて喜ぶファファルを見ていると、まぁ良いかと思えた。

　そして、結界内では、やっと終わったと、ビアスとラロが倒れる。

　体の方は結界の力で回復するようだが、精神が既にボロボロのように見えた。

　まぁ、ファファルと長時間やり合っていたのだから、それも仕方ないだろう。

　結界周辺に居る住民達からは、罵詈雑言も浴びせられているし。

　もうあの二人は放っておいても良いか。

　結界内から視線を外し、俺はファファルへと視線を戻す。

　ファファルに助けられたのは間違いないので、改めて俺は迷惑をかけた謝罪と感謝の言葉を贈る。

　するとファファルは、最初にやられたのは自分だから気にするなと言い、それと、自分のために怒ってくれた事が嬉しいとも付け加えた。

　ただ、あの程度でやられるのは不甲斐なかったと、更なる強さを求めて俺に鍛錬を申し入れてきたので、二つ返事で了承しておく。

　俺も、もう言葉通りの「邪神化」をしないように、心を鍛えておかないとな。

　そう決意していると、フロイド達が俺とファファルの下へとやってきた。

　その時、あれ？　と思ったので尋ねる。

「フロイド。そういえば、ナーゼ、ジルン、リイシャさんはどこに居るんだ？」

「龍達は、ワズ様が寝ておられた宿屋で休んでいるかと」

「ナーゼとジルンはもう起きたの？」

「はい。今朝方、お起きになられました」

「そっか。なら、ナーゼ達がこれからどうするのかを聞いておかないと」

「それならもう聞いておきましたよ。ナーゼ様は私達が元の世界に帰るまでは、ご一緒したいそうです。ジルン様は、そのまま私達と共に行動をしたいと申されておりました」

　そっか。まぁ、ナーゼはこちらの世界に家族が居るんだし仕方ないし、ジルンはそうなるかなとは思っていたので、別に断るつもりはない。

　それに、一緒に来てくれるなら、心強い事に間違いはないし。

　けれど、今更だが、これでもう結婚式まであと二日か。

　出来れば今日中に地下迷宮の魔王をどうにかして、「土」のクリスタルの浄化をしたい。

　この町の後の事はスレガさんに任せておけば大丈夫だと思うので、もう地下迷宮に向かおう。

「それで、地下迷宮にはもう行けるの？」

「えぇ、それでしたら、先程話を通しておきました」

　そう言って、フロイドがスレガさんを呼ぶ。

「ん？　どうしたんだ？」

「すみません、お呼びして。そろそろ、俺達は地下迷宮に行こうと思うのですが、もう行っても大丈夫ですか？」

「あぁ、その話か。問題無いぞ。全部準備しておいた」

　そう言って、スレガさんが人を呼ぶ。

　それを合図に、昨日スレガさんと共に現れた女性達──多分、受付嬢さん達が、大きな袋を持ってこちらへと歩いてくる。

「地下迷宮で必要な物は、全部あの中に入っている。好きに使ってくれて構わない。こんな時に地下迷宮へと行くって事は、『土』のクリスタルと魔王が目的だろうが……気を付けろよ。地下十六階から下は未知の領域だ。まぁ、お前達なら杞憂かもしれないが」

「そんな事ないですよ。心遣い、ありがとうございます」

　既に準備をしてくれていて、好きに使って良いなんて、本当に感謝しかない。

　スレガさんに向かって頭を下げ、フロイドが受付嬢から袋を受け取っていると、スレガさんが思い出したかのように言う。

「あぁ、そうそう。これも渡しておかないとな」

　そう言って、スレガさんが俺達に銀色のメダルを渡してくる。

　メダルには、二本の剣が交わっている意匠が施されていた。

「そのメダルが、地下迷宮へと入るための許可証だ。入り口の前に居る兵士に見せれば、通すように伝えてある。それと、ビアスとラロが、地下迷宮で何をしていたのかも調べなきゃならんので、今は人を全て外に出し、進入禁止になっている。だから、地下迷宮内にはお前達しか居ないから、好きなように動け」

「ありがとうございます」

　もう一度、お礼を述べておいた。

「じゃあな。急いでいるようだし、もう行け。ビアスやラロ……こっちの事は任せておけ」

「何か、色々と後始末を押し付けるようで申し訳ないですね」

「それこそ、お前達が気にする事ではない。お前達がこの町に来なければ、まだビアスの支配下にあったのだ。それから解放してくれただけで充分だよ」

　そして、俺とスレガさんは笑みを向け合って握手を交わし、最後にもう一度感謝の言葉を述べ、俺達はこの場を後にした。

　そのままナーゼ達が待っている宿屋へと向かうのだが、その前に、イルムが一旦消えると告げる。

「私は、ワズ様達が無事に元の世界へと戻れるよう、準備を行っておきます。それに、大魔王の動向も確認しておかないといけませんので」

「そうですか。色々とありがとうございました」

「いえいえ、巻き込んだのは私ですのでお気になさらず。……もし気にされるようなら、鞭」

「打ちませんからね」

「では、それは次の機会にでも。……それでは、今後も兄の事、宜しくお願いします」

　そう言って、イルムが姿を消した。

　その後、ナーゼ、ジルン、リイシャさんと合流して、そのまま俺達は地下迷宮へと向かった。
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　地下迷宮へと入るためには、この町の中から続く通路を通らなければいけない。

　その通路の前には門があり、兵士が守っているので、メダルを見せて通路へと入る。

　スレガさんが言っていたように、話は通っているようで、兵士さんからは頑張って下さいと言われた。

　まぁ、俺達の目的が魔王であると察しているのだろう。

　そして、通路を通り、地下迷宮がある建物内へと入る。

　建物の中は特に装飾も施されておらず、中央に地下へと続く階段があり、そこを中心とした魔方陣が描かれているだけだ。

　多分、この魔方陣は、魔物が外に出ないためのモノだと思うのだが、それなら、どうやって魔王は地下迷宮に入ったのかが気になるけど……大魔王が居る訳だし、その辺りがどうかしたのだろう。

　俺達は顔を見合わせ、一つ頷いてから地下迷宮へと入る。

　階段を下りていき、地下一階へと侵入した。

　薄暗いかと思っていた迷路内には光が灯っていて、所々、壁自体が発光している。

　光る壁を見ていると、お腹が鳴った。

　食べられんの？　と思ったが、多分、食べられるんだろうな。

　となると、これは俺が食べられるモノ……つまり、魔力による光ではないかと思う。

　そう思って見ていると、魔力自体を迷宮全体から感じた。

　恐らく、この迷宮自体が魔力の塊のようなモノなのだろう。

　そして通路へと視線を向ければ、レンガ造りで、戦うに充分な広さが確保出来ているのだが、やはり名の通り、迷路状になっている。

　地図を用意してくれて助かった。

　本人が、これは私の役目ですと言っていたので、地図と地下迷宮十五階までの詳細が書かれている本を持っているフロイドへと尋ねる。

「それで、ここからどう進めば良いの？」

　俺の問いに、フロイドが本を開き、中を確認する。

「地下一階から地下五階までは、ここと同じような造りが続くようですね。まだ罠の類たぐいは存在していませんので、そういうのは気にせず進んでも問題ありません。どうやら、地下十五階までは、五階毎に内部の様相が変わるようですね」

「はいは～い！　なら、僕と闇女神様が先頭を歩きたい！」

「いやいや、余が先頭だ！　現れる魔物を蹴散らしてくれる！」

　ぐぬぬ……と、シロとファファルが睨み合う。

　どちらも先頭で進みたいようだ。

　多分、シロはこういうのが楽しいからで、ファファルは戦いたいからだろう。

　……俺としてはどちらでも構わないのだが、シロとファファルは決めてとこちらを見てくる。

　………………。

「……じゃあ、とりあえずシロで」

　俺の決定に、シロが大喜びしてその場で何度も跳ね、ファファルが裏切られたような表情をこちらに向けてきた。

　そんな表情で見ないで下さい。

「わかっているから。……シロの担当は地下一階から地下五階で、俺が地下六階から地下十階、ファファルが地下十一階から地下十五階でお願いします。そこから先は状況がわからないから、その都度相談かな」

　そう言うと、再度、ファファルから裏切られたような表情を向けられた。

　シロは問題無いと納得してくれたので、ファファルを撫でながら説得する。

「そんな顔しないでよ」

「だってぇ……だってぇ……余が最後だなんて……主様は余の事が嫌いになったのか？」

「そうじゃないからねっ！」

　ファファルが泣きそうな表情を浮かべるので、俺は必死である。

　フロイドやシロ達が、によによと笑みを浮かべてこちらを見ている気がするので、止めて欲しい。

「一応、俺の世界にもこういう迷宮はあるんだけど、その時に聞いていたんだ。地下に下りれば下りる程、出てくる魔物が強くなっていくって。……フロイド、ここもそうだよな？」

「はい。この本にも、下に行けば行く程、魔物が強くなっていくようです」

「という訳だから、ファファルを最後にしたんだよ。なるべくなら、強い方が良いでしょ？」

「うむ！　その通りだ！　さすが余の主様！　余の事を良くわかっている！」

　一転してファファルが上機嫌になったので、ほっと胸を撫で下ろした。

　そして、シロと闇女神さん、フロイドとティアン、俺とファファルの順に進んでいく。

　ナーゼはフロイドに、ジルンはシロに、リイシャさんはファファルにと、それぞれの組に龍が居る。

「しゃーす！　魔物です！　自分がやっておきます！」

「こらこら～！　僕もやるんだからね～！」

「やれやれ、元気な事だな。でも、はしゃぐシロ……可愛い」

　フロイドの指示で進んでいく中、魔物が現れれば、シロとジルンが共に遊ぶように倒しに行く。

　そんなシロを見て、闇女神さんが恍惚とした表情を浮かべていた。

　………………うん。楽しそう。楽しそう。

　そういう事にしておこう。

　フロイドが地図を、ティアンが本へ視線を落としながら進んでいく。

　そんな中、フロイドがナーゼへと声をかける。

「それにしても、ナーゼ様が同行を希望するとは思っておりませんでした。てっきり、地下迷宮には入らず、そのまま家族の下へと帰るものだと」

「それは確かに悩みましたが、このままだと世界が荒れるのは確実ですから、やはり安定した世界で子育てに集中したいと思いまして」

「確かに、大魔王が望む世界での子育てだと、大変でしょうから」

「はい。優しい子に育って欲しいです」

「そうなって欲しいですね。私達も、これからはこの世界に来る事もあるでしょうから、その時は、ナーゼ様のお子様を見てみたいと思っておりますよ」

「ありがとうございます。是非、見に来て下さい。精一杯歓迎致しますので」

　フロイドとナーゼが、のほほんと会話をしている。

　まぁ、今の段階で緊張していても仕方ないので、まぁ良いか。

　ティアンが黙っている事が気になったので、視線を向ければ、何やらお腹を擦っていた。

「……フロイド様との子。……はふぅ～」

　うん。それには突っ込まないぞ。

　……フロイドとティアンの間に子が出来たら、俺と奥さん達の子の執事かメイドになるのだろうか。

　………………。

　………………絶対なるだろうなぁ。

　まだ見ぬ自分の子に、心の中で頑張れと応援しておいた。

　そして俺達は、特に何の問題も起こらず、地下五階まで辿り着いた。

　ここまで大した手間無くこれたのは、出てくる魔物がまだ弱いというのもあるが、やはり地図と迷宮内の詳細が書かれている本のおかげだと思う。

　なので、俺は心の中で、色々と用意してくれたスレガさんに感謝した。

　用意されていた食糧を食べながら、そのまま地下五階へと進もうとした時、その本を読んでいたフロイドから注意が入る。

「皆様、お気を付け下さい。どうやら、この地下五階には、地下六階へと下りる階段の前に、ボス部屋と呼ばれている場所があるようでございます。そこでは、階層主とでも言いましょうか、そこに辿り着くまでよりも強い魔物が階段を守っていると書かれています」

「つまり、それを倒さない限り、先には進めないという事？」

「はい。そのような造りのようです。また、この本によりますと、これから五階毎にそういう部屋があり、最大八人まで同時に入る事が出来るようなのですが、一度扉を閉めてしまうと、どちらかがやられるまで出入りは出来ないと書かれています」

「それ以上が入ろうとしたら？」

「強制的に迷宮入り口まで戻ると書かれていますね」

「ふ～ん……」

　……ん？　最大八人？

　俺、フロイド、シロ、闇女神さん、ティアン、ファファル……うん。六人なんだけど、ナーゼ、ジルン、リイシャさんを入れるとどうなるんだろう？

「それって、ナーゼ達も数えるの？」

「そちらは問題ありません。従魔という分類になると本に書かれています。従魔は最大三体ですので、ギリギリですね」

「そっか。なら、全員で入れるな」

　ほっと胸を撫で下ろし、俺達は先へと進む。

　まぁ、もし誰かが後で入らなければいけないなら、俺が立候補するつもりだったけど。

「それにしても、脇道に逸れたりして、宝箱とか開けたかったなぁ～。まぁ、今は時間も無いし、仕方ないかぁ～。雰囲気だけでも楽しいしね」

「なら、元の世界に戻ったら、私と一緒に迷宮へ潜ろうか？」

「良いね！　闇女神様とだったら、どこにだって行くよ～！」

「ふふふ」

　シロと闇女神さんの会話が耳に届く。

　良いなぁ～……。俺も元の世界に戻ったら、奥さん達に、連れていけたらファファルも一緒に迷宮へ行こうかな。

　偶には、フロイド達も休ませないとね。

　そんな感じで気楽に進んでいくと、これまでとは違って、天井に届きそうな程大きな門が見えた。

「……あれが？」

「はい。ボス部屋でございます」

　フロイドが、地図で確認して告げる。

「わかった。まぁ、俺達なら大丈夫だと思うけど、一応気を引き締めていこう」

　その言葉に、全員が頷く。

　すると、シロが自己主張するように高々と手を掲げる。

「はいは～い！　地下五階までは僕の担当だから、この部屋の魔物も僕に任せて貰って良いんだよね？」

「あぁ、良いよ。シロに任せる」

「よ～し！　頑張るぞ～！」

　おー！　と、シロがかなり意気込んでいる。

　けれど、シロは武闘都市・エスレアデで「Ｓ」ランクゴーレムを倒したのだから、余り相手になるとは思えないが、本人がやる気なので、別に構わないかと思う。

　そして俺達は、地下五階のボス部屋の扉を開けて、中へと入った。
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　部屋の中は真っ暗で、開けた扉から漏れる光のおかげで、辛うじてフロイド達が見える程度だ。

　全員が入ったのを確認して、フロイドが扉を閉めると、周囲が全く見えない完全な暗闇に包まれた。

　この中で戦わないといけないのかな？

　そう思っていると、視界が一気に光に包まれる。

　咄嗟に目を覆い、眩しさに慣れてから室内を確認してみると、光は天井から降り注がれ、ある程度縦横無尽に駆け回れるぐらい広い部屋だという事がわかった。

　部屋の奥に扉があるので、その向こうに地下六階への階段があるのだろう。

　そのまま視線を下に向ければ、部屋の中央に魔物の姿が見える。

　その数は五体で、体の形状からというか……もうそれだというのがわかる。

　五体とも、丸い軟体生物──スライムというのがわかった。

　…………………………ただ、普通のスライムではない。

　スライム五体は、全て違う色だった。

　俺から見て左から、緑、黄、赤、青、ピンクの順に並んでいる。

　……まぁ、普通は青だよな。

　しかし、これが相手なのかな？　と思っていると、何やらその場で飛び跳ねながら言葉を発してきた。

『スライム・トリアエズリーダー！　スラレッド！』

『スライム・エースカッコカリ！　スラブルー！』

『スライム・フードファイター！　スライエロー！』

『スライム・エセマジシャン！　スラグリーン！』

『スライム・チカアイドル！　スラピンク！』

『『『『『五体揃って！　癒し系スライム戦隊！　プルプルナンジャー！』』』』』

　その言葉が聞こえた瞬間、その五体の後ろでポン……という爆発とも思えない小さな爆発が起こる。

　すると、緑色のスライムを、他のスライムが取り囲む。

『無いわ～！　あの爆発は無いわ～！』

『ちょっと、スラグリーン！　爆発はマジシャンであるお前の担当だろ？　もっと派手な爆発は起こせなかったのかよ！』

『スラブルーはんの言う通りでっせ。ちょっとガッカリやわ～』

『ちっ！　こちとらエセなんだよ！　寧ろ、小規模でも爆発を起こした事を褒めろや！』

『えぇ～？　でも、小さくて可愛い爆発だったよ～？』

『『『『今、そんな事を言い合ってんじゃねぇよ！』』』』

『ふぇ～ん！』

　何やら言い争いを始めるスライム五体。

　………………。

　………………うん。全然癒し系じゃない。

　いやいや、そういう事じゃなくて、これ直接喋しやべっている訳じゃないや。

　念のようなモノを直接飛ばしているだけだ。

　ただ、色々言い合ってはいるんだけど、体の方はぴょんぴょん飛び跳ねているだけなので、何か殺伐とした雰囲気は感じない。

　……とりあえず、フロイドに確認する。

「えっと……あれが階層主？」

「はい！　その通りでございます！　しかも、本によりますと、階層主は五％の確率で、レアモノ……つまり、希少種が現れるそうなのですが、まさにあの五体のスライムがそれでございます！」

　……何か、フロイドの気分がかなり高揚しているように見えるんだけど。

「えっと……フロイド？」

「まさか、いきなり引き当てるとは！　何たる幸運！　怖い！　ワズ様の引き運が怖い！」

　え？　これ、俺が居るからなの？

　いやいやいやいや、そんな事無いでしょ？

「わ～、楽しいスライム達だね～」

「……あれが階層主なのか？」

「フロイド様。どうしてそんなに喜んでいるのですか？」

「……う～む。戦ってもつまらなそうだ」

　皆の様子を見てみると、喜んでいるのはシロだけで、他の人達は微妙な表情を浮かべている。

　ナーゼ、ジルン、リイシャさんは、どうでも良さそうにスライム達を見ていた。

　……う～ん。これ、どうしよう。

　とりあえず、この場はシロに任せると言ったのだし、どうするか聞いてみるか。

「で、シロ。任せて良いんだよな？」

「うん！　任せてよ！　友達になってくるから！」

　……主旨が変わっている。

　シロは、そのままスライム達へと向けて駆けていく。

　すると、スライム達がシロに気付いた。

『おい！　敵が来たぞ！　皆、フォーメーションを取れ！』

『トリアエズのくせに命令するな！　俺達は、別にお前をリーダーだなんて思っていない』

『お腹すいたわ～！』

『おいおい、俺達を相手に、たった一人とか……舐めてんのか？』

『でも～、ちょっと格好良いかも～』

　……あれと友達になりたいのか～。

　とりあえず、闇女神さんに聞いておく。

「あれと友達になりたいとか言っていたけど……良いの？」

「シロの好きにさせてやってくれ。今、こうして自由にしている事が嬉しいのさ」

「まぁ、好きにさせるのは良いけど……シロには闇女神さんが一緒に居るし、大丈夫か」

「悪い事はしないように、ちゃんと見ておく。ワズを敵に回したくはないからな」

　頼みますよ？　と闇女神さんを見ると、任せろ！　と笑みを返された。

　シロはにっこりと笑みを浮かべ、スライム達に話しかけた。

「こんにちは～！」

『だから敵が来たっつってんだろうがよっ！』

『はいはい、わかってますよ！　エースの俺が居るから大丈夫だって！　心配すんな』

『カッコカリのどこを信じろと？』

『イエローに同意』

『皆～、喧嘩は駄目だよ～』

『『『『別に喧嘩してねぇし！』』』』

　………………やっぱり、これのどこが癒し系なのだろう？

　そう思うのだが、シロは平然と受け入れている。

「あはは～！　面白～い！」

　大物だな。シロは。

　俺なら普通に突っ込んでいると思う。

　ただ、何やら少し寂しく感じる。

　元の世界だと、こういうのは俺が全て担当していたんだけどなぁ……。

　けど、これは良い機会だ。

　他の人がこういうのと相対した場合、どういう反応をするのか勉強させて貰おう。

　でも、やっぱり「癒し系」という部分が気になったので、困った時のフロイドに聞いてみる。

「……なぁ、フロイド」

「はい。何でしょうか？」

「あのスライム達、かなり態度が悪いけど、どこが癒し系なの？」

「そうですね。やはり体がプルプルしていますので、抱けば柔らかくて気持ち良いからではないでしょうか？」

「完全に見た目だけだな」

「……まぁ、見た目は大事ですからね」

「中身は？」

「……恐らく、念を飛ばせるスライムが他に居なかったのではないですか？」

「あぁ……それはありそう」

　それならまぁ……仕方ない……か？

　まぁ、シロが気に入っているようだし、良いか。

　そんな思いで視線をシロの方へと向けると、再度挨拶していた。

「こんにちは～！」

『はい、こんにちは……じゃないから！』

『完全に舐められているな、俺達』

『ご飯まだでっか？』

『ここに来る前に食べてなかったか？』

『こんにちは～！』

　シロの挨拶にきちんと反応していたのは、ピンクだけのようだ。

　レッドとブルーはシロを警戒しているように見えるが、イエローとグリーンは完全に緊張感が無い。

「面白いね、君達。友達にならない？」

『友達？　……欲しい……いやいやいやいや、違う違う違う違う！　敵！　俺達とお前は敵だから！　なっ、ブルー』

『そ、そうだよな、レッド。トリアエズとはいえ、リーダーの言う通りだ！　俺達とお前は、戦う運命にあるんだよ！』

『……ご飯くれるんならええよ～』

『………………命が惜しいので、軍門に降くだろう』

『わぁ～！　友達ですか～！　嬉しいです～！　でもでも、アイドルとして、異性と友達になると色々問題があるかも……恋愛的な意味で』

『『受け入れられてるっ！』』

　……う～む。どうやら、シロがスライム達と仲良くするためには、レッドとブルーを攻略しなければならないようだな。

　頑張れっ！　シロ！

　ふと視線をずらすと、闇女神さんも同じように拳を握って応援していた。

　うんうん。気持ちは一緒である。

　………………。

　………………いや、違ったわ。

　闇女神さんの射殺さんばかりの視線が、ピンクだけに注がれていた。

　恋愛的な意味発言で、お怒りのようである。

　気付けば、フロイドが闇女神さんから少し距離を取っていた。

　……怖いのかな？

　とりあえず、俺も一歩分離れておくか。

「う～ん。赤色君と青色君は反対かぁ～。どうすれば、友達になってくれるの？」

『え？　う～ん……そう言われもなぁ………………集合！』

　レッドのかけ声で、他のスライム達がレッドのところに集う。

　何だかんだと、レッドがリーダーなのだろう。

　何やらゴニョゴニョと相談をし始めるスライム達。

　シロは、その様子を黙って待っていた。

　そして、相談し終わったスライム達がシロと対峙する。

『決まったぞ！　友達になっても良い。ただ、俺達と戦って勝ったらだ！』

『戦いを経てこそ、友情が育まれるというもの……さぁ、俺達の戦いを始めよう！』

『わては反対したんでっせ。でも、レッドとブルーがどうしてもってな』

『まぁ、レッドとブルーは仲間だからな。仕方ないと思ってくれ』

『精一杯頑張ります！　勝っても負けても恨みっこ無しだからね～』

「じゃあ、僕も頑張らないとねっ！」

　駄目駄目駄目駄目！　シロは頑張っちゃ駄目！

　どう考えても、シロの方が圧倒的に強いので、普通に一発でスライム達を消滅させてしまうから！

　何だろう……こう、何だろう……。

　こういうのを端から見ているのって……そわそわしちゃう。

　いつもこんな思いで皆見ていたのかなぁ……。

　そんな事を考えている内に、シロとスライム達の戦いが始まる。

『行くぞっ！』

　シロに向かってレッドが体当たりをかまして、逆に弾かれる。

『フッ……ここが決め時だな』

　ブルーが体当たりをかますが、シロに当たった瞬間ポヨンと弾かれる。

『わての消化能力は凄まじいでっせ！』

　イエローが体液を飛ばすが、シロへ届く前に地面に落ちる。

『くらえ！　俺のマジック！』

　グリーンが体液を使って水芸を披露し、シロがお～！　と拍手を送る。

『聞いて下さい！　私の想い！　新曲「存在意義」！』

　ピンクが突然歌い出し、シロがノリノリである。

　……ついでに、フロイドも。

　………………良く見ると、ティアン、ファファル、ナーゼ、ジルン、リイシャさんもノリノリだった。

　至って普通なのは、俺と闇女神さんだけである。

　何だろう……こっちの世界の人達には喜ばれるのかな？

　まぁ、シロとフロイドは例外として。

　歌が終わると、シロを始め、ノリノリだった人達が拍手を送る。

『ありがとう～！　ありがとう～！』

『『『『いやいやいやいや』』』』

　他のスライム達から突っ込みが入る。

『いやいや、何で歌ってんの？　俺達、戦っているんだよね？　何で攻撃しないの？』

『レッドの言う通りだ。まぁ、それを言うならグリーンもだが』

『グリーンはんのは、華麗な水芸やったで？』

『仕方ねぇだろ！　俺はエセマジシャン！　ウィザードじゃねぇんだよ！　魔力ねぇから！　最初の爆発だって、そういう仕掛けをしただけだからな！』

『えぇ～、良い歌だと思うんだけどなぁ～』

　グリーンに親近感を覚えた。

　わかる……わかるよ……。

　魔力が無いって苦労するよね。

　何だろう。グリーンとなら友達になれそう。

『『『『……えっ！』』』』

『な、無かったのか……魔力。………………そ、そうか。ま、まぁ、その何だ……頑張れ』

『き、気にする事ねぇよ。魔力なんか無くたって生きていけるから』

『そやそや！　気にする事あらへん。わてとグリーンはんは、一生の友達や！』

『元気出して～！』

『慰めなくて良いから！　余計惨めになるから！』

　スライム達が、グリーンに優しくなる。

「大丈夫だよ～！　あそこに居るワズも、魔力無いから～！」

　そう言って、シロが俺を指差す。

　グリーンがその言葉にビクッ！　と体を跳ねさせ、もぞもぞと体を動かした。

　……俺と視線が交わったような気がする。

　大丈夫だよ……ここに同志が居るから。

　俺とグリーンの気持ちが通じ合った気がした。

　俺は一つ頷く。

　グリーンも頷いた気がした。

『……俺、アイツと友達になる』

　なれるさ……きっと。

　グリーンとの間に、確かな絆を感じた。

「えぇ～、僕とは～？」

『魔力を持っている奴は皆敵だ！　……ただまぁ、友達の友達だし、お前と友達になっても良い』

「わ～！　ありがとう～！」

　グリーンがシロの方へと近付いていく。

　すると、グリーンの行動に他のスライム達も反応する。

『まぁ、仕方ないか。この戦いはそっちの勝ちで良いぜ。それに、仲間の友達をこれ以上傷付ける訳にはいかないしな』

『フッ。魔物と人の友情か。それもまた一興か』

『これからよろしゅうに！　あっ！　ご飯貰えると尚なお嬉しいですわ！』

『わ～！　新しいステージですね～！』

　……えっと、戦いを経て、友情？　が芽生えたという事で良いのかな？

　というか、シロは一回も傷付いていないんだけど……。

　ただ、シロはスライム達の言葉に満面の笑みを浮かべ、次々自分に向かって飛んでくるスライム達と無邪気に戯れだした。

　ほっこりするので、このまま見ていても良いのだが、俺達は先に進まなければいけない。

「シロ！　それでどうするんだ？　このまま連れていくのか？」

「う～ん……。この先どうなるかわからないし、召喚とか出来るようにならないかな？　安全な場所で遊びたい」

　俺とシロはう～ん……と考える。

　出来れば、シロの意向に沿いたいのだが……。

　すると、レッドが答えを出した。

『そうしてくれると助かるが、俺達はこの迷宮に縛り付けられているようなモノ。この呪縛を解かない限りは無理だな』

「それは簡単に出来るの～？」

『迷宮の事に精通した魔王様じゃないと無理』

　その言葉に、俺達は望みを賭けてティアンとファファルへ視線を向ける。

「余はそういう細かい事は出来んぞ」

「わかっているわよ、ファファル。確かに、私なら可能ですが、今はワズ様に仕える身。まずはワズ様から許可を取って下さい」

　今度は俺に視線が集まる。

　シロからは、期待の込められた視線だ。

　だから俺はわかっていると頷く。

「頼む、ティアン」

「かしこまりました」

　そして、ティアンによって、スライム達の呪縛は解かれ、シロに召喚魔法が教えられた。

　これでスライム達はシロの召喚魔法でいつでも呼び出せるようになり、自由だ～！　とか言いながら、その姿を消していく。

「……これ、倒した事になるのかな？」

「はて？　……どうやら、問題無いようですね」

　俺の呟きにフロイドが答える。

　その言葉を証明するように、部屋の奥の扉が開かれて、地下六階への階段が見えた。
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　地下六階へと下りると、迷宮内部の様相ががらりと変わった。

　どうやら、ここからは洞窟のようになっている。

　ごてごてとした岩肌に藻のようなモノが至るところに付いていて、それが淡く発光しているため、洞窟内部は思いの外明るい。

　通路の広さは変わらないため、魔物が出てきても充分対処可能だろう。

　また、現れる魔物も変化していて、地下五階まではゴブリンやウルフ、でっかい蝙こう蝠もりとかだったのだが、この地下六階からはそれらの上位っぽい色違いと、でっかいトカゲとかが交ざっている。

　といっても、まだまだ俺達の相手をするには力不足なので、多少魔物が強くなろうとも余裕だ。

　気を付けて進まないといけないのは、地下十六階からだろう。

　……という情報を、先頭を歩くフロイドから教えられる。

　その隣にはティアンが居た。

　フロイドは本を読みながら、ティアンは地図で道順を確認しながら進む。

　事前に取り決めた順であれば、地下六階から地下十階は俺が先頭を歩くはずだったのだが、フロイドから自分とティアンが先頭を歩くと言ってきたので任せたのだ。

　何やらフロイドが上機嫌に見えるのは、やはりレアだという階層主が現れたからだろう。

　まぁ、俺も楽が出来たと思った。

　なので、今は先頭から、フロイドとティアンにナーゼ、俺とファファルにリイシャさん、シロと闇女神さんにジルンの順で並んでいる。

　ただ、フロイドとティアンが先頭というのは、不思議な安定感というか……何が来ても大丈夫だろうという安心感があった。

　特に問題も起こらず、さくさくと進んでいく。

　このまま地下十階まで行くかな？　と思っていると、途中の地下八階で、フロイドが上着の内ポケットから懐中時計を取り出して、時間を確認した。

「ふむ。もうこんな時間ですか。やはり、閉塞空間の中に居ますと、時間の感覚が怪しくなりますね」

　そう言い出したので、思わず尋ねる。

「え？　もうそんなに時間が経ってたの？」

「えぇ、ワズ様。既にお昼を少し回っております」

「そんなに？　まだちょっと朝の感覚だったな。……しかし、そうなるとお昼ご飯が食べたくなる」

「少々お待ち下さい。ティアン、地図を見せて貰えますか？」

「はい」

　ティアンから地図を受け取ったフロイドが、ここから先を確認する。

　そして、結論が出たのか、俺に視線を向けてきた。

「地下九階への階段に続く道順からは外れてしまいますが、少し進んだ先にある十字路を右に向かうと、行き止まりですが広い空間があるようです。魔物が現れても、入り口が一方向だけであれば即対処出来ますし、そこで昼食を頂くというのはどうでしょうか？」

『そこでお願いします！』

　全員の声が一致した。

　誰も言わなかったけど、おなかが空いていたのだろう。

　そして、俺達はフロイドが指定した場所へと向かい、そこで昼食を食べる。

　スレガさんが用意してくれた物の中にも食べ物は当然あるのだが、保存の利く物が多く、味は二の次だった。

　なので、フロイドの時空間魔法の中に収納されている食べ物を皆で食べる。

「………………思った以上に減り続けますね。元の世界に帰ったら補充をしておかないといけません」

　フロイドの呟きは、俺にだけ聞こえていた。

　はいはい、わかっていますよ。

　帰ったらちゃんと付き合うから、今は食べ物下さい。

　そうしてお昼ご飯を食べている時、ふと気になったのでフロイドに尋ねる。

「そういえば、良くお昼過ぎてたってわかったな。まだ懐中時計で確認していなかったのに」

「腹時計がありますので」

　………………うん。サイドイッチが美味い。

　今は食事の時間なので、食べるので忙しいのだ。

　……だから、突っ込んだりしないぞ。

　そして、食事も終えたので、俺達は先へと進む。

　特に問題も起こらず、あっという間に地下十階へと辿り着いた。

　そんな俺達の前には、例によってボス部屋の扉がある。

　フロイドがすっと避よけて、俺の前に扉への道を空けた。

　……何で？

「……いやいや、フロイドが開ければ良いよ」

「そういう訳には参りません。この扉は、ワズ様が開けなければならないのです」

「………………」

「………………」

「なら、余が」

　睨み合いを続ける俺とフロイドに焦れたのか、ファファルが扉を開けようと手を伸ばす。

　だが、フロイドが瞬時に動いて扉の前に立ちはだかった。

「いいえ、ファファル様では駄目でございます。これは、ゲン担ぎのようなモノなので、ワズ様でなければいけません」

　その言葉で、ピンときた。

　フロイドが何を狙っているのか。

「うろ覚えだけど、確か地下五階の扉を最初に開けたのは俺だったよな。それで、レアな階層主が出たと……。つまり、またそれを狙っているのか？」

「その通りでございます」

「………………それで、一応聞くけど、地下十階の階層主はどんなの？」

「通常時であれば巨大なサソリなのですが、確率三％で馬に跨またがるデュラハンが出現します」

「………………それを狙ってんだ？」

「はい！」

　フロイドが力強く返事をした。

　……その情熱を他に向ける事は出来ない……んだろうなぁ。

「でも、それでどうして俺なの？」

「どうやら、最初に扉を開けた者の運に左右されるようでして、地下五階でレアを引き当てたワズ様であれば、必ずや再びレアを引き当てると期待しております！」

　……えぇ～……いやいや、そういう運って、普通続かないもんなんじゃないの？

　そうは思うのだが、フロイドから向けられる視線には、期待と確信が込められていた。

「………………はぁ～。まぁ、良いけどさ。普通のが出ても文句言わないでよ？」

　とりあえず、ここで立ち止まる訳にもいかないので、俺はボス部屋の扉を開け、皆が中に入ったのを確認してから閉めた。

　ボス部屋の中は真っ暗で何も見えない。

　さて、どうなるかな？　と思っていると、ヒヒーン！　と馬の鳴き声が響く。

　………………あぁ～。

　思わず頭を抱える。

　暗闇で見えないけど、フロイドの目が輝いていそうな気がする。

　そして、室内が光で満たされ、それは姿を現した。

　奥にある扉を守るように、馬に跨り、漆黒の全身鎧よろいを身に纏う騎士が居る。

　ただし、頭部が見当たら……いや、その手に持っていた。

『ヘルムライダー！　デュラッハン！　ここに参上！』

　手に持たれている頭部が、いきなりそう叫び出した。

　地下五階のレアスライム達の時といい、名乗りは必要なのだろうか？

　……まぁ、黙っていられるよりはマシか。

　そう思いつつ、室内が明るくなった事で、俺はフロイドへと視線を向ける。

　無言で拍手を送っていた。

　ついでにシロ、ナーゼ、ジルンも。

　……君達、感性が近過ぎない？

　拍手が送られると、デュラハンは機嫌良さそうに喜びだし、周囲を馬で駆け出す。

　ちなみに、ファファルとリイシャさんは、この事態に付いていけていない。

　唯一、ティアンだけが微笑みを浮かべていた。

　ただその微笑みは、デュラハンにではなく、フロイドに向けられていたが。

　喜んでいるフロイドを見て、嬉しかったのかな。

　そんな風に見ていると、フロイドが俺の傍まで移動して、深々と頭を下げる。

「ありがとうございます！　ワズ様！　このフロイド、ワズ様の下へ来られた事を心より喜んでおります」

「あ……はい……どうも……」

　まぁ、別に良いけど。

「それで、あのデュラハン」

「デュラッハン様でございます」

「………………デュ」

「デュラッハン様でございます」

「………………そのデュラッハンは、フロイドに任せて良いんだよね？」

「お任せ下さい！　必ずや、あの高みまで上り詰めてみせます！」

　いや、止めて下さい。

　……というか、その高みは、どんな高みなのだろうか？

　そして、フロイドがデュラハ………………デュラッハンに向けて歩み出す。

　どうやら一人でやるようで、ティアンはそっと見守っていた。

　自分に近付いてくるフロイドが見えたのか、デュラッハンが馬の脚を止め、頭部をそちらへと向ける。

　ある程度まで近付くと、フロイドがデュラッハンに向けて一礼した。

「お初にお目にかかります。私の名はフロイド。デュラッハン様のお相手をさせて頂く者でございます」

『うむ。名乗りを上げるとは良くわかっている。……最近は、名乗りを上げようとすると邪魔をしてくる輩が多くていかん』

「そうですね。やはり、名乗りを邪魔するのは無粋というものです」

『わかっておるではないか。貴殿となら、心の赴くまま存分に戦えそうだな』

「そのように評価して頂き、心より嬉しく思います」

『うむ。では、尋常に勝負といこうではないか。ヘルムライダー・デュラッハン！　いざ参る！』

「ワズ様の忠実なる執事・フロイド！　受けて立ちます！」

　……うわ～、もの凄く意気投合していらっしゃる。

　そして、フロイドが突然空中へと舞い上がり、そのままデュラッハンへ向けて蹴りを放つが、デュラッハンは手に持つ手綱を巧みに操って馬を移動させ、フロイドの蹴りを回避した。

　着地したフロイドがデュラッハンの後を追うが、その眼前に向けて馬の両後ろ足が迫る。

「おっと、危ない！」

　フロイドは深く潜るように地を転がって回避し、そのまま馬の下へと移動すると、デュラッハンの足を摑み、馬上から落とすように引くのだが、デュラッハンも抵抗するので、そう簡単にはいかない。

　すると、フロイドは摑んだ足を引く勢いを利用して、馬体の下から這い出し、地を蹴って、そのままデュラッハンが手に持つ頭部に向けて膝蹴りを食らわせようとした。

　デュラッハンは身を引く事で回避するが、それでバランスを崩し、落馬して地に倒れてしまう。

『ぬぅっ！』

　デュラッハンがそんなかけ声と共に、裏拳のように拳を回して地を殴り、そのまま体を回転させながら起き上がった。

　そして、馬が鳴き声を上げながら走り出す。

　すると、馬によって遮られていたフロイドとデュラッハンの視線が交わり、再び対峙する。

「さすが、デュラッハン様。そうそう簡単にはいきませんか」

　そう言って、フロイドが一礼する。

『フッ。そういう貴殿こそ、思った以上に手強い』

　嬉しそうに言うデュラッハンが、空いている手を前に突き出し、逆に頭部を持つ手を後方へと下げた。

　それはまるで、武術を嗜たしなんでいるような構えである………………じゃないっ！

　え？　あれ？　何か俺が思っていたのと違う。

　もっとこう……さ。気楽というか、愉快というか……肩の力を抜くようなやり取りをすると思っていたんだけど……えっと、普通に戦うの？　これ？

　そんな事を思っている間も、フロイドとデュラッハンは一進一退の攻防を繰り広げている。

　いやいやいやいや！

　そもそもさ、感じる雰囲気でしかないが、フロイドとデュラッハンの間には、絶対的な力の差があると思うんだけど、どうして拮きつ抗こうしているのだろう？

　まぁ、間違いなく、フロイドが手加減というか、デュラッハンとの戦いを楽しむために、相手の力に合わせているよね。

　………………これは、長丁場の予感。

　そうなると、俺も介入した方が………………い、いや、ちょっと待て……一旦落ち着こう。

　す～は～……す～は～……。

　これは良い傾向ではないだろうか？

　動機はどうであれ、フロイドが相手に合わせて真面目に戦っているのだ。

　もしかしたら、これがきっかけで何事にも真面目に取り組むようになるかもしれない！

「ワズ様、あちらに紅茶と茶菓子をご用意しておりますので、そちらで休憩を取られては如何でしょうか？」

「え？」

　ティアンからそう声をかけられ、視線をそちらの方へと向けると、既に俺とティアンを除く全員が、思い思いに休憩を取っていた。

「……準備が良いね、ティアン」

「いえ、こちらは、フロイド様がご用意したのです。少し楽し……時間がかかりそうですので、こちらで休憩を取っておいて下さいと」

　……フロイド、いつの間に……というか、もう完全に遊んでいるよね。

　……いや、わかっていたさ……うん。

　淡い期待が砕かれたので、俺は皆が休憩している場所まで行き、ティアンから紅茶と茶菓子を貰って、フロイドとデュラッハンの戦いを見ながら飲み食べる。

　……あぁ～……美味い。

「……懸命に戦っているフロイド様……素敵……」

　隣に居るティアンの目にはハートが浮かんでいる。

　別に見るなとは言わないけど、ただ、俺のカップに紅茶を注ぎながらは止めて欲しかった。

　ティアンの視線はフロイドに釘付けなので、俺のカップから次々紅茶が溢れて落ちていく。

　……何も言わず、俺はポットの傾きをそっと戻した。

　すると、何かが壁に激しくぶつかる音が耳に届く。

　音がした方へと視線を向ければ、岩肌に大きなひび割れが出来ているのと、その前でデュラッハンが立ち上がろうとしているところだった。

　フロイドは、ふぅ……と息を吐いている。

「……一体何があったの？」

「フロイド様が相手を投げ飛ばしたのです」

　何だろう……ちょっと見逃した感があった。

　なので、ちゃんと見ておかないと、と茶菓子を頰張りつつ凝視する。

　デュラッハンがゆっくりと立ち上がり、拳を強く握って前に出す。

『中々やるな……。このような強敵に出会えて嬉しく思う』

「デュラッハン様も、さすがと言っておきましょう」

『だが、一つ聞きたい？　貴殿の強さはその程度か？　どうにも、私に合わせて戦っているような気がするのだが？』

「気付かれましたか。確かに、私はまだ力を隠しています。……ですが、それはデュラッハン様も同じではありませんか？」

『フッ。気付いていたか。……そう私もまた力を隠している。それを見せてやろう！』

　そう言って、デュラッハンが前に突き出していた拳を引っ込め、逆に頭部を前に突き出す。

『ヘルムチェンジ！　アイアンフォーム！』

　言葉と同時に、デュラッハンの足元に魔方陣が現れる。

　そして、魔方陣から溢れ出る光がデュラッハンの体を包み込む。

　デュラッハンは、その光を振り払うように手を横薙ぎに振るう。

『さぁ、行くぞ！』

　デュラッハンがフロイドに向けて駆け、それを迎え撃つフロイド。

　フロイドに向けてデュラッハンが殴りかかるが、その拳を普通に摑まれ、投げ飛ばされ、ひび割れた岩肌にぶつかり、先程と同じようにヨロヨロと立ち上がる。

『……グフッ。や、やるな……』

「いえいえ」

　……ん～、何だろう。さっきまでと大して変わっていない気がする。

　なので、思い切って尋ねてみる事にした。

「あの～、すみません。ちょっと良いですか？」

　再びフロイドへと挑もうとするデュラッハンが動きを止めた。

『何だ？　戦いの邪魔をするのはマナー違反だぞ？』

「いえ、そういう訳ではなくて……」

　マナー違反って。

「あの、一つ聞きたいのですが、何やら『ヘルムチェンジ』とかで、強さが変わったんですよね？」

『うむ。変わったぞ。兜かぶとの強度が』

「………………え？　兜……だけですか？」

『そうだ。だから「ヘルムチェンジ」と言っただろう。兜の強度が、銅から鉄に変わったのだ』

「………………」

　え？　あれ？　本当に兜だけ？　本体……というか鎧の強度は変わらないの？

　というか、頭部は別に何もしていない上に、兜の強度が変わっただけって……別に強くなっていないような………………う～ん。深く考えてはいけないような気がする。

『もう良いか？』

「あっ、はい」

　思わず返事をしてしまった。

　そして、デュラッハンはフロイドへと体を向ける。

『余計な邪魔が入ってしまったが、どうやらこのままでは勝てないようだ。……なら、私の次なる進化を見せてやろう』

「まさか、まだその上があるのですか！」

　フロイドが驚きの声を上げる。

　………………本当に驚いているかは怪しい。

　だって、フロイドからは、何かワクワクしているような雰囲気を感じるのだ。

　そして、デュラッハンが先程と同じように頭部を前に突き出す。

『ヘルムチェンジ！　スティールフォーム！』

　先程と同じく、デュラッハンの足元に魔方陣が現れ、光が体を包み、それを振り払う。

『いくぞっ！』

　デュラッハンがフロイドへと挑み、先程と同じように殴りかかる拳を摑まれ、投げ飛ばされた。

　投げ飛ばされた位置は、先程と全く同じである。

　………………やっぱり強さは変わっていなかった。

「すみません！　スティールって何ですか？」

『そ、それは』

「鋼でございます、ワズ様」

　デュラッハンが答える前に、ティアンが答えた。

　なるほど。つまり、兜の強度が鉄から鋼に変わったという事か。

　………………とりあえず、紅茶を一気に飲み干し、ティアンにお代わりを注いで貰う。

　あぁ～、紅茶が美味い。

　紅茶の味を楽しんでいると、デュラッハンがヨロヨロと立ち上がる。

『………………グッ。どうやら、そろそろ決着のようだな』

「そうでございますね。時間的に」

　そう言って、フロイドとデュラッハンが構えを取る。

『いくぞっ！』

　デュラッハンが叫んで駆け出すのだが、その行き先はフロイドではなく、近くに居た馬だった。

　馬に向かって跳ぶと、馬の背を足場として利用して更に上へと跳び上がる。

　その動きに合わせて、フロイドも空中に向けて跳んだ。

　互いに空中で足を前に出し、蹴りの体勢へと変わったのだが、何故かデュラッハンの足の前には頭部がくっ付いていた。

『デュラッハン・キィ～ック！』

　……それだと頭突きじゃないだろうか？

　空中で交わるフロイドとデュラッハン。

　互いに着地を決め、先に倒れたのは……デュラッハンの方だった。

『み、見事……』

　そう言うのと同時に、デュラッハンの周囲で小爆発が起こった。

　………………この地下迷宮では、やられると爆発が起こるのが流行っているのかな？

　倒れたまま呻くデュラッハンの下に、フロイドがゆっくりと近付いていく。

「心躍る素晴らしい戦いをありがとうございました」

『……ふっ。そう言ってくれれば本望だ。……さぁ、止めを刺せ』

　デュラッハンの言葉に、フロイドは首を横に振る。

「いいえ。そのような事は致しません」

『……情けをかけたつもりか？』

「それも違います。これは、友情です」

　そう言って、フロイドが手を差し出す。

　デュラッハンは、少しの間悩むように固まっていたが、何か踏ん切りでもついたかのように、ガシッと差し出された手を摑む。

　………………ただ、デュラッハンの頭部は、岩肌の隅にしか見えないような位置に転がっているので、何とも言えない気持ちになった。

　何やら友情？　が芽生えているフロイドとデュラッハンの後方で、地下十一階への扉が開かれる。

　どうやらこれで終わったようなので、俺は手を叩いて注目を集めた。

「はい、次行くぞ～」

　そして俺達は、熱く握手を交わすフロイドとデュラッハンの横を通り過ぎ、そのまま地下十一階へと下りていく。
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　地下十一階からは、また内部の様子が変化した。

　周囲の壁は正方形の巨大な岩を重ねて造られ、他にも柱や彫刻品なども偶に見かけるようになる。

　神秘性というか、歴史を感じるというか、どこか古い神殿内部を歩いているような雰囲気を感じた。

　壁自体が淡く発光しているのは変わらないが、ここからは松明たいまつも置かれている場所があったので、思った以上に明るい。

　通路幅は相変わらず広く、戦闘には困らないだろう。

「……で、デュラッハンはどうしたの？」

　俺は隣に立っているフロイドへと尋ねる。

「シロ様の時と同じように、私が召喚出来るように致しました。これで、いつでも呼ぶ事が出来ます」

　いや、呼んでどうするよ？　と思うのだが、フロイドはウキウキしているというか、もの凄く嬉しそうに見えたので、あまり見た事が無い姿に、まぁ良いかと思う。

　そして、暫く進んでいくと、魔物の種類もこれまで現れていたのに加えて、新たにオークやゾンビなどが増えていた。

　また、ここからは簡単な仕掛けではあるが罠も存在しているらしい。

　けれど、罠の類は、あればフロイドが前に出てきてパパッと解除していく。

　そして、この地下十一階から地下十五階までの先頭は、俺とファファルとリイシャさんで、次いでシロと闇女神さんにジルン、フロイドとティアンにナーゼと並んでいた。

　ただ、ファファルがかなり戦いたがっていたので、一番先頭を任せて、俺はファファルの後ろを付いていったのだが、さすがにゾンビを素手で殴るのは嫌らしく、どうにかしてと泣きついてくる。

　なので、ゾンビが現れたら、俺が「完全神格化」して、サクッと浄化しておいた。

　地下十五階までの間に脅威となるような魔物は現れないため、大丈夫だろうと思ったのだが、どこに危険があるかわからないため、いつでも対処出来るようにファファルの動きに合わせてピッタリとくっ付いていく。

　……まぁ、念のため。念のため。

「……主様。ピッタリとくっ付かれるのは嬉しいのだが、どうも戦い辛いのだが？」

「俺の事は気にしなくて良いから」

「はいはい。心配してしまうのはわかるけど、少し過保護にし過ぎよ」

　リイシャさんに怒られたので、ファファルから少し距離を取る。

　どうにも、ファファルが傷付けられた事が心に焼き付いて、おのずとそういう行動を取ってしまったようだ。

　反省。反省。

　ファファルが問題無いと拳を握って意気込む。

　……その姿に、ちょっと癒された。

　そこからはファファルに先頭を完全に任せ、俺達はさくさくと進んでいく。

　そして、あっという間に地下十五階のボス部屋の扉前まで辿り着いた。

　地図のおかげで道に迷わないというのもあるが、現れる魔物がファファルによって即座に倒されていったというのも関係していると思う。

　俺もゾンビの浄化を頑張った。

「………………で、俺にまた開けろと？」

「はい。お願いします」

　フロイドが一礼しながら言う。

　他の皆も俺が扉を開ける事に異論は無いのか、既に俺の後方に控えていた。

「……一応聞いておくけど、ここはどんなのが出るの？」

「通常であれば、サイクロプスとゴーレム二体でございます」

「………………レアだった場合は？」

「わかりません」

　………………え？

「……わからないの？　本に書いているんじゃなかったっけ？」

「それが、どうやら誰も出会った事が無いらしく、情報がございません」

　そう言って、フロイドが本の中を見せてくる。

　……確かに、地下十五階の通常の階層主は書かれているのだが、レアだった場合が何も書かれておらず、大きく「？」と記されているだけだった。

「これまでの到達人数から、レアの出現確率、０・１％との事です」

「……それはもう居ないと判断して良いんじゃないか？」

「いえ、必ず存在しています。そして、それをワズ様が引き当て、私達が初見となるのです！」

「それはさすがに無理だと思うけど………………まぁ、出なくても文句は言うなよ？」

　俺は軽い気持ちで扉を開ける。

　さすがに三回連続は無理だろうと思って。

　やはり室内は真っ暗で、全員が中に入ったのを確認してから扉を閉じる。

　すると、光が灯ったので周囲を確認すると、広い室内の奥に地下十六階へと下りる扉があり、その扉を守るように立っている女性三人が見えた。

　………………あれ？　聞いていた階層主と違う。

　ちらっとフロイドへと視線を向ければ、俺を拝み倒していた。

「引きの神がここにいます」

　そんな神になった覚えはありません。

「運を！　私にもその運を下さい！」

　フロイドが俺から何かを奪い取ろうと手を伸ばしてきたので、それを叩く。

　それでも諦めないフロイドとの攻防を繰り広げていると、女性三人が声を張り上げた。

『私達を無視するとは』

『随分と余裕のある人達ですね』

『これは少し懲らしめてやらんとな』

　その声に反応して、俺とフロイドは互いに互いの手を押さえながら、そちらの方へと視線を向ける。

　そこで改めて女性三人を確認した。

　まず一番左に居るのは、赤い長髪に糸目で、全体的にほわほわとしている雰囲気を与える女性。

　一番右に居るのは、同じく赤い髪に吊り上がった目で、性格がきつそうな印象を受ける女性。

　そして最後に真ん中に居るのは、赤い髪に勝気な目で、元気一杯という風に見える女性。

　という三人で、他に違いを言うのであれば、最後の女性は背が小さい事である。

　ただ、三人に共通しているのは、全員同じくフリフリとした服を身に纏い、頭に角が生えているという事だろうか。
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　恐らく、この女性達の種族は──。

『オガクラブ！』

『オガアーム！』

『オガホーン！』

『『『三人揃って、魔法鬼娘！　マジックオーガ！』』』

　何やらポーズを決めながら、そう言う三人。

　………………。

　………………。

　…………………………うん。

「なるほど。鬼の魔物という訳ですか」

　先に言われた～！

　俺の隣で、フロイドがうんうんと頷いている。

　くっ！　俺だってわかっていたんだからな！

『それで、まずは誰が私達の相手をしてくれるのかしら？』

『ふふふ……存分に遊んであげる』

『もちろん、全員でも構わんぞ！』

　何やら余裕綽しやく々しやくの鬼娘三人である。

　ただ、それは直ぐに崩れるだろうと思った。

　何故なら、ここの階層主を相手にする予定なのは──。

「主様、ここは余に任せてくれるのだよな？」

「うん。そのつもりだから、好きにして良いよ」

「承ったぁ～！」

　ファファルが腕を回しながら鬼娘三人に向けて歩き出す。

　やる気が満ち溢れていた。

　そう、鬼娘三人が相手をするのは、元・魔王のファファルなのである。

　それを思うと、地下五階のスライム達と地下十階のデュラッハンは、相手に恵まれたと言えるだろう。

　多分、鬼娘三人は無事で済まないだろうなと思った。

『ふふふ……他にも強そうな人が居るのに、まさかこんなお子様が出て来るなんて』

『鬼か！　こんな子供を戦わせるなんて、お前達は鬼か！』

『うわ～、ちょっと引くわ～』

　……うん。散々な言われようである。

　ただ、鬼に鬼と言われるのは、ちょっと心外だ。

　それに、ファファルは充分強いので、寧ろやられるのはそちらの方だと思う。

　というか、気付いて欲しい。

　お子様発言によって、ファファルがキレかかっている事を。

「ぐぬぬ……大人な私を見て、お子様発言だと……許さん」

　これは、ボッコボコにされるだろうなと思った。

　これまで、怒るファファルを宥めていたリイシャさんも、まぁ仕方ないかと諦めて傍観している。

　視線をずらせば、フロイドがティータイムセットを出して、ティアンと共に紅茶の準備をしていた。

　既に鬼娘達は終わったと判断したようである。

　俺も心の中では同様だったので、そのままフロイドの方へと向かう。

　準備されていく紅茶を見て、俺はフロイドに尋ねた。

「あれ？　紅茶はあるけど、茶菓子は無いの？」

「そろそろ、晩御飯の時間ですから、今食べてしまうと入らなくなりますよ？」

「それもそうか」

　そして、俺達が紅茶を頂きながら観戦する中、ファファルと鬼娘達が対峙する。

「さぁ、死ぬ準備は出来ているか？」

　ファファルが好戦的な笑みを浮かべながら言うと、対峙する鬼娘達も笑みを浮かべた。

『あらあら～、少し生意気な子ね～』

『これはきっちり教育してやらないとな』

『ふんっ！　こんな子供が相手だと心が燃えない』

「先程から子供子供と、そこのお前は余よりも小さいではないか！」

『はっ！　何言ってんだ？　私の方が少し高いだろうが！』

　そう言って、鬼娘達の中で一番小さい子……確か、オガホーンと名乗っていた子が、勝ったと言わんばかりにふんぞり返った。

　ファファルも対抗してふんぞり返る。

　そのまま互いのお腹をぶつけ合う二人。

　………………ちょっと微笑ましいと思うのは俺だけだろうか。

「いいや、どう見ても余の方が大きいぞ！　背も胸も！」

『いいや、私の方だ！』

　ぐぬぬ……と睨み合うファファルとオガホーン。

　こちらから見ると、それ程体格に差は無いと思うのだが、きっと本人達にしかわからない差があるのだろう。

　だから、余計な事は言わずに見守る事にし、まったりと紅茶を頂く。

「主様！　余の方が大人だよな！」

『そこの男！　私の方が魅力的だろう？』

　思わず、口に含んだ紅茶を吹き出しそうになる。

　無理矢理飲み込み、少し咳き込んだ。

「げほっ！　げほっ！」

　まさか、そこで俺に振ってくるとは思わなかった。

　けれど、答えは決まっているので、俺はまず一息吐く。

　フロイド達がニマニマとしながらこちらを見ているが、気にしないでおこう。

　俺はゆっくりとファファルを指し示す。

「ファファルの勝ち！」

「さすが主様！　良くわかっている！」

『ぬぎー！　そんなの認めないぞ！　身内の判定は当てにならないからな！』

「ふんっ！　何を言おうが、余の勝ちである！」

　ファファルが腰に手を当て、勝利を宣言する。

『いいや、そんなモノ認めない！』

『そうよ～、ウチのオガホーンは負けていないわ』

『オガクラブの言う通りだ！　オガホーンの方が可愛いぞ！』

「『可愛さを競っているのではない！』」

　鬼娘二人……確か、オガクラブとオガアームだっけ？　からの言葉に、ファファルとオガホーンの言葉が重なる。

　何となく、気が合う二人なのではないかと思った。

　そんなファファルとオガホーンが、視線を合わせ、フッと笑みを浮かべる。

「……どうやら、友にはなれないようだが、同志ではあるようだな」

『そのようだな。まさか、このような形で出会うとは思わなかったが……』

「それは余も同じだ」

『出会う場所が違っていれば、友になれたと思うか？』

「………………」

　ファファルは何も答えない。

　ただ、笑みを浮かべるだけである。

　オガホーンもまた、その笑みだけで充分だと、同じように笑みを浮かべた。

　何かあそこだけ、世界が違う気がする。

　だが、二人の笑みは直ぐに消え、真面目な表情を浮かべた。

「……だが、今はこのような形で出会ってしまった。悲しいが、これも定め……」

『そちらはここを通るため……私達はそれを妨げるため……』

「『いざ、勝負っ！』」

　そう叫んで、ファファルとオガホーンは、互いに拳を突き出す。

　拳はぶつかり合い、その衝撃でお互い少し後方へと跳んだ。

　それを見て、俺は思う。

　どうやら、ファファルは相手の力に合わせて、戦いを楽しむつもりのようだと。

　その考えは正しいようで、ファファルは満面の笑みを浮かべていた。

『あらら～、もう戦うのね～』

『なら、私達も参加させて貰おうか！』

　オガクラブがどこからか棍棒を取り出し、オガアームが武術のような構えを取って、ファファルへと襲いかかる。

　それでも、ファファルの表情は崩れない。

「かっはっはっはっ！　纏めてかかってこい！」

　オガアームが高速でファファルへと近付き、牽制するように拳を何度も突き出す。

　ファファルは、問題無いとその全てを捌さばいていく。

　だが、その隙を突くように、オガクラブが回り込んで棍棒を振り下ろした。

「甘いわっ！」

　ファファルが体を回転させながら蹴りを放ち、オガクラブが持つ棍棒を蹴り飛ばした。

『ちょっ！　この子、かなりやるわよ！』

『そんな事、拳を合わせた時にわかっておるわっ！』

　オガホーンがファファルに向けて突っ込んでくる。

　そのままファファルへと体当たりをかまし、地面に倒す。

『良くやった！』

『今よ！』

　オガアームとオガクラブが、追撃を加えようと襲いかかる。

　けれど、倒れたファファルは、覆い被さるオガホーンを何て事は無いように引き剝がし、襲いかかってくる二人に向けて投げた。

　投げられたオガホーンを抱き留めて、オガアームとオガクラブが勢いに負けて少し後方へと下がる。

　その間に、ファファルは何でもないように起きて、鬼娘達に笑みを向けた。

「かっはっはっはっ！　中々やるようだが、まだまだだな。それに、まだ本気でないだろう？　出し惜しみしていると、あっという間に終わってしまうぞ？」

　挑発的とも取れるファファルの言葉に、鬼娘達は覚悟を決めたのか、不敵な笑みを浮かべた。

『あらあら、まさかそんな事を言われるなんて』

『けど、確かに本気で挑んだ方が良さそうだ』

『なら、見せてやる。私達の本気をな！』

　そう言って、鬼娘達が拳を握って力を込める。

　すると、筋肉が大きく膨張し、体が一回り大きくなるのだが、それを見たファファルは楽しそうだった。

　そして、ファファルと鬼娘達が激突する。

　鬼娘達は三位一体とも思える連携を見せるのだが、それでもファファルの方が圧倒していた。

　まだまだファファルの方が、余力を充分に残している。

　それでも鬼娘達が健闘しているように見えるのは、ファファルが純粋にこの戦いを楽しんでいるからだろう。

　紅茶を飲みながら、そんな風に見ている時、ふと思った。

「……なぁ、フロイド」

「はい。何でしょうか？　やはり、茶菓子をご希望でしょうか？　先程も申しましたが、晩御飯が食べられなくなってしまいますよ？」

「……俺はそんなに食いしん坊に見えるか？」

「そうですね……やはり、魔力すら食べてしまう方ですから、底無しかと思いまして」

「いや、普通の量で、普通にお腹一杯だから」

　……そういう事を聞きたかった訳ではない。

「そうじゃなくて、確か鬼娘達って、最初に魔法鬼娘とか言っていなかったっけ？」

「ふむ……確かに言っていました。それが？」

「いや、それが？　じゃなくて、どう見ても魔法を使っているようには見えないんだけど？」

「あぁ、確かに。……ふむ。ただ使っていないだけでは？」

　う～ん……そんな風には見えないんだよな。

　俺とフロイドが悩んでいると、シロが声をかけてくる。

「はいは～い！　僕わかったよ！　ずばり、あのバッキバキの筋肉が魔法なんだよ！」

「いやいやいやいや、筋肉は筋肉でしょ？」

「そうとは限りませんよ。鍛え抜かれた筋肉で起こせる現象は、魔法と言っても過言ではありませんから」

　シロの言葉に、フロイドが同意する。

　えぇ～……魔法鬼娘って、そういう事なの？

　まぁ、確かに鬼娘達は筋肉を膨張させて戦っているけど……。

　俺はう～んと考えるが、いまいちわからなかった。

　ただ、フロイドとシロの言葉が正解のように思うのは、鬼娘達が未だに魔法を使っていないのも影響しているだろう。

　そんな風に思っていると、フロイドから声がかかる。

「それにしても、これはどうしましょうか？」

「ん？　何が？」

「いえ、ファファル様の戦いが長引いた場合、このまま先に進むのもどうかと思いまして。何しろ、ここから先は地図がありませんから、どのようになっているのかわかりません。そうなると、安全に休む場所も確保出来るかどうか……」

「あぁ、そういう問題もあったな」

　寝込みは襲われたくないなぁ……。

　今日はこのまま休んでも、幸いまだあと一日残っているし、休める場所が確保出来るなら無理をしなくても良いか。

「でも、そうなると、安全に休む場所なんてどこにあるんだ？」

「このボス部屋は現れる階層主を倒し、そのまま部屋から出なければ次が現れる事は無いようです。ですので、留まれば安全地帯となります」

「へぇ～。そんな風になっているのか。……つまり、今日はこのままここでじっくり休んで、明日に備えようという訳か？」

「はい。それに、スレガ様の計らいで、迷宮内に他の人は居ませんので、いきなりここの扉を開けられる事はないでしょう」

「僕もその方が良いと思う～」

　シロもフロイドの意見に賛成のようだ。

　周囲へ視線を向ければ、闇女神さん達もその方が良いと頷く。

　なら、そうするか。

「わかった。そうしよう。今日はこのままここで休むか」

「ぬおおおおおっ！」

『『『でりゃあああああ～！』』』

　ここで休む事を決めた瞬間、そんなかけ声が部屋内に響く。

　かけ声が聞こえた方へと視線を向けると、丁度、ファファルが鬼娘達を纏めて殴り飛ばすところだった。

　鬼娘達は、そのまま壁に激突して気を失う。

「余の勝利だ！」

　ファファルが勝利を宣言して、高々と手を掲げる。

　俺達は、ファファルの勝利を祝うように拍手を送った。

　ご機嫌な表情を浮かべながら、ファファルがこちらへと戻ってきたので声をかける。

「お疲れ様。止めは刺さなくて良いの？」

「うむ。見込みのある者達だったから、生かす事にした。主様、出来れば、余もこの者達を召喚出来るようにしたいのだが？」

　……そうきたかぁ……。

　いやまぁ、これまでの流れ的に、こうくるんじゃないかな？　とは思っていたけど、まさか本当にそうなるとは。

　とりあえず、フロイドとティアンに視線を向けると、問題無いと頷きで返される。

　なので、ファファルに大丈夫だと教え………………ちょっと待て。

　今思ったのだが、ファファルが見込みありと思った鬼娘達が、いつでも召喚可能になる……。

　それも、ファファルの意思一つで……。

　………………。

　………………大丈夫だろうか……鬼娘達。

　頻繁に召喚される未来しか見えない。

　だが、ファファルのキラキラと輝いている目から逃れる事は出来そうもなかった。

　なので、俺が取れる手段は一つしかない。

「……出来るみたいだけど、無理矢理は駄目だよ？　きちんと、本人達の意思を聞いてからね」

「うむ。わかった！　なら、早速起こしてこよう！」

　ファファルが鬼娘達の下へと駆け出す。

　その後ろ姿は、見ているだけで楽しそうにしているのがわかる。

　ファファルによって起こされた鬼娘達は、全面降伏して、召喚の提案を受け入れる。

　頑張れ……と、心の中だけで応援しておいた。

　そして、今日はこのままここで休む事が決まっているので、フロイドとティアンが、明日の活力を得るために、精のつくモノを作ってくれたので美味しく頂く。

　ただ、その場には、地下五階のスライム達と、地下十階のデュラッハンも呼ばれていて、いつもより賑やかな場であったのだが、明日に備えて早めに寝た。
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　ガインと酒を酌み交わした翌日の朝早く、我は大陸南西にある新国、グレイブ国の王都に向けて飛び立った。

　今回はきちんと酒の量も控えたので、二日酔いはしていない。

　………………あの頭痛は、もう二度と味わいたくないし、今度しこたま酒を飲む時は、龍の姿に戻ってからと心に誓う。

　……だが、結局、生産地である獣人国でも七種類の花が手に入らなかったのは痛かった。

　これで残りあと二日。

　当初は軽く手に入ると思っていたのだが、まさかこんなに日数がかかってしまうとは。

　このままでは、満足におつかいも出来ない父親の烙印を押されてしまう。

　それだけは看過出来ない。

　さっさと七種類の花を手に入れて、メルとメアルに褒めて欲しいのだ。

　そのための希望は、既に情報として得ている。

　獣人国にあった七種類の花の在庫全てを購入したのは、グレイブ国であるという事をガインから教えられたのだ。

　国の誕生を祝う式典を行うために大量購入したそうで、そこから少し分けて貰えば良いのである。

　グワッハッハッハッ！　まさか、この龍王の頼みを断るような事はしないだろう。

　これで、七種類の花は手に入ったも同然。

　しかも、大量にあるのだから、無くなるという心配も無い。

　やった！　やったぞ！　我は遂に七種類の花を手に入れるのだ！

　無意識の内に、我は拳を強く握り締める。

　自然と笑みが浮かんでしまうのも仕方ないというものだ。

　それに、国王でもあるグレイブとは知らぬ仲でもない。

　邪神戦の際、各国の王達が集まった場で、既に人化した姿で挨拶は交わしている。

　つまり、人の姿で会ったとしても疑われず、すんなりと話が通るのは間違いないし、事情を話せば、我を助けてくれるに違いない。

　……そう。既に手に入る事が確定しているようなモノ。

　やったな！　我！　これで、大手を振って城に帰れる！

　しかも、今日手に入れて帰れば、猶予はまだ一日残っているのだ。

　結婚の前に、メルとメアルの家族水入らずで過ごすのも良いな。

　………………うむ。それが良い。そうしよう。

「メル、メアルと一緒に過ごすためなら、我は限界を超える！」

　我は先を急ぐように、飛ぶ速度をぐんと上げた。

　……いいや、まだだ。

　我が出せる速度はこんなモノではないはずだ。

「もっと！　もっとぉおおおおおあばばばばば！」

　声に出しながら速度を上げてしまったため、口の中に空気が一気に入り込み、喉が乾燥してしまった。

　いかんいかん。

　とりあえず、口を閉じて空を飛ぶ。

　ただ、乾燥した口内が気になって仕方ない。

　応急処置として唾を飲み込むのだが、余り意味は無かった。

　………………う～む。どこかで喉を潤したい。

　そう思っていると、丁度町が見えてきた。

　なので、急いで下りて町の中へと入り、喫茶店でコーフィーを頼む。

　砂糖とミルクをお好みで入れる者も居るようだが、我はブラック派である。

　この苦みが。

「げほっ！　ごほっ！」

　……一気に飲み過ぎてむせてしまった。

　ゆっくりと、味を楽しむように飲む。

　ふぅ～……コーフィー片手に、まったりとしたこの時間。

　我も随分と下界に馴染んだものだ。

　………………何かこう、まったりとした時間を過ごすと、全部どうでも良くなってくるな。

　………………。

　………………いかんいかんいかんいかん。

　そうだ！　我は七種類の花を手に入れなければいけないのだ！

　そのために、これまで頑張ってきたのだから、ここで投げ出す訳にはいかない。

　むんっ！　と、やる気を漲みなぎらせる。

　そこで気付いた。

　何やら、町の中が賑わっているという事に。

　お祭りでもしているのだろうか？　と、喫茶店の店員に尋ねてみると、どうやら式典は今日、明日の二日に分けて行われるそうで、今日は前夜祭と呼ばれる祭りが国中で行われているそうだ。

　それで人が多いのだと納得する。

　そのまま話を聞いてみると、本来であれば、明日、明後日で執り行われる予定だったそうなのだが、国王の意向で今日、明日になったらしい。

　恐らく、ワズの結婚式へ行くために合わせたのだろう。

　……だが、この式典には不穏な噂も流れていた。

　それは、旧国王派の残党が、グレイブの命を狙っているらしいというモノだ。

　人の世に興味など全く無いが、どこに行ってもこんなのが居るなと嫌になる。

　まぁ、今回に限っては運が無かったと、少々その残党共を憐れに思う。

　何しろ、グレイブはワズにとって恩人のような存在らしいのだ。

　そんな相手に手を出そうとした時点で、ワズが黙っている訳がなく、介入するのは間違いない。

　ワズを敵に回したようなものだ。

　それだけで結果が知れる。

「馳走になった」

　店員に礼を述べ、我は町を出て、王都に向けて飛び立つ。

　しかし、やはりコーフィーは良いな。

　ワズ達が帰ってきたら、城でも気軽に飲めるように出来ないか頼んでみるか。

　城のバルコニーで飲むコーフィーの味に思いを馳せながら、我は飛び続ける。

　そして、そろそろお昼という頃に、漸く目的地が見えてきた。

　グレイブ国の王都である。

　王都を囲む大きな壁が見えるのだが、まだ建設途中の場所もあり、復興途中であるのが窺えた。

　近場に下り、人化して徒歩で向かう。

　これまでと同じように門兵にギルドカードを見せ、王都の中へと入ると、至るところに飾られた七種類の花が我を出迎えた。

　囲む壁と同じように、王都の中も復興途中で、建設途中の建物が多い。

　だが、それでも幻想的な王都の姿は……素直に綺麗であると思った。

　王都の中に居る多種多様な種族の者達は、全員笑みを浮かべ、楽しそうに屋台で飲み食いをしている。

「………………確か、ワズから聞いた話では、圧政を強いた前国王から解放されたのだったな。……平和を手に入れたという事か」

　その証拠に、ここに居る者達が浮かべる笑みは、心から溢れるものだ。

　どうやら、グレイブは良い国造りをしているのが窺える。

　………………それにしても、七種類の花がこれだけあるのだ。

　少しくらい頂いても問題無いだろう。

　そう思いながら七種類の花を見ていると、周囲一帯に響く声が届く。

「敵襲～！」

　ち、違うぞ！　我はまだ花にも触れていないぞ！

　少し動揺しながら周囲を確認してみると、武器と鎧を纏った兵士達が次々と我の横を駆け抜けていく。

　どうやら、我の事ではないようで、ほっと安堵した。

　それに、よくよく見ると、兵士達は向かう先が決まっているのか、王都の奥に向けて進んでいくのが見てわかる。

　その方向に不ふ埒らち者ものが居るのだろう。

　少し様子でも見てみるか……。

　そう思った瞬間、我が入ってきた門の周囲で何度も爆発が起こる。

「何事だっ！」

　叫びながら周囲を確認する。

　幸い怪我人は居ないようだが、建物や王都の至るところにあった七種類の花が散っていた。

　いやいやいやいや……おいおいおいおい……。

「我等は前国王を支持する者！」

「この国は我等の物だ！」

「つまり、貴様等亜人種共も、我等の奴隷である！」

「速やかに我等の軍門に降れっ！」

　そう叫びながら、門から次々と武装した者達が入ってきた。

　そうか……貴様等が……貴様等がぁ～！

「我が手にする予定の花に、何してくれとんじゃ～！」

　我は怒りのままに暴れる。

　まずは手前に居る者の顔を摑み、そのまま武装した集団に向けて投げつけた。

「貴様等は！」

　そのまま集団に向けて襲いかかる。

「やってはいけない事をした！」

　力のままに殴り、蹴り、投げ飛ばす。

「万死に値するっ！」

　武器を振るわれれば砕き、逃げようとする者には先回りして倒していく。

　この愚か者共めっ！

　花を大切に出来ない者達を許す事は出来ん！

　我がこの花達を手に入れるまでに、一体どれだけの事をしてきたと思っているのだ！

　許さん！　許さんぞ！

　この我が、貴様達を地獄に送ってくれるわっ！

　我は心の奥から湧き上がる怒りの衝動に任せて、徹底的に暴れ回る。

「フゥ～……フゥ～……」

　気が付いた時には、周囲で立っているのは我だけとなっていた。

　倒れている者達は、ざっと百人強といったところか。

　一心不乱に暴れていたので気付かなかったが、よくよく見れば、周囲の建物に突き刺さっているような者達も居り、爆発以上の被害が出ているような気がした。

　王都の住民達も、どこか啞然とした表情で我を見ている。

　………………。

　………………少しやり過ぎたかもしれん。

　さて、どうしようかと思っていると、門の外と内から兵士達が駆けつけてくるのが見える。

　おぉ！　早速この不埒者共を捕縛しにきたのか。

　そう思ったのだが、どうにも様子がおかしい。

　何故か、兵士達は武器を我に向けてきた。

　………………おや？

「こ、これだけの事を起こして、逃げられると思っているのか！」

「お、大人しく投降しろっ！」

　う～む……もしかして、我に言っているのだろうか？

　我はゆっくりと自分を指差す。

　兵士達は、ただ黙って頷いた。

　さすがに、七種類の花を貰おうとしている、この国の兵士達を相手に暴れる訳にはいかないので、我は大人しく捕まる。

　とりあえず、我の事をグレイブに伝えればわかってくれると言っておいたが、果たして伝えてくれるだろうか？

　まぁ、誤解は直ぐ解けるだろう。

　そう高を括くくっていたのだが、我は牢屋で一晩過ごす事になった。
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「………………まさか、本当に龍王様が牢屋の中に居るとか」

「おぉ！　グレイブよ！　我がわかるのだな。久し振りである！」

　翌朝、檻おりの前には頭を抱えたグレイブが居たので、我は気軽に声をかける。

　もちろん、このまま我を牢屋の外に出して貰えないだろうか？　という期待を込めて。

　それにしても、生まれて初めて牢屋で一晩過ごしたのだが、あまり楽しい経験ではなかった。

　何しろ、寝床が固すぎる！

　ただゴザを敷いているだけで、朝起きたら、体中がバッキバキに固まって痛いのなんのって！

　良くこんなところで人は寝れるものだなと思う。

　そもそも、龍の体であれば、どこで寝ようとも問題は無いのだが、人の体はこうも脆いモノなのかと実感した。

　そんな風に牢屋で寝た結果を考えていると、グレイブが自身の後ろに控えている兵士に合図を送り、牢屋の鍵を開けたので、我はそのまま外へと出る。

「う～む………………」

　体を解ほぐすように、その場で軽く運動を行う。

「一、二……三、四……五ぉ！　つ、つった！　足がつった！」

　余りの痛さに、その場で悶絶してしまう。

　ピクリとも体を動かさないようにして、ゆっくりと痛みが引くのを待つ。

　………………。

　………………この、痛みが少しずつ治まっていく感覚がちょっと心地好い。

　………………ふと、視線を動かせば、グレイブと兵士が、どこか優しい眼差しを我に向けていた。

　とりあえず、軽く浮かべた笑みを返す。

　少しすれば足の痛みも取れたので、問題無いかと軽く動かしていると、グレイブが声をかけてきた。

「それにしても、本当に驚かさないで欲しいな。賊を捕らえた兵士から報告を受けた時は、冗談だろ？　って思いましたが、念のために確認しに来て本当に良かった。マジで居るとは……。しかも、こちらは助けられた側であるのに……。龍王様を一晩牢で過ごさせる事になってしまい、本当にすまん」

　そう言って、グレイブが我に向けて頭を下げ、その後ろに居た兵士も慌てて頭を下げる。

　グレイブはワズの恩人で友達なので、言葉遣いも砕けたモノで構わないと邪神戦の時に言っておいた。

　なので、その事を気にする事はないが、我の人の姿を覚えていてくれた事にほっと安堵する。

「構わん。我も少々やり過ぎたと思っておったからな。このような処置になったのも致し方ないだろう。それより、我はもう解放されたと思って良いのか？」

「えぇ、もう自由にして貰って問題ない。話は通してあるから」

「なら、話の続きは別のところで行いたいのだが？」

「それもそうか。じゃあ、場所を変えますか」

　そして我は牢屋から出て、グレイブの案内で城へと向かう。

　王都の中は、昨日の事が噓であったかのように賑やかだった。

「まるで、何事も無かったかのようだな」

「いや、昨日の事があったからこそ、そんな事に負けるものかと逆に盛り上がっているだけさ」

　そうして話しながら歩いていると、グレイブは住民達から次々と話しかけられた。

　住民達は親しみを込めてグレイブに話しかけているのがわかる。

　グレイブも丁寧に返し、本当にゆっくりと進んでいく。

「……良い国だ」

「ありがとうございます」

　自国が褒められて嬉しいのか、グレイブが満面の笑みを浮かべた。

　そうこうしている内に、城へと辿り着く。

　ただ、城と言ってもまだ建設途中で外観すら満足に出来上がっていない。

　その事をグレイブに尋ねると、まずは住民達の住居を優先しているため、城は一番後回しになっているそうだ。

　対外的な意味で、簡易的な謁見の間と応接室は造っているそうで、その応接室へと向かっている事を教えられる。

「……ふむ。我は別に気にせんが、色々言ってきそうなのも居そうだな」

「まぁ、それなりには……。けど、まずは皆の住むところが先と嫁達も理解しているし、俺もそれぐらいの事を気にするような性た質ちでもないんで。まぁ一応、俺と嫁達の家も別にあるし、特に不自由はないかな」

　本当に気にしていないと笑うグレイブ。

　ただ、何も望まないからこそ、逆に力になってやりたくなる。

　とりあえず、ワズが帰ってきたら、この事を伝えて悪巧……何か良い知恵がないか相談してみるか。

　そのまま城へと入り、応接室と思われる部屋の中へと入る。

　部屋の中は物が少ないのだが、余り貧相には見えない程度には気を配って置かれているように感じた。

　まぁ、我はそういうのは全く気にしないので、ゆっくりと出来るだけで満足である。

　テーブルを挟んで、グレイブと向き合うようにソファーへと腰を下ろす。

　牢屋の中とは違う空気と、柔らかいソファーの感触を楽しんでいると、グレイブから声がかかる。

「今回の事は、本当に助かりました」

「……あの門から入ってきた者達の事か？」

「えぇ。実際、そういう勢力が居て、警戒はしていたけど、今回は裏をかかれたようなもの。……もし、あの武装集団が王都の中で暴れていたかと思うと、どれだけの被害を受けた事か……」

「まぁ、既に済んだ事である。我も思いのままに暴れただけだしな」

「それも報告にあった。随分とキレていたようだけど、一体どうして？」

「あぁ、それはな……」

　そして我は、ワズが現在どうなっているかと、ここまでの道程を簡潔に語る。

「……そんな事になっていたのか。まぁ、ワズに関しては問題無いだろうなぁ……。あいつなら、結婚式を挙げるために、絶対帰ってくるだろうし」

「それに関しては同意見だ。だから、ワズの事は心配していない」

「そうなると、後は結婚式を彩る七種類の花ですか？」

　そうであると、我は頷く。

「うむ。どうにか都合はつかないか？」

「う～ん……。実際、確かに今この国には沢山あるけど、もうほとんど使っちゃってるからなぁ……」

「それなのだが、どうしてそんなに使う必要があったのだ？」

「あぁ、七種類の花には結婚を祝う意味もあるけど、より大きな意味で、誕生を祝う意味もあるから、嫁達がこの国の誕生を祝うために頑張って集めてくれたんだ」

　なるほど。そんな意味もあるのか。

　グレイブの言葉に得心していると、当のグレイブは悩むように頭を搔く。

「けどなぁ……嫁達の頑張りも嬉しいけど、ワズの結婚を祝いたい気持ちもあるし……どうしたもんかな。さすがに、一度飾ったものを渡すのもアレだし……」

　う～ん……と悩むグレイブ。

　頼む！　もう頼れるのはここしかないのだ！　と、我は手を組んで祈った。

「……とりあえず、余ってるのがないか、嫁達に聞いてみるか」

「すまんな。頼む」

「それで、どれぐらい必要なんだ？」

「………………」

「………………」

「………………え？　どれぐらい……必要なんだろうか？」

「……さぁ？」

　我とグレイブは、共に悩む。

　そういえば、どれぐらい必要なのかを聞いていなかった。

　今更聞きに戻るというのも、どうなのだろう？

「……と、とりあえず、どれだけ数を揃えられるか聞いてくるわ」

「………………頼む」

　グレイブが部屋から出て行く。

　その瞬間、我はソファーの上で悶えた。

　うが～！　我とした事がとんだ失態を～！

　まさか、ここまできて、こんな簡単な事を忘れていたなんて！

　こうなったら、後はもうグレイブを信じるしかない。

　どれだけ用意してくれるかはわからんが、きっと充分な数を揃えてくれるに違いない。

　もし駄目だったら、素直に謝るしか………………いいや駄目だ。

　それだけは駄目だ。

　やはり、大陸中央の山で探すしかないか……。

　なぁに、我は龍王だ。

　花を見つける事など、造作もない事。

「待たせてすまん。とりあえず、事情を説明したら、両手で抱えるくらいの量は確保出来た」

　両手一杯に七種類の花を抱えるグレイブが部屋の中へと入ってきた。

「さすがグレイブ！　ワズの恩人ではあるが、我の恩人でもあるぞ！」

　我は喜びを露わにする。

　ありがとう！　ありがとう！

　両手一杯抱える程あれば、きっと充分だろう。

　これでやっと、目的の七種類の花を手に入れる事が出来た。
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　我は龍の姿へと戻り、悠々自適に空を飛ぶ。

　行き先はもちろん、大陸中央の山の頂にある自宅の城である。

　あの後、グレイブから両手一杯に抱える程の七種類の花を受け取り、我は「時空間魔法」の中に収納した。

　空を飛んで帰るので、その勢いで花弁が散らないためである。

　まぁ、何といっても、メアルに「時空間魔法」を教えたのは我なので、中には色々と入っているが、これぐらい余裕で入るのだ。

　それに、龍王である我に不可能は無いっ！

　………………いや、ワズ……と義母上様には勝てんが……。

　ともかく、七種類の花を用意してくれたグレイブには感謝の言葉を送り、早く届けた方が良いと、早々に城へと戻る事にした。

　もちろん、花の代金は渡してある。

　どうやら、レーガンは我にかなりの金額を持たせてくれたようで、グレイブからは貰い過ぎだと言われたが、感謝の気持ちとして押し付けた。

　まぁ、龍王である我に、人の世で使う金は必要無いというのもある。

　ただ、今回の事は無理を言って分けて貰ったので、これだけでは足らんなと、我はひっそり思う。

　やはり、ワズを巻き込んで、この国のためになるような事をするべきかと考える。

　さて、どんな事をしてみるか？　と考えながら飛んでいると、ふと目に付く存在があった。

「あれは……」

　二千人程の人が平原を進み、全く同じ方向へと向かっていた。

　しかも、全員黒のローブを頭から被っているのだが、武装しているのは姿形でわかる。

　それに、殺気も隠し切れていないので、怪しい事この上ない。

　このまま進むと……グレイブ国の王都か。

　………………。

　………………はっはぁ～ん。

　我、ピンときてしまった。

　さすが龍王である我。

　……この直感が……いや、我の才能が怖い。

　きっと、こやつ等の狙いは、グレイブの首……つまりはこの国そのものの可能性が高い。

　となると、こやつ等は、グレイブが言っていた警戒していた勢力であり、町で聞いた話の中に挙がっていた旧国王派とかいうのだろう。

　やれやれ、これから王都で戦いが起こるのか……。

　折角の式典だというのに………………全く、どうしてこう人というのは直ぐ戦いたがるのだろう。

　龍である我には全く理解出来んな。

　それに、グレイブの方も、警戒している相手なのだし、無策ではないと思われる。

　もしもの備えはしているはずであるし、今頃はこの動きを察知して挙兵しているかもしれん。

　だから、我が助力する必要は無い。

　そもそも、人同士が起こす争いに干渉する気も無い……のだが。

「………………はぁ～」

　我は大きく溜息を吐く。

　最近、こういう時にいつも思う事が出来た。

　ワズであれば、どうしていたかと。

　きっと、「グレイブさんにはお世話になったし、恩返しの意味も込めて、さっさと潰してさっさと帰るか」と言うのだろうな。

　……全く、我も大変な親友で義理の息子を持ったものだ。

　親友で義父として、おちおち恥ずかしい姿も見せられん。

　……まぁ、土下座とか、そういうのは遠くに投げ捨てておくとして。

　それに、グレイブには七種類の花を譲って貰った恩義もある。

　ならばここで、少しでも返しておくのも良いのではないか？

　我は笑みを浮かべ、地を歩く集団に向けて急降下する。

　集団の頭上を通過し、我の存在を脳裏に刻み付けさせた。

　何やら叫んでいるのが聞こえるが、興味は無いので放っておく。

　そのまま先頭を越え、集団の行く手を遮るように「ファイアブレス」を放ち、これ以上先に行く事は許さんと、一本の長い境界線を描く。

　炎で出来た境界線の前に下り、我は悠然と振り返る。

「グワオオオォォォッ！」

　我の咆哮を受け、集団の中に倒れる者が何人も居た。

　全く、咆哮程度でヘタるとは情けない。

「……く、黒い鱗うろこに大きな体たい軀く……まさか………………龍王ラグニール」

　集団の先頭に立つ者が、そう呟くのが聞こえる。

　ほう、どうやら、我の事を知っている者が居るようだ。

　……ワズは全然知らなかったが。

「……いや、そんなはずは……。そもそも、龍王を操る事など出来るはずがない。……となると、見せかけだけの只の龍と判断するのが妥当か」

　何やらぶつぶつと言っているが、良く見れば、その先頭の者は、他の者達よりも大柄で、身に着けている装備も違っている。

　恐らく、この者が集団を率いているのだろう。

　まぁ、それを知ったところで、我がやる事に変わりは無い。

　我は顔を高々と上げ、集団を見下ろしながら告げる。

「ここから先には行く事は許さん。命が惜しくば、そのまま振り返って帰れ」

　いざ戦いになると面倒なので、これで引いてくれると楽なのだが。

「……くっ！　たとえ偽者であったとしても、グレイブという者は亜人共だけではなく、龍すら従えるというのか……」

　先頭の者が悔しそうに歯嚙みする。

　だが、それと同時に、腰に下げていた剣を抜き、その切っ先を我へと向けた。

「だがそれでも！　龍すら殺してみせる！　この国を人の手に取り戻すために！」

「「「オオオオオォォォォォ～！」」」

　先頭の者の言葉に、集団が雄お叫たけびを上げて抜刀する。

　ただ、我は思う。

　要は、自分達が優遇されて好き勝手したいだけなのだと。

　やれやれ愚かだな。

　自分達とは違う種族を受け入れられないとは、何と度量の狭い事か。

　集団が叫びながら襲いかかってくる。

　さて、どうしたものか？

「ファイアブレス」で焼き尽くす事は簡単だが、それをやったのが我だとバレると、ワズと義母上様から怒られそうだ。

　これはグレイブが片を付けるべき問題だと思うので、殺す事も止めておいた方が良いかもしれん。

　となると、手加減して、気絶程度で終わらせておいた方が無難か。

　そう方針を決めている間も、集団から攻撃を受け続けていたのだが、我の鱗を貫く事は出来ていない。

　使用している武器は刃こぼれや折れたりして、次々と使い物にならなくなっていた。

　ふん。その程度の武器で、我の鱗を傷付ける事など出来んわ。

　これでも、ワズを相手に戦った事もあるのだ。

　我の頑強さを侮ってはいかんな。

「この愚か者共が。龍王を敵に回すという事がどういう事かを知るが良い」

　そう言って、我は腕を払う。

　それだけで数人が吹き飛んでいった。

　……軽いな。ちゃんと食べておるのか？

　別に殺すつもりは無いが、怪我ぐらいは覚悟しておいて欲しいものだ。

　そして、我は群がる集団を次々と払い飛ばしていく。

　気付けば集団が半分くらいになった頃、いい加減面倒臭くなってきた。

　そろそろ諦めて欲しいのだが。

　だが、その時、我は視界の端で別の動きを行う者達を捉える。

　残った集団の大多数は我へと向かってきているのだが、少人数が炎の境界線を回り込んで抜けようとしていた。

　その中には、最初に先頭に居た者も含まれている。

「……全く、本当に愚かだな。その程度の事で我から逃れられると思っておるのか」

　我は体を回し、尻尾を振り回して、群がる者達を弾き飛ばす。

「この龍王から逃れられるとでも？」

　そのまま飛び立とうとした時、「オオオオオォォォォォッ！」という歓声が響き渡る。

　炎の境界線の向こうから、新たな集団が現れたのだが、どうも様子がおかしい。

　何故なら、新たな集団は我が相手をしていた集団に襲いかかったからである。

　しかも、逃がさないように次々と捕縛していく。

　逃げ出そうとしていた少人数の方も、あっという間に囲まれて捕縛される。

　一体何事かと、よくよく見てみれば、新たに現れた集団は亜人種が多い事に気付く。

　もしや？　と思って見ていると、集団の中から馬に乗った者が近付いてくる。

　その者の顔を見て、我は全てを理解した。

「……中々準備周到ではないか、グレイブ」

「いいや、寧ろ出遅れたぐらいさ。でも、龍王様がここで抑えてくれたから、王都に被害は出なかったし、挙兵の準備も間に合った。助かったよ。ありがとう」

「………………まぁ、色々と世話になったからな」

　改めて言われると照れる。

　次々と捕縛されている様子を見ながら、我はグレイブに話を振る。

「それにしても、我がここに居ると良く気付いたな」

「あぁ、それは、龍の咆哮と燃える平原を見たという報告が上がったので、ピンときた。龍王様が、王都に攻め入ろうとしている旧国王派の相手をしていると」

　なるほど。

　どうやら、グレイブも我並に直感が働くようだ。

　さすがは我と同じく王であると言える。

　周囲の様子を確認してから、グレイブに話しかけた。

「もう大丈夫そうだな」

「えぇ、優秀なのが多いので」

「なら我は、そろそろ行かせて貰おう」

「ワズの結婚式は明日だから、急がないとな」

「その通りである。ではな！　また明日会おう」

「えぇ、また明日」

　そして我は、その場から飛び上がり、城に向けて急ぐ。
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　城に向けて飛んでいる時、我はふと思った。

　………………んん～、これはもしかして、七種類の花の数が少ないのでは？

　一度そう思ってしまうと、中々頭から離れず、飛行速度も落ちていく。

　……う～む。どうするべきか。

　確かに、七種類の花は手に入れた。……僅かではあるが。

　だが、向かっていない場所はまだ存在しているので、そこに向かえば、もっと手に入るのではないだろうか？

　それに、もっと集めれば、その分喜ばれるのではないかと思う。

　何より、我は龍王なのだ。この程度の数で満足して良いのか？

　いいや、良くない！

　幸い、まだ時間は残されているのだから、ここで他のところへ向かっても問題は無いだろう。

　何より、本気を出した我の飛行速度は、中々だからな。

　良し。そうと決まれば、次に向かうべき場所は城ではなく、大陸南にある……確か、イスコア王国だったか？　に向かおう。

　邪神戦の前に一度行った事もあるし、どこにあるかはわかる。

　そこには、我の友の一人である、人狼のゼアルが居るはずだ。

　ちょっと寄って、かなり助けて貰おう。

　うむうむと頷き、我は飛ぶ方向を変えて、イスコア王国の王都を目指す。







　王都イスコアへと着いた我は、早速とばかりに人化して中へと入る。

　時間的には、方向転換してから、そうかかってはいない。

　やはり、我の飛行速度は中々だな。

　王都の中は、かなり賑わっているというのが見て取れる。

　美味しそうな匂いを立ち上らせる屋台や、思わず見入ってしまう雑貨の数々……って、いか～ん。

　時間は残されているが、無駄にしてはいかんのだ。

　だが、どこに向かえば良いのだろうと考えていると、声をかけられる。

「失礼致します。龍王ラグニール様でしょうか？」

　そう声をかけてきたのは、眼鏡をかけた黒髪のメイドである。

　もちろん、初対面だ。

　これまでであれば、人化しているのに我の正体を一発で見抜いた事を喜ぶべきなのだが、何故か警戒してしまう。

　その黒髪のメイドから、只ならぬ雰囲気を感じているというのもあるのだが。

　………………。

　………………何故か心がざわつくというか、頭の中を警鐘が鳴り響いていた。

　逃げろ！　と、無意識の内に思ってしまう。

　だが、我は龍王として背を見せる訳にはいかない。

　意識をハッキリと保って、我は答える。

「うむ。その通りであるが、そなたは誰だ？」

「これは失礼しました。私の名はデオラーデ。ゼアル様の教育係をしているメイドでございます」

「おぉ、そうであったか」

「はい。それと、以前ですが、メギル様にお世話になった」

　その瞬間、我は踵を返して駆け出す。

　何故気付かなかった！

　このメイド……デオラーデから発される雰囲気は、義母上様に近いモノである事を！

　だが、数歩も行かない内に、デオラーデは我の前に先回りして現れた。

「者でございます。龍王ラグニール様の事も、たとえ人化していようとも気配で察知出来る程度には、己を鍛えているつもりですので、今後とも、どうぞ宜しくお願い致します」

　そう言って、デオラーデが我に向かって一礼した。

　何事も無かったかのように話を続ける辺り、只者ではないという事がわかる。

　………………これは、逃げる事は出来んな。

「うむ。そうであったか。こちらこそ宜しく頼む」

　このまま話を合わせ、早々に切り上げた方が得策だろう。

　そう判断した我は、早速本題へと移る。

「それでなのだが」

「事情は既に伺っております。七種類の花でございますね？」

「……どうして知っておるのだ？」

「龍王ラグニール様が、友であるワズ様の結婚式を祝うため、七種類の花を集めているという話を、少し前に伺ったからでございます。それと、近々ここにも現れるかもしれないと」

「一体誰からその話を？」

「メル様からでございます」

　………………ん？　どうしてここでメルが出てくるのだ？

　不思議に思っていると、デオラーデが続きを話す。

「少し前ですが、ワズ様の奥方様達とメル様が、王都イスコアへと所用で来られたのです。その際に、ゼアル様と私も少し協力致しまして、その時に聞いたのでございます」

「……なるほど」

　一体、どういう用件でここに来たのかはわからんが、噓ではないと思うし、あとでメルから聞けば良いか。

　何より、こうして話してはいるが、デオラーデからは義母上様と近い雰囲気を感じるだけに、体は無意識に逃げようとしているので、それを止めるのに必死なのだ。

　もう少し……もう少しの辛抱である。

　話が通っているという事は、七種類の花が用意されている可能性があるという事だ。

　それを受け取ってからでも遅くはない。

　だから、我慢……我慢だ。

　心の中で耐えていると、我の足が自然と跪ひざまずこうと動き出した。

　いか～ん！　デオラーデの雰囲気に、体が自然と土下座をしようとしている！

　くっ！　習慣というのは、非常に厄介だ。

　急がないと、この往来で土下座してしまう。

「そ、それで、七種類の花を用意してくれたという事なのか？」

「それが……申し訳ございません。王都内で集めた七種類の花は、全てゼアル様が持っていってしまったのです。ワズ様の結婚式を自分も祝うと申しまして」

「何だと！　では、ゼアルは今、どこに居るのだ？」

「更に数を増やすと、ここから南にある吸血鬼の国に居る、ベネド様を訪ねると仰っておりました」

　おのれ、ゼアル！　まさか、我の先回りをして、手柄を独り占めにするつもりかっ！

　しかも、ベネドにまで頼るとは！

　こうしてはおれん！　我も向かわねば！

「そうであるか。良い情報を感謝する。では、我もゼアルのあとを追おう」

「お力になれず、申し訳ございません」

　デオラーデが我に向かって頭を下げる。

　が、頭を上げ、眼鏡の位置を直した時の表情には、背筋が凍った。

「……もしゼアル様にお会いしましたら、一つ伝えて欲しい事がございます」

「う、うむ。聞こうではないか」

「ありがとうございます。龍王ラグニール様の懐の深さに、感服致します。では、伝えて頂きたい事ですが………………わかっておりますよね？　と、お願い致します」

　何を？　とは聞いてはいけないのだろう。

　………………。

「わかった。必ず伝えておこう」

「ありがとうございます」

　良い笑みを浮かべて、その伝言を請け負った。

　ふっ……ゼアルよ。

　どうやら、逃げられないみたいだぞ。

　そして我は、デオラーデから逃れるように、王都イスコアから出て、吸血鬼の国へと向かう。

　早く追いつかねばと急いで向かった甲斐もあって、あっという間に辿り着き、ゼアルを捜す。

　だが、どこにもその姿が見えず、困った我はその辺りに居た者へと聞いて回る。

　……この国には、筋肉モリモリの奴しか居らんのだろうか？

　聞いて回った結果、ゼアルは既にここから出て行っていた。

　しかも、ベネドと一緒に、大量の七種類の花を抱えて。

　おのれっ！　後手に回ってしまったか！

　こうなれば、ゼアルとベネドよりも先に、城へと辿り着かねば！

　そう思った我は、急いで城へと向かって飛び立った。
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　城へと大急ぎで戻り、メル達が居ると思われる部屋の扉を勢い良く開ける。

「今、帰ったぞ！　七種類の花も手に入れてきた！」

　そう言いながら、部屋の中を確認する。

　ゼアルとベネドの姿が無かったので、我の方が早かったという事に、ほっと安堵した。

　ふっ……やはり、我の飛行速度には敵かなわんか。

　安堵しながら改めて部屋の中を確認すると、メル達は全員居るのだが、我の言葉が聞こえていなかったのか、誰もこちらを見ていなかった。

　正確には、全員が全員、自分の目の前に飾られている服に集中して、周囲の音が耳に入っていないように見える。

　メル達が見ている服は、十着の純白の衣裳で、形はそれぞれ違うのだが、間違いなくアレが花嫁衣裳だろう。

　どうやら、全員が完成させたようだ。

「キュイ～！　キュイ～！」

「ふふふ。明日これを着て、結婚式を挙げるのよ、メアル」

「キュイ～！」

「私も嬉しいわ」

　メアルの嬉しそうな鳴き声に、メルも微笑みを浮かべる。

　その後、そっと目元を拭っていた。

　………………我も明日の事を思うと泣きそうになる。

　だが、我は龍王！　涙は見せん！

　目をギュッと閉じ、グッと堪える。

「ふぅ～……何とか間に合ったな」

「そうね。一時はどうなる事か怪しかったけど、良かったわ」

「何とかワズ様が戻られる前に出来て良かったです」

「これで後は、明日を迎えるだけだな」

「それだけじゃありませんよ～」

「……七種類の花は？」

「それもあったな。龍王様に、獣人国が原産地だと教えておけば良かった」

「それにしても遅いな～、龍王様。もっと簡単に集められると思ったけど、悪い事したかな」

「別に良いんじゃない？　だって、遊び相手のワズが別世界に行って、龍王様暇そうにしてたし」

　うんうんと頷くワズの嫁達。

　その中には、当然メアルも居り、メルも同様に頷いていた。

　んん？　……いや、確かに暇そうに見えたかもしれんが、我ってここではそういう認識なのか？

　というか、先程声をかけたはずなのに、我の事に気付いていない。

　………………何だろうか。

　ここはマイホームのはずなのに、全然龍王として扱われない。

　大陸中を飛び回っていた時の方が、龍王として扱われていた気がした。

　しょんぼりとしながら、もう一度声をかけようとした時、後方から声がかかる。

「……ん？　そんなところに突っ立って、何してるんだい？」

　その声だけで、ビクン！　と反応して、背筋を正してしまう。

　最早、条件反射である。

　ゆっくりと振り返ると、やはりそこには義母上様が居た。

「義母上様、急に声をかけないで下さい。びっくりしてしまうので」

「どうして私がお前の状況を考慮しなきゃいけないんだい？」

「いえ、そういう事ではなくてですね……」

　ワタワタと慌ててしまう我。

　義母上様が強く睨んでくる。

　いっか～ん！　このままでは、土下座して説教されるコースだ！

　それだけは回避せねばならん！

　これ以上龍王としての威厳を失うのは、不味い気がした。

　なので、早速とばかりに義母上様に何か言おうとしたのだが、またもその前に後ろから声がかかる。

「あらあら、あなた。……黙って覗き見ですか？」

　メルである。

　微笑みを浮かべているのだが、何故か恐ろしいモノを感じた。

「い、いや、覗き見ではなくてだな、帰った事を伝えようと」

「何だい？　私の話は無視するのかい？」

　義母上様が話しかけてきたので、そちらの方を向く。

「いえ、まずは」

「あらあら？　私の事は二の次ですか？」

　メルの冷たい声が聞こえる。

　ぐぬぅ！　一体どうすれば良いのだ。

　前門にメル、後門に義母上様………………どう考えても詰んだな。

　ワズよ！　早く帰ってきてくれ～！　そして、我を助けてくれ～！

　もうどうしようもないと、我は頭を抱える。

　すると、メルが優しい微笑みを浮かべた。

「ふふふ。冗談ですよ。お母様も、余りからかわないで下さいね」

「全く、娘に言われたんじゃ、仕方ないねぇ」

　義母上様も、やれやれと頭を搔く。

　どうやら、大丈夫そうな雰囲気に、我はほっと胸を撫で下ろした。

「それで、どうでしたか？　息抜きのつもりで七種類の花をお願いしましたが」

「息抜きだったのか……。まぁ、良い時間ではあった。気遣い感謝するぞ、メル」

「ふふふ。妻ですからね。夫の事は良くわかっていますので」

「敵わんな、メルには」

　メルと向き合い、笑みを交わす。

　やはり、最高の妻だな！　メルは！

　うんうんと頷くのだが、部屋の中を見て、ふと気付く事があった。

「そういえば、女神様達の姿が見えんがどこへ行ったのだ？」

「少し前に連絡があったそうで、ワズさん達を迎える準備をしているはずです」

「そうか」

　どうやら、ワズ達も結婚式までに戻ってこれるようで、ほっと安堵する。

　すると、ワズの嫁達から声がかかった。

「キュイ～！」

「仲睦まじいところ失礼するが、それで花はどうなったのだ？」

「見たところ持っていないようですし、城の外でしょうか？」

「早く飾らないと、ワズ様が帰ってきてしまいます」

「休む暇も無いが、頑張らないとな！」

「いよいよ、明日ですからね～」

「……頑張る」

「龍王様、最初に獣人国が原産地だと言っておけば……申し訳ない」

「それで、どれくらい集めてくれたんですか～？」

「言い出したのは私だったのに……ありがとうございます。龍王様」

　何やら期待の眼差しを向けられた。

　グワッハッハッハッ！　安心しろ、ワズの嫁達よ。

　我はきちんと七種類の花を集めてきたぞ！

　そして我は、「時空間魔法」を発動させ、中から七種類の花を取り出して見せる。

「………………」

『………………』

　………………言いたい事はわかる。

　数が少ないと言いたいのだろう。

　だが、そこは、ちゃんと集めてきた事を評価して貰いたい。

　数は少ないかもしれんが、気持ちは充分に注いでいるのである。

　どうか、それでひとつ……。

　そう結論を出している間も、誰も何も喋らない。

　ジッと、我が持っている七種類の花へと視線を注ぐだけである。

　………………あっ！　わかったのだ！

　七種類の花の美しさに感動して、何も言えなくなったのではないだろうか？

　そういう事かと思っていると、カガネが恐る恐る声をかけてきた。

「……えっと……龍王様」

「ん？　どうしたのだ？」

「………………これだけですか？　それとも、まだ『時空間魔法』の中に仕舞っているとか？」

「いや、これだけだが？」

　一体何が聞きたいのだろうと、首を傾げる。

　すると、我以外の全員が、同時に溜息を吐いた。

　ん？　どうしたのだ？　と思っていると、メルが困ったように告げる。

「……あなた、七種類の花は、式場に飾る予定なのですよ。……はっきり言えば、全然足りません」

　やはり、そっちであったかぁ～！

　でも、頑張ったよ！　我、頑張ったよ！

　無かったから！　どこに行っても無くて、これだけ貰うまでにも苦労したのだが……。

　なので、どうか、これで手を打って頂きたい。

　自然な流れで土下座して頼もうとするが、その前に、ワズの嫁達も、どうする？　と相談を始め、カガネが転移魔法で探しに行くしかないかと話していた。

　となると仕方ない。ここはやはり、我ももう一度探しに行くしかないか。

　もう残っているとは思えないが……と、そう思った時に、思い出す。

　確か、ゼアルとベネドが、七種類の花を持ってこようとしている事を。

　その事を伝えようとした時、城の外から声が届く。

「「「「「お～い、ラグニールは居るか～？」」」」」

　聞き覚えのある声に、我は城の門へと向かい、その後を、メル、義母上様、ワズの嫁達も一緒に付いてくる。

　そして、門へと辿り着いた我達が見たのは、周囲一帯が七種類の花で輝く光景であった。

「……これは一体どういう事だ？」

　花の中に埋もれるようにして、こちらに視線を向けている、ルト、ニール、ガイン、ゼアル、ベネドに尋ねる。

　ルト達は顔を見合わせ、苦笑いを浮かべた。

「いや、ラグニールがリニックから出て行った後、丁度入荷したから、必要だと思って運んできたんだ」

「こちらもルトと同じじゃ。次の日に大量に入荷してのぅ」

「いや～、新しい花畑を造っていた事をすっかり忘れていての。そこから持ってきた訳だ」

「イスコア王国内にある七種類の花を、全て集めてきたぞ」

「無論、我が国で栽培していたのも全てな」

　お、おおぅ。ルト達の言葉に、喜んで良いのか悩んでしまう。

　………………だがまぁ、こうして大量に揃った訳だし、数が足りないという問題は無くなった訳だ。

　それに、こうして持ってきてくれたのだから、そこには感謝しかない。

「ありがとう……ありがとう……。正直言って、助かったぞ。感謝する」

「何を言うかと思えば」

「ワシ等は友なのじゃ。助け合うのは当然であろう？」

「その通りだな！　それに、ワズの結婚式なのだ！　盛大に行わんとな！」

「色々とお世話にはなったし、これぐらい軽いものだ」

「ワズ達は娘の結婚式にも来たしな。友として祝うのは当然である！」

　メル達もそれぞれ七種類の花を手に取って、喜色満面で、ルト達に感謝の言葉を送っている。

　……んん？　我も結構頑張ったと思うのだが……何やら、ルト達の方がかなり好印象である。

　………………ふむ。とりあえず、何やら悔しいので、早速とばかりにゼアルへ伝言を送る事にした。

「ゼアル、お主に言っておく事があるのだ」

「ん？　何だ？」

「……わかっておりますよね？　と、デオラーデから」

　最後まで言う前に、ゼアルが逃げようとしたので捕まえる。

「止めろ！　放せ！　来る！　きっと、あのメイドはここに来る！　私はワズの結婚式を遠くから見守るから放してくれ！　友達だろう？」

「えぇい！　ジタバタするな！　覚悟を決めろ！　それに、あのような雰囲気を持つ者から、逃げられる訳がないだろう？　大人しく相対した方が、傷が浅く……済むかはわからんが、もしかすれば、少しは優しくなってくれるかもしれん！」

「本当か？」

　その問いに、我はさっと目を逸らす。

　さぁて、これで後は、式場の準備と、ワズ達が帰ってくるのを待つだけであるな。

「否定してくれよ！」

　否定は出来ん。

　だが、我は決してゼアルを逃がさない。

　何故なら、もしここでゼアルを逃がせば、その矛先が我に向きそうだからである。

　共に苦労を分かち合おうではないか？　友達だろう？

　そして我達は、総出で七種類の花を式場に飾っていった。

　ちなみに、我が持ってきた分の花は、ワズの嫁達が持つブーケとして使われる事になる。
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　翌日、起きると紅茶で軽く喉を潤し、軽く準備運動をして、俺達は地下十六階に向けて出発した。

　といっても、階段を下りるだけだが。

　結婚式まで、あと一日。出来る事なら、今日中に元の世界へ帰りたい。

　当日はちょっと……。

　ただ、問題なのは、地下十六階からである。

　この地下迷宮は、地下二十階までしかないようなので残り僅かなのだが、地下十六階からは地図も情報も無いので、かなり時間がかかるかもしれない。

　それにしても、この地下十六階からは、一変するとか何とか言っていたような覚えもあるんだけど、これまでとどう違うのだろうか？

　少しだけ不安に思いながら、階段を下りきった。

　そして、俺達の目に映ったのは………………森である。

「………………森……だよな」

「そうですね。間違いなく森かと」

「森だね～」

　フロイドとシロが同意を示すように、本当に森が広がっていた。

　しかも、空には太陽が昇っているし、地下十五階までと違ってかなり広そうに感じる。

　その上、空気も陰鬱としたモノではなく、非常に澄んでいた。

　後ろを確認してみれば、地下十五階への上り階段がポツンとあるだけだ。

　ここが地下とは思えないので、フロイドに尋ねる。

「……ここが、地下十六階で間違いないんだよな？」

「はい。間違いありません」

「……でも、外だよね？　……どうなってんの？　これ」

「推測ですが、空間拡張の魔法で敷地面積を広げ、幻影の魔法で森を見せている」

「でも、触れるぞ」

　ペシペシと、近くにある木を叩く。

　これが偽物であるとは、どう考えても思えない。

「えぇ、ですので、もう一つの可能性としましては、階段の出入り口に転移の魔法を設置し、地上のどこかと繫がっているようにしているのでしょう」

「まぁ、地下にあるとは思えないし、太陽も昇っているんだから、そう考えるのが自然か。……そうなると、この森のどこかに、地下十七階への階段があるわけか」

「そうなりますね」

「………………広そうだな～」

「広そうですね」

　辟易する俺の言葉に、フロイドが同意する。

　この中から下に向かう階段を探すのか～………………時間かかりそう。

　何も指針が無い状態では、苦労するだろうなぁと思っていると、フロイドが俺に向かって一礼する。

「お任せ下さい、ワズ様」

「何を？」

　答える前に、フロイドは周囲を窺うように、その場でゆっくりと一回転した。

　そして、一つの方向を指し示す。

「恐らく、地下十七階への階段は、この方向に向かえばあるかと」

「……そう言うなら、そっちの方へと向かうけど、どうしてわかるんだ？」

「魔法の痕跡とでも言いましょうか、地下十五階への階段と同じような存在を感じるのです」

　いやもう何かほんと、フロイドに関しては何でもアリだな。

　さすが、創造神とでも言うか、色々と規格外である。

　これで力が落ちているとは、とても信じられない。

「いえいえ、たとえ元の力を取り戻したとしても、純粋に力だけであれば、ワズ様の方が圧倒的に上でございます。私はせいぜい、その他の様々な細かい事に特化しているだけですので」

　……うん。さらっと心を読むのに長けているのは間違いないな。

　まぁ、良いけど。

　それに、このままここで立ち往生していても仕方ない。

　進むべき方向はわかったのだから、さくさく行かないと間に合わないし。

　俺は、ゆっくりと全員の顔を見ていく。

「道案内はお任せ下さい、ワズ様」

「精一杯フォローさせて頂きます、ワズ様」

「ワズのために頑張るぞ～！　お～！」

「さっさと行って、さっさと帰りましょ」

「これからズードの奴との戦いかぁ～！　楽しみだ！」

「皆様、頑張っていきましょう！」

「しゃーす！　やってやりましょう！」

「早く向こうの世界を飛び回りたいわ～」

　……まっ、やる気があるという事で。

　そして俺達は、フロイドが指し示す方向へと進んでいく。

　魔物も当然のように居て、動物型や虫型の他に、植物型などを見かけ、聞いていた話のように、その強さや厄介さは、地下十五階までの魔物とは比べものにならない程に違う。

　厄介なのは、やはり森の中という事で視界が悪く、どこから襲いかかってくるのか、わかりにくいという事だ。

　かなりの手て練だれ……俺達の世界でいうＳランク、Ａランク冒険者クラスでないと、思うように進む事は出来ないと思う。

　けれど、それは一般的というか、普通であった場合だ。

　何しろ、ここに居る俺達は、全員が全員、人の枠に収まらないのばっかりなので……。

「「「キシャアアアァァァッ！」」」

　木の上や陰から、猿のような魔物が何匹も徒党を組んで現れた……かと思えば、即座に前へと飛び出したファファルによって叩きのめされる。

　すると、隙を突くように木に絡んでいる植物の蔓つるが、俺達を縛り上げようとして……闇女神さんの手刀でバッサバッサ切られた。

　他にも、色々な魔物が出てくるのだが、他の皆によって瞬く間にやられていく。

　正直言って、俺が手を出す暇も無い。

　けれど、俺以外にも戦っていない者も居る。

　フロイドだ。

　まぁ、フロイドには道案内を頼んでいるので、別に戦わなくても問題無いのだが、実際はそうではない。

　では、何をしているのかというと……。

「おぉ！　こんなところに美味しそうな木の実が！　それにあちらには、果実がたわわに実っています！　ほほぅ……この動物の肉は、食肉として上等な部類ですね」

　一心不乱に食材を集めていた。

「……そんなに食材を集めてどうするんだ？」

「もちろん、『時空間魔法』の中に収納しておくのでございます。何しろ、ここには食材となる物が豊富にありますからね。それに、この一週間程の間で、備蓄していた分がかなり減りましたので、補充しておかないと」

「……何か、ごめんなさい。好きに補充して下さい」

　俺は食材を集め続けているフロイドに謝る。

　そのかなり減ったという分の大半は、俺達が食したので。

　何しろ、こちらの世界に召喚されてから、あまり長い時間をかけて町に寄る事も出来なかったし、大半は移動に費やしてしまった。

　なので、ご飯は基本的にフロイドが用意したのを食べていたのだ。

　それを思うと、ここはフロイドの好きにさせる事に異論は無い。

　皆も、フロイドのご飯の恩恵を受けているので、当然文句も出なかった。

　偶たまにフロイドの食材集めを手伝いながら進んでいくと、森の中にポツンと階段が現れる。

　階段は下へと向かっているので、ここが地下十七階へと通じているのは間違いない。

　けれど、そのまま向かう事はしなかった。

「そういえば、朝は紅茶しか飲んでないし、まずは朝食を頂いてからにするか」

「そうですね。食材もたんまり手に入りましたし、存分に腕を振るいましょう」

　まずは腹ごしらえと、フロイドお手製の朝食を頂く。

　使う食材はもちろん、この地下十六階で手に入れたものだ。

　フロイドの腕が良いのもあるが、食材の質も悪くない。

　うま、うま。

　見れば、皆も笑みを浮かべて美味しそうに食べている。

　……う～ん。今度、俺も料理をきちんと覚えようかな。

「何でしたら、私が一から全てをお教えしますが？」

　またフロイドに心を読まれた。

　そんなにわかりやすいのだろうか？　俺は。

「……なら、お願いします」

「かしこまりました。ですが、私で宜よろしいのですか？　奥様達に教えて頂いた方が、料理も上手くなり、仲も更に親密になるという、お得感が満載ですが？」

　それがあったな！　天才か？　フロイド。

　………………でもなぁ。

「やっぱ、フロイドに教わるよ。料理が上手くなって、奥さん達を驚かせて喜ばせたいし」

「なるほど。では、及ばずながら、ワズ様の手助けをさせて頂きます。ですが、奥様達に教わりつつ、その合間に私に教われば、上手くなる、親密になる事に加え、ワズ様の吞み込みが早いと、褒められるかもしれませんね」

　それだ！　大天才か？　フロイド。

　是非そうしよう。いや、そうするべきだ！

　フロイドに教わるのは確定なので、宜しくお願いしますと頭を下げる。

　そして俺達は朝食をきちんと頂き、地下十七階へ向けて階段を下りていく。

　地下十七階は、砂漠地帯だった。

「暑いよ～……」

　シロが暑さにまいっている。

　ん～、そんなに暑いかな？

　周囲を確認すると、砂漠の暑さにまいっていたのは、シロを始め、ティアン、ファファル、ナーゼ、ジルン、リイシャさんである。

　俺、フロイド、闇女神さんは平然としていた。

　俺が平気なのは、多分スキルの「状態異常ほぼ無効」が関係していると思うんだけど、フロイドと闇女神さんは……やはり神の力とかだろうか？

「これは、さっさと進んだ方が良いかな？」

「賛成でございます」

「さっさと行こう、主ぬし様」

「暑いのは嫌いよ～」

　俺の言葉に、ティアン、ファファル、リイシャさんが即座に同意を示す。

　シロ、ナーゼ、ジルンもうんうんと頷うなずいていた。

　なので、地下十六階の時と同じように、フロイドに向かうべき方向を示して貰もらい、俺達は先を急ぐ。

　それでも暑さには負けてしまうようで、シロ達の足取りは少し重い。

「……仕方ないな」

　闇女神さんが魔法を発動させると、俺達の周囲を半透明の膜が覆い、何となく快適になったような気がする。

　ただ、この変化は、暑さにまいっているシロ達にとっては劇的だった。

「何か涼しい！」

　シロが嬉しそうに笑みを浮かべる。

　その姿を見て、闇女神さんが微笑んだ。

「私達の周囲の空気を少し冷やす結界を張っておいた。ただ、範囲は極僅かだから、そこから出ると、また暑さを感じるようになるぞ」

「さっすが、闇女神様！」

　シロが、ありがとうと、闇女神さんに抱き着く。

　満更でもない表情を浮かべて、闇女神さんがシロの頭を撫でる。

　暑さにまいっていた者達は、口々に闇女神さんに感謝の言葉を送っていた。

　いつも通りの速度に戻り、俺達はさくさくと進んでいく。

　当然、魔物も出てくるのだが、撃退は俺とフロイドが担当した。

　闇女神さんは結界の維持で動かさない方が良いし、シロ達は暑いのが嫌と、結界の外に出たがらなかったからである。

　戦い大好きっ子であるファファルですら、俺とフロイドに任せると、結界の中で待機していた。

　まぁ、気持ちはわからなくもないので、別に構わない。

「ワズ様と二人だけで戦うのは、久し振りですね」

　サソリの魔物を手刀で屠ほふるフロイドが、そんな事を言ってきた。

「そうだったか？　……あぁ～、確かに久し振りかもな。この前は……何だっけ？　変な仮面を出した時だっけ？」

　地中から飛び出してきた巨大なミミズを摑み、投げ飛ばしながら答える。

　何だっけ、あの仮面……確か……。

「こちらでございますね？」

　そう言って、フロイドが執事服の中から、白黒模様の牛マスクを取り出す。

　そうそう、それそれ。

「懐かしく思いますね。……このマスクを被ったワズ様の雄姿……このフロイド、片時も忘れた事はございません」

「いや、被った事無いよねっ！　事実を捻じ曲げないで下さい！」

　いやいやいやいや、無いから！　投げ捨てた覚えはあるけど、被った覚えはありません！

　何やら熱い視線を感じたので、そちらの方へと向く。

　すると、ファファルがキラキラと目を輝かせていた。

「なるほどっ！　確かに、正義の味方は顔を隠さないといけないからな！」

　……えぇ～……ファファルはそっち側ですか～？

　フロイドが、ファファルの言葉を受けて深く頷き、嬉しそうに笑みを浮かべる。

「急いで戻りましょう、ワズ様」

「え？　どうしたの？　急にやる気を出して」

　大きなトカゲを蹴り飛ばしながら尋ねる。

　フロイドは、急に動き出したサボテンの魔物を魔法で切り刻みながら告げた。

「急いで元の世界に戻り、ファファル様用のマスクを作るという目標が出来ました」

「うん。戻るのは賛成だけど、マスク作りは全力で阻止したい！」

「主様～！　余はマスクが欲しいぞ～！」

　ぐっ！

「………………ま、まぁ、ファファルが望むのなら……」

「全力で、会心の出来のマスクを作製させて頂きます」

「ありがとう～、主様～！」

　ファファルが俺に向けて、元気良く手を振ってくるので、俺も軽く振り返す。

　……何だろう。少し早まった感がある。

　ただ、全部は元の世界に帰ってからなので、今は先を進む事に集中しよう。

　そこからも、変わらず魔物の相手は俺とフロイドが行い、シロ達は結界の中で待機していた。

　途中で見かけたオアシスで一旦休憩し、進路から外れた場所にあった三角形の建築物を無視し、地下十八階への階段を見つける。

「漸ようやく暑さから解放される～」

　シロの言葉に、暑さが苦手だったファファル達が深く頷く。

　結界内は快適だったと思うが、多分気持ちの問題だろう。

　そして俺達は、地下十八階に向けて階段を下りる。

　地下十八階は、小さな砂浜と、辺り一面海だった。

　これはまた………………面倒そうだな。

　溜息を吐き、俺はフロイドに尋ねる。

「もしかしてだけど……」

「はい。どうやら、地下十九階への階段は、海の中にあるようです」

　そう言って、フロイドが海を指し示す。

　やっぱりかぁ……。

「海の中となると……どう進めば良いんだ？　そんな魔法ってある？」

「ふむ……水中呼吸が出来るようになるのはございますが、地上と同じように動くというのは難しいかと。それに、海中には魔物が居るでしょうし、邪魔されるのは間違いありません」

　そうなんだよなぁ……。

　確実に魔物は居ると思う。

　邪魔されるのは目に見えているし、身動き取れないのは困る。

　俺一人であれば、「完全神格化」や「神邪人化」すれば、どうにでもなるのだが、龍であるナーゼ達の事を考えれば、出来れば安全なルートを確立したい。

　どうしようかと、フロイドと共に悩んでいると、ティアンが声をかけてくる。

「地下十九階への階段は、海中にあるのですよね？　向かわれないのですか？」

「いや、どうやって進もうかと思って」

「それなりの人数で海中を進むのですから、まずは安全に進める方法を確立しようと」

「なるほど。海中を進むのが問題なのですね。では、こうしましょう」

　そう言って、ティアンが海に向けて魔法を発動した。

　すると、ザザザッという大きな音と共に、海面がパッカリと二つに割れた。

　いきなり現れた海底では、ピチピチと魚が跳ね……魚形の魔物も同じように跳ねている。

「………………割れたね」

「………………割れましたね」

　俺の感想に、フロイドも同じ事を言う。

　割れた海面から視線を外し、俺とフロイドは視線を合わせて、一つ頷く。

「これで問題は解決か」

「はい」

「凄いね、ティアン」

　俺とフロイドがティアンへと視線を向けると、恥ずかしそうに頰を染める。

「いえ、そんな事はございません。元々、水関係には強かっただけですので」

　なるほど。水関係に強いのか。

　……あぁ、だから、ティアンに「水」のクリスタルが任されたのかな？

　ただ、進むべき方向に海を開いた訳ではないので、まずは一旦元に戻して貰う。

　ピチピチ跳ねていた魚達も苦しそうだったし。

　そして、進むべき方向に向かって、新たに海を割って貰おうとしたのだが、フロイドから待ったがかかる。

「ワズ様。そろそろお昼になりますので、ここでお昼ご飯と致しませんか？」

「あぁ～、もうそんな時間？」

「はい。私の腹時計と、懐中時計がお昼を告げております」

「うん。懐中時計だけで良かったよね」

　フロイドの言う事ももっともだったので、俺達は砂浜の上でお昼ご飯を頂く事にした。

　ちなみに、食材はこの場が海という事もあり、総出で集めた魚介類である。

　その際、俺、フロイド、シロの三人で、釣りを試みたのだが、誰が一番大きな魚を釣れるかと張り合い、俺とフロイドは欲に塗まみれた結果、小魚しか釣れず、純粋に釣りを楽しんだシロが大物を釣り上げるという結果で終わった。

　どうしてこう、狙うと引き当てないのだろう。

　そして、皆でお昼ご飯を頂いた後、ティアンに海を割って貰って、そこを進んでいく。

　途中、割れた海面から大きな魚の魔物や、巨大なイカやタコが襲いかかってきたが、ファファルの一撃で沈んだり、その時だけ元の大きさに戻ったナーゼ達によって食べられたりと、特に危険な事も起こらなかった。

　そんな事を繰り返している間に、地下十九階への階段を見つけ、そのまま下りていく。

　地下十九階は、地上のどこかに繫がっているようではなく、普通の迷宮っぽかった。

　雰囲気としては、地下十一階からの古い神殿のようなモノに近い。

　でも、この地下十九階を突破すれば、あとは地下二十階を残すのみだ。

　なので、フロイドに方向を指し示して貰おうと思ったのだが、そのフロイドが難色を示すというか、何か考え込んでいた。

「どうしたんだ？　フロイド」

「いえ……少々厄介だと思いまして」

「厄介？　何が？」

「どの方向に階段があるのかは、何となくですがわかります。ですが、迷宮というのは複雑に入り組んでいるもの。その方向に向かえば良いという訳ではございません。時には、遠回りするのが正解という事もあるのです」

　……なるほど。確かに、そういうのもあるかもしれない。

　けれど、今の俺達には方向しか頼れるものがなく、地下十九階の正しい進み方がわからない以上、手当たり次第に進んでいくしかない……か。

　皆も同じ意見なのか、俺に向かって頷いてきた。

　そして俺は先頭に立ち、前に一歩踏み出す。

『巨大迷路ヘノ入場者ヲ確認シマシタ。チケットヲ、オ受ケ取リ下サイ』

　そんな言葉と共に、俺達の真横の壁に設置されていた四角い箱から、一枚の紙が出てくる。

　……ん？　巨大迷路？

『………………』

　予想外の事で、誰も何も言わない。

　顔を見合わせて、どうする？　と、目と目で会話を行う。

『………………早ク、チケットヲ、オ取リ下サイ』

　四角い箱から、再びそんな言葉が聞こえる。

　怪しい事この上ないので、俺達は誰もその紙を取ろうとしない。

　すると、またしても、四角い箱が言葉を発する。

『………………チッ、早ク取レヨッ！　何グズグズシテンダッ！』

　いきなり口調が乱暴になった。

　そんな風に言われて、誰も取る気なんて湧いてこないと思う。

　ただ、取らないと永遠に言葉を発し続けるのかな………………まぁ、紙を取るくらいなら良いか。

　ピッ！　という紙が切れる小さな音と共に、俺は紙を手にする。

『サッサト取レヨナ、コノ愚図メッ！　………………アリガトウゴザイマシタ』

　隠せてないから！　取って付けたように、最後感謝していたけど、乱暴な口調は隠し切れてないから！

「その紙はチケットと言っていましたが、何なんでしょうか？」

「……さぁ？」

　手に取った紙を確認する。

　裏面と思う方には何も書かれておらず、表面と思われる方には、「巨大迷路に挑戦！　チェックポイントを通過して、ゴールを目指そう！」と書かれていて、その下に四つの丸が記されていた。

　更に紙の下の方には、小さな文字で「注意：たとえ巨大迷路内で迷われ、そのまま死亡したとしても、こちらには一切の責任はございません。冒険者の皆様は、必ず脱出の手段を用意してから挑まれる事を心掛けて下さい」と書かれている。

　………………なんのこっちゃ。

「ふむ。どうやら、地下十九階はかなり広大な迷路となっていて、四つのチェックポイントを通過していく事で、ゴール……つまり、地下二十階への階段に辿り着くようになっているのでしょう」

　フロイドが紙を覗き込みながらそんな事を言うが、多分それが正解なのだろう。

　広大な迷路とか、何とも時間がかかりそうで嫌になる。

　けれど、そうなると一刻も早く動いた方が良いのは間違いないので、俺達は歩を進めた。

　だが、どれだけ進もうが、直ぐに分かれ道へ出るだけで、きちんと先に進めているのかどうか判断が出来ない。

「……これ、ちゃんと進めてんのかな？」

「どうでしょうか？　迷路というのは方向感覚を狂わせますし、正しい道順を進んでいたとしても、それを正しいと認識出来ないものですから」

「あっ！　行き止まり～！」

　シロが指差す方向には、ただただ壁だけがある。

「……まぁ、この道は正しくは無かったって事だよね」

「そうですね。……では、一つ前の分かれ道まで戻りましょうか」

　頷いて、別の道を進んでいく。

　……行き止まった。

　また、別の道を進む。

　………………行き止まった。

　選択してない、別の道を進む。

　…………………………行き止まった。

　迷路内にあった木の棒を使い、倒れた方の道へと進む。

　……当たり前のように行き止まった。

「うがぁ～！」

　ファファルがキレた。

　まぁ、それも仕方ないだろう。

　どれだけ進んでも行き止まりにしかぶつからないし、チェックポイントにすら辿り着いていないのだから。

　一体どれだけ広大な迷路なんだと、嫌になってくる。

「全然魔物が居らん！　戦えなくてつまらん！」

　えぇ～……そっちぃ～……。

　けれど、ファファルの言う通り、魔物が一切現れない。

　……最初、魔物が現れない事は、気が楽かと思ったけど、何と言うか……変化も無いまま迷路内を歩き続けるのは、精神的にこたえる。

　ぼーっとするというか、思考力の低下と共に、やる気も減退していった。

　なので、ファファルの気持ちも何となくわかる。

　何かこう……些細な事でも良いから変化が欲しい。

「ファファルに賛同するという訳ではありませんが、少々疲れたのは事実です」

「私も～……同じところをぐるぐる回っているような気がして、いや～」

　ティアンとリイシャさんが、はぁ……と溜息を吐く。

　見れば、シロ、闇女神さん、ナーゼ、ジルンも、どこか疲れた表情を浮かべていた。

　フロイドは、さてどうしたものかと、何やら考え込んでいるように見える。

「くぅ～！　ズードめぇ！　さっさと出てくれば良いものをっ！」

　そう叫びながら、ファファルが迷路の壁に拳をぶつける。

　その衝撃で壁にひびが入り、パラパラと小さな欠かけ片らが落ちていく。

　だが、壁に入ったひびは、まるで傷が癒えていくかのように消えた。

　どうやら、勝手に元の状態へと戻るようになっているみたいだ。

　その一連の出来事を見た時、ふと思う。

　……あれ？　……もしかして……。

　う～ん……と考える。

　………………出来ない事はないと思うんだけど、やって良いのかな？

　何というか、こう……人としてというか、迷路に入った者として、それは反則のような気分というか……。

　でも、残り時間は余り残されていないのは間違いないし、今は手段を選んでいる時ではない。

　俺は一つ頷く。

　そうすると決めたからには、即座に行動へと移ろう。

「フロイド。階段がある方向はどっちだ？」

「何かお考えがあるのですね。少々お待ち下さい」

　特に何かを言わなくても色々察する執事、フロイドが、ゆっくりと一つの方向を指し示す。

「あちらでございます」

「わかった。ありがとう」

　フロイドが指し示す方へと向き、俺は念のために「完全神格化」状態へと変わり、行く手を阻む壁へと拳を打ち付ける。

　思っているよりは堅い壁だったが、さすがに俺の拳には耐えきれないと、大きな穴が開く。

　その先に別の道が見えた。

「さっ、早く抜けないと元に戻ってしまうから、行くぞ～」

　壁に開いた穴がゆっくりと塞がっていく。

　その前に、俺達は穴を通り抜けて別の道へと移動した。

「なるほど。わざわざ迷路に付き合う必要は無いという事ですね」

「あはは～、何か反則みたいだけど、今は仕方ないかぁ～」

「これで先に進めるなら、別に良いんじゃないか？」

「そうですね。正直言って、飽き飽きしていましたし」

「主様、主様。余もやってみて良いか？」

「……皆様にかかれば、迷路も関係無いのですね」

「しゃーす！　さくさくいきましょう！」

「ここから抜けれるなら、何でも良いわ～」

　どうやら、皆この手段に対して思う事は無いようだ。

　というよりは、これで漸く先に進めるという気持ちの方が強いのだろう。

　そこからは、ファファルと交代で、フロイドが指し示す方向の壁を壊しながら進んでいく。

　それでも、それなりの時間を要してから、俺達は地下二十階への階段を見つける。

「この下に……」

「はい。魔王と『土』のクリスタルがございます」

「それじゃ……行くか」

　オー！　と、皆がやる気を見せ、俺達は階段を下りていく。





２






　地下二十階へと下りると、長い一本道しかなかった。

　奥の方は光り輝いているので、光源は充分に確保出来ているように見える。

　そこが、この地下迷宮の最終地点だろう。

　そこに向けて、一歩踏み出す。

　カチッ！　という音と共に、壁の隙間から鎌のような刃が飛び出し、俺の頭上に向けて振り下ろされる。

　だが、鎌の刃は俺を貫く事は出来ず、触れた部分から粉々に砕け散っていく。

「…………………………何これ？」

「罠ですね」

　フロイドが至って冷静に告げる。

　他の皆は、砕けた鎌の刃や、それが飛び出してきた壁を興味深く見ていた。

　あの……もう少し、俺の体の心配をしてくれても良いんだよ？

　いや、そりゃ……無傷だけどさ。

「もしかして、この長い一本道、全部が罠だらけなのかな～？」

「その可能性はあるな。何せ、最深部であるはずなのに、通路が一本しかないのだ。その通路全体に罠が設置されていると考えるのが妥当だろう」

　シロと闇女神さんの会話に、全員が同意する。

　ただ、そうなると罠を解除しながら行かなきゃいけない訳で……それは正直、時間もかかるし、面倒臭い。……やる方も、待つ方も。

　なので、もう無視して突き進む事にした。

　……念のために「完全神格化」し、俺は先頭に立って通路を突き進んでいく。

　一歩踏み出す度に罠が発動し、槍の雨が降り、炎の魔法が通路を塞いだり、何かよくわからない液体をかけられたり、天井が落ちてきたりしてきたが、「完全神格化」した俺にはどれも通用しない。

　……まぁ、しなくても耐えられそうだけど、念のためという事で。

　ただ、通用はしないんだけど、かかると困る罠があった。

　落とし穴である。

　いや、落とし穴は本当に困った。

　何せ、突然地面がパカッと開くから、一瞬驚きで体が固まって、そのまま落ちてしまうのだ。

　一旦だけど。

　落ちる途中で「固有魔法：神」を使用し、空を飛んで戻ってくるから、別に対処出来ないという訳ではないが、何度目かの落とし穴に落ちた時、気付く。

　あれ？　これって、空飛びながら進めば、罠にかからないんじゃないか？　と。

　思い返せば、罠が発動するのは、地面のスイッチを踏んだ時である。

　………………うん。いけるかも。

　そこからは、空を飛んで移動した。

　もちろん、「固有魔法：神」を使用して、皆と一緒に。

　それでも罠が発動する可能性を考えて、先頭が俺である事に変わりはない……んだけど、結局、空を飛び出してからは、一切罠が発動する事は無かった。

　……まぁ、対空の罠があったとしても、俺のステータスに通用したかはわからないけど。

　そして、通路を越えた先にあったのは、かなり広大な地下空間だった。

　どれぐらい広大かというと、奥に城が普通に建っているくらい。

　……そう、城が建っていた。

　あの城が魔王の住すみ処かなのだろう。

　どうにも、この地下迷宮は、魔王城までの入り口にしか過ぎないように思えた。

　つまり、ここからが本番である………………普通であれば。

　俺達がここに来た目的は、「土」のクリスタルの浄化と結界である。

　そして、その「土」のクリスタルは、何故か城の前の、それなりに開けたところにポツンとあった。

「あれ……『土』のクリスタルだよね？」

「はい。間違いなく、『土』のクリスタルでございます」

　ティアンが俺の問いに答える。

「土」のクリスタルは、黄色の輝きを放っているのだが、それは既にごく一部だけであり、大部分は黒く汚染されていた。

「じゃあさ……何で上下に動いてんの？」

　その質問に、ティアンは頭を抱えた。

　何やら、「土」のクリスタルが、一定のリズムを刻むように上下しているのである。

　ティアンの隣では、ファファルが、うぇ……と、何やら嫌そうな表情を浮かべていた。

　………………何だろう。嫌な予感しかしない。

　それも、危険が迫っているとかではなく、面倒臭そうなという意味で。

　それに、ティアンとファファルだけが反応しているという事は、間違いなく魔王関係なのだろう。

　………………今からそこに行くのかぁ～。

　出来れば回避したいと思うが、そこに「土」のクリスタルがある以上、避けては通れない。

　そもそも、こういうのは後回しにしてしまうと、余計に行きたくなくなるし。

　覚悟を決めて、俺達は「土」のクリスタルがあるところへと向かう。

　……何だろう……近付けば近付く程、何やら暑く……蒸し暑くなっていく。

　普通、こういう場所って、空気が冷え切っているんじゃないの？

　一体どういう事だろうと考えている間に、俺達は目的の場所へと辿り着く。

　そこには、一人の男性と、その男性を見守るように立っている黄色の龍が居た。

　男性の方は、丸坊主頭に、肌はこんがりと焼け、顔付きは見ようによっては精悍だと思う。

　上半身は裸で、もの凄く汗を搔いていた。

　ただ、一番の特徴を挙げるとするならば、やはり、全身筋肉がモリモリという事だろう。

　また、そんな男性の近くに居る龍は、全身が黄色の鱗うろこに覆われ、羽が四枚あるのが特徴らしい特徴なのだが、それよりも体付きが筋肉モリモリなのが目に付く。

　筋肉モリモリの男性と黄龍か………………関わりたくないなぁ……。

　そんな思いを抱えながら、更に近付くと。

「フンッ！　フンッ！　マァーッスル！　フンッ！　フンッ！　マァーッスル！」

　そんなかけ声と共に、男性は汗を飛び散らしながら屈伸運動をしているのが見えた。

　……「土」のクリスタルを重しにして。

　………………。

　………………俺は確認するように、ティアンとファファルへ視線を向ける。

　さっと逸らされた。

「……あれが……魔王？」

「「………………」」

　無視である。何も答えてくれない。

　ただ、その反応だけで充分答えになっていた。

　何も答えないという事は……魔王仲間と思われたくないとかかな？

　やっぱり、あの男性が魔王という事なのだろう。

「ふぅ～！　やはり、このクリスタルは良い重量になるな！　良い過負荷がかかる！　これ程気持ちの良い汗を搔いたのは………………おぉ！　ティアンとファファルではないか！　このようなところにまで来て、一体どうしたのだ？　大魔王様からクリスタルを預かっているはずなのに……共に居る者達は誰だ？　龍達はともかく。見ない顔ばかりだが……」

　しまった！　考えている間に気付かれた！

「「……チッ！」」

　余計な事をとでも言うように、舌打ちが耳に届く。

　聞こえた方へと視線を向けると、ティアンとファファルがさっと視線を逸らした。

　いやいや、逸らしても、気付かれた以上、もう魔王からは逃げられないから。

「どうした？　ティアン、ファファル。この魔王ズードを忘れてしまったのか？　ほら、これでどうだ？　ふっ！　はっ！　思い出したか？」

　そう言って、男性──魔王ズードが満面の笑みを浮かべて、筋肉を見せつけるようなポーズを何度も取り出す。

　ついでに、黄龍も同じように……。

　………………正直、止めて欲しいです。

　その度に汗が飛び散り、周囲一帯が蒸し暑くなっているような気がするので。

　けれど、声をかけられた以上、相手にしないのは失礼にあたる。

　でも、初対面の俺達が行く訳にはいかないし、そもそも、相手はティアンとファファルをご指名なのだ。

　なので、俺、フロイド、シロ、闇女神さんは、一歩後ろに下がり、ティアンとファファルに向けて、お願いしますと頭を下げる。

　誠意を尽くせば、きっとわかってくれるはず。

　すると、誠意が伝わったのか、ティアンとファファルが顔を見合わせ、魔王ズードへ向けて一歩前に出る。

「お久し振りですね、魔王ズード」

「相変わらずの暑苦しさだ。まさか、クリスタルをそのように使っているとは思わなかったが」

「おぉ！　漸くわかってくれたか。確かに、大魔王様のところで会って以来だから、久し振りだな。クリスタルに関しては、丁度良い重さだったから、使っていたに過ぎん。ファファルもどうだ？　もう少し筋肉を付けた方が、より魅力が増すと思うのだが？」

「このままで充分だっ！」

　魔王ズードの誘いに、ファファルが断固拒否する。

「それで、どうしてここに居るのだ？　それに、そちらの者達は誰だ？」

「そうですね……端的に申しまして、私達は既に大魔王の下もとから離反しています」

「目的は、そこにある『土』のクリスタルだ。それを浄化するために来た」

「………………どういう事だ？」

　魔王ズードの纏う雰囲気が、一気に険しいモノへと変化する。

「別に隠すような事ではありませんので、正直に申しましょう。簡単な事です。私は運命の人を見つけ」

「余は夫となる者を得たのだ！」

「………………」

　意味がわからないと、魔王ズードが首を傾げる。

　……まぁ、それだけだったら、そうなるよね。

　それはティアンとファファルもわかっているのか、俺達の事を簡潔に教えていく。

　すると、話を聞き続ける魔王ズードが、だんだんと俺達に興味を示し始めている。

　一方、その間に、俺、フロイド、シロはというと、とても重要な議論を交わしていた。

「やっぱりさ、戦う事になると思うんだ。で、俺は前にも同じような筋肉さんと戦った事があるし、ここは二人に譲ろうと思う」

「いえいえ、私は執事の身ですので、主を差し置いてなど出来ません。それに、こちらの世界に来てからは、シロ様が大活躍ですから、やはりここも任せるべきかと」

「嫌だ～！　僕は嫌だよ！　ここはやっぱり、この世界でも、ワズここに在り！　を示さないといけないと思うな～」

「いやいや、大丈夫です」

「私も結構です」

「僕も辞退する～」

　バチバチと火花を散らす俺達。

「あっ！　それに、どうせ大魔王が邪魔してくるだろうから、俺はそれの相手をするので忙しい」

「なら、元・創造神として、私が大魔王の相手をしましょう」

「僕もそっちが良いな～」

　互いに譲らないので、このままでは平行線である。

　そうこうしている間に、ティアンとファファルの話が終わり、魔王ズードが俺達に視線を向けてきた。

「なるほど。……良いだろう！　この筋肉を恐れないのなら、かかってくるが良い！　我わが輩はいを倒す事が出来れば、『土』のクリスタルは好きにしろ！」

　むんっ！　と、魔王ズードが筋肉を膨張させ、満面の笑みを浮かべた。

「そちらがどのような者達であろうとも、我輩は強き者に従おう。実際、我輩は大魔王様に負けたからこそ、従っているのだからな。……だが、まずは我輩と戦うに足る者達か試させて貰う。カモ～ン！　ダエル！」

　……ダエル？

　初めて聞く名前………………そして、この場で唯一名を知らない者………………つまり。

「自分の名は『ダエル』！　魔王ズード様によって、生まれ変わった黄龍である！」

　魔王ズードの傍そばに居た黄龍が、筋肉を見せつけるようなポーズを取って名乗る。

　……ですよね。

　というか、生まれ変わったってどういう事？　と思っていると、黄龍──ダエルが、勝手に語り出した。

「昔は虚弱体質だった自分……あの頃は本当に辛かった。何をやっても駄目で……けれど、今は違う！　自分は魔王ズード様との出会いによって生まれ変わったのだ！　見よ！　この筋肉！　この健康体を！　あぁ……筋肉って素晴らしい！」

　恍惚とした表情を浮かべるダエル。

　俺、フロイド、シロは争うのを止め、ナーゼ、ジルン、リイシャさんに視線を向ける。

「それじゃあ、ここはやっぱり」

「龍の事は、龍に任せるという事でお願いします」

「宜しくね～！」

「「「いやいやいやいや！」」」

　ナーゼ達が即座に拒否を示した。

「そもそも、私はこの中で最も弱いので、ダエルの相手をさせるなら、他の方にお願いして下さい」

「しゃーす！　先輩を差し置いて自分が気張るなんて出来ません！　自分は最後でお願いします！」

「ちょっと！　私にあんな筋肉龍の相手をさせるつもりなの？　女の子！　私、空を飛ぶのが大好きなだけの普通の女の子なんだからね！」

　揃いも揃って、ダエルの相手は嫌だと言われたが、それで諦める俺達ではない。

　俺達とナーゼ達は、互いに押し付け合いを始めた。

　だが、ふと思う。

　……気持ちはわかるが、このままではいけない。

　仲間同士で争うなんて、馬鹿げているじゃないか！

「では、ワズ様がお相手をするという事で宜しいですか？」

「………………」

　俺の心を読んだフロイドが、そんな事を言ってきたので、もちろん俺は口を閉じる。

　それとこれとは、話が別じゃないかな。

　けれど、このまま押し付け合っていても仕方ないので、俺は魔王ズードへと視線を向ける。

「タイムッ！」

「……良いだろう。好きな者を出してくるが良い」

　問題無いと頷く魔王ズード。

　その懐の深さが、今は有難い。

　魔王ズードの近くに居たティアンとファファルも呼び、一旦集合する。

「……戦いたい人？」

『………………』

　その問いに、誰も答えない。

　戦い大好きファファルも悩んでいるように見えたが、意を決したように告げてきた。

「主様、前に言ったように、ズードに関しては余に任せて貰おう」

「……良いの？　何か嫌がっているように見えたけど」

「構わん。先程のは、ズードと魔王仲間と見られるのが嫌というだけで、戦う事自体に否いなは無い。それに、ズードは魔王一の怪力の持ち主だ。体も丈夫だし、存分に楽しめる……と思う事にした」

　……ちょっと嫌そうだな。

　けれど、正直言って、その申し出は有難いので了承しておく。

　となると、あとは誰がダエルの相手をするかだけど……。

　どうしようかと悩んでいると、シロが高々と手を挙げる。

　おぉ！　やってくれるのか！　さすが、シロ！

「黄龍の相手には、ワズを推薦しますっ！」

『お～！』

　パチパチパチパチと、満場一致の拍手が起こる。

　いやいやいやいや、違う違う違う違う。

「そこに俺の意思は無いよねっ！」

　そう言うが、誰も聞いてくれない。

　既に、俺で決まった空気が流れていた。

　くっ！　なんてこった！　なんてこったぁ～！

　不味い！　このままでは、俺で決定してしまう。

　だが、上手い言葉が思い付かない！

　すると、当のダエルから声がかかる。

「ふっ！　はっ！　まだ決まらんのか？　何なら、全員でも構わんぞ！」

「おいおい、ダエル。それは寧むしろ相手に失礼ではないか？　仮にも、魔王であるティアンとファファルを従えた者達に対して」

「だからこそさ、魔王ズード様。自分よりも強い者を倒していくのだ！」

「おぉ！　ダエル！　何と素晴らしい心意気だ！」

「魔王ズード様！」

　ガシッ！　と抱き締め合う魔王ズードとダエル。

　何やら男泣きもしていた。

　魔王ズードとダエルの間には、かなり強い絆が結ばれているように感じる。

　きっと、それだけの絆が結ばれるには、これまでに色々あったのだろう。

　うんうんと頷く。

　そして、視線を皆に戻せば……ファファルしか居なかった。

「……皆は？」

「うん？　あそこに居るぞ」

　ファファルの指し示す方へと視線を向ければ、フロイド達は既に遥か後方へと、いつの間にか下がっていた。

　………………。

　………………おいおいおいおい、そりゃないぜ。

　最近、こういう時の皆の統一された動きの速さが半端ない。

　というか、この状態で残されると、まるで俺とファファルが、魔王ズードとダエルの相手をするように見えるんだけど、それを狙っているな！

「ファファルとお主が相手をするのか。確か、フロイドだったか？」

「フロイドさ～ん！　お呼びで～す！」

　俺は全力でフロイドを呼ぶ。

　間違えた事なんて気にしない。

　けれど、後方に下がったフロイドは、華麗に一礼して否定する。

「間違えておられますよ、魔王ズード。そちらに居られる方は、私達の世界での最強の者であり、このフロイドとティアンの主でもあるワズ様です」

「おぉ、そうであったか。まだ、姿と名前が合致せんな。間違えてすまんな、ワズとやら」

「………………いえ」

　こうなったら仕方ない。

　さっさとダエルを倒して、ファファルと魔王ズードが戦っている間に、「土」のクリスタルを浄化しておくか。

　まぁ、ファファルが勝つのは間違いないと思うし。

　浄化するのが少し早まっても問題無いだろう。

「それで、どちらがダエルの相手をするのだ？　それとも、二人同時か？」

「いいや、俺だけが相手だ。それが済めば、お前の相手はファファルだ」

「ふっ。良いだろう。ファファルとは、一度手合わせしてみたかったのだ」

　魔王ズードが満足そうに頷き、後ろに少し下がる。

　ファファルもまた、俺から少し距離を取った。

「不要だと思うが、頑張れ！　主様！」

「あいよ！」

　そして、俺とダエルが対峙する。

「自分を相手に単独で挑もうとするとは、勇者か？　それとも、愚者か？」

「さぁ、どっちだろうな？　確かめてみれば良いさ」

「良いだろう！　龍に筋肉！　この黄金のような組み合わせを前に、崩れ落ちるが良い！」

　ダエルが咆ほう哮こうと共に襲いかかってきた。

　前足を振り上げ、そのまま力強く振り下ろしてきたので、俺はそれを後方に軽く跳ぶ事で回避する。

　ドガン！　という大きな音と共に地面にひびが入り、辺り一面に土煙が舞う。

　龍の大きな体たい軀くすら覆い隠す土煙のせいで、俺は一瞬ダエルの姿を見失った。

　すると、その隙を突くように、土煙の中から巨大な岩が俺に向かって飛んでくる。

「おっと！」

　飛んできた巨大な岩を、拳一発で砕く。

　すると、頭上からダエルの尻尾が振り下ろされてきたので、受け止め摑む。

「むっ！」

　ダエルが尻尾を引き抜こうとするが、俺はがっちりと摑んで抵抗し、そのまま振り回す。

　ぐるぐると振り回し、最後に一度大きく振り上げて、地面へと叩き付けた……かに思えたが、ダエルは前足を突き出し、叩き付けられるのを防いでいた。

　やるねぇ。

　ダエルは、腕の筋肉だけで自分の体を支えていた。

　尻尾を摑む手を離すと、ダエルは前足を支えにして体を回転させ、そのまま綺麗に体勢を整える。

「器用だな」

「これも筋肉の賜物だ！」

　それは無いと言えないくらい、確かに筋肉が付いている。

　でも、それだけで俺には勝てない。

　俺は拳を握り、ゆっくりと構えを取る。

「ふっ！」

　短い呼吸と共に、俺は拳を前に突き出す。

　その拳が何かを捉える事は無かったが、その衝撃で生まれた風圧は突き進み、奥にある魔王城の一部を崩壊させる。

　ガラガラと崩れる魔王城を見て、ファファル、魔王ズード、ダエルは、俺に向けて拍手を送ってきた。

「「「おぉ～」」」

「ども。……これで力の差は理解してくれると助かるけど、まだ続ける？」

　これでもう大丈夫かな？　と思って言うのだが、ダエルは何やら喜んでいた。

「素晴らしい！　素晴らしいぞ！　筋肉が躍る！」

　えぇ……これで諦めてくれると楽だったのだが、まだ挑むというのなら仕方ない。

　……死を覚悟するんだな。

「いや、ダエルの負けで良い。ワズの力は充分にわかった。さすがは、ティアンとファファルを従えているだけはある」

　やる気を出した途端、魔王ズードが負けを宣言する。

　俺としては有難かったのだが、ダエルは納得いかないようだ。

「どうしてですか！　魔王ズード様！」

「相手との筋肉差を理解するのも、強者の証だ」

　そこで判断しないで欲しい。

　というか、力量差じゃないの？

　寧ろ、筋肉差というのであれば、俺の方が細いんだけど。

「それに、我輩はまだダエルに死んで欲しくないのだ」

「……魔王ズード様」

　ひしっと再び抱き締め合う魔王ズードとダエル。

　……う～ん……見た目が暑苦しい。

　不思議と、気温が上がったような気がした。

　そして、ダエルを離した魔王ズードが、俺に声をかけてくる。

「そちらの勝ちで良いが、命は奪わないという事で良いんだな？」

「まぁ、今後、何かやらかさないと誓うなら、別に命までは取ろうと思わないけど？」

「それは安心して欲しい。我輩とダエルは、筋肉を育てる事にしか興味が無いからな」

「……はぁ」

　筋肉を育てるとか……まぁ、深く聞くのは止めておこう。

　けれど、魔王ズードの話はそれで終わりではなかった。

「後は、ファファルが我輩に勝てば、『土』のクリスタルは好きにすれば良い。……だが、浄化したところで、恐らく元の世界に帰る事は出来んぞ」

「……どういう事だ？」

「ダエルの命を見逃してくれた礼として教えておこう。そちらが我輩の前に現れる少し前に、連絡があったのだ。大魔王様から、『風』のクリスタルを奪いに行くと」

　なぁにぃ～！　やっぱり、邪魔しに出てきたか、大魔王！

　こうしちゃいられない。

「風」のクリスタルがあるのは、俺達が召喚された場所──確か、ガーリスだったな。

　俺は即座に「完全神格化」状態へと変わり、後方に居るフロイドへと声をかける。

「フロイド、聞こえていたな」

「はい。クリスタルの浄化は私にも出来ますので、こちらの事はお任せ下さい」

「任せたっ！」

　この場の事はフロイド達に任せ、俺はガーリスに向けて「転移」する。








別章　ファファルの新たな力









　主様が大魔王のところへと向かった。

　この場を任せてくれた事は嬉しいが、余も連れていって欲しかったと思う。

　たとえ、足あし手で纏まといになったとしても、盾の代わりくらいにはなれたはずだ。

　大魔王とはまともにやり合った事はないが、かなりの魔力を有していた覚えがある。

　それに、前は持っていなかったはずの、あの特殊スキルがある限り、余では勝てん。

　主様が負けるとは思えないが……大魔王の特殊スキルは脅威である。

　今は主様を信じて待つとしよう。

「ほぅ……あのファファルが、まさか我わが儘ままを言わずに、この場で待つ選択をするとはな」

　ズードがにやけ面を浮かべながら、そんな事を言ってきた。

「主様と出会って、余も成長したのだ」

「確かに、大魔王様を相手にするというのに、そこへ飛び込んでいかないというのは成長が見られるな」

「そうだろう、そうだろう」

　余はうんうんと頷く。

　主様と出会って、余は我慢するという事を覚えたのだ。

「だが、その割には、我輩と戦いたくてウズウズしているように見えるが？」

　ズードの言葉に、余は好戦的な笑みを浮かべる。

「それは仕方ないだろう？　何せ、貴様の相手は主様からお願いされていたのだから」

「本質までは変わっていないという事か。だが、それでこそ、魔王ファファルだ！」

　ズードが、余を迎え入れるように、両腕を大きく広げる。

「では、魔王同士の戦いといこうか！　『土』のクリスタルが欲しければ、我輩を倒してみせよ！」

「何やら、貴様も楽しんでいるように見えるが？」

「それこそ、仕方ないだろう？　我輩の鍛え上げた筋肉を、存分に試せる者が相手なのだからな！」

　ズードもまた、好戦的な笑みを浮かべた。

　そして、余は魔力を身に纏い、ズードが筋肉を膨張させる。

　それが開始の合図となり、余は一気に駆け飛び、ズードも一直線に向かってきた。

　互いに拳を突き出し、ぶつかった瞬間、飛び出した勢いは殺され、余の体はその場で止まった。

　けれど、それはズードも同じであり、互いに拳を押し付け合う。

「ぐぬぬ……」

「ぐぎぎ……」

　だが、拳の押し付け合いは長く続かず、徐々に余の方が押され始める。

　やはり、魔王一の怪力の持ち主というのは、伊達ではないという事だ。

　なので、余は拳を引き、バランスを崩して前のめりになったズードの腕を摑んでそのまま投げ飛ばす。

　ズードは背中から地面にぶつかり、大きな土煙が上がる。

　反撃に備えて余は構えを取るが、ズードが仕掛けてくる事は無かった。

　土煙が晴れると、そこに居たのは無傷のズードで、何やら筋肉を誇るようなポーズを取っている。

「むふふ……我輩の筋肉の前では、その程度何でもないぞ！」

「さすが、魔王ズード様！　素晴らしい筋肉です！」

　黄龍から応援の声が届く。

　それに気を良くしたのか、ズードはその場で何度もポーズを変え出した。

　正直言って、見ているだけで暑苦しく、うぇ～……となってしまう。

　それは、ティアンやフロイド達も同様なのか、チラッと確認すれば、どこか辟易としているように見えた。

「ファファル～！　そんな筋肉ばっかりの奴なんて、さっさとやってしまって～！」

「宜しくお願いします、ファファル様」

「頑張って～！　ファイト～！」

「……どの世界にも、ああいうのって居るのね」

　ティアン達から、応援の声が届く。

　うむ。任せておけ！

　余は、纏う魔力の量を更に増やす。

　そして、先程よりも爆発的に上がった速度で一気に迫り、そのままズードを乱打する。

　余の速度についてこれないのか、ズードはされるがままだ。

　ここで一気に決めるつもりだったのだが、余に殴られながらも、ズードは笑みを浮かべる。

「……むふふ。ファファルの悪い癖だな。決めようと一気に挑むのは良いが、無意識で動きが大雑把になってしまうのは」

　そう言って、ズードが筋肉を更に膨張させて、余の拳を弾く。

「それで決めきれないと、あとが無くなるぞ？」

　余の目に映ったのは、無傷のズード。

　あれだけ乱打を浴びせたのに、全く傷を負っていなかった。

「馬鹿げた筋肉めっ！」

　余の悪態を褒め言葉と捉えたのか、ズードの笑みが深くなる。

　だが、決めきれないというのなら、決めきれるまで乱打を浴びせるのみ。

　余は再びズードへと乱打を放つが、その拳が届く前に足を摑まれ、そのまま持ち上げられる。

「敗北を味わわせてやろう！　魔王ファファル！」

　ズードが余を摑んでいる手を思い切り振り下ろし、余は地面に叩き付けられた。

　体全体に衝撃が走り、余は口から血を吐く。

「かはっ！」

「今度は我輩の番だな！　どれだけ耐えられるだろうな？」

　何度も何度も、余は地面に叩き付けられた。

　この程度であればまだ耐えられる。

　けれど、これで決めきれないとでも思ったのか、ズードはその途中で余を離す。

　一転して攻勢に移ろうとするが、衝撃を受けた体はまだ満足に動かなかった。

　その隙を突くように、ズードが両手を広げて余の腰に回し、そのまま自分の体へと押し付ける。

　圧迫されていく腰に痛みが走り、余の意識が飛びそうになった。

　このままでは不味い。

　そう感じた余は肘に魔力を集め、ズードの腕に思いっ切り振り下ろす。

　ダメージを負ったようには見えなかったが、衝撃で手が緩み、その隙に抜け出して体勢を整える。

「……はぁ……はぁ……はぁ」

　少しでも体力を取り戻すように、肩を大きく動かして呼吸を繰り返す。

　ティアン達が心配そうに見ている気がするが、まだまだこれからだ。

　そんな余と対峙するズードは、余裕の笑みを浮かべていた。

「……正直、殴りたくなる顔だな」

「むふふ。どうやら、さすがの魔王ファファルでも、鍛えた筋肉の壁を越える事は出来ないようだな」

「……はっ！　怪力だけが自慢の奴が、防御力まで手に入れると……少し厄介だ。だが、よくぞ、そこまで強くなったと褒めてやろう」

「現状を理解しているのか？　ファファル」

「もちろん、理解している」

「とてもそうは見えんな。魔力を纏っても通用しない。自慢の特殊魔力も、闇属性を扱える我輩には通用しないのだ。地力が違うとでも言えば理解出来るか？　認めた方が楽だぞ？　我輩の方が強者であると！」

　そう言って、ズードが余裕を見せるようにポーズを取る。

　実際、余裕なのだろうし、確かに今の余よりも強い。

　………………だからこそ、丁度良い実験相手だ。

　余は、獲物を見つけたかのように笑みを浮かべる。

「さすがは、余と同じく魔王と呼ばれるだけはある。だが、その考えは少々驕おごってはいないか？」

「……ほう？　どこに驕りがあると？」

「簡単な事だ。そちらが強くなっているように、余もまた強くなっているという事だ！　見せてやろう！　余の新たな力を！」

　余は、全ての魔力を体内でかき混ぜる。

　ぐるぐるの……ぐちゃぐちゃに……。

　歪いびつで、歪んで、間違って、凶悪に、邪悪で、凄惨に………………。

　けれど、それが一つの形で。

　それを体内で爆発させ、抑えつけ、制御し、進化する。

　その瞬間、余の何かが変わった。

　根本的な、存在が……魔王を超えて！

　それを自覚してズードを見ると、目を見開いて余を見ていた。

「……い、一体何をした？　明らかに先程までと存在感が違う」

　その問いには答えず、チラッと視線を移す。

　ティアン達が驚きの表情を浮かべているのが見えたのだが、その中でも、フロイド、シロ、闇女神の表情は険しいモノだった。

　主様と深く関わっている者達なのだから、それも仕方ないだろう。

　なので、問題無いと手を振っておく。

　再びズードへと視線を戻し、余は答える。

「少し前に、この力の元となった主様とぶつかった事があってな。その時に、きっかけを得た。今の余の状態を言葉にするのであれば……そう、『半邪神半魔王』と言ったところか」

　といっても、割合で言えば、二対八ぐらいで、まだまだ魔王の部分が強いのだが。

　それでも、ズードの相手をするのであれば充分である。

「邪神……邪神だとっ！　その割には正気に見える！　そんなデタラメな力を有していながら、どうして正気でいられる！」

　ズードが筋肉の上に魔力を纏い、一気に襲いかかってくる。

　余は、ゆっくりと拳を握った。

「正気でいられる理由など、一つしかない！　……愛だっ！」

　もしこれで邪神の力に吞まれるようなら、主様に怒られるし、嫌われてしまうかもしれない。

　そう思うだけで、余は正気でいられる。

　そして、襲いかかるズードの腹部に、拳を叩き込み、振り抜く。

　ズードは血を吐きながら、そのまま魔王城まで吹き飛んでいった。

　まぁ、多分死んではいないだろう。

　勝利を確信し、余は「半邪神半魔王化」を解く。

　すると、全身から力が抜け、そのまま倒れそうになったのだが、いつの間にか近付いていたティアンとフロイドによって支えられる。

「……全く、無茶し過ぎよ、ファファル」

「お疲れ様です、ファファル様。……ですが、先程の力の件は、きちんとワズ様に報告させて頂きますので」

「……かはは、対主様用の切り札なのだが？」

「独力で神へと至った事は素晴らしいと思いますが、さすがに看過出来ません。危険な力であるという事は、わかっているでしょう？」

「……むぅ、仕方ないか」

「納得頂けたようですが、それはあとの事。かなり無理矢理でしたから、かなりの反動もあるでしょうし、今は体を休めて下さい。『土』のクリスタルの浄化はやっておきますので。ティアン、お願いします」

「はい」

　フロイドの言う通り、体に力が入らないが、後は主様の帰りを待つだけなので問題無い。

　余の体はティアンへと預けられ、フロイドは「土」のクリスタルのところへと向かう。

　どうか、無事に主様が帰ってきて欲しいと、心から願った。








第四章　結婚式まで、あと一日（後編）
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　俺が「転移」で移動した場所は、ガーリス王都前にある平原で、既に大魔王によって襲われていると思ったから、即座に駆けつける事が出来るようにである。

　そして、無事に「転移」した俺は……左右から殴られた。

「……あれ？」

「フゴッ？」

　左右から不思議そうな声が聞こえる。

　突然、俺が間に現れた事が信じられないのだろう。

　というか、左右からの拳は、どちらも俺の頰を正確に殴っているままだというのを早く気付いて下げて欲しいし、別に痛くはないんだけど、気分は良くない。

　すると、その思いが届いたのか、左右の拳がスッと下げられる。

「………………えぇと、すみません」

「………………フゴッ」

　左右に居る者から謝られた。

　一度頰の調子を確かめるように触り、左右に居る者を確認する。

　俺の左に居るのは、豚の魔物──オークだ。

　俺の右に居るのは、闇女神さんにボコられた魔王である。

　………………。

　………………一体どういう事だろう？

　俺の頰が左右から殴られたという事は、魔王と魔物が戦っていたという事である。

　というか、この魔王……確かフロイドが力を封印したはずだけど、よく見れば、首にあった封印模様も消えていた。

　……ここに来てから、不思議が一杯だ。

　それに、周囲へ視線を向けてみれば、俺が張った結界は所々に穴が開き、そこから魔物達が次々と侵入してきていて、この国の兵士達が対応していたので、これは不味いと、まずは結界を新たに張り直す。

　いや～、「完全神格化」のままで良かった。

　ふぅ……と、額を拭う。

　あとは、念のために魔王の封印をもう一度と思ったのだが、俺が新たに張った結界は即座に穴だらけとなり、再び魔物が侵入してきた。

　……むぅ。これは一体。

　もう一度、結界を張り直すが、再び穴が開けられる。

　これは何度やっても同じだと思い、手を替え、戦っている兵士各個人に、直接結界を張って安全確保をし、この状況を知っていそうな者に聞く事にした。

「……で、今どういう状況なの、これ？」

　俺は魔王……魔王……ル、ル……ルマンダ？　……いや、ルマルフだったかな？　に視線を向けて尋ねる。

「……魔王ルマルフで合ってる？」

「………………はい」

　魔王ルマルフ……いや、もう面倒臭いから、ルマルフで良いや。

　ルマルフが何かを飲み込むように頷き、直立不動の姿勢を取って、そのまま滑るように話を続けた。

「はっ！　自分は味方であります！　なので、どうかご容赦を！」

　……うぅん。そういう事を聞いているんじゃないの。

　ルマルフの態度に首を傾げていると、俺を敵だと判断したのか、オークが奇声を上げて襲いかかってきた。

「フゴ～！」

「煩うるさいっ！」

　拳一つで殴り飛ばす。

　オークは、運が良いのか悪いのか、結界に空いている穴を通過して、どこか遠くに飛んでいった。

　それを見届けた後、俺はルマルフへと視線を戻す。

「……で？　味方とか言っていたけど……何がどうなって？」

　実際、ルマルフから敵意というか、害意のようなモノは感じなかったので、念のため程度に警戒しながら尋ねる。

　飛んでいったオークをポカーンと見ていた魔王ルマルフは、気を取り直して深々と頭を下げる。

「さすが、あの黒髪の女性と共に居た男。さすがです！」

　……黒髪の女性？　……あぁ、闇女神さんの事か。

　ん？　そういえば、何か以前と態度が違うような気がするし、男にとって忘れてはいけない事があったような気が………………まぁ良いか。

「……で、今どうなってんの？」

「はい。大魔王が現れ、魔物の軍勢を率いて『風』のクリスタルを奪いに来たのです」

「それは知ってる。魔王ズードから聞いた」

「え？　ズードからですか？」

「うん。親切に教えてくれた。ちなみに、もう『水』と『火』のクリスタルは浄化済みで、『土』のクリスタルも時間の問題かな？」

「………………えぇと……私と相対してから、そんなに日数が経っていないですよね？」

「あぁ……そうだね。あっ！　ちなみに、ファファルとティアンは、既に俺達の仲間だから」

「ティアンとファファルまで！」

　ルマルフが、驚きの声を上げ、何かを考えるように眉間に皺しわを寄せた。

「……一つ聞きたいのですが、ファファルはまぁ戦闘大好きっ子なので、戦って勝てば付いてくるというのはわかります。ですが、ティアンは何故付いてきているのですか？　そういうタイプではなかったと思うのですが？」

「あぁ、それね。………………覚えてないと思うけど、一緒に居る執事がドンピシャだった」

「………………それは、えっと……ご愁傷様です」

　何やら、気まずい空気が流れる。

　けれど、このままじゃいけない。

　一度咳払いし、空気を入れ替える。

　まぁ、外だから、入れ替える事なんて出来ないんだけど。

「それで、大魔王が来ているのはわかっているけど、そっちは、どうして味方なんて言ったんだ？　俺を騙だますための噓か？」

「いいえ、本当に味方なんです！　もう、大魔王とは縁を切りましたので！」

「それを信じろと？」

「本当なんです！　あの黒髪の女性にコテンパンにやられて、思い知ったのです。………………あの女性を敵に回してはいけないと。なので、人側へと転じたのです」

　そう言うルマルフの目は、どこか遠いところを見ているのだが、ボコられた時の事を思い出したのか、体が小刻みに震えていた。

　闇女神さんに、恐怖を刻まれたようだ。

　……まぁ、闇を司るだけあって、怒ると容赦がないからなぁ……。

　だけど、シロの友達である俺なら大丈夫だよねっ！　多少の事なら、許してくれるよね！

　…………………………そう思いたい。

　いざという時は、シロに助けて貰おう。

　まぁ、それは心の片隅に置いておくとして、問題なのは、ルマルフの言葉を信じて良いかどうかなのだが……闇女神さんに恐怖を覚えている態度は噓ではないと思う。

　う～ん……せめて、他の人……この大国ガーリスの人に話を聞ければ良いんだけど。

　そう思っていると、こちらに向けて駆けてくる人が居た。

　白銀の鎧よろいを身に纏うその人には見覚えがあり、色々とお世話になった、セリアスさんだ。

「魔王ルマルフ様！　このようなところで足を止め、一体どうし………………ワズ殿！」

　俺の姿を確認したセリアスさんが、驚きの声を上げる。

「あっ、どうも。……えぇと……お久し振り？　です。セリアスさん」

　軽く挨拶をすると、突然セリアスさんの目に涙が浮かぶ。

「あの時はきちんとお礼を言う事も出来ず……腕を治してくれて、本当にありがとう」

「いえいえ、セリアスさんにはお世話になったので、気にしないで下さい」

　そう言うのだが、俺に向けられる表情は、突然キョトンとしたモノへと変わった。

「………………どうしてここにワズ殿が居る？　それに、他の者達は？」

「えっと、ここに居るのは、『風』のクリスタルを守るため、大魔王を倒しにきたんです。他の皆は、今、別のところに居ます」

「全員揃っていないのは残念だが、ワズ殿だけでも本当に心強い！　先程、兵士達に張られた結界は、ワズ殿だった訳か」

　おぉう、セリアスさんが目をキラキラと輝かせている。

　セリアスさんの中での俺は、一体どういう位置付けになっているのかも気になるが、今はこのルマルフの事を聞いておかないといけない。

「それで、セリアスさん。一つ聞きたいんですけど、どうしてここにルマルフが？　何やら封印が解けているのも気になるのですが？」

「あぁ、それは、魔王ルマルフ様が心を入れ替えたと言うので、非常事態という事もあり、こちらの味方になって頂いた。いや、もちろん、それを真っ向から信じた訳ではない。大魔王襲来による緊急措置だ。確かに封印は解けているように見えるが、代わりに奴隷契約によって縛っている。そうする事で、僅かだが力が戻るらしい」

「奴隷契約？」

「はい。これです」

　そう言って、魔王ルマルフが俺に右手の甲を見せてくる。

　そこには、不思議な紋様が描かれていた。

「『風』のクリスタルの力を借りて、封印を奴隷契約で一時的に上書きしたのだ。ただ、この戦いを乗り切る事が出来れば奴隷契約は解除されるが、再び封印状態へ戻るようになっている。これには、魔王ルマルフ様も納得済みだ」

「これでも魔王という立場があるので、いたずらに刺激しない方が良いと判断しただけです」

　セリアスさんが補足説明をしてくれ、その言葉にルマルフが頷く。

「それじゃあ、ルマルフが味方というのは本当なんですね？」

「あぁ、本当だ。だが、それでも状況は芳かんばしくない。ディソール殿達も奮闘しているが、次々と現れる魔物の軍勢に押され気味というのが現状だ」

「そうですか。なら俺も」

　戦いに加わります、と言おうとした時、周囲一帯に大きな声が響き渡る。

「全く……いつまで抵抗を続けるつもりなのやら？　いい加減諦めて、『風』のクリスタルを大人しく寄越して欲しいのだが？　どうせ、貴様達の命が失われるのは、今か後かでしかないのだから」

　一体どこから？　と周囲を探ると、結界の外の空中に佇たたずむ者が居た。

　間違いないとは思うが、念のためにルマルフへ尋ねる。

「……あれが大魔王か？」

「はい。あそこに居るのが大魔王です」

　魔王ルマルフが、空中に居る者を指差す。

「………………大魔王……何だっけ？」

「大魔王イードゥルです」

　そうそう、それそれ。大魔王イードゥル。

「それじゃ、俺が大魔王イードゥルと戦っている間を任せたいから、とりあえず封印は解いておくか」

　そう言って、俺は「完全神格化」の力を使い、ルマルフの封印を解く。

　もちろん、奴隷契約はそのまま残して。

「おぉ！　本来の力が戻ってきます！」

　ルマルフが喜びの声を上げる。

　ただ、ルマルフの力が戻った事に、セリアスさんが緊張したような表情を浮かべた。

　それを察した俺が何かを言う前に、ルマルフが声をかける。

「安心して下さい。大魔王に反抗した時点で、私と皆様の運命は一蓮托生です。共にこの戦いを乗り切りましょう。その後は、また力を封印して貰っても構いません」

「大丈夫ですよ、セリアスさん。ルマルフが裏切るようなら、闇……ミヤさんをけしかけるので」

「その口振りだと、そのミヤというのが黒髪の女性の名前ですね！　それだけはご勘弁下さい！　お願いします！　ほんと、何でもしますので！　どうか、命だけはぁ～！」

　ルマルフが即座に土下座して、何度も頭を下げる。

　おぉう……言っておいて何だけど、効果があり過ぎて引く。

　それはセリアスさんも同じなのか、苦笑いを浮かべて若干引いていた。

　なので、とりあえず、ルマルフを正気に戻し、味方である限りは大丈夫だと言っておく。

「それじゃ、俺は大魔王をどうにかしてくるから、魔物の軍勢の方はお願いします。出来るだけ早めに終わらせるつもりなので」

「任せるだけで心苦しいが、この場で大魔王をどうにか出来るのはワズ殿だけだ。宜しくお願いする」

　セリアスさんは、あっさりと承諾した。

　あれ？　反対されると思っていたんだけど。

　う～ん……もしかしたらだけど、腕を簡単に治した事で、只者ではないという認識なのかな？

　まぁ、すんなりと行かせてくれるんだし、別に良いか。

　そのままルマルフへと視線を向けると、一礼して答えてくれる。

「お任せ下さい。魔王の力を戻して頂いたのですから、全員守ってみせます」

　その言葉に頷き、この場で飛び立とうとするが、その前にルマルフが声をかけてきた。

「お気を付け下さい。噂では、大魔王イードゥルは何やら特殊なスキルを与えられたと聞きましたので」

「特殊なスキル？　何かはわからないのか？」

「すみません。私が聞いたのは噂だけでして……。大魔王イードゥルとやり合った事があるズードかファファルなら、知っていると思われるのですが」

　あれ？　そんな注意事項、教えられなかったんだけど？

　………………まぁ、その事を聞いていようがいなかろうが、大魔王イードゥルとやり合う事になっていたのは変わらないのだし、別に良いか。

　それに、大魔王をどうにかしないと帰る事が出来ないのだし、俺も全力で当たろう。

「……まぁ、大丈夫だよ。いざって時は、俺も本気でいくから」

　それだけ言って、俺は空中に佇む大魔王イードゥルに向けて飛び立った。
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　自分に向けて飛んでくる俺が見えたのか、大魔王イードゥルがこちらに視線を向けて、歪な笑みを浮かべた。

　……念のため、一度後方を振り返る。

　誰も居ないし、俺に向けた笑みという事で間違いない。

　一体何が楽しいのかわからないが、そのまま空中で止まり、大魔王イードゥルと対峙する。

　大魔王イードゥルは、見た目だけで言えば、五十代くらいの男性だった。

　濃い紫色の髪に、精悍な顔立ちをしており、魔導士のようなローブを纏って、自分の背丈よりも遥かに長い錫しやく杖じようを手に持っている。
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　取り回しに苦労しそうだな。

　そうして、大魔王イードゥルの姿を確認していると、向こうも俺を興味深そうに見ていた。

「……お前が、大魔王イードゥルか？」

「如い何かにも。我こそが大魔王イードゥルである。……そういうそちらは……別の世界から召喚された者か？」

「へぇ～……わかるのか？」

　一発で見抜いた事に、俺は少し警戒を強めた。

　けれど、魔王イードゥルは、何でもないように答える。

「こちらの世界の者達とは魔法の使い方が違う……いや、結果は同じだが、過程が違うとでも言えば良いのか、そういう部分の違いによって導き出された結論だ。魔力という力は同じ。結果も同じ。だが、過程が違う。……興味深いな」

　魔王イードゥルが、歪な笑みを浮かべた。

「この世界を手中に収めれば、次はそちらの世界に行ってみるとするか」

「それをさせると思ってんのかよっ！　というか、ここでお前は終わりだっ！」

　拳を握り、一気に飛び出す。

　だが、そんな俺の動きを読んでいたかのように、魔王イードゥルは後方に下がり、自身の周囲にいくつもの魔方陣を発現させる。

「果たして耐えられるかな？　これに耐えられないようでは、我の前に立つ資格は無い。……『火炎鳥』、『水激流』、『硬岩弾』、『切斬風』、『超圧雷』、『全飲闇』」

　各魔方陣から、鳥の形をした炎が、まるで龍のような水流が、いくつもの巨大な岩の塊が、空気を引き裂く風が、槍のような巨大な雷が、帯状の黒い光が、連続で放たれる。

　俺はそれをまともに受け、大爆発が起こった。

「まともに食らうとは……どうやら、只の無能のようだ……」

　そこで、大魔王イードゥルの言葉が止まる。

　もうもうと立ち込める爆発後の煙が晴れた後、そこには無傷の俺が居たからだろう。

　まぁ、この程度の魔法で、俺は傷付かない。

　そもそもステータスだと、魔法は無意味だしね。

　けれど、俺は内心でほっとしていた。

　………………服も耐えられて良かったと。

　さすがに、丸裸で戦いたくはないので。

「……何をした？　対魔法用の結界か？」

　大魔王イードゥルが、警戒を露わにした視線を向けてきた。

　なので、俺は何でもないように笑みを浮かべる。

「いや、普通に耐えただけ」

「世よ迷まい言ごとをっ！」

　それを合図とするかのように、大魔王イードゥルは次々と魔方陣を展開して、様々な魔法を放ってくる。

　さすがに何発もまともに受ければ、服が耐えられないと思い、俺は放たれた魔法を殴り、蹴りと力で粉砕していく。

　どれだけ魔法を放とうが、全て粉砕していく俺に焦じれたのか、段々と魔法の威力が強くなっていき、より強大なモノへと変わっていくが、問題無く対処していった。

　そこまでくると、さすがに目に見えて隙が生まれたので、その隙を突いて一気に肉迫する。

「これで終わりだっ！」

　そのまま俺は、いつものように殴り飛ばす。

　これで終わりかと思ったが、いつものようにはいかなかった。

　殴り飛ばした大魔王イードゥルは、直ぐに体勢を立て直し、そのまま笑みを浮かべる。

　………………噓だろ？　俺の拳に耐えた？

「……その表情。どうやら、物理攻撃力に相当の自信があったようだな」

　驚きの表情を浮かべていたのだろう。

　大魔王イードゥルが、そう指摘してきたので、俺は無意識の内に手を頰に当てる。

「だが、無駄だ。我に物理攻撃力は無意味に近い」

「……無意味に近い？　という事は、ダメージは負っているという事か？」

「僅かだがな。だが、このように」

　大魔王イードゥルが、魔法を唱えた。

　すると、魔方陣が大魔王イードゥルの体を通過し、淡い光に包まれる。

「……回復魔法か」

「その通り。しかも、一定時間継続で回復し続ける魔法だ。これで、もう我を倒す事は出来ない。ついでに言うのであれば、我には強力な魔力結界があるため、魔法も通じない」

「滅茶苦茶だな。それにしても、魔力結界で魔法は通じないというのはわかるが、とても物理の方を耐えられるようには見えないんだが、それも魔力でどうにかしているのか？」

「魔力切れを狙っているのか？　それは無理だな。我の魔力は、先程までの魔法を唱えても、微々たるモノしか減っていない」

　そういう事を聞いている訳ではないんだけど。

　ただ、この受け答えで予測は出来た。

「……なるほど。ルマルフが言っていた特殊なスキルってのは、その異常な防御力に関係しているという訳か」

「あの裏切り者め……」

　大魔王イードゥルは、ルマルフに対して悪態を吐くが、それは直ぐに勝ち誇るような笑みへと変わる。

「だがもう関係無い。魔王が敵になろうとも、我は大魔王。その上に君臨している者なのだ。魔王ルマルフだろうが、魔王ティアンだろうが、魔王ファファルだろうが、魔王ズードだろうが、誰が来ても、同時に襲いかかられようとも、我には勝てん」

　そこで一旦区切り、大魔王イードゥルは両腕を大きく広げる。

「別に隠し立てしている訳でもないので教えてやろう！　聞いて絶望を知るが良い！　我には、『物理ダメージ99％カット』の特殊スキルが授けられたのだ！」

　そして、勝利を確信したかのように高笑いする大魔王イードゥル。

　けれど、俺は思う。

　何だ、その程度の事か……と。
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　俺は、空中で準備運動を始める。

　一、二……三、四……一、二……三、四……。

「……何をしている？」

「いや、見てわからないのか？　準備運動だけど？」

　訝いぶかし気な表情を浮かべている大魔王イードゥルの問いに、準備運動をしながら答える。

　というか、準備運動くらいは、好きにやらせて欲しいんだけど。

「そんなのは見ていればわかる。我が問うているのは、何故そんな事をしているのかという事だ」

「はっ？　そんなの決まっているだろ？　全力を出すためだ」

　いや～、何しろ、俺が全力を出すなんて邪神戦以来だから、はっきり言えば運動不足なんだよね。

　それに、俺の力はその時よりも増しているし、念のため、入念に準備運動をしておいた方が良いのは間違いない。

　ただ、そんな俺の行動が、大魔王イードゥルは気に入らないようである。

「馬鹿にしているのか？　何を考えているのかは知らんが、貴様に勝ち目は無いと理解しているのか？」

「勝ち目？　充分にあると思うけど？」

「……なるほど。馬鹿なのだな、貴様」

　失礼な！　抜けている時はあると奥さん達に言われるけど、馬鹿と言われた覚えは無いぞ。

「理解していないようだから、きちんと言ってやろう。貴様が我に勝つ事は不可能だ。物理も効かず、魔法も通じない。それでも我に勝てるとでも、まだ妄言を吐くつもりか？」

「お前こそ、ちゃんと聞こえているのか？　勝つ事は出来るって言っているんだよ」

　そう言い終わると同時に、俺は準備運動を終える。

　良い感じに体がほぐれたので、一気に全力を出す。

「『神邪人化』」

　ぼそっと呟き、俺は「神邪人化」した。

　これが、俺の出せる全力である。

　そして手を前に突き出し、大魔王イードゥルにも見えるようにゆっくりと拳を握り、そのまま構えた。

「……それじゃ、いくぞ？」

　大魔王イードゥルへ一気に肉迫し、拳を放つ。

　ただ、普通であれば、よける素振りとかを見せるものだと思うのだが、大魔王イードゥルにそういうのは一切見えない。

　どうやら、かなり「物理ダメージ99％カット」の特殊スキルに自信があるのだろう。

　だが、そんなモノ、俺には全く意味が無い。

「１％」でも通じるのであれば充分だ。

　俺は拳を固く握り、かなりの力を込めて、大魔王イードゥルを殴り飛ばした。

　大魔王イードゥルはくるくると体ごと回転しながら飛んでいき、体勢を整えた時には、俺からかなりの距離が出来ていたので、こちらからゆっくりと近付いていく。

　近くまでくれば、大魔王イードゥルがダメージを負っている事が見てわかった。

　口から血を吐き出し、俺の事を強く睨んでくる。

　大魔王イードゥルの体を包む淡い光が、一瞬強くなった。

　そういえば、一定時間で自動回復するとか言っていたな。

　だが、今回俺が与えたダメージはそれ以上である事を示すように、大魔王イードゥルの表情はまだ苦しいモノであった。

　大魔王イードゥルは、受けたダメージを完全に癒すため、更なる回復魔法を自身にかける。

　次は、もう少し強くしても問題無さそうだ。

「……一体何をした？」

　大魔王イードゥルが、険しい表情で問うてきた。

　そこに、今まであった余裕は感じられない。

「別に、何も」

　正直に答えるが、大魔王イードゥルは納得していないようである。

「………………もう良い。我に少なからずダメージを与えたのは事実であるし、念には念を入れておくか。それが魔法によるものであろうが、我と同じように特殊スキルであろうが、更なる強化を施せば問題無い。……『超・身体能力強化』、『超・魔力結界』」

　大魔王イードゥルの体を更なる光が包んでいく。

　合わさると、まるで虹のような七色だ。

　けれど、それでも無駄だと思う。

　何故なら、魔法でもなく、特殊スキルでもなく、俺は単純に物理で殴っただけだから。

　まぁ、あえて言うなら、かなり本気で。

　そもそも、俺のＳＴＲは、「決して砕けない飴玉」……じゃなくて、その前……「理ことわりから外れし力」……だとよくわからないから、もう一つ前の……「我が一撃で星は粉々」……で合っている……ね、うん。である。

　これでも普段は、ほんっとうにかなり手加減しているので、それがいつも通りの拳なのだが、俺の本気の一撃は、星が粉々に砕けるぐらい強いという事だ。

　となると、星そのものが「物理ダメージ99％カット」であれば意味はあるだろうが、人の身で「物理ダメージ99％カット」は、ハッキリ言って、俺相手であれば役に立たないも同然だ。

　くらうダメージの前提となる、俺の攻撃力が桁違いなのだから。

　星すらも一撃で粉々にする攻撃力を前に、いくら99％カットしようが、人の身で耐えられる訳がないのだ。

　いくら自身を強化しようが、違いは微々たるモノでしかない。

　なので、俺は大魔王イードゥルに向けて一気に肉迫し、いつもより……より全力に近い拳を放つ。

「ぐはぁっ！」

　血を吐きながら、大魔王イードゥルが吹き飛んでいった。

　今度はそれで終わらせるつもりはないので、その動きを追い、追撃を加えていく。

　う～ん……久々の全力に近い攻撃だから、上手く加減が出来ず、攻撃の度に大魔王イードゥルが吹き飛んでいった。

　殴り、蹴り、肘打ち、膝蹴りと、大魔王イードゥルが飛んでいく方向へと瞬時に移動して、連続で攻撃を加えて、反撃の余地を与えない。

　それでも、大魔王イードゥルは耐えている方だろう。

　これだけやってもまだ生きているし、さすがは「物理ダメージ99％カット」というところか。

　まぁ、それでも俺に勝つ事は出来ないけど。

「この………………化け物めっ！」

「大魔王のお前が言うなっ！」

　攻撃の合間を縫って、大魔王イードゥルがそんな事を言ったので、ついつい強く殴り飛ばしてしまった。

　それによって追撃が遅れてしまい、大魔王イードゥルは、よりダメージを受けながらも、その間に体勢を立て直す。

　荒く呼吸を繰り返す、ボロボロの大魔王イードゥルにゆっくりと近付き、俺は声をかけた。

「……どうする？　まだ続けるつもりか？　それとも、大人しく俺にやられる気になったか？」

「ふ、ざけるなっ！　我は大魔王だぞっ！　この世界は我の物だっ！」

「いいや、それは違う。この世界は、この世界で生きる人達全てのモノだ。お前が好き勝手して良い訳ないだろ」

「………………なら、こんな世界は要らない！」

　そう叫ぶのと同時に、大魔王イードゥルが錫杖を高く掲げる。

　空を埋め尽くすような巨大な魔法陣が出現したので、阻止するために一気に空を駆けた。

「やらせるかっ！」

「もう遅い！　『星落とし』」

　俺が大魔王イードゥルに迫る前に、魔法が発動する。

　すると、遥か上空に、巨大な岩の塊が出現し、それが段々と大きくなっていく。

　その岩の塊に視線を向けていると、大魔王イードゥルが高笑いと共に告げた。

「ハハハハハハッ！　これでこの世界は終わりだ！　巨大な岩の塊との衝突によって、全て崩壊すれば良い！　その後、我が改めて支配してやろう！」

　その言い方で、俺は大魔王イードゥルが何をしようとするのかを察した。

「『瞬間移』」

「逃がすかよっ！」

　大魔王イードゥルが魔法を使って逃げる前に、めり込むようにして腹部を殴る。

　悶絶の表情を浮かべる大魔王イードゥルと共に、そのまま上空に向けて一気に飛び出す。

「責任取って、このまま滅べぇっ！」

　大魔王イードゥルの体ごと拳を前に突き出し、そのまま落ちてくる巨大な岩の塊を殴る。

　全力全開の拳は、そのまま大魔王イードゥルの体を貫き滅ぼし、巨大な岩の塊全てを粉砕した。

　大魔王イードゥルは俺の全力の攻撃に耐え切れなかったのか、空中でバラバラに弾ける巨大な岩の塊と共に、その体が爆散する。

「やべっ！」

　巨大な岩の塊が粉々に砕けたのは良いが、その破片が地上に向けて落下していた。

　腕に付いた血を払い、結界魔法を使用して周囲一帯を守る透明な壁を張り、落ちていく破片を大きいモノから順に破壊していく。

　全ての破片を砕き終わり、張った結界の上に積もった砂埃を、どこか迷惑にならなそうな場所に捨てて戻ると、王都前の平原では、滅んだ魔物の群ぐん生じようを前に兵士達が勝ち鬨どきを上げ、勝利した事、生き残った事を喜び合っている。

　その光景を見て、漸くこれで帰る事が出来ると、ほっと安堵した。
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　地上へ向かって下りながら周囲へ視線を向ければ、喜ぶ兵士達の中に傷を負っている者もちらほら居たので、回復魔法をかけてから「神邪人化」を解き、「完全神格化」状態へと切り替える。

　フロイド達のところへ戻るためになのだが、「完全神格化」へと切り替えた理由としては、「神邪人化」は強力な分、まだまだ反動がキツイのだ。

　まぁ、準備運動のおかげで余力は残っているけど、元の世界に戻ったらぐっすり寝ようと思う。

　なので、地上へと下り、早速フロイド達のところへ戻ろうとした時、こちらへと向けて駆けてきたセリアスさんとルマルフから声をかけられる。

「……ありがとう、この世界を救ってくれて。ワズ殿が召喚されて、本当に良かった」

「まさか、特殊スキルを持つ大魔王すら歯牙にもかけないとは……完全に敵対する前に寝返って良かったです」

　セリアスさんが嬉しそうに笑みを浮かべ、ルマルフは自分の判断は間違っていなかったと安堵していた。

　確かに、その判断は間違っていなかったという結果になる……けど、別にルマルフのためにやった訳ではないのだが………………まぁ、良いか。

「俺も、この世界に来る事が出来て良かったですよ」

　笑みを浮かべてそう伝えると、セリアスさんが本当に嬉しそうに笑い、そのまま俺の手を取った。

「それでは、ワズ殿の雄姿を王様達へと伝えに行こう」

　そのまま駆け出そうとするので、俺は待って下さいと止める。

「すみません。まずは、仲間達を迎えに行かないといけないので、一度失礼したいのですが？」

「あぁ、そうだったな。……戻ってきたら、もう行ってしまうのか？」

「そうですね。出来れば、直ぐにでも元の世界に帰りたいと思っています」

「……そうか。けれど、『風』のクリスタルの力はまだ戻っていないから、もう少し時間がかかると思うのだが？」

「大丈夫ですよ。もう既に『水』と『火』は浄化し終わっていますし、『土』の方も仲間達が済ませてくれているはずです。それに、帰還に協力してくれそうな人物にも心当たりがあるので」

　……フロイドの妹で、この世界の創造神であるイルムとか。

　けれど、セリアスさんはどこか寂しそうな表情を浮かべる。

「……そうか。もう元の世界に帰ってしまうのか。恩人を余り歓待出来ずに帰してしまうのは、何やら人道に反するような気もするが……何か理由があるのなら致し方ないか」

「あぁ、それは………………じゃあ、またこの世界に来た時にでもお願い出来ますか？」

「また来てくれるのか？　……いや、そもそも、そんな事が可能なのか？」

「そういう事が出来そうな人物にも心当たりがあるので」

　もちろん、フロイドの事であり、イルムの事でもある。

　何となくだけど、フロイドとイルムなら出来そうな気がした。

　その言葉に、セリアスさんが破顔する。

「なら、その時を心待ちにしていよう。それで、召喚陣はこの国にあるのを使うのか？　もしそうなら、スムーズに話が纏まるよう、私が今の内に王様達へ話を通してここで待っているが？」

「……え？　召喚陣？　いるんですか？」

「え？」

　俺とセリアスさんは、共に不思議そうな表情を浮かべる。

　………………。

　………………あぁ～、そういえば、最初にそんな事を言っていたような気が……。

　いや～、てっきり、このままサクッと帰れるもんだと思っていたし、フロイドなら出来そうだから、本気で失念していた。

　危ない、危ない。

「あぁ！　そうでしたね！　ありがとうございます。あぁ、それと、ルマルフの封印はどうします？　やっぱりまたかけておいた方が良いですか？」

「……そうだな」

「封印して下さい」

　セリアスさんは悩んでいたようだが、ルマルフ本人から封印をお願いされた。

「もう私自身に敵対する意思はありませんが、やはり、元とはいえ魔王の存在は恐ろしいと思います。ですので、それを少しでも和らげるためには、やはり封印して頂くのが最善かと」

　まぁ、ルマルフ本人がそう望むならと、俺は「完全神格化」の力を使って、ルマルフの魔王としての力を封印する。

　その証拠に、ルマルフの首には、フロイドが施した時と同じような紋様が浮かび上がった。

「これで魔王としての力は封印した。今は、一般的な兵士くらいの力しか出ないからな」

「ありがとうございます」

「………………何なら、お前もこっちの世界に来るか？　ティアンとファファルも来るし」

　何となくそう尋ねるが、特に理由は無い。

　あえて言うのであれば、イルムシュタッドだと生きにくいだろうなと思ったから……かな。

　別の世界なら、気兼ねなく一から出発出来るだろうし。

　けれど、ルマルフは首を横に振る。

「気にして頂いてありがとうございます。ですが、この国に迷惑をかけた事は事実ですので、その贖しよく罪ざいを果たそうかと思っています」

「そっか。なら、俺は特に言う事は無いよ」

　まぁ、俺が施した封印は、フロイドがかけたのと全く同じなので、もし、ルマルフの力が必要な時が訪れれば、『風』のクリスタルの力で封印は解ける。

　その事をセリアスさんに伝えた後、セリアスさんに聞いておかないといけない事を尋ねた。

「なのでセリアスさん。今の俺達には、ティアンとファファルが共に同行しています。それで、もしファファルと会いたくないというのであれば……」

　最後まで言う前に、セリアスさんは首を横に振る。

「いや、大丈夫だ。こちらは命を奪うつもりで挑んだのに見逃されたのだ。もう敵対している訳でもないのに、恨み言を言うのは私の意に反する。それに、失った腕はワズ殿に治された。そのワズ殿が味方というのであれば、それを信じよう」

「……ありがとうございます」

　いやもう、なんかほんと、ありがとうございます。

　こう言ってくれるセリアスさんと出会えただけでも、この世界に来た甲斐があったと思える。

　そして俺は、軽く一時の別れの挨拶を交わして、フロイド達が居る地下迷宮に向けて「転移」した。








２






　地下迷宮、地下二十階。魔王城がある場所へと「転移」する。

　煌こう々こうと輝く「土」のクリスタルの近くで、フロイド達は魔王ズード、黄龍のダエルを加えて……何故か宴会をしていた。

　………………何がどうなって、そうなってんの？

「美味い！　そちらの世界の酒は美味いな！」

「いえいえ、酒だけではなく、食べ物も美味しいですよ」

　フロイドが、魔王ズードを接待していた。

　魔王ズードが出されている料理を口に運んで舌鼓を打つ。

「私もこういう味付けを覚えた方が良いかしら？」

「良いんじゃない～？　フロイドに教われば、その分親密になる時間が増えるって事だし～」

「天才か！　シロ様は！」

　何やら、どこかでやった出来事を、シロとティアンが繰り広げていた。

「なぁ、闇女神。帰ったら、余と一戦やろうではないか？」

「嫌よ。一部とはいえ、邪神の力を有する者を相手にするなんて疲れるから」

「まぁまぁ、そう言わずに」

「私を誘うのは止めなさい。それに、帰ればワズの強い嫁達が好きなだけ相手してくれるわよ」

「そうであった！　楽しみだな～！」

　ファファルが闇女神さんに絡んでいたのだが、今はご機嫌である。

　というか、俺の奥さん達を勝手に相手させるのは止めて下さい。

　………………ん？　邪神の一部って何？

「……はぁ～……漸く、妻と娘のところに帰れます」

「しゃーす！　皆さん、お疲れ様でした！」

「早く向こうの世界の空を飛びたいわ～」

「まだまだ自分の筋肉は未熟であった。もっと鍛えねば！　フンッ！　フンッ！」

　龍達も、思い思いに過ごしていた。

　というか、黄龍のダエルが小さな姿になっていて、腕立て伏せをし出したのだが……小さくなっても筋肉質なのは変わっていないため、ちょっとその姿が異様に感じる。

　俺は、一体どうしてこうなっているのか？　と、首を傾げながら宴会場に近付く。

　そんな俺にいち早く気付いたフロイドが、声をかけてきた。

「お疲れ様でした、ワズ様。無事のお帰り、何よりでございます」

　それで気付いた他の皆からもお帰りの挨拶を受け、俺もただいまと返す。

　すると、ファファルが抱き着いてきたので、優しく抱き留める。

　回復魔法をかけられたのかもしれないが、傷一つなく元気だったので、ほっと安堵した。

　そのままファファルの頭を撫でていると、ニッコリと微笑まれる。

「さぁ、主様。大魔王をやったのだから、次は余とやろう！」

「……ファファルはぶれないね～」

　俺はやんわりと申し出を断るように、ニッコリと微笑んで答える。

　………………ん？

「あれ？　何で、俺が大魔王をやったってわかってんの？」

　その問いに、ファファルを含む全員が、フロイドに視線を向ける。

「おや？　どうかしました？」

　ニッコリと胡う散さん臭くさい笑みを浮かべるフロイド。

　もうそれだけで納得出来る自分が居た。

　すると、ファファルが嬉しそうに言ってくる。

「それにしても、さすが主様だな。あの特殊スキルを持つ大魔王を倒してくるとは」

「あぁ、それね」

　大魔王との戦いを簡潔に話すと、フロイド、シロ、闇女神さんは当たり前のように受け止め、ティアン、ファファル達の、この世界で出会った者達はそれぞれ反応していた。

「さすがはフロイド様の主。これからも、フロイド様と共に仕えていきましょう。……そう、フロイド様と共に」

「大魔王の特殊スキルすら意味を成さないとは……。余も、いつかその高みへ」

「う～む。この育てた筋肉で受けてみたいが……命あっての物種だな」

「ほっ。……あの時、皆様に降くだった判断は間違えていなかった」

「……しゃ、しゃーす……じ、自分、手加減されて良かったです」

「へぇ～……。まぁ、それぐらいじゃないと、ファファルを任せる事は出来ないわね」

「き、筋肉を……もっと、筋肉を！」

　龍達……特に、俺と相対したジルンとダエルは、ガタガタと震えていたので、ナーゼとリイシャさんが慰めていた。

　まぁ、あの時は、敵対していたんだから許して欲しい。

　というか、俺はこの状況が不思議なんだけど？

「……で、こっちの状況はどういう事なの？」

「「戦いの後には、友情が生まれる！」」

　ファファルと魔王ズードが、同時に答えた。

「……生まれたの？　友情が？」

　俺の問いに、ファファルと魔王ズードが一つ頷く。

　フロイド達に視線を向けると、うんうんと頷いていた。

　……まぁ、敵対するよりかは良いか。

　そして、ファファルから魔王ズードとの戦いを聞かされたのだが………………少しとはいえ、邪神化したの？　ファファルが？

　その事に驚いたのだが、それに引っ張られる事無く、完全に手中としていた事に更に驚く。

　ファファルの前で邪神化したのって、覚えてないのも含めて、二回しかなかったよな。

　………………どんだけ天才なんだよ、ファファルは！

　と、驚いていると、魔王ズードが声をかけてくる。

「あぁ、それと、我輩とダエルも、そちらの世界に行く事にしたから、宜しく頼む」

　………………。

　………………俺がちょっと抜けている間に、何か色々と決まっていた。

　だが、さすがに、どうしてこっちの世界に来たいかの理由もわからず連れていく訳にもいかないので、当の本人に尋ねる。

「……で、どうしてこっちの世界に来たいんだ？」

「ダエルのためだ」

「……どゆ事？」

「ダエルの幼き頃は、病弱で満足に外を出歩けず、ここで鍛えて健康な筋肉を手に入れたが故に、余り外の世界というモノを知らないのだ。大空を舞うという経験も無い」

　そう言って、魔王ズードは、筋トレをしているダエルに優しい眼差しを向ける。

　………………健康な筋肉って何？

　いや、聞くと長くなりそうだから、何も言わないでおこう。

「……我輩としては、外の世界に出ても問題無い筋肉を手に入れたと思っておる。……だが、当のダエルが、我輩と共に世界を巡りたいと言うのだ。我輩もそれを叶えてやりたいと思うのだが……魔王として名の知られている我輩が共に居ると、要らぬ争いを招きそうでな。だから、我輩の事が知られていない、そちらの世界に行きたいのだ」

「………………」

　………………ふ～ん。そういう……事か。

　くっ！　ここにきて泣かせんなよ！

　周りを見れば、皆、涙ぐんでいた。

　……まぁ、そういう事なら仕方ないか。

　目元を拭って、俺は答える。

「……わかった。良いよ。けど、これはティアン達にも言っているけど、もし迷惑をかけるような行為をしたら……」

「うむ。その辺は心得ておる。大人しく」

「ダエルも一緒に一切の運動を禁じ、筋肉を落として貰う」

「絶対を誓おう！」

　魔王ズード……一緒に来るんだし、ズードで良いや。

　ズードが、直立不動で宣誓した。

　……筋肉を落とすのは、相当嫌らしい。

　一応念は押したし、もしそれでも何かするというのであれば、その時は俺が責任を持って対処すれば良いだけだしな。

「よぉし！　言げん質ちは取った！　これで、ベネドという吸血鬼と会う事が出来る！」

　ズードがやる気を見せるように、筋肉を見せつけるポーズを取る。

　その横では、ダエルが同じようにポーズを取っていた。

　………………。

　このメンバーの中で、筋肉達磨だるまであるベネドと会っているのは、俺とフロイドしか居ない。

　なので、情報源であろうフロイドへと視線を向けると、ニッコリと微笑まれた。

　………………そうか。筋肉が筋肉を呼ぶのか……。

　最早、言っている意味すらわからない。

　けれど、さすがに今更言った言葉を無かった事にするのは駄目な気がする。

　……良し。何かあったら、ベネドに任せよう。

　そう判断して、この話を終わらせ、俺は皆と視線を合わせてから言う。

「それじゃ、俺達の世界に帰りますか」

　そして俺達は、帰る支度を始める。

　フロイド達が宴会で出たゴミを片付けている間に、ズードとダエルは旅立つ準備をし、俺は「土」のクリスタルに強力な結界を張っておく。

　全員の準備が終わると、俺達はガーリスに向けて「転移」した。
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　ガーリスに戻ってきた。

　………………。

　………………何故か、見知った人達が全員勢揃いしている。

　セリアスさんとルマルフの他に、えぇと……確か、このガーリスの王であるオムロレルさん、その娘で姫であるオレリアさん、俺達と同じく召喚されたディソール達と、たくさんの兵士達が居た。

　まるで、誰かを出迎えるように……。

　念のため、後ろを振り返る。

　フロイド達しか居らず、その奥はただの草原しかない。

　……マジか。総出でお出迎えかぁ……。

　そして、視線を戻すと、ガーリスの王であるオムロレルさんが片膝を突き、その行為に合わせて、俺達以外の全員がその場で片膝を突いた。

「この度は、この世界の危機を救って頂き、誠にありがとうございます」

　オムロレルさんがそう言って、他の人達も同じように感謝の言葉を送ってくる。

　……こういうの苦手。

　もっとこう、良くやった！　と言って、ハイタッチでも交わすくらいが好きなのだが。

　けれど、これまでの経験から、こういう時はこちらから声をかけないといけないというのは学習している。

　なので、俺はふぅ……と息を吐いてから、声をかけた。

「立ち上がって下さい、オムロレルさん……王様」

「さん付けで構いません。あなた方は、世界を救った英雄なのですから」

　……そんな風に言うのは止めて頂きたいが、今はグッと我慢である。

　まぁ、本人がそう言っているし、さん付けのままで良いか。

「えぇと、オムロレルさんに、それと皆さんも。こちらにはこちらの目的があっての行動の結果なので、そこまでしなくても気にしませんから。それに、俺はもっと気楽な方が助かります」

「……すまぬな」

　オムロレルさんが立ち上がるのと同時に、他の人達も立ち上がる。

　そして、何故かオムロレルさん達は、驚いたように目を見開く。

　その視線の先を追っていくと、ティアン、ファファル、ズードが居た。

　………………何で？

「……すまぬが、魔王ティアンと魔王ファファルが居る事は聞いていたが、どうして魔王ズードまで居るのだろうか？」

　オムロレルさんが説明を求めるように尋ねてくる。

　………………。

　………………あぁ。

　ポンッ！　と、手を打つ。

「大丈夫ですよ。ティアン、ファファルと共に、ズードも俺達の世界に連れていく事になったので」

　ティアン達が、俺の言葉が本当だと頷く。

　その仕草を見て、オムロレルさんがほっと安堵する。

　というか、これで魔王四人がこの場に集った事になったな。

　何か後世の歴史書とかに記されそうな一場面になりそう。

　もし絵とかで後世に残され、そこに俺の姿もあるのなら、少し格好良く描いて欲しいと思った。

　どんなポーズを取れば良いかと考えていると、ディソールが声をかけてくる。

「やぁ、こうしてきちんと話すのは、初めてだね」

「確かにそうだな。けどまぁ、そっちも元気そうでなによりだ。……まぁ、召喚された者が、魔物相手に後れを取る訳がないか」

「確かにと言いたいけど、君の強さを見てしまうと、私達の強さはまだまだという事を実感したよ」

「……まぁ、俺達を基準にはしない方が良いぞ」

　そうして、ディソールと会話を交わしていると、周囲でも思い思いに会話が交わされていた。

　その中でも、やはり気になったのは、ファファルとセリアスさんである。

「お主は確か、余に挑んできた騎士団で一番強かった者だな」

「セリアスという。強かったと言われるが、魔王ファファルを相手に、手も足も出ませんでしたが」

「余と戦って生きておるのだ。お主の強さは、余が保証しよう。それにもう魔王は止めたのだ。そう呼んでくれるな」

「では、ファファルと」

「それで良い。それにしても、確か腕を飛ばしたはずだが？」

「ワズ殿が治してくれたのだ」

「そうか、主様が」

　そう言って、二人が俺に視線を向けてきたので、軽く手を振っておく。

　セリアスさんが俺に向かって頭を下げ、真剣な表情を浮かべてファファルへと視線を向ける。

　ファファルも、セリアスさんに対して真剣な表情を浮かべた。

「……腕を失ったのは、戦いの結果であり、互いにその命を賭としていたのだ。そこに恨みは無い」

「………………」

「だが、こうして再び出会った以上、私が言いたい事は一つだ。……今度は、命を賭したものではなく、普通に手合わせを願いたい」

「それは、余としては喜ばしい限りだ。存分に相手をしてやろう」

　そう言って、ファファルとセリアスさんは握手を交わしていた。

　見た感じ、特にわだかまりもないようで、ほっと安堵する。

　他に視線を向ければ、ナーゼがルマルフと話していた。

「おぉ、ナーゼも無事で良かった」

「はい。魔王ルマルフ様」

「魔王と呼ぶのは止めて欲しい。もうその肩書きは捨てたから。それにしても、彼等に付いていったナーゼの判断は正しかった。ナーゼも彼等と共に向こうの世界に行くのか？」

「いえ、こちらには家族が居ますので、そちらの方に帰ろうかと」

「そうか。もし、困った事があれば、私はこの国に残るから、いつでも頼って欲しい」

「有難きお言葉。感謝します」

　そういえば、ナーゼは元々ルマルフの配下だっけ。

　その事を思い出していると、ティアンとズードがそこに絡んでいく。

「おや？　あの生意気だったルマルフが、随分と大人になっているのね」

「確かにそうだな。随分と成長したものだ」

「からかわないで下さい。ティアン、ズード」

　ルマルフが困ったような笑みを浮かべるが、ティアンの絡みは止まらない。

「話は聞いたわ。やはり、彼女にやられたおかげかしら？」

　そう言うティアンが向ける視線の先には、シロとのんびりしている闇女神さんが居た。

　いつの間に話を聞いていたかは知らないが、そこに触れるの？

　まぁ、もしかしたら、ルマルフはこのままで良いの？　という、ティアンなりの優しさなのかもしれない。……多分。

　すると、ルマルフは覚悟を決めて、闇女神さんの下へと歩を進め、そのまま頭を下げた。

「……あの時は、大変失礼しました」

「あはは～、僕は闇……彼女のモノだから、手出し厳禁だよ～」

「………………別に気にしなくて良い。ただ、またシロにちょっかいを出そうとしたら」

「二度と、そんな事は致しません」

「なら、頭を上げろ。敵にならないのなら、私も手をあげたりはしない」

「ありがとうございます」

　……解決？　で良いのかな。

　ただ、このまま話し続ける訳にもいかないので、俺はオムロレルさんに尋ねる。

「オムロレルさん。それで……」

「セリアスから聞きました。直ぐにでも送還を希望されているとか？」

「はい。大切な予定があるので」

「出来れば歓待を受けて欲しいのですが、そちらにも事情があるのでしょうし、仕方ありませんな。……ですが、申し訳ございません。諸々の準備は終えているのですが、何故か魔方陣が起動しないのです」

「起動しない？」

　一体どういう事だろうと思っていると、フロイドが声をかけてくる。

「……ふむ。どうやら、まだ世界を覆う膜が解けていないようですね」

「あぁ、そういえば、そんな事を言っていたな。……クリスタルも全部浄化したし、それで解けるんじゃないの？」

「さて……その辺りの事は、イルムがどうにかする手はずだったのですが」

　フロイドがそう言った時、空から一筋の光が降り注ぎ、その光の中からイルムが現れた。

「すみません。遅くなりました。漸く、四つのクリスタルの力が溜まりました。これから、世界を覆う膜を解き放ちます」

「俺達が帰るための準備をしてくれていたんですね。ありがとうございます」

　現れたイルムに頭を下げてお礼を述べる。

　すると、イルムが恐縮して、手をぶんぶんと振った。

「そんなっ！　ワズ様が頭を下げる必要などございません！　寧ろ、舌打ちをして、一体どれだけ時間をかけているんだよ……俺を待たせるなんて、覚悟は出来ているんだろうな？　……と言って鞭を打って頂ければ、それを戒めにして頑張れます！」

「いや、そんな事しないからね！」

　……イルムの中で、俺は一体どんな存在になっているのだろう？

　聞いてみたい気もするが、聞かない方が幸せだと思うので、グッと堪えるのだが、常日頃、光女神様達と過ごしているので、相手がこの世界の神だろうが特に気を配る事は余り無くなったように思う。

　まぁ、イルムに関しては、フロイドの妹なので、身内みたいな感覚ではあるが。

　けれど、それは俺から見たイルムなのだ。

　………………そう、この世界の人達にとってみれば、やはりイルムは「創造神・イルムシュタッド」である事に間違いはないので、この場で俺達以外は全員平伏である。

　ルマルフ、ティアン、ファファル、ズードは、さすがに魔王というだけあって、特に気にした様子は見えないが、龍達はへへ～としていた。

　そうして周囲の様子を窺っていると、兵士達の囁き声が耳に届く。

『……あの黒髪のワズって人……ヤバくね？』

『だよな。イルムシュタッド神様に様付けされるだけじゃなく、呼び捨てで鞭を打つとか何とか……』

『大魔王を倒すだけじゃなく、神様に自分の趣味嗜好を押し付けられるとか……』

『只者ではないのは間違いないな』

『………………羨ましい』

　兵士達から、もの凄い誤解を受けている。

　決して、鞭を打つとか、俺の趣味嗜好ではないと、声を大にして言いたい。

　というか、一部の兵士達から羨望の眼差しを向けられるのは何故だろう？

　何やら、仲間意識を持たれているような気がする。

　………………違うからね。

　だから、まずは誤解を解かないといけない。

「えぇと、イルム……シュタッド神様」

「私は、ワズ様に気安く呼んで貰えるような存在ではないという訳ですか？　降格ですか？」

　……その言い方。フロイドっぽい。やはり、兄妹という事か。

「……何やら、築いてはいけない壁を感じます」

　それは気のせいじゃないかな。……多分。

「……それじゃ、イルムのままで良いです」

　苦笑いを浮かべて答えると、ファファルがてててっと近付いてくる。

「主様。この女性が、この世界の神なのか？」

「そうだよ。この世界の創造神であるイルムシュタッド神様だ。……会った事ないの？」

「無いな。何しろ、この世界で、神すら巻き込んだ大きな戦いは、今回が初だからな」

　そうだったのかと思っていると、ファファルがイルムの事をジロジロと見始め、ふんふんと頷く。

　……どしたの？

　そして、イルムの周りを一周した後、ビシッと指差した。

「余と一戦やろう！」

「止めなさい」

「勘弁して下さい。私、戦う事には向いていないので」

　俺が止めるのと同時に、イルムが困ったように顔を顰しかめる。

「イルムは戦う事が苦手なの？」

「はい。戦う事なら、兄の方が得意です」

　……確かに、これまでの戦いを思い返すと、力が落ちているという割には、フロイドの戦闘能力は高いと思うし、落ちていない全盛期の頃は、一体どれだけ強かったのだろう。

　……って、今はそうじゃないと、俺はファファルに視線を向ける。

「戦う事が苦手なら仕方ないよ。無理に相手と戦うのは駄目だよ？」

「むぅ。なら仕方ないか。……主様の嫁達と戦う時のために、力を温存しておくか」

　そう言って、ファファルがティアン達のところへと戻っていく。

　………………奥さん達と戦う事は確定なの？

　奥さん達にどう説明しようかと考えながら、俺はイルムに視線を戻して尋ねる。

「……それで、俺達は元の世界に帰る事が出来るんですか？」

　その問いに、イルムは微笑みを浮かべて頷く。

「はい。四つのクリスタルの力は溜まりましたし、いつでもどこでも可能です」

「……どこでも？」

「はい。どこでも」

「ここでも？」

「はい。ここでも」

「あれ？　召喚陣が必要なんじゃ？」

「クリスタルの力が四つとも使用出来るのであれば、私の力でどこででも送還出来ます」

　なるほど。さすがは神様という事か。

「えぇと、なら、またこの世界に来る事は出来ますか？」

「来て頂けるんですかっ！」

　イルムがずいっと近付き、目をキラキラと輝かせる。

　それだけ喜んでくれるなら、不思議とまた来たく──。

『すげ～、イルムシュタッド神様が凄く喜んでいるぜ』

『神様すら手玉に取る男……か。俺達とは次元が違うな』

『……羨ましい』

　……この誤解さえなければ。

　俺としては普通に話しているだけなのに、端から見ると、そう見えるのだろうか？

　というか、手玉に取っているとか、心外である。

　それに、先程から一部の兵士達の熱視線が辛い。

　……ほんと、そういうんじゃないんで。

　とりあえず、周囲の視線を気にしないようにして、イルムに言葉を返す。

「えぇ、また来たいと思っています。それで、来る事は出来ますか？」

「はい。大丈夫ですよ。兄に言って頂ければ、私の存在を基点にして『転移』する事は可能です」

　フロイドへと視線を向ければ、任せて下さいと、グッと親指を立てられる。

　これで新婚旅行の場所は決まったなと、俺はほっと安堵した。

　なら、後は帰るだけなのだが、その前にディソールへ尋ねる。

「ディソール達はどうする？　何なら、イルムに頼んで送還して貰うけど？」

「はい。問題ありませんよ」

　俺の言葉に、イルムも頷く。

　すると、ディソールは平伏したまま首を振った。

「いや、それは遠慮しておくよ。今のところ、俺達に帰る意思は無いんだ。多分、このまま骨を埋うずめるかもしれない」

「そっか。まぁ、これしか言えないけど、頑張れ。またこの世界に来た時は、宜しくな」

「あぁ、こちらこそ」

　とりあえず、次会った時は、別に平伏しなくても気にしないと教えておこう。

　……今はそれを言える状況ではないので。

　そして俺は、まずはオムロレルさんに声をかける。

「それでは、オムロレルさん。俺達は、そろそろ行きます」

「はい。またのご来訪を、心よりお持ち致しております」

「……ほどほどでお願いします」

　……う～ん。次来た時、一体どんな風になるのか想像が出来ないから、ちょっと怖い。

　次に、お世話になったセリアスさんへと声をかけた。

「それじゃ、セリアスさんもお元気で。次はいつ来るかわかりませんが、必ずまた来ますので」

「えぇ、楽しみにしています」

　そう言ってくれるのは嬉しいが、オムロレルさんもセリアスさんも平伏したままなのが気になる。

　次来た時は、もう少し気軽に接してくれるように言おう。

　今はやっぱり、無理だろうから。

　そして、俺はイルムにお願いする。

「それじゃ、送還をお願い出来ますか？」

「はい。かしこまりました」

　そう言ってイルムが腕を振ると、俺達の足元に魔方陣が出現し、そこから光が溢れ出した。

　魔方陣から溢れた光は一つに纏まり、空に向けて伸びていく。

　その瞬間、何かが割れたような気がした。

　俺はオムロレルさん達に視線を合わせ、にっこりと笑みを浮かべる。

「それでは、また来ます」

　そう言うのと同時に、俺達は元の世界に向けて「転移」した。








エピローグ２　結婚式










１






　目に映る風景が、平原から荒れ果てた大地へと変わる。

　時間的には既に陽も落ちかけ、視界もかなり薄暗いが、俺にとっては見慣れた山の風景だ。

　漸く、帰ってくる事が出来た。

　心の奥から沸き立つ喜びを表すため、俺は両手を高々と上げる。

「帰ってきたぞ～！」

『おかえりなさい』

　後ろから返事がきた。

　ずっと聞きたかった声に、俺は即座に振り返る。
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　別世界から帰ってきた俺達から少し離れた場所に、メアル、サローナ、タタ、ナミニッサ、ナレリナ、キャシー、ハオスイ、マオ、カガネ、アリアの奥さん達と、光女神様、大地母神様、戦女神様、海女神様、空女神様のお世話になった女神様達が勢揃いしていた。

　無意識の内に駆け出した俺を奥さん達が抱き留めて、俺も奥さん達を抱き締め返す。

「ただいま、皆」

『おかえりなさい。ワズ（さん）（様）（旦那様）（お兄ちゃん）（夫殿）』

　奥さん達を順に、ぎゅ～っと抱き締めて、その存在を腕の中で感じていく。

　はぁ～……癒される～。

　奥さん達も、俺がここに居る事を実感してくれたのか、皆笑顔だ。

　少しの間しか離れてなかったけど、ちょっと泣きそう。

　視界の端では、フロイド、シロ、闇女神さんが、ティアン、ファファル、ズード達に、この世界の事を説明しているようだった。

　というか、イルムも居るが、そこを気にしてはいけない。

　多分、フロイド達なりに、俺と奥さん達が話せる時間を作ってくれているのだろう。

　その心遣いに感謝しながら、俺は一息吐いた後、気になった事を尋ねた。

「よく俺が帰ってきた事がわかったね？」

　余りにもタイミングが良かったので、どうしてだろうと思ったのだ。

　すると、奥さん達が光女神様達へと視線を向けた。

「光女神様達が、今日、この時間に戻って来ると教えてくれたのです」

　ナミニッサが、そう言葉を付け加えて教えてくれる。

　視線を移せば、フロイドが満足気に頷いていた。

　なるほど。俺達が帰る前に、連絡をしてくれたという事か。

　なので、俺は光女神様達に頭を下げる。

「皆を呼んでくれて、ありがとうございます。光女神様、大地母神様、戦女神様、海女神様、空女神様」

「いいえ、お気になさらず。おかえりなさい。ワズさん」

「そうですよ。おかえりなさいませ。ワズ様」

「そうだな。皆で助け合うのが当然なんだから。おかえり、ワズ」

「これぐらい容易たやすい事よ、ワズ。おかえり」

「……おかえり～」

　光女神様達も、俺達の帰還を喜んでくれている。

　………………ただ、どこかやつれて……疲労困こん憊ぱいなように見えた。

「えっと……何やら疲れているようですが、大丈夫ですか？」

　気遣うように尋ねると、光女神様達に闇が落ちる。

「……ふふふ……そうですね。まぁ、ほとんど寝ていないというのが正確でしょうか」

「何しろ……どうにか連絡でも取れないかと、全員で世界を覆う膜を突破しようと頑張りましたから」

「……まぁ、結果は駄目だったが……全く通用しなかったし……役立たずでごめん」

「くっ！　せめて、創造神様か………………万歩譲って闇が居れば、どうにかなっていたものを」

「……疲れた。寝たい」

　……あぁ～、俺達……主にフロイドと闇女神さんが居なかった事で、随分と苦労をかけてしまったようである。

　ほんと、迷惑をかけてすみません。

　けれど、それだけ頑張ってくれた事には、感謝しかない。

「そうだったんですか。光女神様達も頑張ってくれていたんですね。本当にありがとうございます」

「いえいえ。ワズさんがこうして無事に帰ってきた事が、何よりも嬉しい事ですよ。……ですが」

「正直言って、もう限界です。休みたいです。寝たいです。堕落したいです」

「さすがに体力の限界というか、顕現しておく力まで使ってしまってね」

「申し訳ないんだけど、少し休ませて頂くわ」

「……何かあったら、いつものように」

　それだけ言って、光女神様達はその姿を光球へと変え、俺の懐に仕舞っているギルドカード内へと消えていった。

　あっ、やっぱりそこなんですね。

　なので、早速とばかりに、ギルドカードを取り出して確認してみる。





「空女神は、ぐっすりと眠る。それはまるで天使の寝顔」

　……スヤスヤ。……く～。







「海女神は、寝ながら戦う。一触即発？」

　……ぐぬぬ……闇めぇ……。あぁん？







「戦女神は、微動だにしない。召されていません」

　………………。







「大地母神は、うなされている。絶望の表情を浮かべています」

　……ひ、日差しが強い……止めて……干ばつは嫌ぁ～……。







「光女神は、苦しそうに目を閉じている。他の四柱が上に乗っているので」

　……な、何でしょう……何やら蒸し暑いような……圧迫されているような……。

　ね、寝れる気がしない……。






　………………うん。いつも通りで、どこかほっとする。

　どうやら、光女神様を一番下にして、ごっちゃごちゃで寝ているような印象を受けた。

　……まぁ、色々とありがとうございました。

　今は、ゆっくりと休んで下さい。

　………………とりあえず、俺の中で良い感じに終わらせておく。

　疲れが取れても顕現出来ないようなら、また俺の力を分けようと思う。

　そう思っていると、俺の頭の上にぽふっと重みが加わった。

　あぁ！　この感触！　やっぱりこれがないと！

　俺は満面の笑みを浮かべて、メアルの頭を撫でる。

「メアルも元気だった？」

「うん。元気だったよ～」

「そっかそっかぁ～」

　………………。

　…………………………。

　…………………………んん？

「呆けた表情を浮かべて、どうかしたのか？」

　サローナの言葉に、俺は不思議そうに尋ねる。

「いや、メアルって……喋しやべれるようになったの？」

『……？』

　俺の言葉に、メアルを除く奥さん達の全員が、首を傾げた。

　あれ～？　何で～？

「いやいや、今、喋ったよね？」

「何言ってんの？　お兄ちゃん。人化しているならまだしも、今のメアルちゃんは龍の姿だし、まだ喋れないよ」

「え？　いや、でも……元気だよ～って」

「うぅん。お兄ちゃんの言葉に、普通に『キュイ』って鳴いていたよ」

　……一体どういう事だろう？

　カガネ以外の奥さん達にも確認のために視線を向けるが、カガネの言葉を肯定するように頷かれる。

　まぁ、ハオスイは元からメアルと話せるから、親指を立てていたが。

　ただ、俺には確かに、メアルは普通に話しているように聞こえた。

　けれど、奥さん達には、普通に鳴き声であったという。

　これは一体どういう事なのだろう？

　………………はっ！　まさか！　俺の、メアルを愛でる力が、別世界へと行った事で暴走し、幻聴を聞かせたという事なのだろうか？

　………………あり得る。

　俺の力も、とうとうここまできたかと拳を握り締める。

　その拳に、指輪が一つ、キラリと輝いた。

　………………あぁ～、何だ。そういう事か。

　俺は拳を開き、小指に嵌はめた指輪へと視線を向ける。

「………………それは？」

　タタがにっこりと微笑みながら尋ねてきた。

　ただ、その笑みからは恐怖を感じ、他の奥さん達もニコニコとしているが、感じる印象は同じである。

　……えぇと………………違うよ？

「いやいやいやいや、違うから！　これは、向こうの世界『イルムシュタッド』で渡された物で、翻訳の指輪なんだ。最初に声をかけられた時、言葉自体が違うから、言っている事の意味がわからなくて。その時に渡された物」

「なるほど。そうだったんですね。なら、それがメアルちゃんの鳴き声を翻訳したという事なのでしょうか？」

　俺の説明に納得したのか、先程の笑みとは一転して、温かい笑みへと変わる。

　ほっと息を吐いてから返す。

「……そうなんじゃないかな？　というか、そうとしか思えない」

「なら、これからは、ワズとたくさんお話し出来る～」

　俺の言葉に、メアルが嬉しそうに声をかけてくる。

　そうだね～。たくさん話せるね～。

「でも、皆ともきちんと話したいから、言葉の勉強は続けるよ」

「そっかぁ～、頑張ろうね」

「うん！」

　ええ娘や～……めっちゃええ娘や～……。

「やっぱり、皆には、今のも鳴き声だったんだよね？」

　その言葉に、奥さん達は一つ頷いた。

　という事は、やっぱり翻訳の指輪の力という事なのだろう。

　メアルとの会話の内容を奥さん達にも教えると、皆嬉しそうに顔を綻ばせた。

　しかし、この指輪……返すのを忘れていたけど、持ってきて良かったんだろうか？

　……今度行った時、貰って良いか聞いておこう。

　それに、今度は奥さん達と共に行く予定だから、人数分用意して欲しいし。

　そう考えていると、マオが尋ねてきた。

「他には、どんな事があったんだ？」

「そうだね。……んん～、ちょっと色々話したい事もあるし、まずは一旦落ち着くために、ラグニールの城に帰ろうか」

　ファファルの事も、きちんと話さないといけないし。

　奥さん達も、それはそうですねと納得してくれ、全員揃ってラグニールの城へと向かう。

　ラグニールの城へと到着し、いつも使用している大きな部屋に全員が入ると、思い思いに腰を下ろしていくのだが、この城の主であるラグニールと、メルさん、メギルさんは、何かやる事があるらしく、そっちに集中しているそうだ。

　また、ルト達も来ているそうなのだが、ラグニール達のお手伝いをしているらしい。

　一体何をしているのかが気になるが、今はこちらが優先である。

　部屋の中には、俺、奥さん達、フロイド、シロ、闇女神さん、ティアン、ファファル、ズードに、ジルン、リイシャさん、ダエルの龍達は、小さな姿のままで、それぞれシロ、ファファル、ズードに抱かれて大人しくしていた。

　ちなみに、イルムも居て、ティアンと共にフロイドから色々この世界の事について聞いている。

　時折、俺の名前が出てきているので、邪神戦の事も教えているのだろう。

　あっちの事は任せておくとして、まずは奥さん達へ、イルムシュタッドで起こった出来事を順に語っていくのだが、イルムシュタッドに四つのクリスタルと、四人の魔王が居る事を教えると、奥さん達はティアン、ファファル、ズードへと視線を向けていた。

　何となく、正体を察しているのだろう。

　ただ、ティアンとファファルを見る時は、どこか窺うような、見極めるような視線を向けているのが気になったけど、まずはガーリスの人達と、イルムシュタッドに残ったルマルフとナーゼの事を教える。

「……という訳で、セリアスさんには色々とお世話になったし、ルマルフは心を入れ替えて味方になり、ナーゼには本当に助けられた」

「そんな事があったのね。楽しそう」

「龍の背には、私も乗ってみたいです～」

　アリアがふむと頷き、キャシーがにっこりと微笑む。

　大丈夫！　イルムシュタッドに行けば、移動はナーゼに頼む事になると思うから。

　すると、ナレリナが不思議そうに尋ねてきた。

「……ところで、どうしてワズは正座しているんだ？」

「……気にしないで。後でわかるから」

　言われる前にやっているだけなので。

　ただ、俺のその行動にピンとくるモノがあったのか、奥さん達がティアンとファファルへ、再度視線を向ける。

　違うから！　ティアンは違うからね！

　ティアンはフロイドをうっとりとしながら見ているので気付いていないが、ファファルは楽しそうに好戦的な笑みを返していた。

　うわ～、やる気満々だなぁ……。

　そう思っていると、奥さん達が次を……というか、ティアンとファファルの説明を求めるように視線を向けてきたので、俺はそのまま続きを話していく。

　汚染されたクリスタルの浄化のため、ナーゼの背に乗って水の都ガルドレーンへと着き、ティアンと出会った事。

　そこまで話し終わってから、俺はティアンを呼ぶ。

「何か御用でしょうか？　ワズ様」

「そう。ここに居るのが、俺の奥さん達」

「なるほど。初めまして、ご主人様の奥様達。私の名はティアンと申します」

　そう言って、ティアンが奥さん達に向けて一礼する。

　奥さん達も、それに倣って一礼を返す。

「元・魔王で、今はフロイドと共に、メイドとして俺に仕えてくれている」

「はい。奥様達も、何なりとお申し付け下さい」

「……ちなみに、ティアンの理想の相手はフロイドだから」

　その言葉に、奥さん達はエッ！　とフロイドを見て、バッ！　とティアンを見て、それを何度も繰り返すのだが、ティアンは俺の言葉が正しいと、頰を朱色に染めながら嬉しそうに微笑む。

「漸く出会えました。……必ず結ばれてみせます」

　おぉ～！　と、奥さん達が拍手を送り、協力しますと口々に告げる。

　中でも、ナミニッサ、ナレリナ、キャシーの、マーンボンドでフロイドと共に居た三人は、一際嬉しそうに笑みを浮かべていた。

　フロイドにそういう相手が出来て、心から祝福しているのだろう。

　その光景にほっこりしながら、次にファファルを呼ぶ。

　呼ばれたファファルは、トコトコと俺の隣に立つ。

「それで、こちらも元・魔王で、名はファファル。戦う事が好きな子で」

「主様の未来の嫁だ！　宜しく頼む！」

　先に言われてしまった。

　奥さん達は、主様？　とどこか確信を持って、俺に視線を向けてくる。

　俺は一つ頷き、ファファルとの出会いからをきちんと話す。

　全てを聞き終えた奥さん達は、はぁ～……と溜息を吐いた。

「これまで通り、可愛がってくれるなら、特に気にしない」

「なるほど。そういう訳か。……ただまぁ、何と言えば良いか」

「何となくですが、こういう事が起こりそうな予感があったというか……」

「確信がありました。こうなるだろうという確信が」

「だから、私達もこういう時の事を話し合っていたんだ」

「ですので～、ワズさんはここで待っていて下さい～」

「……旦那様は、ドンと構えておれば良い。ただ、正座はそのままで」

「足を崩しちゃいけないからな。けどまぁ、ちゃんと私達の判断次第にしたのは成長かな？」

「さぁ！　これからは、私達、お兄ちゃんの奥さん達との邂かい逅こうの時間です！　ぐへへ、魔王っ娘」

「とりあえず、ここでは何だから、その子を連れて別室に向かいましょうか。ワズはここで待機ね」

　どうやら、俺の行動は奥さん達に読まれていたようである。

　でも、根っこから否定せず、そう言ってくれる奥さん達には感謝しかないので、ありがとうございますと、頭を下げた。

　後は、ファファルが奥さん達に受け入れられるかだ。

「これからも奥さん達とはきちんと話していくけど、今はファファル次第だ。頑張れ」

「うむ。大丈夫だ！　主様の嫁達なのだから、きっと余を受け入れてくれると信じておる！　それに、見るだけで強者とわかる者も居るのだ！　是非とも、仲良くなりたい！」

　……戦う訳じゃないよね？　………………戦う訳じゃないよね？

　そっちの不安の方が大きくなってきた。

　そして、奥さん達とファファルが、この部屋から出て行く。

　どうか、上手く纏まるようにと願う。

「大丈夫ですよ、ワズ様。きっと、奥方様達は、ファファル様の事を受け入れて下さいますよ」

「そうですよ。それに、私達もきちんとフォロー致しますから、安心して下さい」

「そうよ～。ファファルは良い子なんだから～」

　いつの間にか俺の近くに集まっていた、フロイド、ティアン、リイシャさんから、安心するように言われる。

「それはわかっているんだけど、こういう時、待つしか出来ないのは辛いね。……ところで、リイシャさんは一緒に行かなくて良かったの？」

「何？　あの小さな龍だけじゃ足りなくて、私も嫁にしたいの？」

「いや、そうじゃなくて」

「わかっているわよ。……ファファルを一人で行かせたのは、これは、ファファルが一人で頑張らないといけない事だからよ。まぁ、ファファルなら大丈夫でしょうけど」

　そう言うリイシャさんは、どこか不敵な笑みを浮かべていた。

　きっと、ファファルなら大丈夫だと信じているのだろう。

　なら俺も、奥さん達なら、ファファルの事を受け入れてくれると信じて待とう。

　大人しく正座したままで。

　そうして待っていると、ドバン！　と部屋の扉が勢いよく開かれた。

「ワズが帰ってきたというのは本当かっ！」

　ラグニールが大声を上げて入室し、キョロキョロと中を窺って俺を見つける。

「おぉ！　久し振りだな、ラグニール」

「本当に帰ってきたのか！　いや、良かった。……結婚式のギリギリに帰ってくるとは思わなかったが、これで我も頑張った甲斐があったというものだ」

　頑張った？　何を？

　それを尋ねる前に、リイシャさんが俺の頭をペシペシと叩いてきた。

「何？　何で俺の頭を何度も叩くの？」

「ちょっと、この素敵な黒龍は一体誰？　ワズとどういう関係なのよ？　私にも紹介しなさいよ」

　ラグニールには聞こえないように、小声でそう言い出すリイシャさん。

　……素敵な黒龍？　どこに？

　室内を見渡しても、黒龍はラグニールしか居ない。

　………………。

　………………いやいやいやいや。

　え？　マジで？

「いやいや、駄目ですよ、リイシャさん。ラグニールは、妻帯者ですからね？」

「ラグニールって言うのね。あぁ、何て素敵なお名前……」

　そう言って、うっとりとし出すリイシャさん。

　駄目だ。肝心な部分が聞こえていない。

「だから、ラグニールには、メルさんっていう奥さんが居ますから」

「……そうなの？」

　もう一度言うと、今度は聞こえたようである。

　けれど、リイシャさんは特に気にしていないかのように、う～ん……と悩むだけだった。

「でも、アタックしてみないとわからないじゃない？　それに、ワズのところみたいに、私を受け入れてくれるかもしれないじゃない？　……だ・か・ら、協力してね？」

　えぇ～……そんな無茶な！

　ラグニールもメルさんも、どちらも敵に回したくないんだけど……。

　リイシャさんの対応に困っていると、当のラグニールが声をかけてくる。

「どうしたのだ、ワズ？　その美龍がどうかしたのか？　小さくなっているようだが、まさか元の大きさに戻れないとかか？」

「はぅ！　そんな……美龍だなんて……」

　……お前……ラグニールよ……。

　どうしてそう、このタイミングでそんな事を言うかな？

「はっ！　まさか貴様……メアルだけでは満足出来んとか言うつもりか？」

「違うわっ！」

　寧ろ、お前の危機なんだよっ！

　ただ、どう伝えるべきか悩んでいる内に、リイシャさんがもじもじしながらラグニールに声をかける。

「えっと……初めまして、リイシャと言います。ここには、ファファルの付き添いで来ました。あっ！　この人とは何にも関係ありませんから。……ただ、その……格好良い黒龍様が突然現れたから……ちょっと動揺しちゃって」

　………………一体誰ですか？　このリイシャさんは？

　先程までと全然違うし、リイシャさんがこの世界に来た理由は、違う空を飛びたいからだったと思うんですけど？

「格好良い黒龍……ま、まぁな！　我はほら、龍王であるからして！」

「まぁ、凄い！　王様なんですね！　どうりで、他の龍とは全然違う風格があると思いました！」

「まぁなっ！　グワハハハハハッ！」

　おぉい！　ご満悦になっていますよ、ラグニール。

　そして、リイシャさんと楽しそうに会話を交わしていくラグニール。

　だが、その背後には……。

「あ・な・た？」

「はぅっ！」

　関係無い俺でも、背筋がピンと伸びてしまうような凍える声が響く。

　声に反応して姿勢を正したラグニールが、ゆっくりと後ろへと振り返る。

　そこには、ニッコリと微笑むメルさんが居た。

「あらあら……確か、ワズさんが帰って来たから挨拶に向かったはずなのに……どうして、可愛い龍と楽しくお話ししているのかしら？　……除のけ者は悲しいから、私とも、お・は・な・しをしましょうか？　あなたも来てくれるわよね？」

「「……はい」」

　そうして、メルさんに連れていかれるラグニールとリイシャさん。

　すると、メルさんは扉の前で一旦足を止め、俺に視線を向けて笑みを浮かべる。

「そうそう、おかえりなさい、ワズさん」

「ただいまです、メルさん」

　俺は、深々と頭を下げて言った。

　頭を上げれば、助けを求めるように、ラグニールが懇願するような目で俺を見ている。

　ごめんよ……俺はここから動けないんだ。

　だから、頑張れと拳を握って返答しておく。

　ふと、隣で立っているフロイドへと視線を向ければ、何やら冥福を祈るように両手を合わせていた。

　いや、まだ死んでないから！

　ラグニールの無事を祈っていると、奥さん達が不思議そうな表情を浮かべて戻ってきた。

「一体どうしたの？」

「お母さんの笑みが怖かった。お父さんが絶望していた」

　メアルの声が届き、それだけで全てを理解した。

　……なるほど。すれ違ったんだな。

　俺はそっと視線を逸らす。

　けれど、メアルの言葉はまだ続いていた。

「……あと、お父さんを見るおばあちゃんの目に、光が無かった」

　……うん。そっかぁ～……。

　生きて……会えると良いな……ラグニール。

　自然と、涙が溢れそうになったので、目元を強引に拭う。

　やっぱり、助けに行った方が良いかもしれない。

　……後で様子を見に行っておこう。

「リイシャも共に居たようだが、一体どうしたのだ？」

　ファファルも不思議そうな表情を浮かべていた。

　……うん。リイシャさんも関係しているから、一緒に行ったんだよ。

　ただ、説明は後でお願いします。

　ラグニールの無事を祈りつつ、俺は奥さん達とファファルへ視線を向ける。

「……それで、話し合いはどうなったの？」

　その問いに、皆は顔を見合わせ、笑みを浮かべた。

「問題無いよ～」

「まぁ、直ぐ戦いたがるのは少々困るが……」

「そこはほら、ワズ様がどうにかしてくれると信じていますから」

「なので、実際に話してみて、受け入れる事にしました」

「私としては、強い嫁が増えるのは大歓迎だ！」

「特に～、ハオスイが乗り気になっていまして～」

「……私の方が強い！　早くそれを証明したい！」

「落ち着いて、ハオスイ。明日は結婚式なんだから、それが終わってからだから」

「大丈夫だよっ！　ハオスイがやる前に、私がやってやるから！　私の強さを見せつけてやるんだから！」

「という訳よ。まぁ、受け入れる事は決めたけど、ワズとの結婚はまだだけどね」

「さすが主様の嫁達だっ！　特に、ハオスイとカガネからは、余に近い強さを感じる！　早くやり合いたくて、体がウズウズしているっ！」

　どうやら、ファファルの事を受け入れてくれたようで、ほっと安堵する。

　ただ、ファファルと直ぐに結婚という訳ではない。

　様子見というか、俺とも奥さん達とも仲良くなる時間をおいてからという事で決まったそうだ。

　もちろん、ファファルも納得済みで。

　俺も元々そのつもりだったので、同意を示す。

　その後は、ファファルも交えて、俺がイルムシュタッドから帰ってくるまでの間に、奥さん達が何をしていたのかを聞いた。

　花嫁衣裳も完成し、式場の準備も終えて、後は明日を待つばかりであり、頑張ってくれた奥さん達、それと手伝ってくれたメルさんとメギルさんには、本当に感謝しかない。

　ありがとうございます、と頭を下げる。

　メルさんとメギルさんにも、後でお礼を言っておこう。

　奥さん達から、明日は素敵な式にしましょうねと言われ、俺も大きく頷いた。

　そこで漸く、俺は正座から解放され、立ち上がり、結婚式を無事に挙げられる事が嬉しくて、奥さん達を一人ずつ抱き締めていく。

　最後には、奥さん達からも構わないと許しを得て、ファファルを抱き締める。

　………………。

　………………ズードと目が合った。

　ダエルと共に、何やらいじけているズードが部屋の隅に居る。

　……ごめん。完全に忘れていました。

　俺は申し訳なさそうに、ズードの事を奥さん達に紹介する。

「イルムシュタッドで会った、四人目の魔王であるズードと、一緒に居る龍はダエル」

「………………ズードです」

「………………ダエルです」

　もの凄く悲しそうだった。

　ごめんよ～……ほんとごめんよ～……。

　気持ち的にだと思うけど、ズードとダエルの自慢の筋肉が、いくらか萎しぼんでいるように見えた。

　どうしようかと悩んでいると、奥さん達からベネドも来ている事を聞き、その事を教える。

　すると、会って来よう！　と、即座に部屋から出て行った。

　これで後は、明日に備えて寝るだけなのだが、その前にラグニール達の様子を見に行く。

　メルさんとメギルさんにお礼も言いたいし。

　………………部屋の外からでも声をかけられる雰囲気では無いのがわかった。

　………………うん。明日にしよう。

　そのまま踵きびすを返し、部屋へと戻る途中、互いの筋肉を見せつけ合うベネドとズード、ダエルの姿が見え、その周囲でげんなりとしているルト達が居たので、そっと遠回りして戻る。

　そして、部屋へと戻った俺は、奥さん達に癒されながら一緒に眠った。
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　結婚式当日。

　俺は奥さん達よりも早く起き、ん～……と体を伸ばして準備に取りかかった。

　用意した花婿衣裳を着る前に、まずは両親と招待客を迎えに行かないといけない。

　何しろ、場所が場所なので、「転移」の魔法を使用して迎えに行くのである。

　帰りは、「転送」で送り返す予定だ。

　そもそも、招待客の中には、エルフの長やら、領主やら、王様やら、王様やら、王様やら、王様やら……とにかく、王様が多いのである。

　俺達の結婚式のために、わざわざこの日の予定を空けてくれたのだ。

　本当に有り難い事である。

　カガネも「転移」を使えるから、最初は招待客を迎えに行こうとしたのだが、男性と違って女性は色々と準備が必要という事で、俺だけで迎えに行く事にした。

「おはようございます、ワズ様」

「おはよ、フロイド」

「とうとう、結婚式当日でございますね。おめでとうございます」

「ありがとう」

　部屋の扉を開けると、そこにフロイドが居たので、朝の挨拶を交わす。

「おはようございます、ワズ様」

「おはよ、ティアン」

　フロイドの後方で控えるように居た、ティアンとも挨拶を交わす。

「二人とも早いね」

「執事とメイドとして、主であるワズ様より遅く起きる訳にはいきませんから。それと、ティアンには奥方様達が花嫁衣裳を身に纏う際の手伝いをさせようと思いまして」

「わかった。お願いするよ」

　ティアンにお願いしますと頼み、この場を後にしようとしたところで、俺は足を止める。

　………………あれ？

「よくよく考えれば、フロイドも『転移』の魔法が使えるんじゃないか？」

　そう尋ねると、フロイドがほっとしたかのように、胸を撫で下ろす。

「漸く気付いてくれました。いつその事を言って頂けるか、心待ちにしておりました」

「……もし、このまま何も言わなかったら？」

「手持ち無沙汰で、暇を持て余すところでした」

　じゃあ、言おうよ！

　良いんだよ？　もっと、こういう事は積極的に言って良いんだよ？

　多分、俺が言うのを本当に待っていたんだろうな。

　まぁ、こういう時でも、相変わらずなフロイドである事に、少しだけ安堵した事は絶対教えない。

　そして、俺とフロイドは、手分けして招待客を迎えに行った。







　純白の花婿衣裳に身を包み、俺は奥さん達が入ってくるのを待つ。

　式場は七種類の花で彩られ、どこか幻想的な雰囲気を感じる。

　俺とフロイドが迎えに行った両親と招待客へ目を向ければ、皆笑みを浮かべ、奥さん達が入ってくるのを、今か今かと待ちわびていた。

　イルムシュタッドで出会った面々も、招待客の中に交じって参列している。

　………………ラグニールがボロボロに見えるのは、きっと気のせいではないのだろう。

　そして、式場の扉が開かれた。

　デザインがそれぞれ違う、純白の花嫁衣裳に身を包んだ俺の奥さん達が、こちらに向けてゆっくりと歩いてくる。

　奥さん達の姿に目を奪われ、綺麗という言葉しか浮かばない。

　自然と笑みが浮かぶ。

　奥さん達も、嬉しそうに笑みを浮かべていた。

　そして、奥さん達が左右に分かれ、俺を中心にして横一列に並ぶ。

　前を向けば、壇上には、結婚式を取り仕切って貰うために来て貰った、光教会の教皇様……ではなく、そこには…………………………いつもの執事服に、白い帽子を頭に乗せているフロイドが居た。

『………………え？』

　俺と奥さん達の声が重なる。

　どうやら、これは奥さん達も想定外の事のようだ。もちろん俺も。

　いや、確かに、参列している人達の中に居ないなぁ～とは思ったけど、どうしてそこに居る？

　俺と奥さん達の動揺が招待客へと伝わる前に、こそっと話しかけた。

「……おい、フロイド」

「小声でどうしました？　緊張でお腹が痛いとかですか？　もしそうであるなら、もう少し我慢して頂ければ」

「違うわ。……そうじゃなくて、どうしてお前がそこに居るんだよ？　俺と奥さん達は、光教会の教皇様に頼んだはずだけど？」

「はい。ですので、私が創造神である事を伝え、譲って頂きました」

　……まさか、自ら正体を明かすなんて。

　フロイドの本気を感じる。

　よく見れば、フロイドの左右には、ティアンと教皇様が微笑みを浮かべて佇んでいた。

　いやいやいやいや、そうじゃないでしょ？　教皇様。

　そこで佇んでていい立場じゃないですよね？

　けれど、当の教皇様は、どこにも問題はありませんと、ニッコリと微笑むだけだ。

　………………。

　………………もうこのまま押し通すしかない、か。

　何とも締まらないが、俺達らしい結婚式と言えなくもない。

　なので俺は、笑みを浮かべてフロイドに声をかける。

「……それじゃ、宜しくお願い頼む」

「かしこまりました」

　そして、フロイドの進行で、俺と奥さん達は無事に結婚式を挙げた。
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　結婚式も無事に終わり、場所を城のホールへと移して、俺と奥さん達の結婚を祝うパーティーが始まる。

　立食式で、俺達も招待客も含めて、それぞれ親睦を深めていく。

　……ただ、それは最初だけ。

　段々と酒に酔う人が出て来て、飲めや歌えやの大騒ぎへと変わるのに、そう時間はかからなかった。

　というか、酔う人の多くは、各国の王様達である。

　常日頃、色々と鬱憤が溜まっているのだろうか？

　その光景を傍はた目めに、まずは両親の下へと向かう。

　両親から祝いの言葉を貰った後、次へと向かうのだが、何故かそこではリニックから来たルーラに、泣きながらすがりつくレーガンさんと、それを宥なだめるギャレットさんが居た。

「うおおおぉぉぉ！　頼むから、まだ嫁に行かないでくれ～！」

「お父さん……私はまだそんな年じゃないよ？」

「はいはい。ルーラちゃんが嫁に行くのはまだ先だから、領主なんだし、もっとしゃんとしろよ」

　どうやら、酒に酔ったレーガンさんが、ルーラが嫁に行く時の事を思って泣いているようである。

　なので、華麗にスルー。

　きちんとした挨拶は、酒が抜けてからだな。

　視線を別へと向ければ、マーンボンド王国のギヴィリオ王とイスコア王国のルソナ国王様が、エリス姫様を嫁に迎えるか、ナヴィリオを婿に迎えるかで、取っ組み合いの喧嘩をしている。

　どちらも良い大人なんだから、もう少し話し合いで解決して欲しい。

　そんな父親二人とは別のところで、当のナヴィリオとエリス姫様は、仲睦まじい姿を見せていた。

　……もう、どっちでもよくね？

　獣人国からは、ギオ王様とデイズが来ていて、今はグレイブさんと仲良く話していた。

　同盟国だし、色々と話す事があるのだろう。

　それに、険悪な雰囲気とは程遠いので、二国の仲は良好のようだ。

　グレイブさんとは結婚式の前にも話し、この場に来ていないグレイブさんの奥さん達から必ず顔を出すようにとの言付けを受けているので、また改めて行く事を伝えておいた。

　ルト、ニール、ガインの三人は、仲良く楽しく酒盛りをしているのだが、ゼアルは部屋の隅でデオラーデさんに捕まっている。

　傍らにはソシエルちゃんが居るので……多分、酷ひどい事にはならないだろう。……多分。

　ベネドは、ズード、ダエルと共に、筋肉を見せつけ合っていた。

　……どうやら、昨日のだけでは満足出来ていなかったようである。

　そして、ファファルを含めた奥さん達と、フロイド、ティアンは、メルさん、メギルさんに、招待客の奥様達と共に楽しく談笑していた。

　フロイドだけ男性なのだが、ティアンと共に執事、メイドとして動いているようなので、特に気にしていないように見える。

　室内の楽しい雰囲気を一通り眺めた後、少し息を吐きたくて一人でバルコニーへと出た。

　夜風に当たりながら休んでいると、俺と同じようにバルコニーへと出て来る者が居たので声をかける。

「よっ！」

「今日の主役はワズだろう？　こんなところに居て良いのか？」

「ちょっとした休憩だよ」

　そう言って、俺はラグニールに笑みを向けた。

　ラグニールも同じように笑みを浮かべ、俺の隣へと移動してくる。

「そういえば、奥さん達から聞いたよ。七種類の花を集めてくれて、ありがとう」

「嫌みか？　どうせ我は、ごく少数しか集められなかったというのに」

「それでもだよ。ラグニールが頑張ってくれた事が嬉しいんだ。だから、ありがとうだよ」

「ふんっ！　らしくない事を言うな。調子が狂う」

　ラグニールがそっぽを向く。

　照れたのか？　と思うが、追及はしない。

　一時の静寂に包まれた後、俺はラグニールへと視線を向ける。

「……で、リイシャさんとの事はどうなったの？」

「それで思い出した！　ワズ、貴様……部屋の前まで来ておいて、逃げたな？　気配でわかったぞ！」

「逃げたんじゃない。本能で近寄る事を拒否しただけだ」

　ふんっ！　と、腕を組んでふんぞり返る。

　だが、ラグニールはどこか呆れた表情を浮かべた。

「……自慢出来る事ではないと思うぞ」

「………………どれだけ強くなろうとも、世の中には、逆らってはいけない者が居るという事を、理解しているだけさ」

「………………全く以て、その通りである」

　はぁ……と、ラグニールと共に溜息を吐く。

「……で、本当にどうなったの？」

「我にとって、メルが最も大切で、最も良い女である事に変わりはない。メルが嫌がるような事はせんよ。きちんとお断りしておいたわ！　リイシャとやらも、我の男らしい断りに納得しておったぞ」

　ラグニールの言葉を聞いて、俺はパーティー会場であるホールへと視線を向ける。

　そこでは、メルさんとリイシャさんが話しているのが見えた。

　………………これは多分アレだな。

　リイシャさんは、ラグニールとメルさんの関係を見抜いて、やり方を変えたのだろう。

　先に落とすべきは、メルさんであると……。

　それに、何となくだけど……本当に何となくだけど……どこか、ラグニールが意識していないところで、ラグニールに惚れた女性がまだ居そうな気がした。

　もし、それが本当に居るのなら、ラグニール一家の修羅場はまだ続くという訳で……。

　それに俺も、もうラグニール一家に仲間入りした訳だし、他ひ人と事ごとのままではいけない。

　可能な限りは関わっていくつもりではあるが、ただ、一番頑張らないといけないのは、やはりラグニールなのは間違いない。

　だから、心の中だけで思うのではなく、きちんと言葉にしよう。

　言葉にする事で、伝わる思いもある。

　まぁ、元々、俺とラグニールの間には、気を遣うというのは余り無いのだけど。

「……色々大変だと思うけど、頑張って、お義父さん」

「止めろ、その呼び方！　何か肌がゾワゾワする」

　失礼なっ！　これからの関係性をきちんと表しただけなのに。

　といっても、これからも普通に名で呼ぶつもりだけど。

　その後、ラグニールから、どうやって七種類の花を集めたかの話を聞いていると、ホールに居る奥さん達とファファルが俺を呼ぶ声と、メルさんがラグニールを呼ぶ声が耳に届く。

「呼ばれておるぞ、ワズ」

「そっちもな、ラグニール」

　俺とラグニールは、目を合わせて笑みを浮かべる。

「……良き結婚式であったぞ」

「ありがと。……これからも宜しくね、お義父さん」

「だから、その呼び方止めろ！」

　そして、俺は奥さん達のところに、ラグニールはメルさんのところへと向かって歩み出す。

　愛する者達のところへと……。








書き下ろし「奥さん達の結婚式まで、あと六日」（後編）
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　ワズの奥さん達の中で、メアル、タタ、ナミニッサ、キャシー、ハオスイが、龍王ラグニールの城で花嫁衣裳の製作に奮闘している頃、サローナ、ナレリナ、マオ、カガネ、アリアは、ラグニールの妻であるメルと、今回の件に関係しているレウス、ディニー、ミリリの勇者パーティーと共に、マーンボンド王国の王都へと訪れていた。

　何故別行動をしているかといえば、それは前日に起こった出来事に関係している。

　レウス、ディニー、ミリリの勇者パーティーが、ラグニールが邪悪な龍王であり、ワズの奥さん達が捕らわれの姫君達であると、光教会のホラルア枢すう機き卿きようから教えられて討伐に来たのだ。

　けれど、当のレウス達は、魚の魔物──魚君と、猫の魔物──猫君に敗れ、奥さん達の前まで連れてこられた。

　そして、奥さん達がレウス達から事情を聴き、全てはホラルア枢機卿の企みではないかと判断し、その事実確認と断罪を行うために動いたのである。

　けれど、光教会本部があり、ホラルア枢機卿が居る王都イスコアへと即座に向かわないのは、話をスムーズに終わらせるために、まずはマーンボンド王国へと行くためだった。

　何しろ、ワズがいつ帰ってくるかわからないのだから、さっさと終わらせたいのである。

　それなら、ワズが帰ってきてからでも遅くはないと思うのだが、気がかりを残して結婚式を挙げたくはない、というところだろう。

　そういう思いで、先にマーンボンド王国の王都へと辿り着いた奥さん達一行は、王城へと向かった。

　メルは、騒ぎが起きないように人化し、この国の王子で、ワズにとって義理の兄となるナヴィリオを迎えに。

　けれど、その道中、奥さん達の心の中に、キュピーンと稲妻が走る。

「ん？　何だろう……今何か……」

「ワズの下に、新たな女の気配が現れたような気が……」

「感覚でしかないが、向こうがかなり積極的に動いているような……」

「むぅ……お兄ちゃんめ。……出来れば、可愛い子が良いなぁ～」

「はいはい。とりあえず、帰ってきたら、しっかりと聞いておかないとね」

　アリアの締めに、奥さん達が力強く頷く。

　その様子を見て、レウスは心の中で戦せん慄りつしていた。

（……女性って鋭いんだな。そのワズという人には会っていないけど、心から同情します）

　そう思って、チラッと、自分のパーティーメンバーである、ディニーとミリリへと視線を向ける。

　ニッコリと微笑みを返され、レウスは自分の将来も、同じようになるのではないかと思う。

　メルは、そんな奥さん達とレウス達を見て、楽しそうに微笑んでいた。

　そうこうしている間に王城へと辿り着き、元々この国の王女であるナレリナの案内で中を進む。

　レウス達はこういう場に慣れておらず、終始ガチガチに固まっていたが。

　向かった先は、ナヴィリオの私室。

　勝手知ったる感じで、ナレリナはそのまま無遠慮に入り、その後に他の者達が続く。

　突然の来訪にナヴィリオは驚きの表情を浮かべるが、それは直ぐに柔和な笑みへと変わる。

「やぁ。全員揃って……ではないみたいだし、ワズも居ないみたいだけど、どうしたんだい？　結婚式には早いし、見ない顔も居るけど……何かあったのかな？」

「そうなんだ、兄上。少々困った事が起きてな……」

　ナレリナが主導で、ナヴィリオへと説明を行う。

　黙って聞いていたナヴィリオは、何かを考えるように口元へと手を当てる。

「……なるほど、そのような事が。もしそれが事実であれば、少々独断が過ぎるし、放置しておく訳にはいかないな」

「そうだろう？　兄上」

「それで、彼等がそうなのかい？」

　ナヴィリオの視線が、奥さん達の後ろで緊張した面持ちを浮かべるレウス達へと向く。

　レウス達はビクッ！　と体を跳ねさせるが、奥さん達に促されて前へと出て、それぞれ自己紹介を行った。

　紹介を受けて、ナヴィリオが優しく微笑む。

「そう硬くならなくても良いよ。気軽に接してくれた方が、こちらとしても気が楽になるからね」

「は、はい」

　そう返事をするだけが精一杯だったレウスだが、ディニーとミリリは、ナヴィリオの優しい微笑みに見惚れていた。

　ナヴィリオは、そのままメルへと視線を向け、頭を下げる。

「初めまして。ナレリナとナミニッサの兄で、ナヴィリオと申します。龍王様の奥方様にお会いでき、恐悦至極でございます」

「これはご丁寧にありがとうございます。メルと申します。これからは、色々と関わっていく事になると思いますので、どうか宜しくお願い致します」

　メルも、ナヴィリオに向けて頭を下げて挨拶を交わす。

　その姿は、優雅で気品に溢れていた。

　そして、ナヴィリオはナレリナへと視線を戻し、疑問に思った事を尋ねる。

「けれど、それでどうしてここに？　光教会の教皇様か、イスコア王家に直接進言した方が早いと思うのだが？」

「もちろん、そのつもりだけど、ナミニッサの案で兄上を連れていった方が良いと言われてな」

「ナミニッサが？　………………余計な気遣いを。まぁ、妹達に先を越された兄を心配してくれたのかな。……わかった。私も共に行こう」

　そして、奥さん達とメル、レウス達は、ナヴィリオと共にイスコア王国へと向かう事をギヴィリオ王へ伝えに行くのだが……。

「……委細承知した。数日ぐらいなら大丈夫だろう。気を付けてな、ナヴィリオ。……これを持っていきなさい」

　ギヴィリオ王が、ナヴィリオに小瓶を手渡す。

「……父上、これは？」

「痺れ薬だ」

「………………」

「………………」

「……父上、これで何をしろと？」

「嫌がらせだ」

「自分でやって下さい」

　ナヴィリオがギヴィリオ王へ小瓶を突き返す。

　許可は貰ったと、カガネの「移動魔法」で即座にイスコア王国へ飛んだ。
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　イスコア王国の王都へと飛んできた一行は、そのまま何の問題も起こらず、中へと入る。

　すると、カガネが一歩前に出て告げる。

「それじゃ、すみません。私はここで一旦抜けます。ちょっと情報を集めてきますので」

「あぁ、頼む」

　ナレリナが頷き、他の奥さん達も同じように頷いて返事をする。

　カガネも任せてと頷き、そのまま雑踏の中へと消えていった。

　ここでカガネが向かった先は、王都内にある自身が運営しているアマソン商会の本店である。

　何しろ、アマソン商会自体は、カガネがワズを捜すために作ったという事もあり、従業員の多くは諜報活動に秀でている者が多いのだ。

　そのため、まずは現在の光教会の状態の確認と、可能であれば証拠を集めるために、カガネはアマソン商会へと向かったのである。

　ここでアリアが光教会へと赴かないのは、今はまだ自分達がここに来た事を明らかにすべきではないと考えているためだ。

　そのため、このイスコア王国の王都で名と顔が知られているカガネとアリアは、現在顔を隠すようにフードを目深に被っていた。

「それじゃ、私達は城へと向かいますか」

　この王都に詳しいアリアが先導して進もうとした時、真正面から駆けて来る者達が居た。

　その先頭を駆ける人物は女性であり、後ろに何人もの騎士を従えている。

　誰が駆けて来ているのかを理解した奥さん達は頭を抱え、ナヴィリオが困ったような笑みを浮かべて前に出た。

　先頭を駆ける女性がナヴィリオの姿を視界に捉えた瞬間、満面の笑みを浮かべる。

「やはりナヴィリオ様でしたっ！」

　そう言って、そのままナヴィリオの腕の中へと飛び込んで抱き着いたのは、イスコア王国のルソナ国王の一人娘であるエリス姫だった。

「やぁ、久し振りだね、エリス姫様」

「エリスで構いませんわ、ナヴィリオ様。将来の夫婦なのですから、もっと気軽に接して下さいませ」

「ははは。それにしても、よく来た事がわかったね？」

「女の勘とでも言いましょうか、ふと、城から門の方へと視線を向けた時、そこにナヴィリオ様が居るような気がしたのです。ですので、こうして駆けてきましたが、それは間違いありませんでした！」

　たったそれだけで？　と、奥さん達とメルは思う。

　エリス姫を護衛するために後を追ってきていた騎士達が、ここで漸く追いついてきた。

　息も絶え絶えなため、エリス姫がどれだけの力を発揮してこの場に現れたのかがわかる。

　ただ、レウス達だけは事態の変化に付いていけないため、大人しく静観していた。

　けれど、このままここで話し込む訳にはいかないと、ナレリナがエリス姫に声をかける。

「お久し振りです、エリス姫様」

「まぁ、ナレリナではないですか。確かにお久し振りですが、私は未来の姉なのですから、お義姉さんと呼んでと言ったでしょ？」

「……あはは」

　ナレリナは、苦笑いしか出てこなかった。

　さてどうしようかと考えていると、エリス姫が奥さん達の存在に気付く。

「あら？　そちらに居るのはナレリナだけじゃなく、義弟ワズの奥方達じゃない。……全員ではないようだけど……どうしたのかしら？　何か、目的があってここに来たようね」

　そこはさすがに一国の姫とでも言うべきか、何かを察するエリス姫。

　そうなると、このままここで話すのは止めておいた方が良いと考え、エリス姫と一行は城へと向かう。

　休んでいた騎士達が、もう移動ですか？　と、少しげんなりしていた。

　城へと辿り着いた一行は、そのままエリス姫の案内で王族の私室へと赴き、ルソナ国王へと相あい対たいする。

「お久し振りです、ルソナ国王様」

「………………うむ」

　ナヴィリオの挨拶に、ルソナ国王は渋い表情を浮かべる。

「お久し振りでございます、ルソナ国王様」

「うむ。よくぞ参られた。楽にしてくれて構わんぞ」

「初めまして、この国の王よ。龍王の妻で、メルと申します」

「これはご丁寧に。ルソナと申します」

　次いで、奥さん達とメルが挨拶をした時は、先程とは対照的に柔和な笑みを浮かべる。

　そこには、確実に明確な差が出来ていた。

「ちょっと、お父さん！　ナヴィリオ様にそのような態度はどうなのですか？」

「いやだって、仕方ないじゃないか！」

　ルソナ国王にとって、ナヴィリオは可愛い娘を奪う相手だけではなく、端から見ると喧嘩友達でもあるギヴィリオ王の息子なのだ。

　父親としても、王としても、複雑なのである。

　そして、エリス姫からの説教が始まり、ついでとばかりにナヴィリオとの婚約を認めろという話にまで及び出す。

　その様子を眺めていた奥さん達とメルは、一体いつ本題に入れるのか困った。

　レウス達は、そもそもいきなり王様への謁見となって事態に付いていけず、自分達がここに居ても良いのかと考え出す。

　奥さん達とメル、ナヴィリオが、そろそろ介入すべきかなと思った時、室内に元気よく入ってくる者が居た。

「ど～も～、遅くなりました！　いや～情報と証拠集めが簡単過ぎて、これって事実なのかな～って悩み……始め………………あれ？　何この状況？」

　カガネの目に映ったのは、正座して娘から説教を受ける父親と、それを遠巻きに眺める奥さん達とナヴィリオとレウス達である。

　説明を求めるように、カガネは奥さん達に視線を向けるが、首を振るだけだ。

　ただ、カガネが入ってきた事によって、エリス姫はこの状況に気付き、顔を赤くする。

　ナヴィリオに慰められるエリス姫なのだが、それをギリギリギリギリと険しい表情を浮かべて眺めるルソナ国王。

　はぁ……と溜息を吐いて、奥さん達は今しかないとルソナ国王に、事情説明を行う。

　内容の重要性から、ルソナ国王は次第に真剣な表情へと変わり、全てを聞き終えた頃には、王としての顔付きとなっていた。

　そんなルソナ国王が、頭を抱える。

「はぁ～……全く、面倒な事ばかり起こしおって……。一体、光教会の内部はどうなっているのだ」

「それに関しては、本当に申し訳ございません。ですが、今回の事を手始めに、内部の腐敗をある程度一掃し、まともな光教会へと変えるつもりです」

　ルソナ国王の呟きに、一応教会関係者でもあるアリアが、申し訳無いと頭を下げる。

「ですが、そう頭を悩ませる事はないのでは？　義妹のカガネが証拠集めを既に終えているようですし」

　エリス姫がそう取りなし、カガネが苦笑いを浮かべながら、集めた証拠をルソナ国王へと手渡す。

「一応、色々と隠蔽工作はしていたようですが、まだまだ素人というべきか、簡単に集める事が出来ました。精査はしているので間違いはありません。まぁ、ウチの従業員達にかかれば、この程度簡単ですね」

「……拝見しよう」

　ルソナ国王は、手渡された証拠と、その概要が書かれた紙面へと目を通していく。

　紙面には、件くだんの枢機卿の他にも、裏で色々とやっている者達の事も記されていた。

　どうやら、アリアが言ったように、今回の事で色々片付けるつもりのようである。

　全てを読み終え、ルソナ国王は大きく溜息を吐いた。

「脅迫、暴行、横領に、殺人にまで関わっているのか。……これに間違いはないのだな？」

　ルソナ国王からの問いに、カガネは無言で頷く。

　もちろん、提出した証拠の裏取りもきちんとやっているので、間違いはないのだ。

「そうか。今まで見つからなかったのは、運が良かったのだろう。……いや、寧ろ、運が悪いと言うべきか？　何しろ、君達に見つかったのだからな」

　ルソナ国王は、そのまま奥さん達とメルへと視線を向ける。

　この世界において一部の者しか知らないが、彼女達を敵に回すという事は、世界最強の男を相手にするのも同義なのだ。

　今は諸事情で居ないそうだが、戻ってきた後に今回のような事が起これば、一体どうなっていたのだろうと、ルソナ国王は肝を冷やした。

　けれど、見方を変えれば、これは好機とも言える。

　今回の事を機に、出来る事なら光教会内部だけで自浄出来るようになって欲しいと、ルソナ国王は願う。

　王家と教会、どちらも腐ってしまえば、この国は終わりだと、先の事を憂えたのだ。

「委細はわかった。では、そちらの者達が、件の勇者達であるか？」

　ルソナ国王の視線が、レウス達へと向く。

　それに合わせ、レウス達はしどろもどろになりながらも、何とか自己紹介を終える。

　すると、ルソナ国王が頭を下げた。

「此こ度たびの事は巻き込まれたような形だ。本来の勇者の役割とは大きく違う。本当に申し訳ない」

「い、いえ、気にしていませんから！　そ、それに、こうして色々な人達と出会えましたから、結果として、自分達のためにもなったと思っています」

「そう言ってくれると、幾分か救われる」

　もう一度、レウス達へ頭を下げたルソナ国王は、奥さん達とメルに尋ねる。

「それで、もう突入するのか？」

「いや、それなのだが、明日でも構わないだろうか？」

「巻き込まれたのはそなた達なのだから、好きにしてくれて構わんが……手伝いは必要か？」

「出して頂けるというのであれば、お願いしたい。出来れば、私達は、ホラルア枢機卿に専念したいので。他の者達にまで手が回らないというべきか」

「なるほど。それもそうだな。なら、他の者達は騎士団に任せよう」

「あと、出来ればですが、事前にユナ教皇様へ話を通しておきたいのですが？」

「わかっている。秘密裏に呼んでおこう」

「ありがとうございます」

　ナレリナとルソナ国王との間で瞬く間に話が纏められ、今後の方針が決まっていく。

　そして、秘密裏に呼ばれたユナ教皇からは、そういう事でしたら好きなようにしても構わないと許可を頂いてから、奥さん達とメルはそのまま城内で一泊する。

　その夜は、ナヴィリオが寝ている部屋へ夜這いに向かおうとしたエリス姫を止める、ルソナ国王の懇願するような叫びが城内に響いたが、奥さん達とメルはすやすやと眠っていた。





あと三日






　陽も昇りきった昼頃、イスコア騎士団の精鋭が光教会本部を取り囲む。

「決して逃がさないように！　目的の人物は全員頭の中に入っていますね。他の者達には手出ししないように注意して下さい。目的の人物達の確保を最優先でお願いします！」

　イスコア騎士団にそう指示を出しているのは、ナヴィリオだった。

　指令を受けて、イスコア騎士団が所定の位置についていく。

　その様子を、ナヴィリオの左右を固める二人の人物が見ていた。

　片方は当然エリス姫で、もう片方に居るのは、ルソナ国王の懐ふところ刀がたなと言われるハイドネ侯爵である。

「いや～、素晴らしい指揮ですな。これは、イスコア王国の未来も明るい」

「そうでしょう、そうでしょう。何しろ、私の未来の旦那様ですから」

「姫様の人を見る目は確かですな。このような素晴らしい御仁を伴侶として迎えるとは」

「でへへ」

　どうやら、ハイドネ侯爵は、ナヴィリオを迎える事に賛成のようである。

　これは強力な味方を得たと、エリス姫は内心で喜ぶ。

　そして、イスコア騎士団によって、光教会本部への突入が行われる中、奥さん達とメル、レウス達の姿は、既に内部にあった。

　目指す場所は、ホラルア枢機卿の私室。

　そこに向かって一直線に進み、目の前にある扉を力任せに蹴破る。

　ごてごての金一色で彩られた調度品がいくつも並ぶ、趣味が悪く広い部屋の中には、太った禿げ頭が豪華だが趣味の悪い椅子に座っているのと、何やら柄の悪い男達が数十人居た。

「……一体何事だ？　ここを誰の部屋だと思っている」

　禿げ頭が、訝し気な表情を浮かべて言ってくる。

　けれど、そんな事は関係無いと、サローナがレウス達に尋ねた。

「アレがそうなの？」

「は、はい。ホラルア枢機卿……です」

　レウスの言葉を受けて、奥さん達は敵意を漲みなぎらせる。

　禿げ頭──ホラルア枢機卿は特に何も感じなかったが、その周囲に居た柄の悪い者達は敏感に感じ取り、いつでも動けるように体勢を直す。

　その間に、ホラルア枢機卿はレウス達の姿を見つけ、目を細めた。

「やれやれ、使いやすい手駒になってくれるかと期待したが……まさか、逆に手を嚙まれるとはな。だが、それにしても愚かな行動をしたものだ。たったそれだけの人数で、この場に現れるとはな」

　ホラルア枢機卿が、周囲に居る者達へと合図を送る。

　その合図を受けた者達が、奥さん達とレウス達を取り囲んでいく。

　レウス達はそれぞれ武器を構えるが、奥さん達は何でもない事のように佇んでいた。

「ホラルアの旦那～、思った以上に綺麗どころが揃っていますぜ！　それも、超一級品の！　味見しても構いませんよね～？」

「……私が使用した後であれば好きにしろ。ただ、壊すなよ。売り物にならないからな」

「りょうか～い」

　ホラルア枢機卿と、柄の悪い者達のボスらしき者との勝手な会話に、奥さん達はイラっとした。

「……はぁ、仕方ない。もう関わりたくないし、さっさと終わらせるか」

「そうだな。ムカつく連中だ。徹底的に潰してやろう」

「私達を軽く見るとどうなるか、教えてあげましょうか」

「ふふふ……私達には欠片も触れる事が出来ないという事を、わからせてあげます」

「ボッコボコにしてあげるわよ」

「人の世は物騒ね～」

　そう言って、不敵な笑みを浮かべる奥さん達とメル。

　けれど、レウス達はおろおろしている。

「え、えっと、皆さん……これだけの人数に囲まれているのに余裕ですね？」

「まぁ、正直に言って、物の数ではないからな」

「有象無象だな」

　サローナの答えにナレリナが続き、マオ、カガネ、アリア、メルがうんうんと頷く。

　奥さん達の言葉に、周囲を囲む者達が激昂して襲いかかってくる。

　レウス達は気を引き締めるが、奥さん達にとっては何でもなく、普通に撃退していく。

　サローナへ向けて、複数人が襲いかかってくる。

　けれど、サローナは魔法で両拳に風を纏い、その全てを殴り飛ばしていく。

　ナレリナへ向けて、複数人が襲いかかってくる。

　だが、煩わしそうに払い続けていくだけで、人の山が出来ていった。

　マオに向けて、複数人が襲いかかってくる。

　しかし、誰もマオの速さに付いていく事が出来ず、あっという間に蹴り沈められていく。

　カガネに向けて、複数人が襲いかかってくる。

　でも、本人にとっては何てことはない魔法によって、その全てが弾け飛んでいった。

　アリアに向けて、複数人が襲いかかってくる。

　が、力任せの拳を食らい、全員が悶絶するような表情を浮かべて床に沈んでいく。

　メルに向けて、複数人が襲いかかってくる。

　でも、メルは自身の尻尾だけを解き放ち、全てを薙ぎ払っていった。

　レウス達に向けて、複数人が襲いかかってくる。

　まぁ、そこはさすがに勇者一行というか、仮にも山の上層部までこれただけはあるというか、危なげなく撃退していった。

　さすがに、奥さん達とメルに比べると、撃退速度は大きく違うが。

　それでも、あっという間に室内で無事な者は、奥さん達とメル、レウス達、それとホラルア枢機卿のみとなったのだから、問題は無い。

「ば、馬鹿なっ！　その中にはＡランク冒険者相当の力を有する者も居たのだぞ！」

　起こった結果に、激しく狼狽するホラルア枢機卿。

「何だ、もう終わりなのか？　意外と呆気ないものだな」

「それは仕方ないだろう。何しろ、元々の地力が大きく違うのだから」

「しかし、これからも、こうしてちょっかいを掛けられるのは面倒だ」

「まぁ、大丈夫じゃないですか？　今回の事で、どうなるかはわかったでしょうし」

「そうね。とりあえず、光教会に関しては、ユナ教皇様が居る間は大丈夫でしょ」

「やっぱり、城でのんびりと過ごしたいわ」

　もう終わったものと会話を交わす奥さん達とメル。

　まさしくあっという間の終了に、レウス達は苦笑いを浮かべると共に、絶対敵対したくないと思い、今は諸事情で居ないというワズという人物は、一体どのような人だろうと考えていた。

　だが、これで終わりと思っていない人物が喚き散らす。

「ふ、ふざけるなっ！　そもそも、私を誰だと思っている！　光教会の枢機卿であるぞ！　その私に手を出したら、一体どういう事になるのかわかっているのかっ！　光教会に寄付を贈る貴族達が黙っておらんぞ！」

「はぁ……わかっていないようだから教えますけど、既にもう、あなたは詰んでいるんです。そもそも私達の中には、マーンボンド王家に獣人国の王家、それにこの光教会に選ばれた聖女と龍王の奥さんまで居るんですよ？　それこそ、私達を敵に回すという事がどういう事かわかっているんですか？」

　カガネの一蹴に、ホラルア枢機卿は開いた口が塞がらない。

　けれど、もう何も話さなくて良いよ、カガネは眠りの魔法をホラルア枢機卿にかける。

　何の抵抗も無く、ホラルア枢機卿は眠りについた。

「それじゃ、私達は戻りましょうか」

「そうだな。何しろ、大切な出来事が待っているのだし」

「その準備がまだ終わっていないしな」

「早く帰って縫わないと！」

「という訳で、私達はもう行くけど、あとの事は任せたわよ。頑張ってね、新たな勇者達」

「「「は、はいっ！」」」

　レウス達の返事を聞き、奥さん達とメルは満足気な表情を浮かべて、この部屋から出て行く。

　そのまま光教会本部から出て、ナヴィリオと挨拶を交わす。

「あとの事はお願いします、兄上。それと、結婚式にはちゃんと来て下さいよ」

「あぁ、任せてくれ。それと、可愛い妹達の晴れ舞台なんだ。結婚式には何があっても駆けつけるさ」

　そして、奥さん達とメルは、花嫁衣裳製作のためにラグニールの城へと「転移」する。

　ナヴィリオはその姿を見送った後、光教会本部で不正を働く者達を一掃していった。




　その後、光教会は、新たに生まれ変わったかのように、清く正しいモノへと変わっていく。





あと二日






　事の顚てん末まつを聞き終えた奥さん達は、これでもう大丈夫だろうと、花嫁衣裳製作に没頭した。

　この日の夜、漸く、奥さん達は花嫁衣裳作りを終える。

　あとは、式場準備だけなので、この日は心地好い疲れに身を任せて眠った。





あと一日






　式場準備の前に、奥さん達は明日着る事になる花嫁衣裳を並べて、満足気に笑みを浮かべる。

　その間にラグニールが帰ってきたのだが、最初は誰も気付かなかった。

　だが、ラグニールが持ち帰った七種類の花の数は少なく、どうしようかと悩んでいると、山の上位者達がこぞって七種類の花を持って現れる。

　これで準備が始められると、この場に居る全員で式場の準備を行った。

　それはもう大急ぎで。

　ワズが間に合う事を信じて。

　その日の夕方から夜にかけて、式場の準備も終わり、一息吐いていた頃、光女神からワズが帰還する事が伝えられ、奥さん達と光女神達は現れる場所で待つ。

　そして、待ちわびた人が視界に現れた時、奥さん達は万感の思いを込めて言う。




『おかえりなさい』





書き下ろし「何をしていたのかを聞きました」






　結婚式から数日が経った。

　その間に、俺とファファルは、奥さん達からイルムシュタッドに行っていた間に起こった事を聞く。

「へぇ～、そんな事があったのか。……でも、光教会って部分で妙に納得してしまうな」

　うんうんと頷いていると、奥さん達も本当に疲れたと溜息を吐く。

「全くだな。でもまぁ、これで暫しばらくの間は平和に過ごせるだろう」

「そうですね。そもそも、まだ復興もままならない内に、そのような行動を起こす者を許す訳にはいきませんし」

「本当に。王族として、あのような者は許せません。ですが、既に終わった事ですので」

「いい迷惑だったな。でもまぁ、ワズが居なくて正解だったかもな」

「そうですね～。もし居たら、この程度で終わっていなかったかも～」

「……王都壊滅？」

「いやいや、さすがに夫殿でもそこまでは………………と、否定し辛い事もまた事実」

「お兄ちゃんなら、それぐらい簡単ですからね！　でも、やっちゃいけないんだよ！」

「やるのなら、せめて私達に相談してからでお願いね。駄目なら止めるから」

「やっちゃ駄目～」

　メアルからも注意される。

　………………皆、俺の事をどう思っているのだろう。

　そんな乱暴者でもないと思うのだが。

「……なるほど。つまり、主様と居れば、戦いには困らないという事だな」

　何やら目を輝かせて納得しているファファル。

　別に俺が戦いを望んでいる訳じゃないんだけど。

　でもまぁ、とりあえずというか、今回の状況に俺が居た場合の事を考える。

　………………。

　………………速攻で殴り込みだな。

　その後の事は、まぁどうにかなるだろう。

　うんうん。

　………………奥さん達の言葉を否定する材料が何も無かった。

　なので、話題を変える事にする。

「それで、その……レウス？　っていう新たな勇者はどうしているの？」

「まぁ、無難なところだと、そのままイスコア王国に仕える事になるのではないですかね？」

「ふ～ん」

　とりあえず、新たな勇者と覚醒した者に、いつか会ってみたいと思う。

　でもまぁ、特にという訳ではないので、そういう巡り合わせがあればと、そこで話を終えた。
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　最近、生きている事がつまらないと感じる時が度々ある。

　それはいつも戦いに勝利した後、相手が沈黙、もしくは泣いて謝る時によく感じた。

　幼い頃は、周囲に居る者は余よりも強い者が多く、強くなるために努力するのが楽しかったと思う。

　けれど、それは直ぐに終わりを告げる。

　瞬く間に強くなっていく余を、周囲の者達は天才だと持て囃すが、そんな言葉は別に嬉しくなかった。

　ただ、戦う事が好きなだけで、それだけで良かったのに……。

　……いつの間にか、余の周囲には強者は存在せず、魔王と呼ばれ、従者のみとなっていった。

　戦いに誘っても、誰も応えてくれない。

　皆、口を揃えて「もう誰もあなた様には勝てません」と、誰も余と拳を交えてくれなくなった。

　馬鹿なっ！　と思う。

　余の強さの限界は、まだまだだと思っていた。

　それなのに、皆が、既に余が一番だと言う。

　もし、たとえ余が一番であったとしても、どうして挑んでこない？

　どうして、そのままでいようとする？

　余を倒そうと奮起する者は居ないのだろうか？

　様々な思いは浮かんでは消え……そういう者が居ない事に、何故か悲しくなった。

　だからだろうか、このままではいけないと解散を命じ、一人で行動するようになっていく。

　結局のところ、余は上に立つ者の器ではないという事だ。

　戦が起これば最前線で好きに戦うだけ。

　……それが一番性に合っていると思った。

　そうして一人で過ごしていた頃に、余は雌の赤龍・リイシャに出会う。

　余よりも弱いくせに、お姉さん風を吹かせて余を守ろうとするのだが、不思議とそれが心地良かった。

　今思い返せば、余を守ろうとする者が現れたのは、リイシャが初めてだったかもしれない。

　そんなリイシャが言う。

「ファファル。世界は広いのよ。世界中を探せば、ファファルよりも強い者が居るかもしれないわ」

「……世界か。本当にそんな者が居ると思うか？」

「そうねぇ。第一候補は、やっぱり他の魔王達かしら？」

「他にも魔王が居るのかっ！　しかも複数人！」

「……普通、魔王と言えば恐怖の代名詞なのに、随分と楽しそうな笑みを浮かべるのね？」

「当然だろう。余はもっともっと強くなりたいのだ！　どこまで高みに上れるのかを確かめたい！　そのためには、強者が必要なのだ！」

　そして、リイシャと共に他の魔王へと会いに行ったのだが、その結果は満足のいくモノではなかった。

　余と同じく魔王と呼ばれる存在でも、誰一人、余よりも弱かったのだ。

　……まぁ、ティアンという、同じく魔王である友が出来たのだけは良かったが。

　だが、魔王と呼ばれる存在ですら駄目だとなると、もう余よりも強い者はどこにも居ないかもしれない。

　そう思うと、何故か心が乾いていくような感覚がした。

　他者に潤いを求めようとも、誰も余を満たしてくれない。

　他の事にも目を向けてみたが、やはり戦いを越えるモノは何も見出せなかった。

　ティアンから大魔王という存在を教えられ、実際に会ってもみたが、アレは駄目だ。

　確かに強いかもしれないが、余の求める強さとは違う。

　というか、生理的には受け付けない。

　その大魔王から「火」のクリスタルを無理矢理渡されて、正直言って迷惑なだけだが、これはチャンスかもしれないと考えた。

　このクリスタルを奪い返そうと、強い者が現れるかもしれない。

　そう考えて、余は武闘都市・エスレアデの闘技場へ居座る事にした。

　ここでならきっと、見た事が無い強者が現れると思い、最後の希望を抱いて……。

　その頃には、いざ実際に目の前に余の望む強者が現れたらと、考える時間が増えた。

　出来れば、余を完膚なきまでに圧倒する程の者が現れて欲しい。

　そう考えた時、ふと気付く。

　そうか、余は負けたいのだと。

　しかし、それと同時に、余を圧倒するような者になら、この身を任せてみたいとも思った。

　まだ見ぬ圧倒的強者の存在を思うだけで、余の胸が大きく高鳴る。

「……ふふ……ふふふ……想像しただけで思い焦がれるとは。……もしそんな存在が目の前に現れたら、負けると同時に求婚してしまうかもしれないな」

　思わず、そう口に出してしまう。

　……そんな存在は、余の空想の中にしか居ないのに。








あとがき









　どうも、いつも通りで、ワズです。

　何やら、こうして始まるのが通例になったというか、作者さんがそうしているというか……。

　あっ！　ちなみに、その作者さんはそこに居ます。

「………………」

　前回のテンションが、噓のように下がっていますね。

　こらこら、そんなところで蹴っても、小石はどこにもありませんよ。

「……いやだってさ、もうお決まりでしょ？　どうせこの後、俺は拷問されるんでしょ？　そうなんでしょ？」

　いやいや、そうと決まった訳じゃないですから。

　というか、そもそもの話ですが、作者さんが普通に対応していれば、フロイドや光女神様達だって、きちんと対応してくれると思うんですけど。

「………………本当にそう思っている？」

　………………はいっ！

「いやいやいやいや、その溜めは何？　勢い良く言っても、確実にそう思っていないよね！」

　まぁまぁ、そう深く考えなくても良いんじゃないですか？

　どんな作者さんでも、フロイドと光女神様達なら、ちゃんと受け入れてくれますよ。

「そうですね。兄は万能ですから、何でも大丈夫だと思います」

「………………」

　………………。

「ねぇねぇ、ワズ君。何か、いきなり後ろから声が聞こえたんだけど？」

　奇遇ですね。俺もです。

　せ～ので振り返ってみますか。せ～の。

「ちょっ！　心の準備が！　わっ！」

　……あぁ、やっぱりと言うべきか、イルムが居ましたね。

「どうしてここは、神様クラスばかり現れるのか……」

「それはですね、兄から聞いたのですが、何でも神達の憩いの場と化しているそうですよ。どうも、作者様。初めまして、イルムシュタッドの創造神をしています」

「うん、知ってる」

「もうご存じとは。感服しました。という事は、兄から聞いた話も本当なのでしょうか？」

　嫌な予感しかしない。

「嫌な予感しかしない。その話というのは？」

「兄が言うのは、作者様も私と同じだとか？」

「うぅん。全然違うよ？　進んで自分を律するような事はしないけど？」

「ですが、兄や女神様達から、己を律するため、あえて受けていると伺っていましたが？　同好の士を得て、私は嬉しく思います」

「うん。だから、違うって言っているけど？　あれ？　話が通じていない？　それとも、今回はこういう趣向なのかな？」

　いや、俺に聞かれても困るんですけど。

「そんな事もあろうかと！」

「私達もこの場にやってきました！」

　あっ！　フロイドと光女神様だ。

「戦略的撤退っ！」

　作者さんが逃げた。

「おや、今回は逃げられてしまいましたか」

「え？　あれ？　もしかして、もう出番終わり？」

　そうみたいですね。

「いいえ、まだです！　折角見つけた同好の士を逃す訳にはいきません！」

「妹のために協力しましょう」

「追え～！　追え～！　逃がすな～！」

　イルム、フロイド、光女神様が、作者さんの後を追っていく。

　とりあえず、無事に逃げおおせる事を祈っておいた。




　どうも、こんにちは。ナハァトです。

　え？　逃げられたのかって？　安心して下さい。

　一通り躾しつけを受けてきましたが、俺は元気です。

　まぁ、それはいつも通りなのでいいとして、こうして再びお会い出来て嬉しく思います。

　これもひとえに、読者の皆様のおかげですので、本当にありがとうございます。

　今後も、イルムシュタッドという新たな舞台で起こるワズ君達の行動を、楽しんで頂ければ幸いです。

　次巻からは、奥さん達との新婚旅行でイルムシュタッドへと向かいますが、まだまだラグニール達も登場させる予定ですので、お付き合い頂ける事を願っております。

　もちろん、自分も読者の皆様に楽しんで頂けるよう、まだまだ頑張っていきますので、宜しくお願い致します。




　いつもこの作品の可愛い絵を描いて下さる、三弥カズトモ様。

　いやもう、ほんと、申し訳ございません。

　ルマルフ、ティアン、ファファルと、きちんとした魔王としての姿を描いて頂けたのに、全然魔王らしくなくて、すみません。

　あとやっぱり、何度見ても、闇女神さん怖いです。

　けれど、裏表紙のメアルに癒されます。……ほっこり。

　でも、ラグニールの人化……イケメン過ぎません？




　そして、この作品の格好良い絵を描いて下さる、彩乃浦助様。

　前巻の時は、まだ手元にコミックがありませんでしたが、今はあります。

　もの凄く楽しく読ませて頂きました。

　どうぞ、このまま突っ走っちゃって下さい。

　あとやっぱり、メアル可愛い。ほんと可愛い。

　色んな表情が見れて、非常に満足です。




　三弥カズトモ様といい、彩乃浦助様といい、俺を萌え殺すつもりですか？

　本望です。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　そして、『コミックアース☆スター』でこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には、感謝の言葉しかございません。

　本当に、ありがとうございます。

　それではまた、こうしてこの場でお会い出来る時がきましたら、その時は宜しくお願い致します。
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その者。のちに…　０７　別世界・四大魔王編（下）
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